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材料・電子デパ'イス技術

情報処理・装置

熱・流体・放電・光応用装置技術

電子機器技術

ド

産業用システム・機器
3.1 産業プラント用電機品

3.2 計測制御

3.3 生産機器

3.4 汎用電機品

3.5 環境・広域システム

スパイラルエスカレーター

表紙は米国サンフランシスコ市のSAN FRANCISCO CENTRE

に納入した海外で初のスハイラルエスカレーターである。

同ビルは市の中心、街にあり,名物ケーブルカーの始発駅に近接し

たショッピングセンターである。 9階建ビルの中央部をだ円形の広

いアトリウムが貫き,1~4 階の両側には各々 3 層,計6台のスハ

イラルエスカレーターが配置され,天窓から差し込む自然光にその

優雅な曲線を浮かび上がらせる。当社昇降機技術と建築デザインが

見事に結びついた傑作といえよう。

他にエレベーター14台,直線エスカレーターを13台納入しており,

1988年10月から稼働している

C 1989 Mitsubishi Electric corporati0Π, printed in Japan

光通信システムと機器

有線通信システムと機器

コンピュータとワークステ

周辺・端末機器

画像システムと機器

.^^ .

宇宙開発と衛星通信
4.1 衛星

4.2 宇宙基地・宇宙機

4.3 宇宙用デバイス・部品

4.4 衛星通信地球局
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巻頭

謹んで新年の御挨拶を申し上けぼす。

昨年は,国の内需拡大策等力ゞ効を奏し,また産業界の

懸命の努力もあって,国内の経済及び景気は好調に推移

しました。また国際関イ系では,長力、つたイ.イ戦争力ゞ終

結し,フ、ツシュ新大統領力ゞ選出され,日米関係はレーガ

ン政策の継承で大幅な政策転換はなく,従来どおりの関

係が続くものと期待されています。

我力ゞ国の電機産業は,常に変革に対処し得る洞察に富

んだマーケティングカと倉1」造,性豊力、なヲ重い技術開発力を

持って,社会の発展とネ呈済成長の原動力となってきまし

た。今後も,その技術力の蓄積力ゞ世界への技術貢献をイ半

いな力ゞら,新しい時代を迎えることになるでしょう。

した力ゞつて,今後の我力ゞ国産業は,21世糸己を支える技

術革新への新たな制弾Lと国際社会への貢献を抜きにして

は考えられません。

当社においても,これらの技術革新時代に対処し,よ

リー層事業ホ呈営の基盤をヲ金め,社会への貢献を成し得る

企業として成長を遂げるために,常に技術開発力のヲ金イヒ

を図ってまいりました。

昨年度は,光・マイクロ波デバイス研究所を新たに設

立するなど,研究開発イ本制を刷新しながら,研究所と事

業分野と力ゞ密接な協力を図り,,盾報通信,半導イ本技術を

々台め電力.エネルギー,家庭電器,宇宙,新素材など広

範にわたる技術開発に努力し,多大の成果を挙げてまい

りました。

研究分野では,21世糸己を目指した新しい時代の二ーズ

にこたえるべく,基礎的研究,基盤技術の一層の局度イヒ

を目指しな力ゞら,超電導材やニューセラミックなどの新

素材を々台め超々LSI,人工矢哨皀など先端技術の研究開発

をイ足進しました。極イ氏温用のノ」＼型スターリング冷去Π器,

局速検索機能を持つ大容量光ディスク画像システムなど

も開発されました。

電力.エネルギー分野では,電力供給の効率イヒ.ホ呈済

性.高信頼性への要望に対応した発電.変電.酉己電各機

器の開発,製品イヒカゞ進められ,特に電力系統システムの

全ディジタル保護・佑U御システムの適用,及ぴA1技術

の導入にょり,電力供給面での高機能イヒ,高性肯皀イヒカゞ図

られました。

産業用システム・機器の分野では,工場内を流れる物

とそれにまつわるイ青報の一元イヒを図るべく,システム機

器の局機台副ヒ・高性台副ヒやネットワーク技術,シングル

アーキテクチャ思想のコントローラが進展しました。ま

専務取締役開発本部長
工学博士

岡

た,物力ゞ一層多様イヒしていくことに追従し,柔軟な生産

システムを構築できる各種機器類のシリーズィヒと人工矢口

能の実用イヒなど力ゞ図られました。

宇由開発の分野では,当社力ゞシステムを取りまとめた

衛星プロジェクトは,昨年,通信衛星3号a及ぴ3号bの

2機が成功裡に打ち上げら九現在実用に供されてぃます。

続いて3年1髪のチ丁ち上げを目指す地球資源衛星1号の開

発力ゞ進行中です。一方,宇宙時代の先駆けとなる宇宙実

験.観週Uフリーフライヤも,開発モデルの製作を進めてぃ

ます。

'盾報・通信の分野では,情報処理と通信の扇虫合という

時代の要三青に応じ,新しい思想一THINK&LINK を

展開して顧客の二ーズカ)ら発想した開発に取り組んでい

ます。昨年は企業内情報通信ネットワーク=菱電機VAN

"MIND"の実現によりトータルシステムの基盤をる寉立し
ました。

半導イ本・電子デバイス分野では,局速大容量データ処

理システム用キーデバイスであるVLSI,光素子,パワー

デバイス,ディスフ゜レイ管等の開発を金兇意進めてまいりま

した。特に4MビットDRAM,1MビットSRAM,32ビット

マイコン開発等により,従来にも増してメモリ大量消費の

新規需要の力Ⅱ速が予測され,それらに対応すべく周辺製

品も併せて進めています。

建築関連設備の分野では,人工矢哨皀群管理方式力、ら個

人住宅用エレベ一女一までの幅広い製品力ゞ開発されました。

交通の分野では,多様な交通需要に対応できる交通シ

ステムの研究開発に積極的に参画し,乗客サービスの向

上など魅力ある交通システム作りに大いに貢献してまい

りました。

赤電関連機器の分野では,映イ象・音響機器,伊」えしよE

DTV対応ディジ衣ルテレビなどディジ女ルエレクトロニク

ス技術により大画面・高画質を追求しました。 HA.家庭

情報機器では,特に青争止画テレビ電三舌機の先発メーカー

として,機種系列の充実を図り療庭における情報イヒに備

えました。

本年の経済の見通しは,則半は昨年同様に好調な推移

力漠"待できますが1髪半はやや不透明な面もあり,予断を

許されません。いずれにしろ我力ゞ国の国際的責任はます

ます重くなっていることに変わりありません。技林i開発

の面においても,技術大国の名にふさわしい力を付けて

いくこと力ゞ一層望まれるわけで,当社もまた国際企業と

して更に技休i力を高め社会に貢献したいと念願しており

ますので,本年も一層の御支援と御協力をお願い申し上

げます。

久雄

言
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光ニューロコンビュータ

ニューロコンヒュータは,多数のニューロン(ネ申系茎糸田胞)

と呼ばれる素子で構成されたネットワークの酉己線ハター

ン(ニューロン間の結合ヲ金度の時間白勺・空間的ハターン)

に着目した超並夙」コンヒュータで,現行のフォンノイマ

ン型コンヒュータにはない様々な特長(連想,学習など)

を持ってぃる。ニューロコンヒュータは,専用LS1や光

技術を用いて八ードゥエアイヒカゞ可台皀である。光は,空間

並万1」性を持っているので本質白勺にニューロコンヒュータ

との整合性が良い。また,光は,クロストークを受ける

ことなく大容量局速イ云送力拓1台毛という長所もある。この

1.石升究

発光素子アレー

^1官、
4^1冨、4亀佃1巨、"偶,巨、

完全出

■並列分散処理向きデータ駆動型ブロセツサ

光ニューロコンヒュータの基本構成図

ヲ亡ニューロ
コンヒユータ ーノイーーニニ三ニニー゛^

＼、＼＼で==、_ ^

の外観

光技術を用いた光ニューロコンヒュータを作製し,基本

的な連想機含皀を実現した。図に示すように,不完全な入

カハターン(A、)から,あらかじめ蓄積してある完全パ

ターンのうち,取もイ以ているもの(この場合A)を出力

する。装置の基本構成は,ニューロンの】犬態を表す発光

素子アレー,ニューロン間の結合ヲ金度を表し畜積'清報を

分散多重言己憶させてある光学マスク,ニューロンの】莫電

位を表す受光素子アレー,及ぴしきいイ直素子である0 写

真は,その夕卞観を示す。光の特長である空間並るけ性によ

り多数のニューロン間酉己線(1,024本)カゞ容易となってい

る。さらに,しきい値に雑音を力口えてニューロン状態を

確率n勺に動作させることにより,連想精度を15%ほど向

上させること力ゞできた。

河,鬚1,
可

単一フロセッサの百皀力限界を越える大"」:ゲータの処理

を行う諸分野において,並石1」分昔女処理に適した局速フロ

セッサか求められているこのような獣・求にこたえるた

めに,従来型のコンヒュータとは全く異なるフログラム

実行方式を用いて局速イヒ市図った゛データ馬偶剰J型フロセ

ツサ0 を,シングルポードコンヒュー衣として実現した0

ポード上には,フログラム。己億チッフ,発火処理チツプ,

演算処理チップ,キューバッファチッフ゜,合流'分岐チ
ツフカ、らなる5チップセットのLS1力井苔載されている(写真

上)。このポード1枚で1秒間に2,000万回の32ビット整数

及ぴ浮動ノ」＼数点演算が実行できる。さらに,多数のボー

ドを相互にホート接続することにより,容易にマルチフ

ロセッサカ井董成でき,飛躍的に性首皀を向上させることが

できる。

プロセッサの開発と並行して,システム開発用の支援

ツール(エミュレータ,シミュレータ), C言三吾類イ以の並

る1」処理用フログラミング=。吾,図白勺言己述升多式のアセンブ

ラなども同時に開発した。

データ馬区動型フ゜ロセッサは,画イ象処理,グフフィツク

ス処理,局速りアルタイム雋1」征Π,通估儒U征U,估号処理な

比較器

どの応用を想定して開発を進めており,現在はこのポー

ドのキ幾台皀のシングルチップイヒをチ隹進している。

(この開発はシャーフ妹)との共同開発)

テタ駆動型
シンクルボート
ンヒユータ

・1 r

キューノ>ソファチッフ

(664 × 470 (mm'))
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音声Q&Aシステム

エキスハートシステムなどの進歩にイ半い,マンマシン

インタフェースの高度イヒカゞ望まれている。自然音声によ

る文寸話力浩1台皀なシステムの構築を目チ旨し,連続音声言忍識

技術による音声質問応答(Q&A)システムを開発した。

連続音声認識装置は,音響処理部に専用LS1を用いるこ

とでノ」＼型イヒし,構文処理音Bでは並多U処理方式により高速

イヒを図った。並列イヒ構文処理は,音響処理部で得られる

単三副戻補に対する文章検索において,構文規,貝リに基づく

イ反説検定を複数のプロセッサに動的に割り付けるもので

あり,並るⅢヒの効率力ゞ高い方式であるその糸吉果,一時
期に対象語い 500単き吾の連続音声の実時問言忍識力ゞ鈎妻

可首三になったさらに,文脈による語乗.構文セット切替

オ幾首皀を用いれしよ,総語果数8,000単語の大規模タスクま

で扱える単三吾音響辞圭の作成においては,連続音声の

音音員ネ佳続時間長に関する矢口識を利用する方式を用い,高

し信忍識率を得ている。また,話者による音響白勺特1數の相

違を効果的に学習する話者適応イヒ機台昌を備えており,数

十単三吾の登録で全単語の音響舌辛書の自動学習力涌1育皀であ

高速三次元CA.

製品設計を様々な角度から支援するためには,製品形

1犬のモデリングと断面升刎犬の確言忍,音K品レイアウト検討,

干渉チェックなどの処理が必要である。これらの処理を

設計者の思考の流れを中断することなく進めるためには,

三次元の形状処理時間を短くしなければならない。そこ

で,三次元の升多状処理を二次元と一次元の処理に分害Uし

局速イヒを図る手法によって,言旦言十者力ゞ一人で占有できる

ワークステーション上で1秒以下の平均応谷:速度を実現で

きる三次元CAD (computer Aided Design)システムを
開発した。

製品升列犬のモデルに音B品間を結合するジョイントや,

変イ立に関するデータを定義できる機構モデリング機首皀,

及ぴ個々の物イ本に対し移動軌跡や速度を定義できるアニ

メーション機育副こより,各種動作のりアルタイムな確言忍

カゞできる。また,平行光源,点光源及ぴ

周辺力.らの反射による光の影響を考慮し

た照朋モデル,及ぴスムーズシェーディ

ングなどのコンピュータグラフィック機

台皀により,実物に近い表示図力ゞ得られる。

音声Q&Aシステム

る0 構文規貝11は,ユーザーカゞ文章表言己去見貝1」に従い対象文

早と舌辛書を定義するファイルを作成すれしよ,構文規,則獲

倶ツールにより自動的に生成されるため,システムのキ昔

築や変更も容易である。この音声Q&Aシステムは,原

子カプラント運転支援システムなどの各種エキスハート

システムに適用力拓1肯巳である

^

●ケ

.、

応用としては,機構シミュレーションシステム,意匠

言斐言十システム,デザインレビューシステム,フラント酉己

管言斐言十システム,工場内レイアウト言斐言十システム,者B市

景観シミュレーションシステムなど力ゞ挙げられる。当社

製スーハミニコンMXシリーズ及ぴグラフィックワーク

ステーションMG8000で利用できる

"^

/ー・'/、'
(a)グラフィック
ワークステーション

37形三菱カラーテレヒCZと都市のモデリング例

'

伊4

(b)表示図例
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■原子カブラント向け総合ディジタル計装
制御システム《MELTAC》

2.電力・エネルギ

P圦R原子力フランNこおけるネ急合ディジタル計装制征"

システムを製品イヒし,現在,関西電力舷)大飯3号キ幾向けシ

ステムとして,装置のキ幾台自性百皀及びネ急合通信機台巳を検証

するために,フラントシミュレー女と組み合わせたネ怠合
組合せ試験を実施中である

このシステムでは,原子炉系,タービン発電キ幾系と佑1」

御機台皀単1立ことにグルーフ分割した機育巳分昔女方式を採用

するとともに,現場フロセスカ、ら中央CRT監ネ見表示まで

階層イヒされたフラント広域信号イ云送イ本系を升多成している0

さらに,各々のディジタルコントローラには,基本ハー

ドゥエア,基本ソフトゥエアを統一,1票準イヒした製品シ

リーズ UELTAC》を採用している。

《MELTAC》は,原子炉制御システムから周辺設備まで,
原子力分野における,あらゆるシステムニーズに適用で

きるディジタルコントローラとしてシリーズィヒしたもの

である。原子カプラントの安全ネ佳続運転,チ馴動率を重;見

し,従来のディジタルコントローラに上ヒべて,下言己の特

長を備えてぃる 17フントの監ネ見 q剖征U・言十装の広軍包

囲に適用できる。②オンラインでのハードゥエア.ソフ

トゥエア両面からの自己診断機台巳を1寺ち,待機系への自

^

匪中部電力(株)能力開発センター納め系統運用シミユレータ
電力会社は,系統運用者の系統運用に関する実践的な

技術.技能の短期修得と事故時における沈着・冷青争な半1」

断力の養成を目白勺に, E語場感のある言1畍卓シミコ.レー女を

言斐置してぃる。中音3電力畔知においては,昭和56年6月に

中央糸合電1旨令所只を対象とした自勇絲合電システムの1系

列をイ吏用した言1畔東シミュレータを導入し,今日に至るま

で大きな言1畍東成果を上げてきた。そして,昭和63年4月

にしよ7支店(社)の糸合電所{・伶1」征"所員の個男1」副M凍.合同

言川東を可台巳とした系統運用シミュレータを百皀力開発セン

ターに導入し,司縣東を開始した。この言1畔東シミュレータ

の特長は,次のとおりである。

住)実践B勺な運用・チ曼作技台毛の養成力ゞ司百皀

被言騰東者が所属する支店休かの実系統デー女を使用し,

日常業務を行ってぃる電力系統の三蠏東をすることにより,

実践的な運用・操作技台皀を向上できる

2)実規キ莫系統の局'性台毛シミュレーシコンの実現

高速潮流計算フログラムと科学才支術三十算フロセツサの

適用により,実際の'情幸侵更新周期と同ネ呈度の3秒周期の

動切替えによる運転剤米続と,故障箇所の直接表示力伝J首巳
3。十装ブロック図から,直接,高品質のソフトゥエアを

生成し,カ、つ,オンラインでモニタ可台巳なイ呆守ツールを

イ箭えている

総合ティジタル計装制御システム MELTAC

系統運用シミュレータ

高精度.高速の電力系統シミュレーションを実現している0

(3)司変系統表木システムの開発

系統臣七ネ見般は,70インチのビデオフ゜ロジェクタを8台

で構成したマルチスクリーン方式とし,言川東対象系統の

変更をデータベースのみの切替えにより実現している0
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完全一体形負荷時位相調整変圧器
糸呈呈各の異なる複数の送電線で構成されるルーフ系統に

おいては,個々の送電線インヒーダンスの違いにより,

ループ系統に1盾環電流を生じる。1盾環電流の制征Ⅲこは,

系統間のインビーダンス電圧降下の差分を補イ賞する電1王,

つまり系統電圧とイ立相差力ゞ直角となる電圧成分を与える

イ立木目調整力ゞ有効である。これにより,

(1)ループ系統全イ本の最適潮流配分による送電損失の
イ氏減

(2)ループ系統全イ本の設イ蒲容量の有効利用による送電容
量のj曽カロ

3 系統事故時の特'性を考慮した潮流制堆0による信束頁性
向上

など力ゞ図れる。東ゴヒ電力妹)秋田変電所に示内入した負荷時

イ立相調整変圧器は,ループを構成する275kV系統と154

kV系統の連系を行うとともに,275kVイ則で土10゜のイ立相

調整を行うものである。

この変圧器は,従来技術では2台の変圧器として構成

していた三相30OMVA主変圧器と,電圧イ立相の竪なる

木目52.9~1VAイ立木目調整器を,タ卞鉄升多特長を生力、して,相

間鉄心卯呈力ゞ主駄陪Bの糸勺半分で済む6相鉄心怖苗造により完

全ーイ本イヒした世界で初めてのものである。完全ーイ本イヒに

■30okV全三相一括形GIS製品1号機納入
中音B電力命知南武平町変電所に30okV全=木目一1舌升多がス

絶縁開閉装置(GIS)製品1号オ幾をネ内入した

このGISは,名古屋市都,Dの建屋内に設置され,超高

圧系統の重要拠点であること力.ら,より一層の縮ノ」＼イヒ,

完全一体形負荷時位相調整変圧器

よる効果は,次のとおりである。

(1)新開発6相鉄心、の採用により,損失特,陛を改善できる。

(2)重冕,油冕を屯敬咸できる。

(3)据付けスヘースカゞ罷i小でき,基礎の設吊平"用も低減

ビきる

(4)愉送や据付けエコ三iが,変圧丹号IA分で済む

及ぴ局信束頁度イヒを達成したものとなっている

オ苗成オ幾器は,すべて三相ーチ舌化し,主母線と母ホ馴則断

路器のーイ本化や,変流器を遮断器分岐胴内に収納するな

どの複合イヒを図り,また,荊走升勿麿断器を中央に配置し,

線三割則のオ幾器と母線イ則の機器を左右にそれぞれ接続し,

母線イ則断路器の下音剛こ制御箱を配置するなど,効果的な

空間利用によるオ幾器酉己置構成となっており,据付け面積で

50゜ム容積で4000,重量で70%(いづ'れも,1回ま泉当ナこ

りの当社製相分離汗多との比較)の縮少イヒを達成した。さ

らに,1回線全体を工場で試験したままの升多態でのユニ

ツトーチ舌輸送により,現ナ也1居付け作業の極少Υヒと高信束頁

度イヒを図った。

また,者B,0音Bの巖重要車等泉に適用されること力.らも,

1回線分全イ本を先行製作し,升多式相当試秀矣に力Uえ,環境

試馬貪,き稀頻度動作試§矣などにより,長期実用'陛甫巳を

確三忍した。あわせて,現j也でも,1居付け完了1麦,過電圧

印力口による課電試験中の内音露今断試§金,通電試馬金,及ひ

系統電圧印力口による長期課電試験により,信束頁度の局い

GISを完成した。30okV全三相括形GIS

タ

、
、
^
.
^
,
"
'
.
^

ニ
＼
.
エ
ー

↓
 
1
ι
.
ー

a
 
、
」
ノ
一
,
'

;
.
一
1
,

＼
小
:
・
却

'
ー
,

.
ー
ー



トビックス

新シリーズ密度・機能ディジタル制御インバータ
《MELVEC、1100シリーズ》

3.産業用システム゛幾器

鉄鋼.製紙などのプラント司変速馬区動システムにおい

て,大幅にモデルチェンジした MELVEC・Ⅱ00シリ

ズ》トランジスタインバータを完成した。このシリーズ

は,既に40OA以上のネ内入実績力ゞあり,次に示す特長を

持っている

(1) 40OV系22kw,20OV系11kW以下の装置は,6段積

み力拓1台昌であり,大幅な省スペースカゞ実現できる。

(2)主回呈各素子には, Bi、MOS トランジスタ(20OV系)

又は高hfeトランジスタ(40OV系)を採用した。馬区動回

路の省電カイヒとノ」＼型イヒにより主回路ユニットは,ノ」＼型.

軽量イヒされ,主回路ユニットのイ呆守,性力ゞ向上した。

(3)制征"回呈各には専用LSI・HICを採用し,完全ディジタ

ルイヒを行った。司変抵抗器は全くイ吏用しておらず,設定

はすべてメンテナンスハネルによりディジタル量で行う。

カードサイズもA4相当とノ」＼型イヒされ,保守'陛・信束頁性力ゞ

向上した。

4 現代制征"理ヨ兪の採用により,電動キ幾と負何口ール間

の車由の剛,性に起因する車由振勇Jの発生を抑佑1」できる。また,

電波暗室用ソヤーソタイナモメータ

負荷速度応答特,性.インハクトドロップの改善に大きな効

果が得られる。

(5)局級メンテナンスパネルの付力口により, 1定数のー

括言売込み.べりフブイチェック,@オンラインオート

チューニンク',3 トレースデータのディスフレイ表フJく.ノ~

ドコヒーなどが可台毛である。

敢近,自動車に搭載している電子オ幾器の估頼'性力ゞ社会

見『題となってぃる。各自動車メーカーは,これに対処す

るため,ヲ金電波環境下で電子機暑嵜苔載車の各ネ重性台皀試験

を行うシャーシダイナモメータシステムの導入に迫ら

れている。

当社は,今回一"旻環境下での走行シミュレーションに

波暗室用シャーシダイナモメータ
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冒

よる動力,陛首皀試験機台皀を持つとともに,ヲ重電波による電

子機器異常時のノンコントロール現象検矢口をシャーシ台

上で実現できる電波B音室用シャーシダイナモメータシ

ステムを開発した

主な特長は,

住直1呈9mのターンテーフソレ内に4Ⅵ'D車用シャーシタ

イナモメータをコンノ＼クトに装イ蒲

2 急伶リ動時に作用するABS (AntiLock

Brake system),急、発進及び力口速時に作用す

るTRC Traction contr01)の評価試験を可

首皀としたイ氏μ三各を模1疑できる特殊ツィンロ

ーラキ董成

(3)シャーシ台上への接j也荷重をイ氏減し,4

~VS (4 Wheel steering)言平価試験を司倉昌と

した独特な構成からなる車イ本押し上げ装置

となっている。電波B音室内におけるダイナモ

オ幾器の三秀導障害,及ぴ佑1」個Jシステムのノイズ

対策などには,当社の保有する電波技術の

ノウハウが生力.された最適なシステムを提供

している。

MELVEC-HO0
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多軸多系制御用数値制装置《MELDAS、330HL》

MELDAS・330HL》は,32ビットCPUを採用した MEL

DAS・300シリーズ》の特長である, 1局速.高精度加工

実現,2 カスタムイヒ・システムイヒへの対応,3 コンハクト

なノウハウ,オールディジタルACサーボ.AC主車由など

に力日え,多軸複合旋盤・自動盤を対象に次の特長をイ儲え

た多車由多系統旋盤用CNC装置である。

(1)多車由多系統制雁0の実現

最大雋リ征陣由1神由(NC制征陣由13車由, PLC胃雁陣由騨由),

最大5系統制征U(五つの独立した同時制征Πが可台巳)を実現

することによってカロエ時間を大幅に短縮。さらに,複合

カロエに必、要な機育皀を豊富にチ苔載し,2次.3次カロエを同時

に実行できる

J

2 優れた操作,陛

2系統同時表木によってカロエフログラムの作成など操

作力ゞ容易である。

3 容易なプログラムチェック

ネ夏雑な多系統フ゜ログラムのチェックカゞ実カロエのイメー

ジでCRT上に表示できるグラフィックシミュレーション

機台巨をチ苔載。多車由複合旋盤力ゞ,より身近にイ吏えるように

なった。

この機種によって《MELDAS、300シリーズは8機種

をそろえ,多ネ埀多様な二ーズにこたえられるラインアッ

フを達成した

制御ユニット

■信頼度・多重化システムシーケンザA3VTS"
、A3VTS゜システムは,＼1ELSEC、

Aシリーズの高信束頁度・多重イヒシステ

ムシーケンサであり,主な特長は下記

のとおりである。

(1)多重イヒ多数決運転による信束頁性及

ぴ稼働率の向上:、A3VTS0システム

は,電1原ユニットー重イヒ,データリン

クユニットニ重イヒ, CPUユニット=重

イヒによる多重イヒ多数決運転方式を採用

した。ユニットに異常力ゞあった場合,

自動白勺にイ也の正常なユニットに切り替

わりシステムの運転を続行させること

力浩1台三である。また,出力に対しては3台のCPUの1寅算

結果の多数決を耳又り,その多数決結果を出力する。

2 オンライン中のユニット月兒着:システム運転中に,異

常となった電1原ユニット,データリンクユニット, CPU

ユニツトを,運転を止めることなく交換が可甫昌である。

入出カユニットについても,システムの運転を止めるこ

四日目日凹
凹凹四四田
凹冊四君四
冊図図図図
囲図囲
日目

CR丁ユニソトグラフィック表示例

.

◎

高信頼度・多重化システムシーケンサ"A3VTS"

となく,脱着する入出カユニット部分のみオフラインに

して,入出カユニットの交換力ゞ可首巳である

3 従来の NIELSEC・Aシリーズシステム A3CPU,

A3NCPU, A3HCPU)との互換・陛:従来の入出カユニッ

ト(特殊キ幾育皀ユニット),シーケンスフログラムは,基本

白勺にばA3VTS゜システムに使用司育巳である。

回
回



トビックス

技術試衛星Ⅵ型(ETS、VD太陽池バWレ系

当社は,1992年夏期にH、Ⅱロケットで打ち上げる予定

の技術試験'衛星＼1型(ETS、V1 の電1原用バス機器として,

宇宙開発事業団力、ら太陽電?也パドル系サプシステム(ハド

ルと馬区動装置)瓦又りまとめと,展開1髪寸法力ゞ2.4mX14m

で寿命初期の発生電カカゞ2.8kw(]翼当たり)の国産では

尿大規模の太陽電1也ハドルを受注し,開発を行っている。

パドルの開発における主要課題は,軽量化設計の推進と

遷移刺U首上における発生電力増加である。軽量イヒ言曼計に

ついては,①ETS、＼(1987年8月才丁上げ)で実績のあるセ

ミリジッド構造(CFRP製張力"莫をCFRP製枠に組み込

む)としていること,2 ヒ、、チ系超高ヲ単性CFRPを世界

に先馬國ナて採用していること,③50μm薄型Si太陽電V也

セルをイ吏用していることにより,比電力(太陽電?也ぐドル

単イ立重量当たりの発生電力)力辺2W/kg(寿命初期)と,

ETS、Vの1.8倍を実現できる見込みである。また,遷移

軌道上での発生電力要求1直力江.4kW以上と,従来より

大幅に増力口したことに対応するため,4枚パネルのうち

4.宇宙開発と衛星通信

宇宙実・観測フリーフライヤ(SFU)

宇宙実験.荏見浪りフリーフライヤ(SFUルよ,通商産業省.

文音3省(宇宙利.学研究所)・科学技術庁(宇宙開発事業団)

の協同フ゜ロジェクトとして開発されており,我が国初の

無人宇宙フ゜ラットフォームである。 SFUの開発には,国

内13社力ゞ参画している力ゞ,当社は車宇事会社として,シス

テムの頁又りまとめをチ旦当している。SFUの景初の打上げ

は,1992年度冬期に種子島宇由セ

ンターカ、らH、Πロケットにようて

行われ,局度糸勺50okmの円軌道上

で,数力.月にわたる宇宙環境を利

用した各種の実験や径見測を実施す

る。軌道上での運用糸冬了1髪,米国

のスペースシャトルにより回a又さ

ETS Vレ゛ル先行開発試作モテル

景夕卞ハネルのみ展開する機構を考案し,1986年度の先1子

開発試作モデル,1987年度のスケールモデルにて試作.

改良を行い,実オ幾へ適用できることを試験で確言忍してい

る。現在,ハドルのエンジニアリングモデルを製作中で

あり,展開試験.振動試験・熱真空試験などの開発試験を

今1髪実施する予定である。

れ,j也球に帰還する。回収は,1993年6月が予定されて

いる。このため, SFUは,宇宙での実験などの結果を地

上に持ち帰ることが可台巳であること,繰り返し飛行させ

ることが可台巳な再利用型プラットフォームであることを

特1敦としている。 SFUには,6個のぺイロードユニツト

と呼ばれるキ票準イヒされた箱力ゞ整備されており,各種の実

験装置を"又ホ内できる。また,一音B

実験装置のために,タ卞音隣こもチ答載

できるインタフェースカゞ整備され

ている。 SFUの総重量は,糸勺4,000

蛤であり,このうち実験装置重量

は,糸勺],200恕である。現在。 SFU

は基本言曼言十を糸冬了し,言斐計を各チ重

試験によりる寉言忍するためのエンジ

ニアリングモデルなどを製造中で

ある。

軌道上で運用中の宇宙実験観則
フリーフライヤ想像図

宇宙実験観劇フリーフライヤの打上け運用回収図

写真提供:

(財)無人宇宙実験システム研究開発機構(フリーフライヤ機構)
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■宇宙開発業団向けソーラシミュレータ

宇宙開発事業団向けソーラシミュレータは,筑波宇宙

センター総合試験オ東内に水平ハンマ型スペースチャンバ

用として言旦置され,技術試験衛星Ⅵ型(ETS、VDに代表

される大型衛星とその構成要素,その他の大型供試イ本の

太陽光照射熱平衡/熱真空試験にイ吏用される装置である。

詳細設計を1987年9月に終え,現在,据付け作業を行っ

ており,1989年6月に納入する。

ビームの有効光束6mφ以上,均一度士5り以下,平行

度士1.5゜以下,効率(初期)12%以上という世界最高の,性

台昌を実現するものである。

このソーラシミュレータの特長は,①良い平1子度と高

いフ、ラックスペース率を実現するため球面コリメータ鏡

を用いたオフセット型であること,②コリメータ鏡は曲

率半1呈45m,最大直径約8.6mφの構造物であり,製r巨性

及ぴメンテナンス,性を考慮して163枚からなる6角形セグ

メント鏡,セグメント鏡調整機構,バックストラクチャ

から構成されており,セグメント鏡単イ立で交換可台昌であ

ること,3 コリメータ鏡に炭素繊ま隹ぢ金イヒフ゜ラスチック

CFRP材)をイ吏用し,軽量イヒ及ぴ熱変升多などのイ氏減イヒを

図っていること,●コリメータ鏡の温度調節は背面シュ

ラウドと背面ヒータで行うこと,⑤キセノンランプと集

光鏡のモジュールイヒによりメンテナンス,陛を良くしたこ

となどである。

■宇宙通信(株)向けスーバーバード衛星運用管制システム
このシステムは,1989年3月,10月に才丁上ιデカゞ予定され

ているスーパーバードA, Bに対して軌道及ぴ姿勢の保

持と衛星のハウスキーピングの管理運用を行う衛星管制

サブシステム(KU帯)及び衛星の通信系に関して回線る寉

立のための支援,イ吏用状況の監;見,,性自皀のチェック及び

異常時の原因究明支援を行う衛星中継器畔ネ見サブシステ

ム(KU帯及びKa帯)から成り,茨城県及び山口県に設置

される。衛星管雋U及び中ホ佳器監ネ見サブシステムの運用上必、

四/j
X/

、

NASDA向けソラシミュレータの外観

^^

要な各言聖備の制御・監視は,ミニコンMX、3000を用いて

自動イヒを図り運用者の負チ旦軽減に重点をおいてぃる。

衛星管制サブシステムの主要性甫皀としては, G/T:35

dB/K, EIRP:85.8dBW,浪リ角精度:0.01゜rms,沍"呈巨精

度:士14.85m,送信周波数:14~14.5GHZ,受信周波数:

12.25~12.75 GHZなどである。衛星中ホ迷器監ネ見サフ、シ

ステムとしては,ユーザー各局力ゞ衛星中継器を所定の規

格でイ吏用していることをる寉言忍するために,1垂.1帯(上記と同

じ)及ぴKa帯(送信:27.5

~29.5GHZ,受信:17.フ~

19.45GHZ)の衛星回線の

RFノぐラメータ, TV/FM

回線のべースバンド特,性

の漫U定等をイ子うとともに,

衛星中継器の性肯獣隹持の

＼ ために特,性浜リ定を,スー
弐

パーバードA, B に対し゛1
ぢ虫立に,用途に応じ,定

期,不定期に行うこと力ゞ

できる。

鶚
●4用^0岬0

茨城衛星管制局

盟

〆、
〆

;
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構内交換機(PBX)、ES1400"

5.情報・通信

図

.
ー=

.

',

^

加入者装置(RT

アナ0グ

電話臭

アナロク電話臭
10入考回1書

'

'

INSネット64 デイジタル加入者線多重伝送、置

日本電信電三舌杁)(NTT)は,昭和63年4月19日力、ら次世

代通估紲]の中核となるサービスi怠合ディジタル紲」(1SDN)

、1NSネット640 のサービスを開々台した。

この装置は,遠隔多重イ云送技術の適用により,この

INSネット64のホ呈済的早期拡大を図るもので, NTT征吋旨

導のもとに開発した。装置は,1インタフェースカロ入者系

モジュール(1SM)設置電話局に置く局装置(CT)及ぴ周

辺の電話局などに据え付ける加入者装置(RT)で構成さ

れ,1システム当たり最大60力日入のINSネット64力口入者

を"又容し, D70升多ディジタル交換機に接続する。局装置

と加入者装置を接続するイ云送路としては,6.312Mbps

及び1.544MbpSの各1重ディジタルイ云送路力ゞイ吏用される

主な特長は,以下のとおりである。

1)実装架として, NTT通信機械室や一舟受ビルへの設

置力ゞ口侑巳で,カ、つ通信装置の高度イヒ・多様イヒに柔軟に文寸

応でき,また作業安全,陛や装置イ呆守,陛にイ憂れるINS用装

置実装架を採用している。

2)警報の局内転送に,装置の監視・試験・制御をよりき

め細力K行うため,新たに開発されたオペレーション

Isa゛ヘーノノク

イン,フーユ

加人回

ES1400の外観

アナログ専用採

通トランク
ノ号ンク、信号ラ なと

PBX

径駅1ラノク

ES1400の装置構成図

システム用局内,膚幸侵転送ホ岡 CAP NET)インタフェース

を備えている。

3 各種オ幾台毛のLS1イヒ・モジュールイヒにより,高密度な実

装を実現している。
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■三菱AXバソコン゛MAXY"

゛MAXY゜は,ビジネスの国際イヒ,ワールドワイドな局

度'情報通信システム,一人1台のOA環境,省スヘース,陛

を追求したオフィス環境など,カロ速度白勺に進展するビジ

ネスニーズの変イヒに対応する最新鋭のバソコンで,事実

上の世界チ票準パソコンPC/ATをべースにヲ金力な日本ヨ吾

処理機台昌を持つバソコン統ーイ士様、AX仕様0に基づいて,

1統した操作,性,②システム
ーーーーーー^_

ーー』一ーーーー^
相互接続性,③ソフトウェアと

データの互換'陛,④システムの

拡張,性,5国際,性を実現した

=麦ハソコンの新シリーズで

ある。

、MAXY0は,世界に広く

流通しているPC/ATの

1彭大なソフトウェア/

ハードウェア資産に

力日えて,国内の有力ISV

/1HV 価虫立系ソフトウ

^

エアノ＼ードウェアベンダ)

により開発されたAX仕様

のソフトウェア及ぴ八ー

ドウェア製品を利用できる

ほ力),マルチワークステー

ションM3300シリーズの
^

姑妹機として,分散処理

用OA機器,ホス

トコンヒュータの

端末にも利用でき

るように,システ

ム環境,ネットワ

ーク環境を整えて テスクトッフ

し、そ)。

なお,昭手Π63年6月から出何の途0286をべースにした

16ビツトラップトッフタイフに続いて, i80386SXをべ

ースにした32ビットデスクトッフタイフを登場させ,シ

リーズのg金イヒを図っている

■スーバミニコン《MELCOM70 MX/5000シリーズ》

々
スーハミニコン MELCOM70 MX 5000シリーズは,

MXシリーズのソフトゥエア互換,性をネ佳承し, CMOS

VLS1のテクノロジーをべースとした高速アーキテクチ

ヤ技術により開発したMXシリーズの上イ立機である

MX/5000シリーズには,省スペース,ハイコストハフ

オーマンスのMX/5600,規模に応じた最適システムカゞ構

築でき,拡張性に優れたMX/5700, MXシリーズの最上

イ立オ幾となるMX/5800の3機種力ゞあり,次のような特長を
持っている

1 新開発の20KゲートのCMOS VLS1の採用により,

ラッフトッフ

● MCMutl computer

●MP Mult卜Proce5$0『

MX/580OMC

MX/570OMC

MELCOM70 MXシリーズ相対性能比

MX/5800

MX/57α)

MX/5600

スーハミニコン MELCOM70 MX/5800

高速イヒ,イ氏消費電カイヒ及び高信束頁性を実現

(2)基本処理装置にしよ,可変長9ステージのパイフ゜ライ

ン制征Πを採用し,高速1寅算,性台昌を発,軍

(3)基本処理装置,チャネル装置,主言己億装置を80Υバ

イト/秒の高速バスで糸吉合することにより,入出力装置

からのデータ転送中でも,基本処理装置の高速演算,性含皀

を系隹持

(4)スーパミニコンとしては,尿局水準の256Kバイトの

キャッシュメモリを標準装備し,ヒット率を向上

(5) VLS1によるキャラクタ/ストリング処理の高速イヒ

(6)マルチコンヒュー女構成によるりアルタイム処理に

おける負荷分散,大規模コンピュータシステムとして活

用盲侑長

幽型姓莚固

MX/300011 MP

MX/2600

1

MX/1600

.
一



■ラインサーマルカラーブリンダG330-70形"

G330-70形フりンタの外看見

G330-70は,ハソコンを文寸象とした熱転写カラーライ

ンプリンタで,図形処理や画イ象処理におけるモニタの八

ドコピーを手軽に得ること力ゞできる。入カインタフェ

ースにRGBビデオ信号を用いることで,画素数640X

480クラスのモニタ上の図形や画イ象をホスト装置の八ー

ドウェアやソフトウェアに影響されることなく, A/A4

サイズのカット糸氏へ印画できる。

三菱電機技報八 01.63・NO.1・1989

e^

このフ゜りンタは,次の特長を備えている。

(1)フレームメモリを内蔵し,モニタ上の図形や画イ象を

約2秒で目又り込むことができる。印画中はホスト装置を

開方文できるので,次の作業へ移ることができ,効率の高

いオペレーションカ拓1能である。

2 図升多に対しては解イ象度を重ネ見した125色表現モード

を,画イ象に文寸しては解イ象度を重ネ見した4,096色モードカゞ

選択できる。また,色変換機台巳も備えており,目的に応

じて最適モードでの印画力泊1台巳である。

3 1谿売するホスト装置の種類により,それぞ寸1専用の

ビデオ信号分岐器が用意されており,画素数,同期信号

の種類.極'陛,画イ象サンフりングタイミング,画イ象サン

プリング周波数などの信号スティ衣スの設定が不要で

ある。

(4)用紙,インクシートをカセットイヒし,操作性の向上'

を図っており,デザインも最新のオフィス感覚にマツチ

するようざん新なものになっている。

全日本空輸(株)納め気象画像システム

このシステムは,世界中の航空会社に先駆けて全日本

空輸快において,1988年4月力.ら稼働している気象画像

システムでMAPS (Meteor010宮ical Advanced planning

System)と名付けられた。

このシステムは,航空機の運行に必、要な気象'情報をり

アルタイムに捕らえ,全国の31箇所の空港に設置しナd揣

末゛マルチワークステーションM3303゜に提供する。パイ

ロット及びナ也上運行管理者は,端末においてマウスでア

イコンをクリックすることにより,カラー画イ象で分かり

やすしY情報を得ることができる

ここで取り扱う情報は,富士山などのナ也方気魚レーダ

の画イ象,千歳.刃B覇の空港気象レーダの画イ象,気蒙衛星

、ひまわり0の画イ象,気象庁発表の天気図などである。

'清報は,東示センターシステムスーパミニコン MEL

COM70 MX/3000Ⅱ》により収集され,合成・回転・切り

出し.拡大.縮ノ」＼などの画イ象編集を行い,更に通信効率

を上げるためにデータ圧縮を行い,センターから直接又

は,札幌.大阪.福岡に設置した集配信装置《MELCOM

70 MX/260のを経由して,端末装置及ぴFAX装置ιこ送

られる。

配信'盾報は,航空オ幾の運イ子予定に即したスケジュール

に従って送信される。また,更に必、要な,盾報は,問い合

わせオ幾首凱こより入手司台皀である。
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■4Mビット田RAM

ボード上での実装密度を向上できる350ミル幅SOJバ

ツケージに"又f内した4MビットDRAMを開発した。 0.8

μmcNIOSフ゜ロセス技術,スタックト(積み上げ)型メモ

リセル,さらに,高速・低消費電力回路技休孔こより6.84

mmX15.olmm -102.7mm2)のチッフ゜サイズで十分な

メモリセル容重をる寉保し,広い動作マージンと大きなソ

フトエラー耐量を実現した。 RASアクセス時間は,80ns

と10onSの2品種力ゞある。 4N17ードX1ビット構成とIM

ワードX4ビット構成をA1マスクにより,高速ページモ

ード,ニブルモード,ス女ティックコラムモードをワイヤ

ボンディングにより切替え可育凱こした。大容重DRAMで

問題となるテスト時間のナ曽大に文寸しては,8ビット同時に

テストできるテストモード回呈各によりテスト時間の短縮

を可首副こした。テストモードは,タイミングによりセッ

ト WCBR ,りセット(CBR, ROR)できる。ハッケー

ジはSOJのほ力),400ミル高ZIP,400ミル幅DIPに"又系内

する。

6.半導体と電子デバイス

■14nS高速IMビソトCMOS SRAM

豁少
杉屍屍鹿.

ワード線駆動回路

4MヒソトDRAMのハッケージ写真

今

....

ワード線ポリシリコン(抵抗大)

・・杉誘誘後

メモリセル

.ーーー

^...

行選択線アルミG長抗小)

活性化

従来成

電 ^^^^^^^^^^^^^^^^^^

L.

4MヒノトDRAMのチッフ写真

MOSSRAMは,コンヒュータを々台めあらゆる電子機

器にイ吏用され,その局,陛台目イヒに役立っている。汎用中速

品であるアクセス時間55nSの128KワードX8ビット1M

ビツトCMOS SRAMの関発に続いて,より高速のIM

ワード XI/256K ワードX4ビットの高速IMビットCMOS

SRAMを開発した。

局速IMビツトCMOS SRAMは,最先端の0.7μm設
計基準と3層ポリシリコン2層アルミ方式のプロセス技術

を用いている。メモリセルアレーを32のフ、ロックに分割

し,2層アルミによる当社オリジナル技術である分害」ワー

ド線構成(図参R買)を適用して,メモリセル選択を高速イヒ

し世界最高速14ns(標準イ直)のアクセス時間を実現してぃ

る。また,従来,ブロック分割数をj曽すと微少な言己億情

報をj曽幅するセンスアンフ゜(感知j曽幅器)以降での遅延が

増大する問題があったが,高感度センスアンプと高速デ

ータ転送回路の採用により高速化に成功した。さらに,

今回初めて1ビット構成と4ビット構成を夕卞音Bピンで切り

替えられるようにしたことにより,1個のRAMでIMワ

ードX1ビットと256KワードX4ビットの両方の機台昌を持

たせている。メモリセル面積及ぴチッフ゜面積は,それぞ

れ41.6μm2,81.6mm2である。

分割ワード線成

分割ワ一除泉構成

分割ワード線

活性化

局速IMビットCMOSSRAMのチッフ写真



衛星通信・衛星放送用マイクロ波半'体素子
衛星通信分野でも装置のノ」＼型イヒや衛星通信.衛星方文送用マイクロ波
無調整イヒを目的として,高出力素子半導イ本は,受信用低雑音素子,送估用
もICイヒカゞ進みつつぁる。当社では,高出力素子, GaAS・1Cなど多岐に
ビジネス通信地上局の送信段用Gaわたり進歩を遂げている。

AS、1Cj曽幅器の開発を行っている0当社の高出力素子について述べる
写真に示す14GHZ帯,出力40mw,と, GaAS、FETはゲート電極そのイ也
利得19dBのIC(MGF7201)の製占古イヒの改良によって電カイ寸力口効率力ゞ従来

'0 1.5仲に向上した。当社で局出力百幅用GaAS-1C(MG 201 ツフ を既に糸冬え,また圖帯域で出力30om

W,利得10dBのICも所期の,性首毛を実現し,製品イヒの準備は,この高効率高出力FETを、Vシリーズ゜として製品イヒ
を進めている。した。 VシリーズFETは,周波数,出力電力,内音K整合
1988年から1989年にカルナて,イム,ベネルクス,独,英,米,V, MGFX周波数帯域に応じて, MGF2400, MGFC

ゴヒ欧で方艾送衛星の打上げ力淋目次ぎ,衛星放送力功口速的普Vの型名の各シリーズに分けられてV, MGFK

及を々台めようとしてぃる。これの受信には,高性育皀で力.おり,既に30余品ネ重の実用イヒカゞ進んでいる。出力電力39
つ民生用途に合う価格のイ氏雑音素子力ゞ必、要である。当社dBmまでの素子は,製品イヒカ絲冬わり, C市の素子に関し
は, MGF4300シリーズに代表される均質な高'性台皀イ氏雑ては上イ立オ幾種となる出力42dBmのものの開発を進めて
音素子を既に量産し,衛星方文送市場におけるマイクロ波いる。開発品の実験データとしては,出力20W,電力付
半導イ本のトップシェア企業としての供給責任を果たしてカロ効率48%と世界最高,性台皀を得ている。 Vシリーズ局出
いるが,新たにMGF430OAシリーズの製品イヒによって力FETは,耐環境性試験や力口速寿命試験の糸吉果として,
飛躍白勺な市場チ広大に文寸する技林珀勺準備も整えること力ゞで信束頁性の面でも衛星チ答載用デバイスとしてもイ吏える局信
きた。束頁度デバイスであること力拓寉言忍されている。

TFT液晶ディスブレイ

アモルファスシリコンTFT(Thin ''
、 .

Film Transistor)を組み込んだカラ

一液晶ディスフレイを開発した。 ^ ^

令TFTを組み込んだ液晶ディスプレイ

は,アクティフ、マトリクス方式と呼
＼
武'ばれ,従来の単糸屯マトリクス方式に

比べネ見野角力ゞ広く,高いコントラス 5インチハネルのヒテオ画像

ト比が得られることから高画質の平表示例

面ディスプレイとして実用イヒの期待

が高まっている。開発したTFT液晶

ディスプレイの画面サイズは,文寸角5インチ及ぴ10イン

チの2種類で,これらのディズフレイの開発には,フォ

トリソグラフィのフロセスに高精度ステッハを使用する

とともに,アモルフブスシリコン,シリコン窒イヒ1莫など

の"莫厚の均一,陛向上,ドライ及ぴウェットエツチングの

均一,性向上などの局精度微細カロエ技術,さらに局精度の

液晶バネルアセンフ、リ技休テ及ぴIC実装技術を採用した0

これらの各技術の開発により5インチで糸勺15万画素(240

X320×2),10インチで糸勺86万画素(450×640×3)の世

界最高レベルの高精細TFT液晶ディスプレイを実現した。

5インチはフルカラーのビデオ画イ象表示,10インチは8色

マルチカラーのキャラクタ表示として,いずれも良好な

表尓画イ象を倶ることができた。 TFT液晶ディスフ゜レイは,

近い将来車載用や航空機用,更にはOA端末用ディスプレ

イなど幅広い用途力ゞ期待される。

10インチハネルのキャラクタ表示例

一汗五
J -1:5

三菱電機技報・V01.63・NO.1・1989

t
L

.
『力ト

と
し

寸
・
一
,

一
「
一
「
力
刀
プ
カ

f
F

一
オ
一

色

ネ

J
.

マ
マ

也
色
色
色
色

一
.
-
U
 
一
ど
交

f
 
イ
.
門
イ
イ

.
ノ
ト
ノ
レ

ナ
ブ
ナ
プ
ノ
プ

一
、
一
へ
(
ス
ス
ス

'
1
 
一
 
H

デ
デ
デ

ノ
ノ
ノ

N

,

i
『

堂
会
・
一
会

式
六
弌
武
式

'
'
ー
ー
{
ー
ー

櫻
嬢

小
屯
芯

菱
〒
二
チ
チ
一
一

栃
師
籍

研
研
研
,
研

卓
耒
1
 
;
*オ

井
オ
1

社
社
社
社
士式
式

カ
カ
カ

ヲ
テ
チ
チ

し
ト

レ
ー
ノ
三

ノ
ノ
マ
マ
マ
マ
一

色
色
色
色
色

8
8
8
8
8

η
門
゛

レ
レ
ゾ
ず
ザ
プ

X
ス

バ
河
イ
イ
イ

デ
デ
デ
デ
デ

{
面
面
面
面
面

ノ
;
,
.

勺

器
夢
、

一

T
T

T
T
F
F
F
F
F
 
卜
F
F
F

T
T
T
T
T
T
1
T
T
T

、
 
S
 
S
S
 
S

一
一
一
一
一

a
a
a
a
a

劇
゛
'
L
獻

J尋
サ
豊三

女

7

夫
蔓
ー
マ

、
,
、
、
 
S
 
.
 
S
 
゛
、

一
一
一

d
 
.
3

d

所

究
究
ヂ
由

」

W
N
琶
W

*
、
ネ

*

材
材
材
材

汁
汁
汁
社
社

'
'
ム
・
一

、
〔
ユ

ー
.

;

キ

ヨ
ヨ

色レ

斜
料
二
、
料

オ
 
3
 
↓
オ
オ

上
」

十
、

;
、
J
 
◆
.
ー
、
イ
●
 
1

弌
・
.

令
会
式
式
武
、

瓣
、

一
.
゛
」
 
0
O
 
S

一
一
一
一

一
.
L
 
a
 
a

究
ア
宍
、
由

酬
噺
h
研
研

レ

.
ー

デ
デ
丁

面
面
一
U

干
T
平

晶
晶
簸
漉
読

T
 
〔
'
〔
1
 
T

F
 
-
、
'
 
F
 
-
.

「
1
 
「
.
 
T



トじツ

エレベーター群管理システム《AI-210の
ビルのインテリジェントイヒにイ半い,エレベーターにも

従来より高度で多様な機台皀が求められるようになった。

このたぴ製品イヒした新しいエレベーター群管理システム

《AI-2100》は,この時代の二ーズにこたえたものである。
主な特長を次に示す。

1 ファジー理き兪を応用した群管理エキスパートシステ

ムを適用することにより,群管理の専門家がもってぃた

幅広い矢U識をプログラムイヒした。その糸吉果,従来システ

ムと比較して,平均待時間を15~20%短縮,60秒以上の

長待率を30~如%削減するとともに,イ吏いやすさや,侠適

さの向上を図ることができた。

(2)近い将来の力、こ位置や呼ぴ発生を予測し,現時点力)

ら近い将来にわたり最適なサービスを行う、大局観害」当

方式゜,混雑階の混み具合を予浪Uして酉己車タイミングを

制御することにより輸送能力を上げる、フレキシブル配

車方式゜などを,、矢口識0として内蔵した。

(3)主演算処理音剛こーつの32ビットマイコンを採用して,

従来に比べ飛躍的に処理育皀力を上げた。また,互いに他

方のオ幾含昌を補うように構成して,万一,一方力沽女障して

も従来レベルの群管理サービスを確イ呆できるようにした。

フ.建築関連設備

■新シリーズアクティブフィルタ

'二菱アクティフ、フィルタは,従来のし、C型局調波フィ

ルタと異なり回路の共振現象を禾」用してぃないので,

源条件や負何条件に影響されず,常に最適な高調波吸"又

特'陛を保つこと力ゞでき,また同時に無効電力の補イ賞も可

台昌であるといった特長を持つ画期的な局調波文寸策装置と

して注目を集めている。一層多様イヒする二ーズにこた

えて,このたび新シリーズアクティプフィルタ(=ネ目10

~20okvA)の製品系るUイヒを完了した。主な特長は次のと

おりである。

(1)高次までの電圧ひずみの抑制仂拓1首皀

Bi・MOSトランジスタを用いた局周波PWM方式の採用

により,高次の高調波まで補イ賞力拓1台皀である。

姓)ユーザーフログラミングと名付けた機台昌を付力口し,

イ吏用方法やビルの交通変動に応じてビルの管理人力ゞディ

スフ゜レイを見ながら容易にエレベーターの運行方法を変

更できるようにした。

ユーサーフロクラミンク機能

補償前(PF=08) 補償後(PF=1の

アクティブフィルタの補償効果

(2)電源但Uの力率を改善

高調波とともに無効電力

も瞬時に補1賞するので電1原

イ則の力率を改善し,電気料

金のイ氏減力ゞ可首巳である。

(3)電圧変動の安定イヒ

モータの起動時のような

負何変動により生じる電圧

変動を補イ賞し,電源電圧を・

安定イヒする。

(4)イ氏'騒音,コンパクトイヒ

Bi・MOS トランジスタイ

ンバータの採用によりイ氏、騒

コンハクトイヒを実現し,

'、、'εミ讐ミ下璽蓋、'、:?=^エ;:宅=t

闇、

新シリーズアクティフフィルタ

電

音
た



空間演出用間接照明器具、マイルドファイン"
店舗やハブリックスヘースなどの施言斐空問で質の高い

貝買明演出をイ子う場合,光1原を直接見せない間接a買明力ゞ有

効である。従来の直管汗多蛍光ランプは,単イ立長さ当たり
... .

の光束がノ」＼さく,蛍光ランフ゜特有のちらつきもあうて,

反射光を利用する間接照明器具には木向きであった。し

かも,従来の40W2灯直管形蛍光ランプ用間接照明器具

は,全光束力ゞ6,ooohnと少ない上,天井切込み寸法は

1,270mmX450mmと大きく,建築モジュール寸法にも

合っていな力)つた。

今回開発した空間演出用間接照明器具、マイルドファ

イン0は,2本チューフ、のコンノ＼クト型蛍光ランプを電子

点灯することによって,朋るく,ちらつきのないコンパ

クトな間接貝買明器具に仕上げたものであり,主な特長は

次のとおりである。

(1)コンパクトで局光束

単イ立長さ当たりの光束力ゞ,従来の40W直管形蛍光ラン

プの3倍のコンパクト型蛍光ランプ《BB・136W》を4本使

用し,器具面積は従来品の約1/2で,光束は2倍の12,000

Imとした。

^

JBPオ ノ＼ル
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インテリジェントビルシステム《M旧ASS》
績紹介と今後の動向

B召耒口60年Ⅱ月に=菱インテリジェントビルシステム

MIBASS》を発表し,最初のシステムを昭和61年に、カ

ラスマプラザ2γに系内入以来,テナントオフィスビルを

中心、に約30件の受注実績を数えるに至った。

(2)局イ寸力口価イ直イヒ

電子安定器(インバータ)をチ苔載し,50kHZ点灯するこ

とにより,ちらつきを解消し,瞬点,軽量などの機台易ア

ツプを図った。

(3)建築モジュール寸法への対応

天井切込み寸法を口600として建築モジュール寸法へ

の整合,陛を図った。

空間演出用間接照明器具、マイルトファイン゜

ー.
4

.^

MIBASS》は,情報通信ネットワークとビル管理シス

テム,セキュリティシステムをーイ本イヒしたシステム構築

と総合ビルサービスを組み合わせて,インテリジェント

ビルのポイントであるオフィスの生産,性向上と'快適'性,

イ吏い勝手の向上を実王見している。特に総合ビルサービス

の提供は,インテリジェント機台昌の系隹持とビル管理コス

トのイ氏減というオーナー・テナント両面の二ーズにこた

え言平価さ寸1ている。

最近の実績としては,大規模複合ビルとしでJBP・オ

ーノッレ0 (63年10月,東示・青山),電算ビルの゛新町コン

ヒュータ0 (63年3月,大阪・新町),ビルのロビーにイン

テリジェント機台皀を目又り込んだ、軽子坂MNビノレ゜(63年

9月,東京・飯田橋)などがある。

今1髪の動向としては,サービスの局機台皀イヒ及びデータ

ベースによるビル管理業務と不動産管理,言斐備管理など

との一元イヒを目チ旨したFM(ファシリティマネジメント)

の追求や,既存設備のインテリジェントイヒカ淵又り上げら

れていこう。

興芭^
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■京葉線列車行管理システム

このシステムは,東宗一蕪我間

の示葉線に導入されるもので,機

器は中央集中,機台巳は中央分散,

異常時の扱い0よ拠点分散の方式を

取っている。構成は,①ダイヤの

作成・変更(運転報)・モニタ,運転

整理,実績管理を主に行うEDP,

②佑U御,追助;を主にイテうPRC,③

運行表示(CRT)を行うIND,④

拠点管理(運1子表示と手動介入,

るU番管理)を行うTID,⑤佑U御モ

ドを管理するCON の各装置からなっている。

伝送系として進路制御用の2ループのCTC,案内制御

用,拠点用のTID回線力)ら成る。

各装置は,二重系構成とし, EDR PRCはそれぞれ

《MELCOM 350-60/300,20の,他はマイコンから構成
している。

このシステムは,在来線の標準イヒをねらったもので,

次の特長を持っている。

(1)運1テ表示盤,運1ラ操作卓は,標準のCRTとライトヘ

ンを採用した。

(2)タ'イヤモニ女機台昌の充実清争電プロッ女への運イ子図

(b)タッチ入力式モニタ表示器

(3)全車一斉に能率良く試験を進めること力ゞできる。車

両検査時にしよ,運転台のモニタ表示器力ゞ試験の操作バネ

ルに変わり,タッチ入力画面で選択された試験項目を,

各項目の進段ステップに合わせて各車同時に自動的に実

行する。検査員力ゞ1名で試験を行えることを基準に,試

験条件の設定・判定などを極力自動イヒしてぃる。

(a)帝都高速度交通営団日比谷線
新形車両(03系)

(a)タイヤテータ入力画面とソフトキー

嘩,.山

■車両制

、キー宅享

逢戸
,面畢て・

モニタリング,佑1」御指令伝送及ぴ車両検査機台皀を統合

しナこ車両制」御情報管理装置(TIS : Train contr011nfor、

mation management system)を開発し,帝者β高i束度交

通営団日比谷線及ひ^西線の新弗多車両に納入した。

TISは,従来からある車両のモニタリング装置の機台凱こ,

力行.プレーキなどの運転制御指令の直列伝送機台昌をカロ

え,更にこの二つの機自皀を組み合わせて車両検査を行う。

TISの特長を次に示す。

(1)伝送系は,佑リ御イ云送系とモニタイ云送系に分力)れており,

機台皀や動作力旺里解しやすく,保守の容易なシステムとし

ている。また,常時,佑1」御伝送系をモニタ伝送,系力ゞ臣白視

し,缶U御伝送系の故障の場合にはモニタ伝送系力ゞバック

アップする方式としている。

(2)デュアルCPU方式によるフェイルセーフ制御伝送を

イ子う。佑U御指令の送受信処理をつのCPUで1ラい,常

時互いにチェツクさせるデュアルCPU方式を採用するこ

とにょり,制御指令系のマイコンイヒに対する安全面での

不安を解消している。

運:省"ゞチ画
ミ.iヌ;鶚
翫三f々τミ4 '.

,

臺

表印字,20"高速高解像度GDへの運転整理イ反ダイヤと各

ダイヤ.実績ダイヤのオンライン・りアルタイム表示, CD

又は漢字プリンタへのダイヤデータチェック糸吉果の編集

出力をそれぞれ1子う。

(3) PRCとTID間で,復旧時に自動的に夛1」番回復を1子う。

(4) 24時間運転を考えた切れ目のない実施ダイヤの作成
を1テう。

(5)自動ダイヤ切替え:改正ダイヤの入力と改正日の登

録により切り替える。

現在,開業に向かって現針旦最終システム総合試験中で
ある。

父通

報管理装

(b)タイヤのGD表示

、

画
一
ヒ
.
一
、
.
●

馨
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.



■車用DAT

DATは,アナログ系テープデッキをはる力斗こしのぐ画

期的な高音質に力日えて,頭出し力ゞ早く,長時間演奏力拓J

首皀なこと,またテープ面をイ呆三董した密閉型カセツトなど

車載用に適したメリットを数多くイ蒲えており,今後車載

用音響機器の主流として,大きな需要が見込まれている0

今回開発した車載用DATプレーヤDT・7000形は,音質

重ネ見を基本言斐計とし,操作,性に優れ,車載用という過酷

な環境下でも十ラケに,性台巳を発揮できるような数々の工夫

が凝らされており,次に述べる特長がある。

住)テープパスCAEにより,テープ走行ホ呈路と音B品酉己置

精度の最適イヒを図り,カ、つ高精度と局信頼'性をモ寉保した

デッキメカニズム

.

'=====^^^^^

.

畷
^

.

0

(b) DT・7000形◆'.

搭載デッキ
メカニズム

(2) DINサイズーイ本機に適した3モータ構成薄型デツキ
メカニズム

(3)業界初のDCEータベルト馬区動キャフスタン方式の
メカニズムとそのサーポ技術を開発し,デツキメカニズ

ムにチ苔載

ド.テープ間の相対速度一定サーボ技術と高速(4) y＼ツ

選曲アルゴリズムの開発により,200倍速高速サーチを

実現

(5)優れた耐振動特,性 3GO・Pをクリア

(6)ちり.ほこりの侵入を阻止し,機器の異常摩耗,白

質低下を防止するオートシャッタドア式防じんプロテク

タ機構

(フ)温度センサ,糸吉露センサ,半導イ本ヒータの組合せによ

り,結露によるテーフ゜トラフソレを防止する系吉露防止機構

.

(a)車載用DATフレーヤDT・7000形

4

^

r'^^
,^●●

,

車載交通報表示システム

.

,勺一

警察庁力ゞ支援する日本交通管理技林テ協会と民間59社の

共同開発研究「新自動車交通.庸報通信システム(AMTI・

CS)」に参画し,ドライバーに各ネ重の'膚報Z提供する車

載システムをマッダ.日本電気・アンリツ各社と共同で開

発した。AMTICSは,交通管制センターカ訓又集する交通

,盾報を分類.力Ⅱ工し,車載機や固定端末に送出する交通

,盾報提供システムと,

車載センサや呈各イ則に言斐
:止

巽択置したサインポストの

信号を用いて車両の現

在イ立置をドライバーに

矢口らせるロケーション

システムとからなる。

車載オ幾への父通t青報

イ云送には,新しい移章J

再設定
イ本通信メディアである

テレターミナルの同報

通信機台皀を用いる。渋

.

.

^

.

...

.

PLAY

^0

圏

ムエι

I f-i
I LI

eg9

車載ディスフレイの交通情報表示例

三菱電機技報.V01.63・NO.1・1989

滞,事故.工事などによる臣語時規佑Uレ駐車場の満空1犬況な

どのりアルタイム,情報力ゞ提供される。

この車載システムでは,交通,盾報を受信するとともι」,

対師茲気センサや車輪速センサ信号から算出した推渥Ⅲ立置

と地図データとを照合して現在イ立置を決定する。サイン

ポズト近イ労を通過したときは,ナ也点座キ票データを受信し
て絶対イ立置補正も行う。これら

の現在イ立置や交通t青報は,セン

ターコンソール音βに言斐置した6

インチカラーCRTに地図と合わ

せて表示される。模式図や文字

情報などの多様な表現も司台皀で

ある。地図データは車載CD・R

OM力ゞ提供する。

AMTICSのバイロット実験ιよ

a召禾口63年7月で系冬了し,現在実

用イヒへ向けて検討が進められて

いる。
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点
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■EDTV対応高画ディジタルTV、37C、CZ2E"

局度な=次亢ディジ衣ル画イ象信号処理技

術を馬区使した新開発の7個の専用LS1をチ莟

載することにより,大幅な画質改善を図っ

たEDTV*対応局画質ディジタルTV゛37C、

CZ2E゜を開発した。主な特長は次のとおり

である。

(1)=次元ディジタルYC分寓倒こより,クロ

スカラー,ドット妨害を大幅にイ氏減する。

(2)倍密度ノンインタレースイヒにより,走

査線のちらつきをなくし,垂直解像度を向

上する。

9.家電関連機器

■大画面対応高画質ビデオテーブレコーダー、HV、S65"
取近の家庭用VTRでは,以月1」のHQ方式,取近のS、V

HS方式などの高画質イヒに関する革新力ゞ大きい。今回,限

りない局画質への主張を基本コンセプトとした大画面

文寸応局画質VTR・HV、S65を開発した。主な特長は,次の

とおりである。

(])高画質イヒの基本として,記金隶されたトラックとへッ

ド軌跡とを再生時に嚴適雋U征0を行うために,ディジタル

技術を馬因吏した、ディジタルトラッキング0 を採用した。

2 特殊再生時の高画質イヒとして,回転ドラム上にへッ

ドを可動させるアクチュエータを装着し,スヒードサー

チ時でも,ヘッドカ活己録されたトラックを正る寉にトレー

スするように制征Πする゛ノイズィレースサーチ0 を採用

した。

EDTV対応高画質ディジタルTV
37C-CZ2E

(3)ディジタルノイズリダクションにより,

映イ象ノイズを大幅に改善し,きれいな画面

を再生する。

(4)画イ象専用メモリを活用して,局画質の

フレーム青争止画(動画子画面付き),マルチ

ストロボ(9画面),拡大(4倍)などの魅力

ある付力口機首皀を1寺っている。

■静止画テレビ電話、LU、60OJ"

*EDTV (Extended De6nition TVの略,愛手尓クリア

ビシ三ン)は,送信側と受信側双方で高画質化を

ねらうたもので]989年1妾半放送開始が予定されて

し、る

TTC規格に準拠した=菱青争止画テレビ電三舌LU、60OJ

を開発した特長は次のとおりである。

1 ワイドな画イ象力ゞ送れる横型画面のチ采用で,モードA

(]00× 160),モードB (100×96)のどちらでも表刀くできる

(2)高感度CCD及ぴ被写

界t条度の深いCCDカメラ

.
チ莟載により,文字(28級以

上)の送受信力ゞ可台昌,また

カメラ上音Bに赤夕卞LEDを

補助光として装着している

ので, B音い所でも魚羊明な

画イ象を送信できる。

姦郵

(3)基本画質の高画質イヒとして,言己録時のYC分禹隹回路,

再生時のクロストーク除去回呈各にロジカルフィルターの

キ既危、を耳又り入れ, YC分高佳性台皀及ぴクロストーク除去,陛

台皀を飛躍的に向上させ,色だれ,ドット妨

^ クロスカラー妨害を除去する゛ダフソレ^,

ダイナミックコムフィル女一0 を採用した。

大画面対応高画質VTR・HV-S65

(3)ディスフレイ及ぴカメラは,チルト式なので彦頁や物の

イ立置に合わせて上下に調節すること力ゞできる。

(4)置き場所を選ばないコンパクト言旻言t,机やテーフソレ

の上など,わずかなスヘースに設置できる。また,本イ本

は白とヒンクの2色力ゞあり,音β屋に合わせて選ぶこと力ゞ

できる。

(5)本体のビデオ出力端子からテレビに大映しにしたり,

ビデオやテレビフ゜りンタなどに接続して楽しむことがで

きる。

6 多彩な画イ象メモリ機首巳で,自分の画イ象を2枚,相手

カ.ら受信した画イ象を4枚までメモリできるので,気に入

りの画イ象を相手に送信したり,ネ曼り返し見ること力ゞできる。静止画テレヒ電話 LU-60OJ



空気清浄機搭載ツィンファンエアコン《ケ峰》
たしよこの煙害,花粉症など健康への関心仂ゞ高まってお

り,音B屋の空気の清浄力ゞ求められている。こうした要求

にこたえるために,1987年0よ决適性とイ氏騒音イヒの画期的

な改善を図った゛ツィンファンエアコン゜に,1988年は,

空気清浄オ幾台巳をプラスした、空気清浄機チ答載ツィンファン

エアコン0を開発した。その特長は次のとおりである。

空気清浄機搭載ツィンファンエアコン霧ケ峰 MSZ-A250C

マルチフロー冷蔵方式'ア冷凍冷蔵庫

冷蔵庫は,年々大型イヒの傾向にある。当社ぢ虫自のマル

チフロー冷蔵方式を採用することにより,大幅に庫内の

温度むらを改善するとともに,それに力口えて電子"兇臭シ

ステムの新技休iを搭載したチルド4ドアMR・C36Fを開

発した。特長は次のとおりである。

(1)マルチフロー冷蔵とは,冷蔵至内を透朋でフラツト

なプラスチック棚で仕切り,各段ことに設けた冷気吹出

し口の冷気により,食品の温度むらやイ吏い勝手を改善し

たものである。

(2)オゾンを禾1」用した電子脱臭システムは,マルチフロ

一冷蔵のダクトに内蔵されており,"兇臭専用ファンをイ吏

用してぃないので省電力,イ氏騒音,省スペース,高信頼

性の電子"兇臭システムで庫内の悪臭を取り除いている0

(1)ツィンファンエアコンの上ファン音Kを空気清浄機用,

下ファン音3をエアコン用と,独立した風路構造にするこ

とにより,空気清浄フィルターの目づまりによるエアコ

ン特性のイ氏下力ゞない。

(2)上音Bの空気清浄された風力ゞ下音Bの温風を1印え込み,

足元をすみずみまで暖める。

(3)ーつのファンを持つために,エアコンのみ,空気清

浄機のみといった単5虫運転力ゞできるほ力、,電源ONで同

時に運転する連動運転も可台皀である。

(4)電気集じん式空気清浄オ幾台凱こより,0.01ミクロンの

ちりなども除去できる。

(5)、スポット0機首皀で,約60゜Cの高温風を吹き出せる0

有職主婦の増力叫こ伴い,最近夜の掃除の比率力ゞ高まっ

てきてぃる。一方では,高吸弓1カカ^まれる中で青争音イヒ

は永遠の課題として業界の競争ポイントになっている0

この掃除機は,掃除動作分析を参考にしながら,総合的

な青争音イヒをコンセプトとして開発した。主な特長は,次

のとおりである。

(1)総合的な青争音イヒを図るとともに,局吸引力のパワー

モード,青争力)なチ吊除のナイトモード切替えスィツチによ

り,更に一層の青争音イヒチ吊除を可含昌にした。

(2)パワーブラシ底面に設けた床面検知センサにより,

床面の種類に応じてブラシ回転を自動運転とした(じゅ

気掃除機、静かなダニバンチ"

(3)冷凍室には,ー

重構造の製えK皿を言斐

け,ゆっくり上から

凍らせることにより, 、ーーー釜、

カルキなど不糸屯物を

盲又り除いた透明度の

高いおいしい氷ので ^ ^
一 冒一^

きるヒュアアイスシスマルチフロー冷蔵方式4ドア冷凍冷蔵庫

MR-C36Fテムを採用した。

(4)デザインは,ハンドルの出っ張りをなくしたフラツ

トフェースでシンプルなものである。色調は,アールホ

ワイト,メローク、リーン,ユーログレー,ソフトベージュ

にメタリックグレーを新採用した。

、、、

、、、

'^

^

うたんON,板の間OFF)。

(3)ぢモ気風圧を利用したス

イープ機台昌により,ドライフ

ラワ一や人形などの吹き才ム

し寸吊除を司台皀にした。

(4)モータのぢr気を紙袋に

循環させる温風1盾環式ダニ

パンチ機首皀により,吸引さ

れたダニをぢr気熱で死滅可

台昌にした。

電気掃除機 TC-E380M
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科学技術の研究開発は,中・長期的展望に立って,進め

られるものと思いながらも,あるテーマの進捗は予想以上

にテンボが速い。貿易摩擦を何とか乗り越え,内需拡大で

国内の経済は好調である。これも開発のテンポを速めてぃ

る原因かも知れない。科学と先端技術の知恵との融合がな

せる技であるとも言える。基礎・基盤技術を効果的に活用

した新製品と産業構造の変化に対応する技術の革新がます

ます要求される社会になる。そして,研究開発への投資と

その成果が求められる。

当社では,開発本部・各研究所が中心となって各事業部

門と連携を取りっつ,新技術・新製品の開発と事業化に力

を投入している。

この研究編では,1988年に開発した幾っかの成果のトビ

ツクスを紹介する。

山材料・電子デバイス技術

PbMO'S.化合物の粉末冶金法による線材化の開発で,23

Tの磁界下で1,3×1小A/cm.の臨界電流密度を達成した。

高温超電導材では,微粒子たい(堆)積法を開発し,高い臨

界温度七大きな臨界電流密度をもっY・Ba・CU・0, Bi-sr・

Ca・CU-0薄膜化に成功した。一方,多元ICB法によるY-Ba

・CU・0系高温超電導薄膜の合成法も進めてぃる。高密度多

層プリント基板製造に最適なパートリアディティブ用レジ

スト材料を開発した。

半導体デバイスの発展に欠かせない微細加工技術のーつ

であるイオンビームリソグラブイー技術で0.2μnγξター

ン化のめどを得た。 4M DRAMや IM SRAMなどには,

斜め回転イオン注入法で均一性のよい不純物の注入制御を

可能とした。

究

②情報処理・装置

独自の話者適応化方式による音声認識装置,並列推論マ

シン.マルチPS1システム, CTRONの基本OS,マルチメデ

イア類似検索技術,機器選定・レイアウトエキスパートシ

ステムなどを実現した。

③熱・流体・放電・光応用装置技術

1万時間レベルの長寿命化を達成したスターリング冷却

機,1991年には10吐W出力を目指す高性能化・長寿命化溶

融炭酸塩型燃料電池,エアコン・電子機器の冷却半導体製

造装置に応用可能な熱流体の三次元解析技術,真空中のア

ーク現象の解明,画像・音声高速検索機能と操作性を高め

た光ディスク画像システムなどが開発された。レーザ加工

では,マシナブルセラミックス"ミオセラム"の微小穴加

エカ斗主目される。

④電子機器技術

超精密で超小型化を要求する電子機器を実現するための

技術が開発された。VTR用へッドとテープの接"劇犬態の解

析法,'ミクロン,分単位のテープ走行を可能にするVTRや

DAT,さらにプラスチックの超薄肉射出成形やアレーレン

ズ用無修正金型の設計,超精密位置決め技術等のCAEシス

テムの開発,低圧成形法による小型モールドモータの実現,

ステツプモータの高速駆動方式,精密小型モータの特性評

価法,塗膜物性評価法,多層プリント基板の熱応力解析が

あげられる。

クラス 1のクリーン度内で作業できる高速.高クリーン

ロボットも開発できた。

なお,この編で取り上げたもののほかに,機器,半導体,

電子デバイス,情報関連機器,電子・家電品など,研究所

が事業部門と一体になって開発を進めた新製品の幾っかは,

研究編以外の各編に収録されているので,併せてご一読願

えれば幸いである。

EEPROM,ポリシリコンソース/ドレイントランジス

タ,薄膜S01/MOS FETなどのデバイス開発に成功した。

研 究
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1.1 材料・電子デバイス技術

^ PbM。 S イヒ^ι物二〒ミ冒る茲^j超宅旨i寺糸泉イ::Ⅲ1伐::ト偲IH!;:::トイ:::;1H;::::)イⅢ.:ト→:::::ト船1トイ::1::ト代::HI::::ト冊:H:::{:トイ:'糊トイ1::::ト→,1":トイ1::::トイ,獣:::Ⅲ,・:,・,・,・"Ⅲ",""脚""'"""'""'"'""'"'""'""

シェブレル相PbMO'S.化合物は,上部臨界磁界が極めて局く

(~50T),20T級の超高磁界マグネット用の線材として注目されて

いる。この化合物は,非常にもろくて加工が難しく,また臨界電流

密度が実用レベルよりも低いという難点があった。これらの問題を

克服するため,粉末冶金法で線材化の開発を行ってきた。今回,原

料粉末の組成と熱処理条件の最適化,さらに線材の構成要素の改善

を行うことで,23Tの磁界下で1.3×]小A/cm゜という世界最局の臨

界電流密度を達成することができた。今後,マグネットへの適用を

目指す計画である。なお,この研究は東北大学金属材料研究所と共

同研究である。

^=:e i超^i尊イ本(刀{子L日日キ各;子イ象イ:;1::トイ::::;トイ::、::トイ排,:ト船:トイ{::::1標:ト側::)イ:::1'H:11】:トイ:::1;トイ:,,1,阿11:::ト川:トイ,":,iイ:::,:H,"")イ::::1トイ:・:,:,・,・川・・,・・,・・,・・,・,・,・"・,"""'"","",",",""""'"'""'"

Y系酸化物高温超電導体の結晶構造を,透過電子顕微鏡(TEND

を用いて調べた。高分解能法による格子像及び電子線回折像により

超電導体の三重ぺロプスカイト枇造が同定できた。特に高分解の条

件では, Ba,Y原子列を直接見ることができ,三重構造の・Ba・Y・Ba

・の原子配列に対応する周期的な黒点列の像を得ている(左側の写

真)。

これらの手法を用いて,大気中に放置した超電導体を観察したと

ころ,水分による面欠陥の生成及び表面の非晶質化が認められた(右

側の写真)。これらの現象は,劣化のごく初期の過程におけるもので

あり,今回IEMにより初めて明らかにした。

^ 1散米立二子j牲ネ責 j去ιこよる酉変イヒι吻 j超信晉 i尊 j簿 j莫(刀園 j戎イ1::::H::{{:ト側::H:::::トイ:::::)都:阿::1{:トイ::{::HI::::ト化{ト船:トイ1:::1H:;{::トイ1:::1卜→1::::)イ:::1;M:11::H:膿卜松::M:::::H:::1;M:::::H:;1::トイ1::::HⅢ11卜棚:ト船:ト:::}:

酸化物超電導薄膜は,液体窒素温度以上での動作が可能な超電導

機器.デバイスへの応用が期待されている。当社では,その薄膜の

新しい作製法として微粒子たい(堆)積法を開発し,高い臨界温度と

大きな臨界電流密度を持っY・Ba・CU・0, Bi・sr・ca・CU・0薄膜の作

製に成功した。この方法では,構成元素の塩の水溶液を数μm程度の

霧滴とし,ガスにより熱分解装置に輸送し,酸化物微粒子の状態で

基板上に堆積させ,後の熱処理により膜化している。この方法の特

長は,プロセスが簡単であることと,組成制御、性,再現性に優れ,

かっ配向膜が得られる点である。今後この技術は,薄膜材料を適用

する超電導機器.デバイスの開発に威力を発揮するもの上考えられ

る。

Nb ノヤ

直径1.oomm

PbMO。S.超電導線の断面写真

イ・・,、
,諺■今ゞ,."

fj""::11
、1●● Ba

・1.●■ Ba
メ点" 0-、+^

キュプロニノケルチューフ

●多元ICB法によるY-Ba-CU-0系高温超電導薄膜の合成'淵,冊船川制朏"棚川將冊冊船"脚辨將船"淵川將,湘川將冊怜"制肌乢將冊

金属Y, Ba, CUのクラスタイオンを励起した酸素雰囲気中で同時

に蒸着する, Y系超電導薄膜低温合成技術を開発した。

各クラスタイオンを加速し,励起酸素を含んだガスと七もに基板

に噴射することにより, Mg0基板上で超電導膜の合成を実現したも

のである。基板近傍の圧力が約10・乎a,基板温度が約65σCの条件

で,80K以上で抵抗がゼロとなる膜を得た。蒸着後に熱処理を加えな

いas-grown低温合成を行う上で,多元ICB法が極めて有利であるこ

とが確認されたので,さらに,デバイス化に有利なより低温化を目

指すとともに, Bi系, T]系など5元素化合物への適用を進める。

畷

クラスタイ

ι

号
/ J

'愈'璽

④

イ,トリウム(Y)用
イオノg

弓、

原子配列を示す
高分解TEM像

非品質

)nm

車兪送ガス

原料水唐液

反応管

令

魯

(b)

22

大気中劣化試料
のTEM像

10nm
^

超音波霖化器

電気炉

基板
に二^

微粒子堆積法の概念図

Jと女二J"_C」1t戈_全^L」・・ヒータ

排気

多元ICB装置の構成

イオン戸
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超電導発電機,核融合炉用マグネットなどの超電導を利用した極

低温機器では,起動・停止,熱応力,電磁力の繰り返し作用に対す

る構造物の疲労き裂進展寿命評価が重要である。そのためには,使

用材料の液体へりウム温度(4K)でのき製進展抵抗特性を把握する

必要がある。今回,写真に示す極低温強度試験システ'、を開発した。

このシステムにより,液体へりウム中で使用材料に繰り返し荷重を

加えながら,き裂進展速度をコンピュータにより連続的に測定し

極低温での強度を評価することができる。このシステムを用いて,

鉄基合金,ステンレス鋼などの極低温用構造材料の4Kにおけるき

裂進展抵抗特性を把握し,破壊力学的手法により極低温機器の疲労

き裂進展寿命を高精度に評価することを可能にした。

極低温強度試験装置

●レーザ'言秀走亘宅言胃隹によるイオンビームの多各生主イ'""トイ""'トイ""'トイ""'1イ'""トイ'""H'""ト4'""トイ;::::ト四1四ト゛,,"H,"")イ,"">イ,""".""H,"・)イ,:'・H,・・)イ・・,H・・,トイ,・・トイ・,・ト4,・・1イ・・,1イ・,・>イ,・・トイ,・・゛・・

電離限界に近い高励起状態(りドベルグ状態)を経由しての原子

の光イオン化は,従来の直接光イオン化に比較し数百倍効率が高い。

図に示すように,蒸発炉から電極問に流入した原子を複数の波長可

変色素レーザ光により,りドベルグ状態へ多段階共鳴励起後,電極

間に電場を印加してイオン化とイオンビーム引出しを行う。この方

法により,純度99.99%以上,速度数十eV以下,電荷量約 2PC,半

値幅約20onSのパルスGaイオンビームの発生に成功するとともに,

他の元素にっいてもイオンビームの発生を確認した。

この方式は,次世代の薄膜形成やエッチングなどの低損傷.超微

細加工に必要な高純度・低速イオンビームを発生する有力な方法と

して期待される。 実験配置図

^:;ガ;;天.ノ^;;て"^':^千^i:1:に 1タ"^:'ノ^イ::::1jイ'川'トイ""'トイ,""トイ,",牛4,""トイ,川,1イ,,、,トイ,:",)イ,川,トイ、,"トイ',"'トイ,・・トイ,・・}イ,川,ト十,・,ト・,・イ,川:)イ,"、、川"、、"'、,",'"川、,、","、川",",Ⅱ"",',,,,川、,,,,,

りんを含むⅢ・V族化合物半導体の気相エピタキシャル結晶成長

技術として,気体原料を用いる分子線成長法を開発した。例えぱ

InPを成長させる場合,原料としてln(CH.).とPH.を用い,前者は

熱分解せずにそのままの分子状で,後者は約900゜CでP。分子に熱分解

して基板結晶上に照射した。成長条件を最適化することにより,き

わめて純度の高い結晶膜を得ることができた。

図は,1nPの成長中に鶴鸞則した反射高速電子回折の鏡面反射ビー

ムの強度振動を示す。振動の 1周期は,1nPの 1分子層の成長に相当

する。この振動現象を利用することにより,高純度のlnPを,1分子

層の精度で制御しっつ成長させることが可能になった。

'ユニエ

濫睡
^

'点,~
'^

レーザ光1

(λ.)

^

02μrη

y

ー^

ー'ヤニ1"ー
.乳』、_,、,

InPの成長中に観測された反射高速電子回折の強度振動

^^工冥イ:寸ーンビー^リソクラフィー才支徠丁→:11::H{}:::iイ::誤卜船:)イ11::;)船:ト側:H::::;1イ:::;1卜側:)イ}:::;":1:::M:::::トイ:::::トイ:::::H::1::)→:;::1トイ11:::1→1::::トイ:;}:{トイ::11:蹄1船:Ⅲ;:{::::::1;:Ⅲ::::噐::::::::::Ⅲ
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半導体デバイスの発展は,微細加工技術の進歩によるところが大

である。現在,光学的な転写技術を用いて0.8μm幅のパターン形成

が行われているが,将来更に微細な加工を行うことが必要になると

みられ,新しい微細加工技術の開発が望まれてぃる。当社LS1研究所

では,細く集束したイオンビームで描画を行うこ七によって微細パ

ターン形成を行う技術を開発した。イオンビームは,基板内での直

進性が良好なので非常に微細な加工を行うのに適してぃる。この方

法を用いて形成した0,2μn゛語のレジストパターン断面を写真に示

す。この技術は,非常に微細な回路パターンを必要とする将来の高

周波デパ'イスや光デバイスなどの製造技術として期待できる。

1.研究
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集束イオンビームリソグラフィーを用いて形成した0.2μm幅
のレジストパターン断面
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^^td)[!司車云'イ:オン,j^,1、、11支子ホ丁イ(Ⅲ;)4:11::トイⅢ{:ト松::H::::;トイ:{{::トイ辯::トイ::誤M:11::H:1:::)イⅢ"トC*HⅢ:;H:;:::HⅢ:;トイ:1Ⅲ>イ:::1;ト→批::トC甥トイ:}::1HⅢロトC朧:::11 ;】:::::::;誤:}:}}:: 1::!:Ⅲ11 ;::::::::; 1{:::::::1 :::::::::;:Ⅲ::::{;謡

うに制御されており,所望の深さ領域まで均一性よく注入すること4MDRAN1や IMSRAMなどのサプミクロンV上S1では,パター

が可能である。ン寸法の微細化とともに新しい素子構造として,溝型トレンチ構造

を用いた素子分寓色やキャパシタの開発が必すψ動どなってきている0

この素子分離やキャパシタには,狭く深いトレンチの側壁へ,ボロ

ン.ひ素などの不純物イオンを任意の濃度一深さで均一性よくイオ

ン注入する技術が必要である。従来法では,半導体基板に対してイ

オンビームを垂直に固定しており,トレンチ側壁への不純物注入が

困鷲であったが,新たにトレンチ深さに応じた任意の角度に基板を

傾け,かっ回転させることによりこの問題を解決した。

図に今回開発した斜め回転イオン注入技術により,トレンチ側壁

にイオン注入を行った例の断面SEM写真を示す。この実力樹列では,
斜め回転イオン注入の応用例

上面から底面までの5分の4程度の深さまで不純物が注入されるよ

^ノく^トリ tアテ、イ^イブj弔レ Sニスト木オ茅卜→11:::>イ:::::)膿:トイ1}1::トイ::::;ト船:ト船;トイ;;:::)船:H}::::)イ:::;:トイ1::::ト船:ト4:1:::H{::::トイ:::::トイ1::::トイ;::::Ⅲ1::{:::::::{::1{::::::::::;:{1::::::::1;:::::11 :::::::::::Ⅲ1

パートリアディティブ法は,高密度多層プリント酉酷泉板に最適の

製造法として注目されてぃる。しかしながら,このプロセスに使用

される強アルカ小陛無電解銅めっき液に耐えるフォトレジストかな

く,その開発が要望されていた。今回,このパートリアティティブ

法に適用可能なドライフィルムブオトレジストを三菱レイヨン{掬

と共同開発し,以下の特長を確認した。

山無電解銅めっき液(PH12.0,70゜C)に}6時問以上浸し化節可能

な耐アルカリ性を持っている。

伐)写真製1坂法を使用して,ファインパターンの形成が行える。

B)ドライフィルムのため,配線被穰性に優れた金膜力并昇られる。

W)永久保護膜としての優れた特性(は人だ而娃八性なビ)を持って

し、る

命フラビン誘導体LB膜の分子配向

分子エレクトロニクスの概念に基づく分子素子ーバイオ素子の研

究を,通産省の次世代基盤技術開発の一環として行っている。分子

スケールの場で動作する機能素子の実現には,機能分子団の配向構

造の解明が重要であり,今回電子伝達機能団(フラビン)を持っLB

膜に対してフーリェ変換赤外分光法(FT・1R法)による分子配向の

評価を試みた。非破壊で高感度反射が可能なFT・1R法の利点を生か

し,特定官能基に着目し,透過法でのピーク強度と局感度反射法

(RAsi却でのピーク強度の比,及乙q扇光透過法でのピーク強度の変

化を解析することにより,二粛順e向性の分子配向評価技術を確立す

ること力§できた。

佃緻密質コ

近年,マイクロ波用誘電体材料として,また熱膨張率カシ上さく,

耐熱衝撃性に優れた構造用セラミックスとして,コージライト(2

Mgo .2AI.0..5 Sio.)セラミックスが注目されている。しかし,

コージライトセラミックスは,ち(緻)密化に必要な焼成温度と軟

化.溶融を開始する温度力井妾近しているため,緻密な焼結体を得る

とが難しい材料である。当社では,原料粉末に合成コージライトこ

粉末を使用し,また各種の焼結助剤の添加を検討して,従来よりも,

幅広い温度範囲で焼成可能な条件を見い出し,緻密で,低誘電率,

低誘電損失,低熱膨脹の特性を持ってコージライトセラミツクスを

開発した。

イオンヒーム

J

主入層

十",,トイ,""ト4"","",""川・トイ,・・トイ"・,トイ,""トイ:Ⅲ:トイ:蹴:トイ1Ⅲ!トイ:批:トー1Ⅲ:トイⅢ1:ト41::::トイ::::(トイ;::::トイⅢ,,)イ,:;.:H"",H"",H,",,1イ";"H"",H"",トイ・,',M・・,トイ","H"",),""",""",","川"

1 Π m
トー^^1

仏) LB膜の二軸配向角(b)フラビン誘導体LB膜の分子配向模型

(θ,φ)

^゛、'.フ、,イト、{Z・フ、、;ノ:1ク,iス、→:!1::トイⅢ::トイ::::;1イ::(::トイ:Ⅲ,)イ,,,H.,,,トイ,""H"",1イ"",トイ","叫,,",H,"・トイ,・・ト・川,"",、","",、"""'"'"川、"'"、"'、""'
当社開発品と他のマイクロ波用誘電体材料の特性比較

イー

ノ气

＼

ドライフィルム

、".

/

入射光

1(随過三)
Z

分子軸

反射光

フォトレジストと試作プリント配線板

/

X

24

0

(RAS三)

透過光 Y

0.0001
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其キ反

10
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6

密度(g/anり

y

材料

吸水率(%)

当社開発の
コ・ージライ

フラビン
秀導体分子

誘電率

aoGHZ)

誘電損失

(10GHZ)

2.5~2、6

熱膨脹係数

(× 10、'/゜C)

高純度A1ρ.

0

4.フ

3.8
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^ノ＼^ンノ'肖ξ去雪! 256 K EEPRO M 松::トイ""'1イ'""iイ"'"トイ"'"トイ'""トイ""'""'"トイ"'"トイ","トイ,""トイ","ト4""'ト4,""トイ,""j+川,トイ"",H"・,トイ"",)イ,"・トイ・",トイ,・・トイ・・'H,・・トイ,,・,1イ,・・トイ,・・ト゛川、イ""H"",トイ,""ト→","ト→"",トイ"",トイ,・""

電源電圧5Vで動作する通常のEEPROMのと,セルサイズカシトさ

くできるフラッシュEEPROMの利点を生かした,5V単一電源で動

作する1トランジスタ型ベージ消去可能なEEPROMの技術開発を

行った。非選択メモリセルに書込み阻止パルスを印加することによ

り,1トランジスタ型メモリセルを実現した。書込みパルス,書込

み阻止バルスともチップ内部で発生する。消去/書込みは,電子の

トンネル現象を利用して行い,ページ(64バイト)単位で書き換え

る。 2バイトの高速シリアル読出しモードを持っている。今回試作

したのは,256Kビットで, ECC回路の工夫により検査ビット数を減

らして,チップサイズを従来の70%に縮小した。

ページ消去型256K EEPROM

^二1ミリン、りコノソ^;スノ/ドレイントラン、゛;スタイ:::1:トイ::::{1イ:::::14:;11:トイ::"'}イ""'トイ"","'""トイ"",M"",)イ,"")イ"",ト4,""jイ"・'トイ嘩・ト十・・>イ・'・ト→,・・)イ'川'1イ・川H・,・ト→'・""川,",',""",""*

微細化されたMOSトランジスタにおいて,コンタクト領域がトラ Ⅱ 「 11 ⅡΠ 締 111Ⅱ1 ^1

ンジスタ面積の大部分を占めるようになってきた。そこで,コンタ

クト領域とソース/ドレイン領域をマージすることにより,微細化

に適した太りシリコンソース/ドレイントランジスタを開発した。

このトランジスタは,ポリシリコンからの不純物の拡散によりソー

ス/ドレインを形成するため,浅い接合が形成可能であるとともに,

接合面積を小さくできるため浮遊容量を低減することができるま

た,ソース/ドレインボリシリコンを内部配線として用いることも

できるため,アルミとのコンタクトを接合上で形成する必要がなく ,

微細化及乙q言頼性上有利な構造となっている。ソース/ドレインポ

リシリコンを内部配線として用いた場合,ポリシリコン単独では抵

抗が高いため,自己整合的にチタンシリサイドを形成することによ

り,低抵抗化を図り素子の高性能化を達成した。

シ子ヲ絵1ゾ4契L、6逸ゞ支1^,と,、,勇禽●=■書ヌイ影●

、11-、11GateE1ン.七工.＼考ぜゾtに二

号"'コ器入一"g"ψ一●勇ぎ戸"才

サリサイド化ポリシリコン・ソース

/ドレイン・トランジスタ

^き^1莫 S()1,/゛'「、ハ()S F'^^イ;}Ⅲトイ::::1↓→:1'::ト→:'"'トイ'""トイ""'1イ'""トイ""')イ"'"トイ'""トイ'川'1+""トイ'""1イ,'"'トイ小"1イ"",1+"">イ,""ト十"")イ,川,ト十"・ト十",,ト→",・トイ,・・jイ,・・トイ,・・H・Ⅱ,トイ・・'トイ・・,十・・・,・・,・剛・,・Ⅱ","",""川"川"",,"

Source

絶縁膜の上にMOSトランジスタなど,能動デバイスの1舌陛領域を

形成するS01(silicononlnsulator)構造が高速性などの高性能化

を実現するデバイス構造として注目を集め,また三次元回路素子の

基本構造としても研究が進んでいる。特に,S01層の膜厚を10onm程

度に薄膜化すると形状効果によって,今後の微細化に適したトラン

ジスタ特性が得られることが分かり,研究開発に拍車がかかってぃ

る。当社LS1研究所では,薄膜S01素子の性能を十分に引き出し,そ

の動作を解析するために,多結晶シリコンのレーザ再結晶化法,

SIMO×(酸素イオン注入によるS01構造形成)の 2種類のS01技術

を用いて開発を行っている。

現在までに,いずれの方法でもサブスレッショルド特性の向上,

電流駆動能力の増加,短チャネル効果の抑制を確認した。さらに,

P型多結晶シリコンをゲート電極として用いることや,ソース.ドレ

インのシリサイド化により,1μmの設計ルールでは,基板シリコン

に形成された回路に比べ,30%程度高速動作させることが可能にな

つナ、。

この研究は,通商産業省の次世代産業基盤技術開発の一環として

行われたものである。

1.研究

Drain

●FOX
「毛謬務

0.5μm
ーーーーーー^

^ー,ぜ渉,^゛^,;

塁,、^輿ぞ^、i那^嘉^・1'

Sl substrate
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薄膜S01/MOSFETの断面写真
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ること力§できる使用時の発熱条件や温度環境試験などの認定試験条件の下で, 0

VLS1に生ずる熱応力左設計段階で予測することが可能な境界要素

法による構造解析プログラムを開発した。このプログラムは, VLSI

の温度分布と熱応力とを一貫して解析することができ,また,従来

の構造解析手法である有限要素法と比べて,ν5~1n0の時間で構造

データを作成することができる,などの特長がある。図は,このプ

ログラムにより, VLS1の熱応、力を解析した結果の・一例である。従

来, VLS1の内部の応力の発生状態を計測などで把握することが困

難であったが,このプログラムにより, VLS1の熱応力を低減するた

VLS1に生ずる熱応力分布解析結果めに有効な構成材料の選定や構造寸法の決定などを効率的に実応す

1.2 情報処理・装置

^言舌'昔i商1さ'、イヒコ丑二 j=冒刃言哉旦婁1置船:H;1:::トイ:::11卜松::)化:トイ:::};ト棚:ト船;1松:MI::::14:}:::トイ1:::;1仁::H;::::H;::::H::1;:ト松::H::::1卜松::トイ1::!1沸批HI、1::ト慨:ト般::H{::1,トイ:1{::HI::!け船:"11::}ト船:ト側::イ1:噐トイ:::}1 松::;:Ⅲ:捺: 1:::: 1:

工J J J J十'=ノ

音声認識における話者適応化は,認識システム自体が話者の発声 とノよっナC。
ノ

.、,
づ

特徴を当動学習する機能であり,特定話者用装置での登録負担を軽 ,
づ,ノ

減し大語い(粲)認識の実用性を飛躍的に向上させる技術どして期待

されてぃる。当社では,独自の話者適応化方式として,既に昭和58
ノ.

.^■ノj、ノ、ノ.^■ノj、

年にべクトル量子化擬音韻学習法を学会発表するなど,早くから実

用化研究を進めており,今回更に高精度化を図ったアルゴリズ1、を

"'"ー""^.、,.ー.^ξ〕採用し,同時認識単語数1,000語の話者適応化大語粂認識装置を開発

0"'圃砂一,した。学習能率は極めて高く,わずか30秒の学習発声で個人バター

~、ー、_L '『フンが自動生成でき,全単語登録とほぽ同等の認識性能が得られる。

話者の即時変更が可能となり,発声の経時変化やかぜ(匝Ⅷりなと
話老適応化音声認識装置

の生理的変化にも耐性が高まるなど,大語業認識が簡便に利用可能

^並万Ⅱ中隹ニマソン.マルチ・PS1ソステ^イ、1:::トイ,:,jイ::,{,トイ;川,!イ,",H,,,トイ,,'.ト心;:ト4:},:,H,,,,H,,,ト1,,'阿;;,:,H,,,,トイ,川、トイ"",トイ"","':,・トイ,川,H・・,),・・・,・・・,・・,・・,叩・・,・'"・・"""",",""

^丁^ 1
',ノ、'

S{チッフ

ダイバット

ノ

マルチPS1は,並列推論マシンのパイロットモデルである。通産省

が推進する第五世代コンピュータプロジェクトの・一環として,その

推進母体である側新世代コンピュータ技術開発機様気ICOT)から当

社が受託し,ハードゥエアの開発を行った。小型化PS1のCPUと同じ

ものを要素プロセッサとし,これが最大64台,高速の接続制御機構

を介して格子状に接続されている。

マルチPS1の主目的は,並列推論技術を確立するために必要な並

列ソフトゥエア(言語, OS,アルゴリズム,負荷分散方式など)の

研究開発環境を提供することである。この目的達成のため,現在

ICOTに協力して並列ソフトゥエアの研究開発を行っている。

""""'^ゞ、'、＼,技朔旨

・、、、、1-ー/ノノ、

< ■、1(
ι,Ⅱ'

/

マルチPS1システム

/

ノ_

ノ

ノ
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(CPU : M68020 (20MHZ))1990年代の新しいコンピュータ体系作りを目指しているトロンプ

ズ:コード部28Kバイト(C言語による記述)カーネルサイロジェクトに当社も積極的に参画し,関連開発の推進に取り組人で

タスクスィッチング20μS速度性能いる。今回, TRON体系の中で,通信,交換,情報処理分野共通に

タスク起床Ⅱ0μS適用可能なCTRON (centralandcommunication TRON)の基本

倭)構成上の特徴:基本OSを複数のCPUに搭載し,簡易プロセOS部を開発したので,その概要,性能について報告する。

ツサ間通信による機能分散を実現今回開発した基本OS部は,通信制御装置などのりアルタイム処理

今後は,各種適用分野に対する適性評価を行うとともに,上位シ用OSへの適用をねらいとして,カーネル部の最小のサブセット仕様

ステムへの拡張性をねらいとして,拡張OS部(通信制御など)の開である"μ"と,ディスプレイ装置, FD装置の入出力制御部から構

発に順次着手し,他社と協調のもとCTRON・OSの共通化促進を図成される。主な開発仕様を以下に示す。

つてぃく予定である。クステーションリングウ山開発マシン コニンシニ、

＼

ウ
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文字や数値ばかりでなく,図形や画像も含めたマルチメディア情

幸長を統一的に扱いたいという要求が高まってぃる。今回,論理的な

接続関係が意味をもっ図面とその付属情報をマルチメディア情報と

して蓄積し,検索キーとなるパターンと類似したバターンを検索す

る類似検索方式を開発した。これを発電所で用いられてぃる系統図

や設備情報などのマルチメディア盾報に適用した。

この方式の特長は,次のとおりである。①図面の構造をシンボル

と線との接続関係をもとにしたコードで表現する。②類似検索を高

速に行うため,システムは図面データの上記コードが類似してぃる

パターンごとに分類し,データを並べかえて蓄積する。③ユーザー

●機器選定・レイアウトエキスパートシステム イ::Ⅲ>イ:Ⅲ{H:;:::トイⅢ;1H}Ⅲ:)イ::::1jイ排1:トイ}Ⅲ:iイ:ⅢIH:;捌HI{::1M:1:11卜C揣)イ:}::;トイ::;::)イ::;::":批:jイ:::::H{1:::トイ:::::H批::トC謡H:;:::トイ::::1トイ細::14::*":::1:"

設計の当動化,効率化は,当社を含めて製造奘では大いに必要と

されている。そこで,当社のエレベーター設計を取り上げ,機器選

定,機器配置(レイアウト)の自動化,効率化をねらった。具体的

には,要求仕様に応じて機器を選定し,それらを建屋のスペースに

最適レイアウト配置を行うエキスバートシステム(試作版)を開発

した。使用マシンは《MELCOM PSD,ツールはAceR北(機器選

定部分)である。レイアウト部分にっいては,これをケーススタデ

イとすることにより,汎用レイアウトツールの構築をねらってぃる。

システムは,現在評価を行っている段階であるが,将来は大幅な設

計作業の効率化が図れることが期待される。

はどういう基凖で類似したものを検索するのか(例えぱ,機器の名

称,配管の種別.接続関係など)を指定することができる。④類似

検索は指定された類似規準に基づいて,検索キーの図面を解釈して

コード化し,データベースと照合して類似した図面を取り出す。

この方式によれぱ,検索キーどなるパターンの内容をコードなど

で明確に指定しなくても,バターンそのものを検索キーとして提示

すると,それを解釈し,ユーザーの要求する順似パターンを検索す

ることができる。なお,この研究は通商産業省工業技術院大型プロ

ジェクト'電子計算機相互運用データベースシステムの研究開発」

の一環として1丁ったものである。

^エーノンアリンクテータ'ヘミースィ:'1(:トイ'"")イ""'ト4'""トイ"'1'トイ"川トイ""'H""')イ"'"トイ"川トイ川"H",">イ","iイ"Ⅲ卜4,",,トイ'""トイ:""トイ","トイ","ト→,""トイ,""H","1イ,"""",")イ,""トイ,""M""'トイ"",ト十""トイ","H,""M"川トイ"",Hル

エキスパートシステム,CAD/OAシステムの進展に伴い,知識や

設計オブジェクトを再利用し.関連性を解析し,複数ユーザーによ

つて共同利用する機能が必要となってきた。このためには,従来の

データベース機盲Eに加え,類似検索などの知的データ操作機能が必

要になる。我々は,回路図や建築物レイアウト図の類似検索機能を

検討し,オブジェクト指向エンジニアリングデータベースと知的デ

ータ操作のための知識ベースを開発した。図は,回路図の類似検索

の実行例である。今後の課題は,類似検索機能の汎用化と学習機能

を持つ局度な知的データ操作機能を実現し,知的CAD/OAシステ

ムを開発することである。

エレベーター盲ミ言十システム

回路図の類似検索の例

●知識情報処理向きデータベース管理システムと しーて(フ) 1<^1コ1コA、イ:Ⅲ;H:譲1卜Cこ:H::Ⅲ卜CⅢトイ誤::H1ⅢIM:}:11HⅢ斗イ:1縦トイ""トイ"':'トイ:,Ⅲトイ小,,トイ"川H","トイ,""トイ,""ト十""トイ,"")

機器選定ンステム

国四、

国、国・

知識を持つ人問の肩代わりを行ったり,情報資源の有効活用を実

現する高度なシステムが重要になっている。これらのシステムでは,

高度に構造化/体系化された大量の多種多様な知識情報が必要であ

る。 KAPPAは,この知識情机の蓄積・活用を可能にするためのデー

タベース管理システムの機能を持っており,ワークステーション

PS1上にICOT委託により開発した。主な特長を次に示す。

山非正規型テーブル:知識情報間の意味のっながりを表現する階

層構造や集合を素直に表現できる,結合演算を減少,_二次記憶資源

の高速アクセス,りレーショナル型テーブルの機能を持っ

②可変長レコード

(3)レコードのデータ圧縮機能

レイアウトシステム1 1

要末仕様

検索条件回路

システム構成図

D、1.

結果

ユーザー

研 究

類似回路1 IYED三「ムLLT 1 2 ヨ'
5ELE .> cal゛0【,

顯イ以回路候補名

W)大きいレコード:ディスクの複数ページのレコードが可能。

(5)項の格納:ルールやプログラムを蓄積でき,ユニフィケーショ

ンによる検索もできる。

(6)意昧ネットワークや概念関係を表現できる。

(フ)りモートアクセス: LAN経由で他PS1上のデータベースをり

モートアクセスできる。

⑧部分一致(前方,中間,後方)によるキーワード検索ができる。

四)使いやすいユーザーインタフェース(テープル型(スプレッド

シート型),レコード型,カードDB型,テキスト型,概念関係型)

でコマンドを知らなくても容易に使える。

.,類似回路2
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コンピュータシステム開発における性能評価や検証の支援を目的

として,ハードゥエア動作二己述言語ALHARDを中心とするシミュ

レーションシステムの研究開発を行った。ALHARDは,Cプログラ

ミング言語をハードゥエア記述用に拡張し,さらにオブジェクト指

向言語機能やデーモン登録機能といったA1言語の機能を付加した

シミュレーション用言語である。これらのA1言語機能の取り込みに

よ 1),ハードゥエア動作を簡潔に定義できるほか,グラフィック画

面上でハードゥエアの動作を追跡できるビジュアルシミュレータ

が容易に構築できる。スーパミニコンピュータくMELCOM MX/

5000シリーズ>のマイクロプログラム開発に適用し,その有効性を

実証した。

●デザイントレンドの分析と製品開発^フ

製品デザインを行う上でデザイントレンドを的確に把握し,

デザイン開発方針を明確に打出すことは不可欠な要素である。

筆者らは,ファクシミリFA2100のデザインを進めるにあた

り,まだ手法の確立されていない上記分野に多変量"畢析の応

用を試みた。現状の各社製品間のデザイン美則以度を主観評価

によって定量化し,数量化Ⅳ類による解析を行った。その結

果,脱箱形,操作パネノレ強調などのキーワードを持つデザイ

ントレンドを見い出し,このトレンドを先取りする製品デザ

07

イン開発を行うことができた。こうして開発されたFA2]00

は,西独H賞を始め内外3件のデザイン賞を受貸し,当社ファ

(b) FA2100④数莖化Ⅳ類による製品マップ化クシミリの販売促進に大きく寄与した。

1.3 熱・流体・放電・光応用装置技術

Ij ン'゛!ク"-11ミ1]1^イⅢ1:トイⅢ::1イ::::{トイ批::トイ:Ⅲ!トイ:Ⅲ}トイ;{Ⅲトイ:Ⅲljイ::1}:M、1,,トイ,,"トイ,,,トイ,,討1イ","""",)イ",',H酢",H"",ト4'U,,トイ"",H畦",)イ"","・・,"批・,)イ・畦,ト,御,・,","""","山"",'"b "'.,"川"'" U'"●高性能スタ

スターリング冷却機は,熱効率が高く,小型軽量化に適するなど

の特長を持っており,赤外線検出素子,高温超電導, SQUID,クラ

イオ太ンプなど極低温域での応用機器の冷却に最も適したものであ

る。しかしながら,従来その耐用寿命は2,000時問程度であり,長寿

重"ー

;Jj,
卓をヨ^

ξ" 0"=
'气1

06

10kvv

40セル

150mA/cm.

H2/C02=80/?0

Alr/CO?=70/30

利用革 40%

ビジュアルシミュレーション時のグラブイック画面例

アクシ之リ FA210 o d)テ'→ナ'イン艮目多毛^側::ト保:ト保:H:::::ト4::1::H:::::トイ::!1:ト4:1:::ト船:トイ1::::H:

^「

t'

^

1

,

ー、'王t二N1窒上「尋τど予、Y^ーー玉「」,,予一叫[J 「H'、身

、属:〒訂■
旦,●

置,
11 ,

1 1

昆

鴫

直

,◆卓

弄田一

J,証'

→"^^

命化が重要な課題であった。

今回,スターリング冷却機の熱サイクル構成の最適化と併せ,微

小すき間の流れ制御技術を適用した特殊軸受やりニア駆動技術など

の新要素技術を開発し,1万時間レベルの長寿命化を達成した。

L__'ー^ニ・」;丁サ;

●ぎ'

05

^

10セル

ーノーーー」

写真は,長寿命化を達成した高性能スターリング冷却機(冷却能
高性能スターリング冷却機力20OW/冷却温度80K)の試作機である。
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スタノク運転時朗

スタック特性の変遷
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N91年に10okWの溶融炭酸塩型燃料電池スタック(積層電池)の

運転を目標としており,スタックの高性能化・長寿命化に注力して

きた。その結果,20セルスタックにおいてムーンライト計画目標値

を越える平均セル電圧0.82V (燃料利用率60%,電流密度150mA/

Cmりを達成し,初期電圧低下も約5mv/1,000時問のレベルに抑え

ることができた。これは,①電解質マトリクスの薄膜化及び補強材

の導入,②アノード及びカソード中の電解質量の最適化,③マニホ

ールドシール法の改良,④クリープ強度に優れたN卜A1アノードの

開発,⑤電解質保持量の管理などの技術上の改善によって得られた

ものである。
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熱流体の三次元数値解析の応用は,高信京頁注を要求する原子力や 活用できる。

半導体などの先端分野かみ決適性への要求が高まる空調分野にまて

拡大している。しかし,従来の差分法による解析では,流れ方向と ス士軍エアコン 三尺;里エアコン

差分格子の方向との不一致による数値拡散のため,精度の低下が避

けられない。今回,常に流れ方向と一致した差分格子上の変数を座

標変換した三次元傾斜差分法を開発し,精度向上を図るこ七ができ

た。図は天井埋込エアコンを用いた暖房時の室内空調気流解析によ

り1尋られた温度分布を示す。従来の差分法では,気流吹出し方向と

異なった高温領域を示すのに対して,この新しい傾斜差分法によれ 従来差分性による温度分布(丑) 傾斜差分性による温度分布(b)

ほ,夙流方向と・一致した局1品令頁域をぢ・える含理的な結果を示すこど (吹出し角度55゜) (吹出し角度55、)

がわかる。この技1赫は,電子機器冷却,半導体製造分野においても
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真空スィッチ管の小型化の実現に重要な新電極材料ω開発は,大 1000

電流アーク現象の解明により効率的に推進できる。シールドに流入
ノ

するイオン流と電極表面のアークこん(痕)の観測により,遮断性能 トかJ I0<

と密接に関係するアークの放電モードの遷移メカニズムを解明した。 七宴

'ニ入

イオン流は,電極材料に依存しアーク電流の増加にっれて増加する。 k 500

Y

しかし,その増加割合は電極材料により異なり,銅電極のアーク電 K
酪

流に対するイオン流の割合は,拡散アークモデルに基づく計算値よ

り大きくなる。放選モードの遷移時におけるイオン流は,陽極材料 二

のみに依存する。以上の観淑仂、ら,陽極材料の正イオンシースの形 0 20

成が遷移の発端になるという新しい遷移機構を提案した。今後, アーク電え(kA)こ

のアーク解析技術を各種電極材料の遮断性能の評価に適用する。 各種の電極材料のイオン流とアーク電流

●磁界中における SF アークの駆動特性と遮断特性船:ト側::H11:::H:::噐"{:="Ⅲ噐"揣::H::::;"::ⅢH::::斗船}ト捌::トイ:Ⅲ1トイ:::::M}:}:11棚:ト船:ト保:H馨雛"翻:"1::::ト棚::M:Ⅲ:トイ,::::トイ:;:{:阿::}::ト

SF'ガス中アークの消弧技術は,従来,ガスを強制的にアークに吹

'.j・・、
36 /,"'

卑位C

きっける方法が主流であるが,ガスとアークとの相互作用という観

点から磁界によるアーク駆動の利用が考えられる。今回カスプ磁界

によるアークの駆動特性と遮断特性について,アーク電流が]okAま

で調べた。アークの回転駆動速度は,半径方向磁束密度(Bア)に比

例するがアーク電流値に依存せず,遮断性能(遮断可能な再起電圧

上昇率r.r,r.V.)は,&'の増加に伴い向上し,アーク電流の小さいほど

その傾向は顕著であることなどが明らかになった。これらの結果は

小電流において,磁界の利用による消弧ガスとアークの相互作用が

遮断器の新消弧技術開発の可盲昌性を示唆してぃる。
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仏)アーク駆動基礎モデル化)アークの駆動特性と遮断特性
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"ミオセラム"を始めとするマシナブルセラミックスは,一般に切 ψ0.23
r-一「

削や表面研削などの機械加工性は優れてぃるが,ドリルによる穴あ
岳下、一倉',....司

けは,加工速度が遅くて能率が悪く,特に微小穴あけの場合にはド
'L_
■●●●'儒リル刃の逃げのために位置精度が悪いなどの問題があった。

"ミオセラム"の低熱膨脹,耐熱衝撃特性を最大限に生かし,パル
●●●●●風

ス制御により入熱を極力低くすることによってCO.レーザによる高 ノ,1

●●●●、●喫能率.高精度穴あけを実現した。この技術によって,例えば0,2mmφ

の微小穴あけ加工が,穴径精度(真円度)士0.0]5mm,位置精度士
●●@●●画

0.田mmとドリル加工と同等又はそれ以上の高精度で,かっドリル
穴径:023之0.015rnm Imm

加工の数倍の高能率で加工できるようになった。 L^ーーーー^

ビッチ:0.64土0.010rnm

CO.レーザによる微小穴加エサンプノレ
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●光ディスク駆動装置のサーボ回路のティジタル化船洲脚將冊船,船畍胤蹄冊冊'淵鵬川脚將船W將船"胤蹄船沸洲將船川航將船

光ディスク駆動装置をコンピュータメモリとして使うため,高 光検知器

アナログカスタム1C速.高信吏頁性化を目指した開発を行っている。今回,信頼性向上の

ため,フォーカス及びトラッキングサーボのディジタル化を行った。

従来,高精度.広帯域を満足させるため,アナログ回路で構成され

てぃたものを,高速な 8 ビットA/D・D/Aコンバータをカスタム

LS1に組み込んで実現した。特に, A/Dコンバータは,サーボ帯域

全域で,サーボエラー信号をディスクからの反射光量に上ヒ例した信

号で規格化しながら変換することで,高精度なディジタル化を可能

とした。従来に比べ,マイコンによるより高度なサーボの制御が可

能であり,長期安定性に優れている。

ディジタル化サーボ回路のブロック図
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130mmりライタブル型光ディスク装置用として,1S0規格案対応

の光磁気ディスク媒体を開発した。記録膜には,組成の互いに異な

るTbFec0非晶質合金膜を交換結合させた 2層膜を用いることによ

り,高記録感度と高再生出力とを両立させることを可能とした。ま

た,原盤作成時のレーザ記録旺則象条件の改良により,基板成形用

スタンパの低ノイズ化を行った。以上の改良により,1S0規格案の最

短ビット長においても50dB以上の高C/Ⅳ比が得られた。

基板には,量産性に優れたポリカーポネート射出成形板を使用し

てぃるが,siNX誘電体保護膜の成膜条件の最適化により,耐環境性

に優れた光磁気ディスク媒体を開発できた。

130如n径光磁気ディスク媒体
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ムービングマグネット方式アクチュエータの構成図

三菱電機技報・V01.63・NO.1・]989

光ディスクは,検索性,可換性,複写性,経済性に優れた記憶媒

体である。この特長を有効に生かす光ディスク応用システムとして,

自然画を記録.再生する画像システムがある。応用伊」として,各種

情報案内システムがあるが,従来は画像入力,検索時間,検索機能

に難点があった。今回,画像・音声高速検索機能を高め,操イ乍性の

優れた光ディスク画像システムを開発した。このシステムの主な特

長は次のとおりである。①インデックスとなる縮小画表示及びタツ

チパネルにより,簡便で高速に希望の画像・音声を検索できる。②

画像に音声をりンクさせ効果的な画像提示ができる。③TVカメラ

により,カラー画像を容易に作成,登録できる。

コントローラ

アクチュ

エータ

0-ー

タッチパネルにより高速検索可能な光ディスク画像システム

●光ディスク用ムービングマグ才、ツト方式アクチュエータ,湘"朏川将冊船乢剖朏沸剖肌、船"肌川將W札蹄船乢制脚川耕冊"肌川滞船"
対物レンズまR受

光ディスク装置においては,対物レンズを駆動するアクチュエー

タが不可欠である。・一般に,この駆動方式としてムービングコイル 百1動ホルダ~、_

が採用されてぃるが,今回磁気ばねを用いたムービングマグネツト

ワツン SN,、、"^:),、,1方式アクチュエータの開発を行った。これは,可動部に設けた磁石

が変位することによって生ずる磁気エネルギー変化を利用するもの

である。その構成は,フォーカシングとトラッキング駆動をーつの
＼L ^

~ーーハト~一膨部磁石で行うため不等間隔に4極着磁された磁石と,磁気エネルギー

の極大点を生じさせるために磁石と対向する周面に凸部及び円周上

・・ 1の一部に切欠きを設けたヨークから成っている。特長は,可動部と

固定部を連結する部材がなく,組立性,作業性が向上することであ
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走行ロボットなどの移動体用の通信手段として,光空問伝送装置

を開発した。この装置は,移動体上に搭載した通信局と地上に設置

した通信局力井目互に相手を這尾し,移動に伴う光ビームの位置ずれ

を補正するとどもに,万一の通信遮断時には相手局を探索し位置補

正を行うことにより,通信を自律復帰する機能を合わせ持ってぃる。

この結果,通信局相互闇を光ビームで安定して結合することが可能

となり,時速2.泓くmで走行する移動体を追尾しながらの通信を実現

した。また,光空間伝送装置の最大通信速度としては,これまで最

局の10OMbpSを達成した。この装置は,通商産業省六型プロジェク

ト"極限作業ロボット開発.の中の委託項目として開発した。 光空間伝送装置の外観

^方〒'、 6斗、系泉月司口^^ウ¥;';皇^イ;Ⅲ11イ:1:::トイ:::"トイ:;排トイ:::}11側::トイ(Ⅲ;1イ:捌:)イ::捺トイ:淵HI::;1j化;:トイ;揣jイ:1捌H{1Ⅲトイ:::(1トイ;::::トイ:::11卜C川トイ蹄11イ::獣卜怜"H:;批HI::1:トイ1:誤トイ:洲:)イ:{:;:1イ::噐トイ:揣HⅢ;1トイ:::::トイ;{1::ト4Ⅲ}{トイ;::::}イ:::;11じ*トイ・:"トイⅢ{1卜側

赤外線撮像装置用の光学系として,射出ひどみ(瞳X開口絞りの像

空問における像)をコールドシールド"の開口と一致させナご波長3

~5μm帯赤夕粍県開口整合光学系を開発した。誰成を図に示す。この

光学系は,従来の光学系と異なり光学系鏡筒からの熱、3、く射をコー

ルドシールドで完全に遮断できる。この結果,検出器出力の飽和や

雄音増加の原因となる像面照度を,従来の光学系と比較して環境温

度71゜Cで約35%に抑制できた。この光学系によれぱ,広L.リ品度軍創測

にわたり,羊明な映像を得るこ上ができる。

光学系の構成注、装耀内の典'、く射を逕るため検出器に取り付ける低温の迎へい筒

1.4 電子機器技術
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VTRでは,回転する上ドラムに取り付けたへッドがテープど接触

して信号の記録・再生を行う。このとき,ヘッドとテープの間の接

創井餅謹が悪いと,画質が低下する。従来,この接触状態の良否は,

ヘツドの形状,ヘッド取付窓の形状・寸法など,多くのパラメータ

を変化させて実験によって試行錯誤法で決めてぃたので,開発に多

大な費用を要していた。

今回,ヘッドの摩宗毛による形状変化を音慮したへッドとテープの

接触解析プログラムを開発し,ヘッドとテープの接触状態や接触圧

力を机上で検討できるようにした。図は接触圧力の解析例で,ヘッ

ド取付'窓の寸法・形状を変化させ,ヘッドとテープの接触状態を圧

力分布として表示させるようにした結果である 0

●ノイズイレーススピードサーチVTR用スリッ

VTRでは,ー・般にスピードサーチ時の画面にノイズバーが発生し

見にくくなる。そこで,このノイズバーを追放するために,当社で

は,電磁力によってへッドを高速で上下させることで,スピードサ

ーチ時にもへッドが録画トラックを正確にトレースする新機構を開

発した。この回転体の駆動部に電力を安定して供給するためには,

摩耗寿命や接"虫陛能に優れた信頼性の高いしゅう動接点の導入が重

要である。従来,このようなしゅう動接点としては,金・銀・白金

などの貴金属からなる6元合金の接点が用いられてぃるが,民生品

への採用は難しい。そこで,これに代わる接点として,スリップリ

ングに金銀合金を,ブラシに銀バラジウム合金を採用し,適切な桜

構設計を追究することにより,接触信束頁性・耐摩ネ劉生に優れた機構

のものを得た。
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ステップモータは,駆動パルス入力に応じてー一定の角度だけ回転 このため,起動と制動過程の駆動パルスのタイミングをあらかじめ

し,位置決めが開ループで制御できる特長があり,コンピュータ周 補償する駆動方式を開発した。これにより,従来の駆動方式に比べ

辺装置などで多く用いられている。しかし,駆動周波数を高めて高 て,2~3倍の高速化が可能となった。図は,同一のステップモー

速化を図ろう七すると,脱調現象が生じて目標位置に到達しない, タを新方式と従来方式で駆動したときの実験結果で,アクセス時間

停止時の残留振動のために整定時問が長くなるなど,の問題がある。 の短縮と整定時問の低減が図られていることが分力、る。

新起動方式

新駆動方式の効果
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モータのトルクを,正方向回転トルク(正相トルク)と負方向回

転トルク(逆相トルク)に分解する理論が従来から提案されてぃる。

オーディオ・ビデオ桜器には,効率・振動の点から逆相トルクの少

ない精密小型モータを選ぶ必要があるが,その測定法はいまだ報告

されていない。今回,回転子に装着したサーチコイルにより空げき

磁束密度を検出し,周波数分析することにより正相・逆相トルクを

測定する独創伯勺な方法を開発した。図はコンデンサモータにこの方

法を適用した結果である。定格回転数で逆相トルクが少なくなるよ

うに設計されているので,優秀品と評価できる。ブラシレスDCE-

従来の起動方式

③

時問

アクセス時間の短縮

タに対してもこの方法を一部変更することにより適用可能である。 コンデンサモータの正相・逆相トノレク
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電子部品の高精度装着や半導体製造などにおいては,超精密かっ

高速の位置決め技術が必要である。しかし,精度と速度にはトレー

ドオフの関係があり,最適なシステム設計が困難であった。そこで,

コンピュータシミュレーション技術を活用して,精度と速度の限界

設計と適正配分を推定できる技術を確立し,その技術を適用したボ

ールねじ駆動の位掻§夬めテーブルを開発した。その結果,従来の半

導体露光装置などで実用化しているテーブルでは,]5mmの動作工

程で,精度が士0.5μm以下,位置決め時間が0.3~0.評少であったの

に対し,開発したテーブルでは,精度を落とさずに位置決め時間を

0.14~0.15手少に短縮できた。

従来の制動方式

新制動方式

(b)

続問

整定時間の低減

800

クリーン度クラス 1 (0.3μn゛立径)のスーパクリーンルームに対

応でき,手先最局速度 6m/Sて、ウェハハンドリング1乍業など力ゞ可育E

な高速の高クリーンロボットを開発した。従来のスカラ型ロボット

では,直動部分のスーパクリーン化が困難であることを考慮して,

本機では平行りンク機構を採用し,回転軸を用いて上下運動を実現

した。また,発じん箇所となる軸受部をすべて磁性流体シールで密

封し,真空吸引の除じん装置を不要とした。さらに,高性能コント

ローラの採用及び有限要素法を駆使したアームの高剛性化・イ氏慣性

化により,タクトタイム 1秒,位置繰り返し精度士50μmの高速作業

性を実現した。
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液晶駆動ICを直接液晶パネル上に1谷蔵するCOG (chiponGlass)
む◆i,ゞ1^三鯛ヨ翻§龍湘部訟"区で竃
,金一*'ー実装技術を開発し,8.5インチのフルカラードツトマトリクスLCD

に適用した。 1Cは, TAB (Tape Automated Bonding)で,30個

のセグメント駆動用ICをCOG実装した。パネル側の配線を多層にす

ることなく, TAB酉譜泉部と組み合わせて等価的な多層構造とし,高,

◆八t^語飴語艶ヨ寵^・寵を之麺
密度COG実装を達成した。また,フルカラー表示では駆重が電流が大

となるため,パネノレ側給電線にNi/CU/AUめっきを施し,これに
'之ι工 '宏と二^二X一『二J

語露・霞、1語,区.
TABをはんだ接続し,低抵抗化や接続の高信頼性を達成した。これ

らのCOG実装技術により,パネル外部との接続リード数が大幅に低

減,信頼性が向上できた。

@フラスチック^出j戎升ノCAE1支1ホT 化:トイ;:::}i船11イ:{】::)船:トイ:1:::H::::;トイ::;::トイ1}:::)船:ト船:HI:::;トイ:}:;1卜船1卜→1::::)イ::::;トイ:::.,H{::,})イ",,トイ"'")イ:"'.1イ,",,トイ","トイ,"""","1イ:,",H'",,トイ,""トイ",,'1イ,・""・・,H'・・トイ・・トイ::,;'ト

プラスチック部品の高精度化及び短期開発を目的とする射出成形

CAEシステムを構築し,その適用技術を開発した。このシステム

は,流動・冷却解析,金型冷却孔解析,材料データベースから成り,

任意の充てん段階における圧力,温度,速度などの三次元清報を力

ラー表示できる。このため,金型内でのプラスチックの挙動を定量

的に予知できるようになった。これまでに,フェライト異常配向を

制御し得る樹脂流入口形状の最適設計によるVTR用磁石の高性能

化,成形可能な限界肉厚設計によるスピーカー振動板の超薄肉成形

(0.26mm,写真),樹脂流入口位置の最適化による大画面表示素子用

レンズアレーの短期開発(金型無修正)を達成した。

スピーカー用振動板の射出成形時の圧力分布

^^【^{1η肖'11:^ι一^^ 1^】^!1リサ」1^言平イa五 1}婁 1^!イ;:Ⅲトイ:!11:H:::1{阿;;Ⅲ)イ::噐:阿1::::トイ::}}:";::::)イ:::(:叫:;ⅢH;::::H;::::)イ:::1;1イ:噐{:ト心:::トイ::;1{トイ1:噐1イ:1;::H;:::1トイ};:::)イⅢ11トイ:謝:トイ:膿トイ:窓HI:::;トイ噐井:H詰:::H::::1トイ:::;1トイ:;{::トイ::::}1イⅢ:1ト

塗膜の強度及び基材との付着強度に関しては,従来定性的評価法

が主流をなしていた。当社は,切刃を用いて塗膜界面を切削する"界

面切削法"により次の特長を持つ塗膜の定量的評価装置を開発し,

た。

a)広範囲の塗膜に対して,簡単に付着強度とせん断強度を測定で

きる。

②多層塗膜の最外層から順次各層について測定できる。

③波形解析により,内部応力の程度,界面破壊と凝集破壊の比率

及び(ぜい)脆化傾向などを評価できる。

その結果,電気機器の外装塗膜の信頼性向上及び屋外暴鴛におけ

る塗膜の寿命推定が容易になった。

8.5インチCOGパネル(画素数:320× 3 (H)×200(V))

多層プリント配線板の熱変形図(スルーホール部断面)

三菱電機技報・V01.63・NO.1・1989

界面切削装置

^^1冨フりント酉己系泉木反(刀^11E、:カ^木斤イ::::;":}1::HI:::1卜側:トイ:::};ト船:トイ}1:::ト糊:ト側:H::::;ト伐:トイ:襟:ト→:斯:ト側::トイ;:::}ト側:)船1トイ:1:::トイ:::;{トイ;1:::H:::1;ト棚:H:::1;1イ::以トイ;1:::トイ::}1:ト川1トイ:::11トイ:1:::H::::1洲:11:H:::::H:::::)イ:

変形前

変形後

、,ー

高密度実装に伴う配線の微細化や製造プロセスの短縮化のため,

多層プリント配線板の内層板やスルーホールめっき厚は薄くなりつ

つぁる。このため,繰り返し熱サイクルなどによって生じる機械的

疲労に対する配線パターンの信頼性保証が重要な課題となっている。

今回,構造解析プログラムをべースにした熱応力解析手法により,

ガラスエポキシ多層プリント配線板の疲労限度を求め,長期間の繰

り返し熱サイクルに対応できる設計値を得る方法を開発した。

この結果,新しいプリント配線板を設計する際に,長期信頼性を

考慮した最適値を算出することが可能となった。この方法は,プリ

ント酉醸板の品質向上に大きく貢献するものと期待される。
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2 電力・エネルギー
電力・エネルギー機器の需要は,国内の電力需要の安定

傾向に伴い,長期的には緩やかな成長になると思われる 0

一方,情報化の進展などにより電力の質に対する要求はま

すます強まり,電力供給面での電源の多様化,効率,経済

性の向上,運用の最適化などが引き続き求められ,当社も

これに対応した新技術,新製品の開発を積極的に推進して

いる。特に発電・変電・給電諸分野での運転員が,必要な

判断,処置を適切・迅速かつ容易に行うための電力A1応用

シ.ステムの開発が注目される。

原子力発電において,北海道初の原子力発電所となる北

海道電力樹泊発電所1号機(579Mwe)が,燃料装荷,初

併入を終え,1989年6月の営業運転開始を目指し,最終段階

の試験調整を継続中である。また,同 2号機(579Mwe)

電気計装品の製作,据付け,試験も順調に進行してぃる。

計装制御装置の大幅なディジタル化,信号多重伝送の適用

拡大した関西電力樹大飯3号機向け計装制御製品は,工場

での総合組合せ試験を実施している。

また,高速増殖炉もんじゅ発電所(280Mwe)向け中央

制御盤や電気計装品の製作も順調に進んでぃる。

火力発電では,原子力発電所の効率運用に伴う電力需給

調整用としての中問負荷運用の定着に伴い,省力化,合理

化,安全性,及び信束頁性を老慮した自動化要求が高まって

いる。このためのCRTタッチオペレーション,ディジタル

制御技術の適用拡大及びマンマシンインタフェースの改

善を引き続き推進している。一方,長期運転プラントにっ

いては,長寿命化と信頼性確保の見地から予防保全工事が

活発化している。主な工事では,関西電力総宮津エネルギ

一研究所1号機(375MW)及び電源開発総松浦発電所1号

機1,00OMWプラントの現地据付け,調整がある。また,海

外向けでは,インドオーレイヤ発電所向け 6 ×10OMWコ

ンバインドプラントを出荷した。

水力発電では,引き続き制御・保護性能の向上を目指し

た総合ディジタル制御システムの開発を推進してぃる。主

な工事として,関西電力欄奥多々良木揚水発電所向け(既

設監視装置の改修) M60-20OD形計算機及び光ファイバ採

用による監視装置の納入があげられる。

35

新発電技術開発では,通商産業省工業技休テ院ムーンライ

ト計画の一環として, NEDO (新エネルギー産業技術総合

開発機構)から受託した20okW級業務用燃料電池発電シス

テムの要素技術研究を実施し,併せて該当製品の製作を進

めている。この発電システムは,電池本体,改質器,直交

変換装置などをパッケージ化(コンパクト化)したもので,

1989年度に実証運転を開始する予定である。

また,サンシャイン計画の・一環として,沖縄電力欄との

共同開発による20okW太陽光発電システムを完成し,1988

年秋から本格的な運転研究を開始した。

変電分野における変圧器では,東北電力愉秋田変電所向

けに外鉄形変圧器の特長を生かした6キ恥知山構造の主変圧

器(30OMVA)と位相調整用変圧器(52.9MVAX 2 台)を

一体化した世界初の負荷時位相調整変圧器を納入した。ま

た,ガス絶縁変圧器は,275kVなど超高圧・大容量の開発を

推進する一方でガス絶縁分路りアクトルの製品化を完了し

同じく開閉装置では,更に一層の小型化,高電圧・大容

量化・高信頼度化を達成し,国内外におけるガス絶縁機器

メーカーとしての地位を・一層強固なものにした。主なもの

として,中部電力総南武平町変電所に30okV全三相一括形

ガス絶縁開閉装置(GIS)を納入した。また,72~20okv,

卯kAの遮断器においては,世界初のぱね操作タンク形ガス

遮断器を開発した。

電力系統システム分野においては,全ディジタル制御.

保護システムとともに,電子計算機,マイクロプロセッサ

の適用,及びA1技術の導入も含めて,システムの高信頼

性・高速応答性を実現している。主な実績として,中部電

力蛛滄三力開発センター納め系統運用シミュレータがあり,

1988年4月から運用技術者の対応能力強化を目指し,実用

を開始した。また,関西電力愉と共同でA1技術を導入した

電力系統の事故復旧支援システムを開発し,今後実地検証

に入る予定である。一方,変電機器の異常監視などの保全

に対しても,中国電力欄と共同でエキスパートシステムを

適用した変電設備保全支援システムを開発し,実地検証に

入った。
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2.1

2.1.1

発

北海道初の原子力発電所七なる北海道電力側泊発電所]号機

(579N八Ue)は,燃料装荷,初併入を終え,1989年6月の営業運や引刑

始を目指し最終段階の試験調整を継続中である。また,2号機(579

NRve)も電気計装品の製作,据付け,試験力瑚榎調に進行している。

計測制御装置の大幅ディジタル化,信号多重伝送の適用拡大,発電

機負荷開閉器の採用など,新技術を導入した関西電力御大飯3/4

号機は電気計装品の詳細設計,製作段階に入り,3号機向けディジ

タル計装制御製品の工場での総合組合せ試験を実施しぐいる。同じ

く新技術を適用する九升1電力欄玄海原子力発電所3/4号機,四国

電力愉伊方発電所第3号機についても,基本計画を鋭意進めている。
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PWRプラントの放射線モニタ(ガスモニタ,水モニタ)において

は,従来非密封線源を使用して定期的に校正を実施している。しか

しながらこの方法では,校正作業が繁雑かつ長時問かかるため,簡

便な校正が望まれていた。このような背景から校正作業の合理化を

図る目的で密封線源校正装置を開発した。

この装置は,位置決め装置と計測制御盤とから成り,モニタの型

式に応じて自動的に照射位置を決め,線源照射を行うとともに,測

定値から検出効率の算出,結果の判定,データ編集,印字を行う。

また,一連の作業手順は, CRT上のガイダンス表示に従うことで特

に熟練者を要しない。この装置の適用により,校正作業の大幅な短

縮(従来のν3),管理業務の繁雑さ解消などの校正作業改善を実現

した。

なお,この装置は別のエリアモニタ校正装置と結合して校正設備

動力炉・核燃料開発事業団の高速増牙自炉もんじゅ発電所(280

入Iwe)は,]9兜年の臨界を目指し,中央制御盤ぼか当社電気計装品

の詳細設計,製作が順調に進捗している。

また,現在稼働中のプラントにっいては,信東頁性・運直云陛・保守

陛..性能の向上を目的七しぐ,設備改暫才是案や予防保全活動並びに

電力会社どの共同研究を推進しぐいる。

さらに,次期プラントを目指したものどしては,ディジタル化原

子炉安全保護装置の開発及び検証,よりインテリジェントなマンマ

シンシステ1、をねらった折型制御盤の洪好色も進めている。

2.1.2

同内,海外向けに数多くのプラントを設計,製作,現地建設中で

ある。主なものとして,国内向けでは,東京確力制東扇島発電所2

号機],00OMWの受注,関西電力ぜ村宮津エネルギー研究所]・弓機375

入ハVプラント及び電源開発厭)杠§甫発電所 1号機1,000入八Vプラント

の現地据付け・調整があり,海外向けでは,サウジアラビアタラヤ

子f選所3,4号機2 ×60ONn¥プラントの受注,インドオーレイヤ発

屯所6 ×]00八爪ヤコンバインドブラントの出荷がある。

技術面では,国内事業用プラントにおいて,中間負荷運用か定着

してきており,これに伴い運転操作ω省力化, A理化,安全心柿倒呆

及び信頼性を考慮した白劃Πヒ要求力堤頁吾になってきている。二れら

ιjく!:ナJ^ーー!:フ・フ゛ノト 4,,,トイ,,'トイ,,'トイ批,,トイ,mトイ'畦,トイη,,)イ,,,ト→Ⅱ,,トイ,,,トイ,,,1イ,,,1イ,川トイ酢",トイ",'.1イ,'Ⅱ,トイ"",トイ"",トイ"",1イ,"'.トイ:,",)4"Ⅱ,トイ斐",),"",酢・'・・・,・・・,,出, H,"."","",U","",".,,"U ,,'"."","

全体の自動イ踏広張白容易にできる。
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昭和63年の出荷台数・製作容_せは,水楽冷却機・空気冷却桜を含

めて国内向け16台(2,021MVA),輸出向け19台(3,261MVA)であ

つナ、。

国内向け水素冷却機としては,関西電プ火掬宮津工才、ルギー研究所

納め 1号420MVA機,電源開発献坤太甫火力発電所納め1,0印MVAク

ロスコンパウンド機を出荷した。 DSS運用・省エネルギーに配慮し

た設計としており,工場試験において浩刊言束頁性一哥注能設計が達成

されてぃることを確認した。国内向け空気冷却機には,固定子巻線

真空全含浸絶縁方式,小型・軽量設計を特長とするWMW級ガスタ

ービン発電機を相次いで出荷した。

削^

命,

命

塗

の状況に即し, CRTオペレーションの適用範囲拡大及びマンマシン

インタフェースの改善を推進している。また,ディジタル制御技術

にっいても適用範囲拡大を図っており,上記宮津エネルギー研究所

]号機向けに,ディジタルボイラ制御装置を納入した。さらに,知

識工学応用によるプラント異常時などの運転支援システムについて

は,実用化に向け開発を推進中である。

経年火カプラントについては,長寿命化及び信頼性確保の見地か

予防保全工事が活発化しており,中でも系統安定度向上の要求岐),

と併せ,既設励磁機をブラシレス励磁機あるいはサイリスタ励磁装

置へ更新する工事が着実に実績を挙げてきている。
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●フK力発電フラント雋"御装置の動向イ:;1::ト膿:、イ:::(1トイ1:::1H;11::)船(ト棚::)イ:;(::HI:::;ト冊1"捌:)州;トイ:{1::>イ:::11卜松::)船:H川:}1船:H}1:::)イ:援;ト保:iイ::;(:ト刷:;i ##:)イ::::: 1:::;":揣:批:トイ:;:::捌1:膿1 ;:肌イ1:::;捺::::謙::

関西電力制奥多々良木揚水発電所向けに,水車発電機状態監視装

置を製作している。この装置は,センサと警報設定器だけで構成さ

れる既設装置を改修し,計算機システムを導入することによりち

(緻)密な監視・記録・表示を実現する。システムの特徴として,入

力装置に水力用りモートPI0盤を,データ処理装置.CRTコントロ

ーラにM60-20OD形計算機を採用し,地下発電所と地上監視棟との

間を光ファイバで通信するこどにより,ケーブルの多大な削減を実

現する。また,九州電力愉三芳発電所向けに,当社水力向けシーケ

ンサとパソコン<MULT116>を結合し,制御所倒レくソコン(他社

製)とのデータ通信を行う状態監視装置を製作してぃる。
関西電力愉奥多々良木P/S状態監視装置

●ネ申万" j Ⅱ 1代止業庁相キ莫発電所向け 16.5 M VA水車発電機の'成イ11:::トイ::1:;"ニ:::)イ::1}:ト郡{H:1:::)イ::::}1船:ト側:H:::::トイ11:::ト磯;}イ:1:::H:;:::ト保:H:;:::jイ::::}トイ::::;1イ",:,"}::::1イ::1::)イ}:::1卜膿:トイ1:::11イ;1:::)

定格:]6.5NIVA,]1kv,214rpm相模発電所は,国家プロジェクトの・一環として昭和20年に完成し

た戦後復興第一号発電所であるが,資材難時代に建設されたため運

開後卯年余りで各部の劣化現象が顕著となり,今般・一部の土木建造

物を除いて全面改造力并テわれた。発電機の更新に当たっては,]台

を常旧寺運転しながら他の 1台の撤去・据付けを行うという特殊升牙悲

が上られた。この工法は,]1事中のいっ(溢)水量を最小限に抓]える

という点から今後のスクラップアンドビルド(全面e剣修)工事のモ

デルとして注目されるものである。本機の仕様を以下に示す。

型式:立軸・水冷熱交換器型発電機(三菱重工製,立軸フランシ

ス水車直結) 現地建設中の16.5MVA水車発電機

2.1.4 剰テ^^才支1ホ丁1;易^イ:Ⅲ}H:縦:H::::11イ謡{:トイ1謡1トイ;蹄トイ:朧:トイ1::11H;::::トイ1:::;ト松::トイⅢ11卜刷Ⅲトイ1::::トイ::::;ト標1:トイ:朧:トイ{Ⅲ;トCⅢ卜化(:ト需::)イ::::;トイⅢ;;1イ::縦jイ:;:::トイ:::11H::;::H:::::jイ::噐トイ1::::)イ排:;j4{::{}トイ1:1:1阿::Ⅲ卜心ⅢトイⅢ111イ;;Ⅲ)イⅢ:1j北Ⅲトイ:
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工業技術院・ムーンライト計画の一環である「業務用燃料電池発

電システムの研究開発」をNEDO (新エネルギー産業技術総合開発

機構)から受託し,要素技術の研究及び20okW級発電システムの製

作を進めている。この発電システムは,オンサイト用として都市

ガス13Aを燃料とし,電力と熱の両方を供給する。電池本体は,複合

リブ付きセパレータ構造を採用し,特性と寿命の向上を図ってぃる。

電池本体,改質器,直交変換装置などの機器はーつのパッケージに

収納し,設備のコンパクト化,現地据付け・調整の短縮を可能とし

た。システムは,工場製作・試験後,1989年度にホテルプラザ(大

JE

PI0埜

DCN
-80"

HOLC 共11N 1 1

RS-232C' 9旦L

王之妥聖
FFT

フりンタ

1 .

阪)に設置し,実証運転を行う予定である。 業務用燃料電池発電システム

^:オく長昜:7L^^:/ iスファι、イ:::;;ト→:縦:H1Ⅲ;↓イ:::1:トイ肌::トイ::1::トイ;Ⅲ:)イ:凱:)イ:::;{トイ:昇::>イ:::1(トイ;川:)イ'"11イ'""H""'トイ""'トイⅢ"M,川.i4",)イ","H",")イ,""H畦,"トイ,""トイ","トイⅡ",トイ"Ⅲ卜十川,)イ・'・)イ,・酢トイ,・・トイ・・,H兵",イ"Ⅱ,イⅡ,"","".""",",U 酢,",'川

サンシャイン計画に参画し,太陽光発電実用化技術開発を進めて

いる。昭和59年度沖縄離島に建設した50kWシステムに引き続き,新

たに沖縄電力餘)と共同で20okWシステムを建設し,昭和63年秋から

本格的に運転研究を行っている。この実証試験では,発電コストの

高い離島における電源多様化策の中で,既設ディーゼル発電機の補

完電源として太陽光発電の併入を試みるもので,日照変動に伴う系

統周波数・電圧変動に及ぽす影響,異種発電機との協調運転方法,

燃費節約による経済効果などにっいて検討を進めてぃる。太陽光発

電素子にっいても高効率,低コスト化開発を進めてぃる。
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2.2 送変配電

2.2.1 互圧器'"":"::●二"蹄川モトイ:::"ト'●::"、船:"蹄●"1:1::)イ::::1H二,::)'蹄、W"":::}イ1:::,,慨川"ト'揣;"::;::"::*"絽:""'●'トイ●,"',抄"淵,':::1:M"'",C""",:"'"";"トイ,""トイ,""H"*"}・・"翻:、'湘"蹄川.X蹄,',・;'トイ・,",イ,"",""","

●ナ也下1女:電所用変圧器ソステム':1;::1イ::::{ト保:}船;1イ}:1::)慨1トイ:{1::トイ:::;1卜側:)イ11:::↓イ:;:::ト船1トイ;1:::)化:トイ}'{::)イ::'1,トイ'::" jイ'",:)イ,""トイ"":)捌:H,""トイ",""}1::(ト松:ト州:トイ"")イ"",)イ"",トイ,""H,""トイ川"H,""、イ".・トイ・・,,41・・トイ"*H

都心寸也下変電所である東京電力愉高輸変電所に,下記機器より成 ●中問変圧器 66kV 60MVA 外鉄型普通三相

る変圧器システムを納入した。各機器は,タM失型の特長を生かした 暑邑 2 古'

コンバクト設計上し,またシステムとして協調のとれた省スペース ●密閉式冷却塔及び冷却水配管 2.640k＼入7 3台

レイアウトにより,各機器室容積を従来の約印%に低減し,地下変

電所の建設費低減に寄与した。また,冷却塔は,地下設置型.密閉

式・低騒音・大容量器であり,他に類のない記録品である。

納入機器●主変圧器 275kV 30OMVA 外鉄型特別三相

台聖2

.分路りアクトル 275kV 150NIVA 外鉄ギャップ鉄

心'、并1」に、

^^ 1占'1量 1子丁 1勾ネ刀(刀 j超冒 1王i尊,入刀ヤ1王暑各シスラニ/、イ:蹄H::}11M剛::トイⅢ;;叫:;1::トイⅢ嘉イ1;Ⅲ)イ:::{:トイ:::::トイ:批IM;::::H:蹄H::1::HI::::iイ:蹄阿批11トイⅢ:}トイ1::}1叫{Ⅲ;トイ出:;トイ:蹄)イ::1}:M{::::H(:::;トイ::::1卜矧::H肌":11::)イⅢ{:HI:謙H:11::HⅢ{1ト

名古屋市内への超高圧導入の初の変電所である中音係巷力絵)南武平

町変竃所へ,下記機器から成る変圧器システ/、を納入した。市内中

心倍gに位置する重要変電所であり,主変圧器は10OMVA器2台でユ

ニツトを構成,片側切離し運転も可能な構造.酉酎齡としてぃる。ま

た,分路りアクトルは,国内初ωガス絶縁タイプを採用してぃる。

納入機器.主変圧器 (タ惨失型) 275/33kV 20OMVA 2台

●ガス絶縁分路りアクトル 33kV 20MVA ]台

●ガス絶縁接地変圧器 33/0'42kv l,50okvA 4台

●密閉式冷却塔 250kW 4台

ガス絶縁分路りアクトル

2.2.2月:月11村三1走1置側::i船1:トイ1::::1イ:::{;ト矧::1イ:11::トイ}}:::1イ::;;:トイ::::1トイ:"('トイ"'"トイ"御卜十"")イ,小1イ,",,トイ1:::;ト十川,)イ,""1イ:(1::)イ:::{{ト松::トイ,";、}イ,,,"H,・,")イ,"・トイ,・},トイ,川,トイ,・',トイ,"""川"",,"""川,"""川御""',,"",,"""",",",,,,,
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九"1電力峡拶公i甫発電所に550kvGISを納入した。この発電所は,最

新鋭の大容量石炭火力発電プラントである。

GISは,送電市良ユニット2,変圧器ユニット4,母線連絡ユニット

1から構成されており,二点切り遮断器,酸化亜鉛型避雷器,ガス

絶縁計器用変圧器などの最新機成機噐を適用し,当初単一母線,将

来二重母線への増設計画に対応した配遣の適正化を図った。また,

局電圧・大容量に最適な油圧操作式遮断器と電動操作式断路器.接

地開閉器の採用により操作空気の供給を不要どし,保守性を向上さ

X
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16別くV,40kA,ぱね操作タンク型ガス遮断器

せた。
九州電力側松浦発電所納め550kv GIS

● 72~204kv,40 kA ばね;呆イ乍タンク型ガス遮断器化1:H}1:::ト船:H:11::>矧:M:::;{トイ:1:::阿(::::j船1卜船1卜例::)イ1:::;トイ:::(:ト船:)イ1::1:HI::::1侃:;トイ:{:;:1イ::::;1イ;}:::)船IM淵H::諺トイ:劉:HU::1卜C:::阿::11:)イ:{::1卜刷川ト

ヲ烹一ー,,,^ヲ^二号^きー

,,'、冨'、"

72~204kY,40kA,ばね操作タンク型ガス遮断器を業界に先矧心ナ

て開発した。この遮断噐は,操作源どしてトーションバーを採用し

ているほか,消弧W)ためのガスの流れが効果的になるよう消弧室の

改良を行った。トーションバーは,利用エネルギーに対して自身の

可動部重量が小さく,コイルばねを用いた機構よりも小型高出力の

ものが得られる。この遮断器は,従来の同定格空気操作ガス遮断器

に比べ,重量低減してコンパクトな構成となり,据付け面積も大幅

に縮小できた。また,圧縮空気を用いないという点で,市場の要求

を満たすことができ,これに伴い保守点検が省力化されて操作音も

低くなるなどの特長を持ってぃる。
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架空配電系統での停電事故時においては,広域にまたがって数多
、3',"ゞ',,'、丁一フー、"〕j 、"
イJ、 J "、

丁、之J ^ JJ

く設置されている柱上機噐のうちから,事故点を迅速に探査する必 "ノメ」 ビノq゛大゛ 、ナノノ、,'」
j ,、ーゑ1ι'/J/ J

づ

要がある。従来は,区分開閉器の開閉操作により停電区域を限定し 1 '^

た後,昇柱及び柱上作業により事故点を特定してぃたが,今回,時
饗,

問七労力のかかる柱上作業を伴わない地上探査装置を東京電力嫁辻

共同開発し,停電時問の短縮に成功した。原理は,停電中の6.6kV架

空配電線に高圧パルスを印加し,事故点で放電時に発生する進行波

を二つの高周波信号検出用ループアンテナで捕そくし,高速信号処

理回路で,信号受信時問差を検出することにより,事故点の方向を

判定するものである。

架空配電線事故探査レーダ(車載状態)

^:ナて'ぞト^^ン'リ^;ス^り、コ;ミイ,、ーチ,4 側::jイ::{::>イ1}::;!化::トイ1::::iイ:::;;ト糯1:トイ1:::;i化11卜→:1:::トイ::::;}イ':'"トイ"";トイ'""トイ.""1+""H,"")イ","トイ,川,トイ"'"トイ"",H,""トイ,""トイ,""トイ":"H,'卿阿,""トイ,:",トイ,""トイ,""1イ","ト十""トイ"",jイ,・・トイ,・"トイ・

"、a'
、

電力用真空遮断器を始めとする真空開閉機器は,国内はもとより

世界的な適用拡大が急速に進んでいる。それに伴い,真空開閉機器

のキーデバイスである真空スィッチ管(VST)に対しての小型化,

高信頼化及び低価格化の要求はますます強くなってぃる。

小型新シリーズ真空スィッチ管として,昭和63年には7.2kv,40

kA,及び12kv,卯kAまでの大容量領域真空スィッチ管を開発し

た。これらの新シリーズは,当社の長年にわたる真空アーク現象の

研究及び材料開発の成果を生かし,接点材料及し畊蒜造並びにアーク

シールド督吉造の改良によって実現した。新シリーズ品は,従来品に

対し容積比で60%以下,重量比で70%以下に小型化ができた。
.

真空スイッチ管12kv,如kA定格品(左が新シリーズ品)
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近年,電力系統の事故様相が複雑化するとともに事故地域も広範 山大規模系統佐勺120の電気所・主要特高需要家)の実事故に対す

殴]化してきており,現行のノ、手による事故復旧方法では供給支障時 る復旧支援をりアルタイムで実行できる。

問の短靜創よ難しくなってきている。このため,当社と関西電力鶴は, 伐)ベテラン運用者の系統運用知識を知識ベース化することにより,

給電運用者が迅速・適切な判断・処置が取れるよう, A1技1荷を導入 現実に即した復旧支援を迅速かつ適切に実行できる。

した事故復旧支援システムを共同開発した。今後は神戸地方給電所 (3)実系統で仮想的に事故を設定することにより,給電運用者が事

で試運用を開始する予定である。 故時の対応を実オンラインデータを用いて学習することができる。

このシステムは,地方給電所の自動化システムとオンライン結合 このシステムは,電力系統の運用分野で初めてのりアルタイムエ

されたエンジニアリングワークステーション上で,給電運用者に事 キスバートシステムであり,その成果が大いに期待されている。

故時の運用を支援するものであり,主な特長は次のとおりである。

^酉己悟晉糸泉自^」軍j判:ノ;ス^'、イ:蹄)イ謡排イ1:::{トイ::;1;トイ::::1H:Ⅲ:iイ::謡"批::H:Ⅲ;トイⅢ;1トイ1:ⅢトイⅢ::ト船(:トイ1Ⅲ:)C謡トイ撰Ⅲイ::謡H川::iイ:'剛トイ携:訓:'棚M捌")イ,""H""牛イ","H,"">イ"小H":")イ"",ト十""トイ","M"",トイ,",.ト→"川トイ","トイ,""",""トイ",")イ"",ト

電力需要家の二ーズにこたえ,停電時間の短縮化などを目指した

配電線自動運用システムを,関西電力峡)との共同研究により,開発

バー~゛"池した。このシステムでは,グラフィックCRTによる配電系統図表示

や,画面データの自動認識によるデータの・一元化を図ったデータメ "ψノ¥づ、、、'T『? 1{ノ、,、字ヨ

ーゞ; 11'".、ー、,ー、で二,、,"1',
^三 、{"[

ンテナンス方式などにより操イ乍性の向上を図るとともに,事故時の '"、

計算機による自動復旧機能により停電時間の短縮に大いに寄与して ヨ邑毛金呈豊毛丑厶4'.
'

考羣垂●,昨.モ"婁,

籬蔀蟻幸蔀爽
いる。なお,変電所以降の伝送媒体により,同軸方式.配電線搬送

゛赫難粧
方式の2方式を実現しており,また作業停電計画業務の取り込みや, ミ

^ 屈五^ 催^

融通計算へのA1技術応用による高機能化も図ってぃる。さらに,系

統情報のモニタリング機能やシミュレーション機能の充実化を展開

配電線自動運用システム操作卓中である。

^
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3 産業用システム・機器
円高が定着し内需拡大の施策がとられるなか,1988年の

産業界は,設備投資が堅調さを持続し,安定拡大軌道1こ乗

つたと吾える。

生産工場では,環境の変化に追随し成長を来たすため,

設備の合理化や生産能力の強化,生産のフレキシブル化な

どの推進を余儀なくされ,システム化,情報化が一層進展

した。特に,中・大規模生産工場では,工場ぐるみのトー

タルシステム化の検討が着々と進められている。当社では,

これに対応したコンピュータシステム,ネットワーク関連

技術の開発を推進すると同時に,要素技術の開発に注力し

た。中でも,近年注目されている人工知能技術が実用レベ

ルのツールとして姿を現したのを始め,システムを構成す

るコンポーネント群について,例年に引き続き新規開発品

の出荷, CPUの32ビット化の促進による高速・高精度化,

高機能・高性能化,及び信頼性・保守性の向上に向けての

製品化技術が大きな成果となった。また,経済性・短納期

化をねらった製品のシリーズ化が一段と充実したことも

1988年の特徴のーつで,物の多様化・短命化した生産業界

よりフレキシブルなシステムの構築を可能ならしめた。こ ,

ここに,それら成果の一端を紹介する。

a)産業プラント用電機品の分里予においては,国内メーカ

一品で単機最大容莖の7,80okW熱間圧延用直流電動機の

製作を行い記録品となったのを始め,1,200~4,80okvA産

業用大容莖GT0インバータのシリーズ化を達成するなど,

大規模プラント向け電機品を製作・納入した。また,ディ

ジタル制御インバータ,低騒音CVCFなどは従来品1こ比べ

小型・軽量化を進め大幅にコンパクト化したため,工場据

付け上の省スペース化に大きな効果を発揮した。

②計測制御分野では,まず自動車業界向けとして自動車

搭載電子機器の誤動作試験を主たる目的とする強電波暗室

用シャーシダイナモメータ,及びオートマチックトラン

スミッションテスタなどの開発・納入を行い,堅調な業界

への浸透を図った。制御システム関係では,鉄鋼熱延プラ

ント加熱炉制御用として我が国で初めてEIC統合化制御シ

ステムを製作・納入し,電機・計装・計算機を有機的に結

合したシステムをシングルアーキテクチャ思想で実現し

たのを始め,公共プラント向け監視制御システムでも分

散・専用コントローラにより機能の充実・信頼性の向上を

果たすシステムを完成した。また,プラント制御分野への

AI(人工知能)手法の導入が実現した。検査・計測技術関

係では,イメージセンサ,変位計,近赤外撮像テレビカメラ

システム及び電気的諸量の計測・監視用の機器がいずれも

一層の小型化,高機能化を果たした。

(3)生産機器の分野においては,従前に増して製品の高機

能・高性能化を果たすとともに,システム化・複合化を実

現した。

NC装置は,32 ビットマイクロプロセッサ搭載により,

一層の高速・高精度化を実現し,旋盤用CNCでは制御軸数

を増やすなどの高機能・高性能化を果たした。また,フラ

イス盤の切削加工と放電加工機の形状仕上加工とを複合し

た放電ミルセンターの開発,放電加工機とNCプログラム

作成装置のオンラインリンクによるシステム化などで,金

型工場の生産性を向上させることに成功した。

また,高温超電導薄膜形成用のICB蒸着装置の多元ビー

ム方式の開発や,マニピュレータを付属させた無人搬送車

の完成なども注目される成果である。

④汎用電機品の分野で,回転機類はより柔軟に機種の選

定ができることが市場の強い要望である。これにこたえて,

鋼板フレーム誘導電動機,工作機械主軸ドライブモータの

シリーズ化,及びACサーボモータの防爆タイプのラインア

ソプを完成した。制御機器関係では,オールディジタルイ

ンバータの完成とともに,商用電源駆動時に匹敵する超低

騒音型のインバータ,速度検出器なしで汎用モータのべク

トル制御が可能なPGレスベクトル制御インバータ,シーケ

ンス制御の飛躍的な信頼性の向上を生む高信頼度・多重化

システムシーケンサなどの開発,製品化を達成した。これ

ら・一連の開発により,設備の制御領域における制御性,操

イ乍姓,信東貢陛,保守性などは一段と向上した。また,工場

配電系の電力安定供給を図るため,配電系統の監視・予防

保全を行う専用ネットワークを完成した。

⑤環境・広域システムに関しては,情幸尉云送技術一情報

処理技術などを駆使した中央集中管理システムの導入が求

められている。今回は,取水から給水までの水処理プラン

ト高機能総合管理システム,揚水機場群集中管理システム

などを納入した。
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3.1 産業プラント用電機品
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韓国・浦項綜合製鉄総光陽製鉄所納め第一熱延ラインF0スタン

ド駆動用直流電動機として,単機大容量信己録品を製作した。仕様は,

フ,80okw,1,20OV,6.9kA,120/240rpmであり,従来は二重電機

子構造で2×3,90okWであったものを単電機子構造とした。仕上ス

タンド用として,国内メーカー品で最大容量である。製作には,整

流・温度・機械強度に関する直流機の3要素を総合した技術力が要

求されるが,有限要素法による解析技術を駆使し実現した。特に整

流特性につぃては過渡整流改善のため,りアクタンス電圧を低減す

るとともに特殊ボールライナを採用した。また,省保守の観点から,

回転子の温度・軸トルク監視などのEMM監視装置を装備した。

注 E入1入1: E]ectrlcalNlaintenance aDd Monitor

仕上スタンド駆動用7,8001くW DCM
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紙・繊維.不織布・磁気テープなどの各種加工に用いられている

誘導加熱式口ールにヒートバイブを組み合わせて,ヒートバイプの

優れた均熱作用で,ロールの温度アンバランスを速やかに解消する

均熱性,温度制御性の優れた口ールを開発した。有限要素法を用い

た磁界解析,熱解析などを駆使した最適化並びにヒートバイプの高

性能化により,ロール全表面にわたって均熱性の良い口ールを完成

した。さらに, PID制御による温度制御盤を組み合わせることによ

り,均熱でしかも温度変動の少ない口ールシステ1、の構築が可能で

ある。

また,ヒートパイプを利用した均熱技林六よ,ロールシステムだけ

でなく,他のシステムへ広く応用できる。
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パ'シュートのない,鵡iい速度追従'性を1昌るこど力§可育E七なった。せ製紙プラントの抄紙機用駆動電機品として,今回初めて駆動制御

ん(揃)速性向上による紙切れ防止,速度微調時の操イ乍性向上などが系に機械規範モデルによるフィードフォワード制御を採用したシス

実現でき,プラントの早期立ち_上げ,操業性向上に大きく寄与した。テ/、を,三菱製紙(掬八戸工場に製作・納入した。

このシステムでは,抄啼氏機械系に多く見られる低卿ナ性,大潰性量

など,従来高い制御応答が得られなかった条件下においても,オー
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産業用大容量GT0インバータイNIELTRAC4]0>の製品シリーズ

化を完了した(],200~1,80okvA)。このシリーズは,目己消弧素子

の特長を生かして機能の高性能化を図るとどもに,;諭斉性を重視し

た構成とした。部品点数をサイリスタタイプの約 1/2 として小

型/省スペース化ど信頼性の向上を達成した。一例どして,小名浜

製錬嶋納め24相・2、wokYAの外観を示す。サイリスタタイプに比べ

て,据付け面積は 1/3どなり,据付け酉譜泉費用が大幅に削減でき

た。このシリーズの完成で,小・中容量(トランジスタ)から大容

量 (GTO)の全領域で自己消弧素子を使用した製品シリーズ化が完

了した。

●新シリーズ・コンパクト低騒音CVCF 《MELUPS

CVCF (無停電電源装置)は,各種コンピュータ,重要負荷に安定

した電力を供給する装羅七して普及が進人でいる。くMELUPS

870山は,当社独自のB込10Sインバータ技術を駆使して開発・製品

化した新シリーズ・コンパクト低騒音CVCF (出力三相7.3~50

kvA)である。主な特長は,①出力電圧の高速・高精度制御(負荷

不平後戸冬]00%,負荷急、変100%まで対応可育勤,②ディジタルモニ

タリングによる容易な取扱い,③画期的にコンバクト(当社従来比

約50%),④低騒音(冷却ファン音のみ)などであり, BiMOSの商

速スィッチング特性をフルに発揮している。これにより,《MELUPS

8400シリーズ>(出力島井H ]~30kvA)とあわせ,コンビュータル

ームやオフィスにも設置可能なコンバクト低騒音CVCFシリーズを

更に充実させた。

ハVD用オートトランスミッションテスタの構成

^

3.2 計測制御

● 4WD用オートマチックト ミッションランス

4IVD用ATは,ヨ騨倫2軸,後輪1軸の出力軸からなっているが,

従来から生産ライン用のテスタでは2WDとしての機能テストが主

体で,後輪軸については無負荷などの簡略テストが行われてぃた。

今回,全軸について実車ど同等の負荷を与える新方式のライン用テ

スタを開発した。こωテスタは,次のような特長をもってぃる。

住)後輪軸を含む全j、出力紬の位罷レ゛ノエーションに対する段取り

替えと直結の完全自重力化

^

1 -^

産業用大容量GT0インバータくMELTRAC 41の(24相,240okvA)
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②駆動,負荷吸収用モータ3台の干渉系靜Ⅱ卸の最適化

B)エンジン帽当の低慣性駆動系システムの採用

{心高精度変速点検出システムの採用

伍)コンピュータによる良否判定及びデータ処理
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命鉄鋼熱延力口熱炉EIC統合イヒ制御システム W"湘心"紳川將冊船"湘川將W"脚將W"湘川將'噐"刈"肌沸剖忠川瓣,胤沸滞船"蹄船川誹,淵川將冊

鉄鋼熱延加交慧戸制御用として,我が国で初めてEIC統合化制御シ

目目。一■、1
ステ1、(以下, EICどいう。)を導入した。 EICは,シングルアーキ

EIC ントローフ

テクチャ思想に基づく(動電機,(D 計装,(C)計算機を有機的に

結合したシステ三、である。主な機能は,(E)材料搬送シーケンス制
EICシステムハス

、■四・・1
御, qン炉計装御Ⅱ卸,(C)加共寸戸清都処理,燃焼制御モテルであ

る。 EICの導人により,●フレキシブルで最適な機能分担,●DB, JP-E Joo pr0こe5SO、ーモ毛ーニ÷ニニ

JP-1 Job p/NE5SO,-1 L
Ξ、1^:、gニイニー

PI0, MNΠの共則化,自RASの一元化,●S八¥の開発保守の一元 JP-c kh proce5SO、-C I'墓ヰニニ、

1,0 1叩.'0
MVVS

OPS 0ユ三,祉0、き St獣1凹
化,が可能どなり①操業,保守の省力化,高度化,②設備コストの

g
10P I0コr武粥SO

ト」VIS Mヨ吠En2ル2 リ1Cr- Sねtlm
最小化,③エンジニアリングの効率化,④高度情蝦処理・制御の実 延加弐炉フラント Plo prⅨヨSS!0

1見,力ξ達成できた。
熱延加熱炉副C統合化制御システム

圃公共プラント向け分散型監視制御システム《MACTUS 750・フ70・790》冊船"蹄船川削將側"洲将゛湘沸N版鵬冊W"

プラント監視伶噺卸に求められる三大機能を,各々独立した専用コ

ントローラで実現する公共ブラント 0k処チ里・這路・ビルなど)同

け分散型監視制御システムを完成した。このシステムは,①帳票印

字機能を担当するレ六ートジェ才、レータ、1MACTUSお0>,②CRT

によるマンマシンインタフェースを担当するCRTコントローラ

くMACTUS 77山,③プロセスの運用術1惟畊幾能を担当するアドバン

ストコントローラくMACIUS 79小上り構成される。

このシステムにより,ユーザーの予算・要求に応じた各ぢ如毛の段

階的導入・増設が可能どなり,惨納野)散・危膨リ)散・負荷分散が図

られ,各機能の専用化による機能充実・信無i性向上が実現できる。

トランスレータ

モ'タ

公共ブラント向け分散型監視制御システム

^矢Ⅱ言哉"~ミ^ス(刀糸充^伶1」d卸"iξ;王里ソニミξデ^ノ＼(刀 i寺ノ、、捌:1トイ:}細H{::1:トイ:}1::"1{::1)イ:捺阿;1:::)イ}:::}トイ::捺叫}1:::H;::::トイ:批:H::::リ船;H{::1}ト船;HI:::}}イ:1;1{トイ11:::ト船:ト→;;:::トイ:批1";1:::)松:";::::トイ:::1:;:::1 }::::

算・数値演算のような確定乎,先きのための前向きプロダクション推近年,様々な分野でAI(ノ、丁1Ⅲ走)手法に基づく推論機構を用い

論機構と言語的表現・グローバルな状況認識どいったあいまい表現たエキスパートッールが,リU"ワークステーションを中心に発表さ

を処理するためのファジイ推論機構を合わせもち,いずれもIF~れてぃるが、プラント制御分哩予を対象どしたものは放少ない。今回,

THEN形式で記述する。また,<MACTUSシリース>の他ステーシ本格的プラント討1武制御向けエキスバートシステム七して,

ヨンとの間で情報を互いに直接アクセスすることができるため,リ"ESPAC"(Expert system for plant controD を統合伶噺卸管理シ

アルタイム制御・診断に適している。ステムの核どなるくMACI、USシリーズ)のA1ステーションどして製

品化した。"ESPAC"は,りアルタイ1・OS環境化で動作し,瓢靜鰄寅

^フフント雋"征lf目二C 二やスノ、ート、ノールERIC イ1:::}1標::トイ::,{{H,,,)イ.,:,トイ:::;1トイ,,:,H:,,トイ.,,'トイ,批トイⅢ,)イ:::排イ:}'::H","トイ:批,トイ"",H",,.)イ:'揣"}::};ト心::H{,、:1iイ小,,ト"一川・・,・,・・・,・・・,・・・

EX{ended RUIC B且』ed s}'S[臼n f01' 1ntel]1genl contr01'ERICERIC、は,近年のプラント計装制御分野における複雑で多様な二 f]"

ーズに対処するために開発した実胴レベルω産業用エキスバートツ

■,.Ef

一

フロタク

MACTUS 710

GPコノトローラ

■■■●

イ

昇

知轟ペース

MACTUS 770
CRTコントローラ

ERIC

ールである。その最大の特徴は,通常の二併藷冷理推論どブアジイ論

理推論を白由に組み合わせられることであり,これにより,通常の

自動制御の領域から運転員による手動操作の領域まで広範囲に適用

が可能となった。知識ベースの構造としては,制御・診断型の問題

に最適なルールセットとフレーご、の組み合わせを採用している。ま

た,従来のエキスパートツールを制御システムに適用する場合,問

題となっていた既存システムとの結合やブロセスどのインタフ ^^

スの容易性,マイクロプロセッサなビへの移れ百姓などの貞も解決し

ている。現在, E則Cを組心込人だ制御システムや診断・監視システ

ムの実用化が進人でいる。

MACTUS 750
レホートンτネレータ

セ

ERICの構成図
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フレーム形式

ワーキングメモリ

MACTUS 790
テ゛デノ、ン」ミトニ.ノトローラ
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MACTUS 710
ノ^ケンス
コノトローラ

C^

MACTUS 710
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●μITRON仕様OS "MR 刀00"

TRON、プロジェクトの・一環であるμITRON仕様に準拠したりア いるので, OSの機育三選1尺はシステムコール単イ立で可育巨である。さら

ルタイム0S "入IR7700"を開発した。 MR 7700は,三菱ウンチップ OS自体はライブラリ形式をどり,りンケージエディタがアプリ1"
1^,

ケーションプログラムの使用する機能モジュールを自動的に選択16ビットマイコンくNIELPS π00シリーズ)に組み込むこ七を目的

とする御Ⅱ卸用りアルタイム0Sで,システムコール数約50個の豊富な し組み込むので,最適なオブジェクトプログラムを容易に構築する

機育Eを1寺っている。 こと力§できる。

八IR 7700のコードサイズ(RON1容量)は,最大約 6Kバイト,テ MR 7700は,アプリケーションプログラム作成用言語としてア

ータサイズ(RAM容量)は256パイト以下で,オンチップメモリに センブリ言語とC言語を支援し,C言語で記述したアプリケーション

OSどアブリケーションプログラム両方を搭載し,メモリを外付け プログラムはITRON仕様OSとの間で共有できる。

しないワンチップのみでマルチタスク動作を可能とした。また,タ 注゛TRON (The ReaⅡimeoperatiΠ宮System Nucleus)は東京大学の坂村健博

士の提唱するコンビュータアーキテクチ十
スク切替え時問約30μSという高速動イ乍陛能を実現している。

MR7700は,システムコール単位で機能モジュール分けを行っぐ

^士也 R欠匡雪ネ見禾呈言十;則旦走1置イ::;二H:;肌卜膿1卜→}1:::)イ:::1:HJ:::}↓化ニトイ{::::1イ:;1::トイ(::::)仁::H:::;;H:;1::)イ::;11トイ::a:ト仁1:)郡1卜→:批:ト膿:トイ(:::;,膿:)イ1:::;1捌::H::111卜側:(H;:揣)繊:HI::;:)イ:::;1トイ:;(::)郡:ト船:1船:トイ1::;1H揣;{H{:::;":蹴:jイ:::{:ト松:{トイ;;

這路交通におけるナ御次雪視チ劉箪害に対して,北海這開発局との共

・1り
同研究実施σX告果, CCDカメラを用いたイメージセンサ(視程計)

を開発した。従来型上しては,透過率型及び反射型があるが,いず

'ぐ1ヲ1- yぐく_ーnも光の透過率又は反射率を用いた代替測定であり,人問の視程感

覚とは必ずし、一致しない。これに対して,この装置は, CCDカメ

ラを通した視認度([列度上ヒ)を直接言H則しているため,より人間の

視程感覚に近い計測を実現した。

装置は,図の 3要素から成りイメージ入力装置(CCDカメラ内孤戈)

てとらえた専用ターゲットの白・黒音彫)清蛾をイメージ処理奘1難で

ディジタル処理の後,視程距離を出カナる。

イ:凱:)イ蹄;ト4{Ⅲ:トC:1;H捌::トイ::髭:トイ批::トイ:髪::トイ::髭:H;Ⅲ:jイ:11噐iイ::;::H;}Ⅲトイ蹄:トイⅢ::トイ:劉:トイⅢ;:)イ:Ⅲ{H託:::)イ":::)イ::}::トイ::;::H批;1トイ託;::"::1::)イ:;:::H劉::)イ1:Ⅲ叫1::::)イ::;::トイ::1:;)イ::;::トイ:::{1トイ;::::トイ:{:::jc

近赤外照明器とカメラ

^レ^,ナ'ヨ弌; 1妾!イ」ι言十じ;::)イ::縦H::::11イ::::}"11:::)イ謡::H援::>イ::謡H}::::H1Ⅲ;トイ;1:::ト化1:HI:ⅢH:111:)イ::::;,化::)イ:::(:M;::::)イ:#::)イ:::11トイ:11::H(:::1川劉)イ::::{":批:トイ1Ⅲ;トイⅢ1:トイ:::11H:謡トイ:::1(トイ朧jイ:::1:)イ膿{HI::::ト松::ト側{:トイ{::{:トイ:::1:トイ:勸:トイ::{::ト側:1トイ1謡

物体の寸法・形状・振動をレーザ光により,非チ麹蝕で測定するFA,

1卸、・_険,f'、、
ライン用のレーザ式変位計(MD・22]])を開発した。今回製品化し

た変位計は,マイクロブロ七ツサを使って信号処理左するこどで局

桔度化を図るとともに,マイクロブロセッリによるレーザ光の出射
、'レーーi

バワ一の自動制御と受光回路の自動ゲイン術1Ⅱ卸を組み合わせるこ上

1ごj-',,!W 'Sジ・ず"により,お熟則定面での反射散乱光の幅広い光:耻変化に自動追従がで

きる。また, RS・232Cインタフェースを始め,付属機能も充実した

低価格を達成しており,FAラインでの製品の寸法や牙列犬などの測定

による品質向上,及び目視検査に代わる異常検査用センサなどとし

入ID-22Ⅱ形レーザ式変位計て,非接触オンライン計測の用途に最適である。

^:大 1":力 i丘1方ミ61卜才最イ象三ノ iス^ι、イⅢ::";::::)船:ト側:トイ::{1:トイ:::1:H;(:::)船:H::::1卜化:)イ:::11トイ:(:::)'1:謡卜慨:H11:::)イ::1::トイ1::::)船:HI::::H:批:ト棚:)矧;1HI::::M11::1トイ批{:トイ;Ⅲ:HI:;(:HI:::;トイ::批1慨:トイ:::;1HI:1;:阿1::;1HI:::;,化:H::1::)イ:
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近赤外光源を用いることにより,明るく照明することなく夜問の

遠方監視を可能とする長距離型の近赤外撮像テレビカメラシステム

を開発した。近赤外照明器は,光源どしてハロゲンランプを使用し,

特殊近赤外フィルタの設計と放熱対策によって,短波長の近赤外線

を効率よく取り出すとともに大出力を可能にした。また,1TVカメ

ラは,近赤外で高感度なCCD素子を採用するとともに,近赤外特性

を改善したレンズ系を新たに開発した。これらの組合せにより,暗

やみの中で100~150m先の物体を鮮明な画像で監視できるシステム

が可能になった。

.
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各種プラントに多用されている小径バイプ類の内面

の付着物や腐食の有無を,高速かつ高精度に測定する

光学式センサを開発した。このセンサは,1皮測定パイ

プ内面全周にサークル状の光線を投影し,この光線の

ひずみ具合からパイプ内面状態を認識するもので,

度に全周の測定ができるので高速化に適している。試

作したセンサヘッドは,直径13mm,長さ70mmと超小

型である。このセンサにより直径19mmの熱交換噐用

バイプの内面形状を士0.]mmの高精度で測定できる

こどを確認した。なお,このセンサは通商産業省補助

金による"石油産業活性化センターの研究開発テーマ'

の一環として,東亜炭畔斗工業妹辻共同で開発したもの

である。

^^^トラ゛ノ;スフr ユ^→ナイ{:::;トイ:1;::ト靴{H:1;::トイ::11:トイ:::11トイ11:::ト船:トイ;::::M::謡卜4:;;::"1::::)船;ト4:11::>棚:ト化::トC',M,':,,)イ,:;,トイ,,,;;ト4,,,)イ,,,H川,トイ,:,、トイ:到,H,,,}iイ,,"H,,"H",,,)イ"'"H",,,トイ,"':トイ;:,:,)イ,""H川"トイ".")イ".1,"","H,

トランスデューサは,変流器や変圧器などで検出された交流回路

の電気的諸量(電流,電圧など)を直流にレベル変換して電力管理

システムなどに入力するためのインタブエース機器で,このたび開

発した新型トランスデューサは,次の特長を持っている。

仕)新方式の超小型誤差補正式トランスの採用上電子回路のH・1C

化などにより小型・高精度化を図る。

他)モールド式外装ケース,セルファップ'hじの入出力端子, DIN

レール取付可能など,安全性・使いやすさの配慮を図る。

得)各種工業用センサ信号を入力する信号変換器一高速アイソレー

、

半導体レーザ 円瑛状光線

受光レンズ

タ・一次おくれ・警報設定器など,計装用分野の品そろえを図る。
(b) T-10IH凡入1(a) T-51HAA

^^木目:;ナJ 三^ 1ヨ^^^:Ξ^1黄!《1V11()^1^-1V'^Fマ 111》イ.,噐トイ,:,,トイ山,,トイ;':::阿'::,}1イ,:}{:トイ{:,:,)4:1;,,トイ:,:1トイ,,:,トイ,,,,H',,,1イ,,,H,川1イ、、,M,:,,トイ,,,.H、",)イ,,"トイ,,、H'",,H",、トイ、",)イ",、H"",トイ",,,)イ"",トイ:::};jイ";:,トイ}"

ノ

ハイフ
投光レンス

、

力率自動調整装置は,電力の有効利用のために力率改善用コンデ

ンサの投入量を自動調整し,常に電力回路を高力率に維持する装置

である。高力率の維持により電気料金の力率割引制度の適用をうけ,

電気料金の低減や力率の進みすぎによる過電圧や波形ひずみも防止

でき,この回路に接続された電気機器の寿命も延ぱせる。また,電,

気料金体系の見直しにより,50okW以下の需要家は,従来の協定力

率制から実量制に切り替わった。以上のような背景をもとに,今回

開発した<MICAM・VARⅢ>は,一相無効電力検出方式で制御を行

い,ワンタッチ設定,異容莖コンデンサの制御,軽負荷遮断機能付

きの小型で使いやすい三相力率白動調整装置である。

撮像素子
/

円すい 1豆] 0鬼■^

(a) サークルパターン法の原理

モニタ

凹凸きし

検出画像

(ヨ)

凹凸右り
検出画像
(b )

鞍竃達'ご^

^テ"マンド臣ーネ見4走話! H KE-CV 搬1トイ::噐)4:11::H::::;H;:Ⅲ卜慨:H:1{::ト船1卜棚:ト膿:トイ噐トイ};(::トイ1:謡卜41;:::)イ1::::i船:トイ::11:トイ1:::(H,11::トイ::辯阿批::)イ:,排阿,',,トイ,,,トイM,,M川,トイ,,,H,,,M,,,",,,トイ:,1'阿,,,トイ,,">イ,Ⅲ,トイ川""川

電気料金体系の見直し促召和63年1月1目実施)により,50okW以

下の需要家についても,従来のトランスの容量で契約料金力斗夬まる

トランス契約から,実際の使用電力で契約が決まる実量制に切り啓

わった。したがって,これらの需要家でも,実際の使用電力が契約

電力を超過しないよう監視するデマンド管理が重要な課題となって

きた。当社は今回,ワンチップマイコンやゲートアレー1Cの採用に

より小型・高機能化を図ったデマンド監視装置HKE・CV形を開発し

た。
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山)検出結果表示例
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3.3 生産機器

^ j奎^1幾オ戒用^イ直儒11笹1乱婁 i置《 M EL DAS- E3 》イ1::;11慨:H{::::1イ:::;1卜棚:HI::::jイ:1獣トイ1:謙片;1:11イ:::{:トイ:::{:M{:::11イ蹄(トイ:1:::)イ{::;;jイ:::;1M::;}:トイ:::;:トイ謡;H:;::;↓イ:::::トイ:::::)イ膿トイ;ニ::,→1{::;トイ:::"トイ::;1(H:ニ::)船:トイ::;

工作機械の制御用どして発展をとげてきた数値制御装置(NC装

置)は,ここ数年前から工場自動化の中心◆なる各種機械制御の用

途へど需要力井広大してきている。くMELDAS・E3Xよ,このような二

ーズにこたえるために開発した産業機械用のNC装置である。

制街陪5には産業用KCどしては,初めて32ビットのマイクロプロ

セッサを搭載し,高速喬斧青度のNC制御を実現した。また,基本のNC

機能に加えユーザー独自の専用機能を組み込めるカスタムエリアの

開放,オールディジタル制御のACサーボシステム,小型軽量NCユ

ソト,絶対位置検出システム,汎用シーケンサくMELSEC-A)ど^

のシリアル結合など多くの優れた特長を持っている。

●三菱NC複合放電加工機放電ミルセンタ

短納期,ローコストが要求される円高経済下の物作り社会にお,ー

て,金型の製ぶ'尉冊工は,主にフライス盤による切肖川川工を行った

後,放電加工機に移し替え,要求形状に仕_にげている。このため,

2種類の機械による別々の工程が必要で,設備費の増大並びに作業

や段取り時間の勢ξ雑さ,加工工程の複雑さなどにより,トータルコ

ストのアップ,納期の長期化力導モ題であった。

こうした状況への対応として開発したこの放電ミルセンターは,

基本的には放磁加工機本体をべースにフライス盤の機能を付加させ,

従来の放電加工機の性能を維持したまま,切肖吋旧工に対応すること

が可能で,金型坐町乍の生産性を革新的に向上するものである。

放電ミルセンターの全景
.

^ー^1ち女 E巨力Ⅱ:工1幾FM EC ン,スイテ^保:)冊1卜船::MI:::;"(1:::)膿:ト側::)船IHI::::MI:::1卜船:iイ:::{:H(:Ⅲ)イ",':トイ,;,"トイ"ⅢH","H",">イ"川H"田H,""H""'H","トイ","トイ,:,"MT"M,""トイ"'",イ""'H","トイ"川H,""1イ"ⅢH",")イ

三菱放電加工機FMECシステムは, NCプログラム作成装置から

現場の生産設備の放1剛川工機までをオンラインで結び,放電加上機

のFA化の実用第]ステップとして,ユーザーの金型工場へ納入し,

好評を愽している。このシステご4よ,次の特長を持ってぃる。

①ワイヤEDM,牙3彫EDM,自動プロ俳ラ彫・ワイヤ),電極プリ

七ツタをDNC接続した世界柯ル)放電加エセル。②スケジュール運転

のほか,情蝦のみ集中管理し,運用は現場主体の"有ノ、FMS運転"

を可能とした。③マニュアルパレットチェンジャー,ワイヤ切り力

ス処理装置,三次元測定子などFN正C対応周辺装置を開発装備し

J一凡●4、ーノ

0之一紗■ C、、、

紗■、、
・,途炎

イ1Ⅲ;H::;1:M捌::)イ捌:;}イ::謝H{::::トイⅢ"HaⅢ}イ:護:トC謡卜4:馴トイⅢ排→1;ⅢH11::1)イ{蹄jイ:を::M謡:訓:謡11イ:(:::":ニ::H淵:H捺::)イ納::ト→Ⅲ::トイ1排:)イ:::::)イ揣;1ト'出>イ出1:トイ::

「"'は

盆゛

た。④DNCコントローラとしてくMELSEC・L八心を用い比較的低価

FMEC主要構成機器格のシステム構成どした。

●マニヒュレータイ寸き無人振迭車 4:ニ::)イ::::1トイ::{:1卜船:)イ::;1:ト船1}イ:::1:トイ{::::}イ::;11H:;1::H:::●1卜州:1船(トイ;1:::トイ;1:::)イ::;{:トイ11:::トイ1::::トイ1::::トイ:':"ト4:;(::)イ;1:{(トイ1#::ト4;:::;":11::)イ;1:::)イ:::::トイ:::::ト→'""トイ'""トイ:"")イ1::::↓イ""')イ""'j'

置閉圏
従来,無人搬送車のワーク移載には,専用移載機装濯が用いられ

てきたが,搬送の柔1央性と設備コストの上で欠点があった。今回開

発したマニピュレータ付き無人搬送車は,車上に水平関節型ロボッ 、^ヨ/ 1 ^辱

ト(5軸制御)をチ鄭戡するこどにより,低コストて柔軟な搬送シス

テムの構築をオユらった。

J-

NC制御システム

珍

'<

'1 '_,__.、。

ー,NI,_、、、ニニ 1^'、・ー・シ逃岡'、,、yj [1、1、
モ' 1

ゞ
ι)

マニビュレータ先端に視覚センサを設けて,台車停止精度の誤差,

1静賞を行うどともに,機構部分の無じ人(塵)化を図りクリーンルー

ム内の設置も可能とした。さらに,光通信による上位CPUりンク機

育E,、ゞツテリ自重力交換機官Eなど豊富な機台三を備えて,局度無ノ＼搬送

システムの実現を図った。

ψイ、゛'
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^慮登信喬i尊 T竃 1莫}干づ厄戈 j弓^フC IC B 烝,j簀弓走{置船:H::::{阿;:::1jイ::;;:ト船:阿1::::H::譲HI:噐卜→:1:::トイ:噐:H;1:::)搬1トイ:1!::";::::トイ::::1卜41:;::>船11船:H:::}11側::ト伐:";:::})イ:}1::ト棚}トイ:;{::"1::}:H:1;1:HI::::H;::!11船:トイ11:::)イ:::::トイ:

ICB (10ni2ed clustet Beam)蒸着法は,金属蒸気をイオン化し,

竃圧加速して基板上に薄膜を形成する方法であるか,これを酸素力

ス雰囲気中で行うりアクティプ、1CB法によれぱ,膜1寺陛の優れた各

種酸化物薄膜(Ti0力 Si0力 PbTio.など)が得られ,各種センサ,

オプトデバイスなどへの適用が可能である。当社では,更にりアク

ティブ酸素ガフ、源と組み合わせた多元ビーム(3~5元)蒸着奘置

を製品化しており,高温超電導薄膜形成に適用している。

写真は,特に高温超電導薄膜形成用として製作した 5元ICB茎着

装f置の本体部分である。この装置は,1CBイオン源4台にガスイオン

源1台を加えて,5元同時蒸着のできる真空槽をもち,各元素の組

成比をそれぞれ独立に制御できる貞に大きな特長がある。真空槽は

超高真空仕様であり,蒸着中の基板温度は最高900゜Cまで加稜きでき

る。また,研究開発のスピードアップど,よりウリーンな条件での

成膜のため,基板口ードロック及びるつぽ口ードロック機構,更に

はりアクティブガスのフローコントローラを標凖装備として卞"旧す

汎用電機品3.4

働三相誘導電動機の鋼板フレームシリーズ(160~225フレーム),湘川將W判朧川脚將,湘鵬版般"淵川將冊"噐"脚川將船札淵川將船"蹄

a削反フレーム化により好評を得ている小容量JRシリーズに続き,

]60~225フレー/、の中容量]Rシリーズを開発した。このシリーズ

は,レーザ溶接を採用するなど最新の加工技術を盛り込人だもので,

その特長として,①小型軽量化(従来品に比べ]5%の軽量化),②低

振動化(振動階級:開放型VI0級,全閉型V15級保証),③低騒音化

(従来品に比べ2~3dBの低下),④軸受サイズの見直しによる長弄

命化,⑤防せい住剤力向上のための新塗装方式の採用,などによ

り,-1西の局'注台E,高『口質イヒを図った製品である。

今回の鋼板フレーム化の完成により,225ブレーム以下のすべての

るこど力ゞできる。

当社では,この多元ICB蒸着奘透を用いて, Y・Ba・CU系超電導薄

膜の成腰技術開発も併せて進めており,りアクティブ酸素ガス源と

の同時蒸着法により,膜厚0.1μmで臨界温度81Kの結果を得ている。

●油冷式ACスピンドルモータSJ-5.5AR~SU-22APR イ:辯:トイ::噐1トイ:釜::トイ1::::jイ:::訂H::釜:トイ;弐::トイ:::韮トイ:芥::HⅢ誌トイ:;Ⅲトイ:::;:トイ1謡1トイ:琴::トイⅢ;1トイ:;:::トイ1::霊叫:1:::トイ:::ごトイ:噐Ⅱ"1::::トイ::肇:トイ}訓:M}淵トイ:

マシニングセンター等の工作機械主軸ドライブモータとして,丁

作機械の高精度化に対応するため,モータの冷却に油を採用する油

冷方式のACスピンドルモータのシリーズ化を完成した。

油冷式ACスピンドルモータは,モータのステータタ卞周部にジャケ

ソトを設け,このジャケットに油を流して効果的な冷去小を行ヲもの

であり,主な特長は次のとおりである。

山低温度上昇化:標準シリーズに比べて温度_上昇は約1/2どした。

伐)小型化:標準シリーズに上ヒべて全長を紗nlo~180mm短縮した。

(3)低振動化:全機種振劃八弓級の低振動化を実現した。

多元ICB蒸着装置(真空槽本体)

、鴻驫

三菱電機技報・V01.63・NO,1・1989

モートルがa琳反フレーご、モートルどなり,自動化された効率的な生

産ラインの導入により,更に箕酬杓彰]化が可能となる。

^:jl,j弔 ACサ.^フナミ'《1VIELSERVO-SA》:ノリ^ iス'づモニji艾イ::}(:H1Ⅲ1卜CⅢ卜卯::)イ:11::ト冊1トイ:際卜到::トイ::;{:ト船;1イ(::::)化::ト→1:::!トイ:1Ⅲ";::::トイ:1{::トイ::::;HI;::1)イ噐11トイ:::1}トイ::1(:HI::::)イ::11:トC刈卜 11:::ト::

オールティジタノレ化したこどで,その使いやすさど高い信束貞性か

ら好評を博している汎用ACサーボ<MELSERVO・SAシリーズ>

は,万能タイプの標凖サーボアンプに加え高速位置決め機能内蔵の

Rタイプと,タレット割出し機能を内蔵したTタイプを追加発売し

た。

モータとしては,標準タイプ(0.2~7RW)の電磁ブレーキ付き

や減速機付きに加え,特殊雰囲気で使用できる防爆タイプをライン

アッブした。さらに,高頻度運転に最適な低慣性のLタイプ(0.5~フ

kw)と,.軸方向の寸法を短くしたUタイプ(0,3~5kw)も追加発

噛

ダ＼、,
,J 'L゛'、ι妻t

4~'、、、、・'.ゞー,'11ト、〆ー,i

鋼板モートルJRシリーズ 4坊滴保護型及び全閉外扇型)

④低畷音化:全機種70dB(A)以下の低騒音化を実現した。

50

SJ・フ.5AR形油冷式AC

スピントルモータ

売し,多様化するFA二ーズに幅広く対応している。
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^;幾手舌才広1声さ才1 る'凡j判インノ又ータイ:::::H::;;1卜棚:H;:::;}棚:)イ:::(:H;:謡卜慨:)イ:::;1トイ:批:)船{トイ"'::、イ1:':{トイ:'(:'トイ1::"HW:)イ":':HI,川H:"1'トイ,""H(""トイ:拶,トイ;噐IHI:1::)膿1{トイ:::::)磯1})イ:1:;:トイ1:;;;>松::1膿:>イ::::;H;;::;,松::)

汎用インバータの普及に伴い,より多様なインバータが要求され る。ベクトル制御化により,力威灰速,低速安定性など高性能化を達

うになった。当社は,こjUこ対足1すべくオールディジタルインるよ 成Lた。

バータを完成させるとどもに下記2機種を開発し,新たな分野を開

拓した。

住)超低騒音インバータFR-Z700シリーズ伐0OV,0.75~3.7kw)

(写真)

パワ-MOS FETを独自の高キ十りヤ正弦波PWM制御すること

により,商用電源駆動時に匹敵するモータの超低騒音化を達成した。

また,高キャリャ周波数化により問題となる漏えい電流の増加を抑

制するフィルタも開発し,オプションとして準備している。

他) PGレスベクトル制御インバータ

速度検出器なしで,汎用モータのべクトル制御が可能な制御技術

を確立した。これは,新たに開発した現代制御理論の応用による"モ

超低騒音インバータFR・Z700シリーズデル規範型速度同定方式"により,モータ速度を推定するものであ

^ OAキ幾暑暑j男トルクリミッタイ:::;1阿:獣:トイ:蹄jイ:::1;阿;(:::)イ::孫、イ;::::)慨:,イ1::;{ト膿:H:謡卜恢::jイ::::1卜怜:"凱::トイ::;"ト側:;ト船1卜剃;H:::::ト都1,標::トイⅢ;:ト伐;:ト慨;HI::11jイ::11:H:揣}イ}1:::)イ::謡)イ:::::トイ{::;:トイ;:::1卜側:1卜CI::ト船1トイ{蹄ト

ファクシミリ,複写機,プリンタなどのOA機器品への新製品とし

て,バウダ式トルクリミッタを重1品イヒした。

この製品は,巻取り,巻出し,あるいは過負荷防止を目的に剛い

られるものぐ,当社パウダクラッチの技術を活用した,新たな発憇

に基づく新製品である。基本構造は,永久磁石どバウダ住失粉)で

構成している。概W創士様は,定格トルクで0.2~3.okgcm,外径は

φ20~ψ30mmとノ上型である。また,永久る茲孑iの1今'熊力を変えること

により,トルクば容易に可変できる。なお,姓能的には,長期にわ

たって極めぐ安定した一定のトルクが1尋られる。 トルクリミッタ製品

●局 1惑j妾コンタクタイ(::::j船;1船1卜恨:)イ;:1::)イ!::ミ1イ:::;:ト側:)靴:H:1:::)嶋:)船1トイ:劉:)イ::批卜→;(1::)イ:::1(1松:)イ::::1卜慨:、船:トイ::{1:ト側:;":::::ト郡{トイ;::::HI:;1:M:}:::)イ:::{:H::::;トイ:;:::ト郡::トイ:::::,イ:::::iイ:::::トイ:::::トイ::{:1卜刷:;ナ仁::トイ(:::;トイ:;:::)イ:::1

制御機器のエレタトロニクス化対礁機種として,トランジスタ(定 カ:1且又は]albの 2 機種をそろえている。

格0.1A)出力で直接駆動できるDC24V操作のSD・M形高感度コンタ

i11iii1 翻1、藷r,●jj

クタを開発した。

この高感度コンタクタは,当社独自の永久磁石を使用したDC磁磁

石をもち,永久磁石が操作コイルの嗣ル茲時には吸引力として,無励

沓如寺には復帰力七して働き,非常に効率が良く操作コイルの消費竃

力がIW,励磁電流力巧omA以下と従来品の15%になり,トランジス

タによる直接駆到功ゞ可能となった。接点定格は,三相,220V,2.2kw

の電動機負荷(AC3t測で100万回の長い電気的寿命をもち,補助

接点は接触信束頁陛の高いツィン接点を採用している。また,サージ

''.

叉

吸収器,動作表示灯,レール取付宕"を標凖装備しており,補助接点 SDM12形高感度コンタクタ

^フ.2 kV 新;1型吉空i度僅折含号B シリーズ'(刀チ広^捌:1トイ:;;::トイ:::11卜松::H;:::;トイ:};::H{::#H:::;{1イ:11::ト側::j此1卜船:)船1卜刷::1船{ト側:ト船1";::;{トイ1::1:トイ::撰}船;H捌::ト楳::ト船1トイ:1批卜噐::糾:11::1イ::1::トイ::::1";:將

局イ言頼'陛とイ吏いやすさを追オ之した7.2R＼'新刑真空遮断器VF・Bシ 骨1
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リーズは,発売以来好評であるが,このシリーズの第2弾として迺

断電流20kA定格品を製品化した。本機の特長としては,①実頴のあ

る電極の材料,形状の最適化により遮断性能のアッブを図り,真空

スィッチ管は従来品より約20%小型化(当社比)した。②主接触部

にさい断電流値の小さい(汎用品に比べ約lnの接点材料を使用し

た電極の採用により,このクラスまで低サージ型真空スイッチ管の

シリーズ化を図った。③定格電流は,600~2,00OAまでシリーズ化し

た。④最新の遮断器規格JEC器00に進拠するとど 配電盤規格もに

JE入n425にも適用可能なように仕様の充実を図った。

3.産業用システ1、・機器
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4 宇宙開発と衛星通信
1988年は,当社の宇宙開発を飾る歴史的な年であった。

2月と 9月に当社がシステム取りまとめとして担当した通

信衛星 3号a (CS・3a)と 3号b (CS・3b)がそれぞれ打ち上

げられた。 1987年8月に打ち上げられた同じく当社主担当

の技術試験衛星V号値TS・V)と合わせ,約1年の間に 3

機の衛星が相次いで打ち上げられたことになる。各衛星と

もアポジモータ点火を始めとする打上げ後の・一連の作業も

順調に進み,現在それぞれ,さくら 3 号a,さくら 3 号b,

きく5号と命名され,実用通信及び各種実験に利用されて

いる。これらは,すべて国産技術主体の衛星であり,一連

の成功は,宇宙開発事業団(NASDA)を中心とする我が国

の宇宙関連技術の成長を示すものであり,これらの成果を

踏まえ,当社も次代の大型衛星や宇宙機に向けて更なる発

展を目指し歩み続けている。

技術試験衛星関係では,上記ETS・Vの打上げ後の運用状

況を3軸姿勢制御系など各サブシステムにわたり計測.分

析しており,将来に向けての技術の蓄積となってぃる。現

在19兜年度夏期打上げ予定の技術試験衛星Ⅵ号恒ST・Ⅵ)

の開発が, NASDAによって進められているが,当社も太陽

電池パドル・電源系やイオンエンジンその他のバス機器及

び技術データ取得装置や通信用アンテナ,中継器その他の

搭載実験用機器を担当し,開発モデルを製作中である。

観測衛星関係では,1991年度冬期打上げを目指して地球

資源衛星1号(ERS・1)の開発が進められてぃるが,当社

はシステム取りまとめ及び姿勢軌道制御系や電源系など主

要サブシステムを担当し,開発モデルの製作及び試験を進

めている。一方,これに搭載するミッション機器として,

合成開ロレーダシステム,同レーダ用アンテナ,短波長赤

外検出器及びミッション記録装置を工業技術院大型プロジ

エクトで開発した。

新しい宇宙利用時代の先駆けとして,宇宙での各種実

験・観測を目指した宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)

の開発が,文部省,通商産業省及び科学技術庁の共同プロ

ジェクトとして進められている。当社は,システム取りま

とめ,航法誘導制御系,熱構造系,データ処理系などを担

当し,開発モデルの製作を進めている。また,本格的な宇

宙時代を目指す宇宙基地計画は,米国主導で進められてぃ

るが,我が国ではNASDAが中心となり,日本実験モジュー

ル(JEⅣD の開発を行っている。当社はJEM電源系を担当

し,現在基本設計準備作業中である。さらに,無人/有人

宇宙往還機,月基地計画など21世紀に向けての新しい宇宙

開発が,本格的に始動し出しており,将来への飛躍を期し,

当社もこれらの計画に積極的に参画しっつぁる。

以上の各種衛星・宇宙機の開発を支える材料・部品・共

通ユニツトなどの開発も引き続き実施しており,立体織物

複合材料,各種半導体デバイス,各種アンテナ,150mN級

イオンエンジン,搭載用計算機など着実に進歩している。

衛星通信の分野においては,上記CS-3a及び3bの打上け

成功,民間通信衛星スーパーバード(SUPERBIRD)や

JCSATの打上げを問近に控え,従来の電ぎ舌系の通信に加

え, TV伝送・衛星によるニュース収集(SNG)システム,

CATVへの映像配信や超小型地球局(VSAT)による音
「二壬台

戸・データ伝送など多種多様な衛星通信システムが計画さ

れている。現在CS・3衛星を用いたNT1の共通う(迂)回線

や民間衛星を用いた上記各種システムに用いられる地球局

の整備が行われており,当社でもNTT向けデュアルビー

ムアンテナやTV信号切替装置,フジテレビ向け衛星通信

システム(全64局)を始めとする各種地球局を製作中であ

る。

また,宇宙通信樹のスーパーバード衛星については,搭

載用アンテナ,太陽電池パドル,ヒートパイプ埋込型パネ

ル,通信用中継器とともに追跡・管制(TCR)及び通信系

監視(CSM)システムなど地上設備も19認年に完成し衛星

打上げ体制を確立した。

国際衛星通信分野では,ディジタル回線(1DR)やビジネ

ス通信回線(1BS)の導入が盛んになり,当社もマレーシャ

国内地球局に導入した。また,ディジタル回線の伝送効率

向上(4~5イ剖を目指したディジタル回線多重化装置

ΦCM動を国際電信電話欄(KDD)の御指導により開発し

た。この装置は,国際電信電話愉及び英国国際通信樹

田PD の衛星通信回線で実用される予定であり,また米国

電信電ヨ司掬(AT&T)などでも導入が検討されてぃる。

本章では,以上の活動状況や成果の一端を紹介する。
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4.1 衛星関連

●技術試験衛星V型(ETS-V)の運用状ン兄船"蹄冊棚航版棚川洲胤蹄船"淵町川*川版蹄船"淵川將棚"噐畷航將W川H*船湘噐淵鵬

ETSVは,昭和62年8月27日にH・1ロケットにより打ち上げられ

た。その後,静止軌道投入のためのアポジモータを噴射してドリフ

ト軌這に投入し,デスピン/太陽電池パドル展開/太陽捕そく,地球

捕そく/三軸姿勢確立を経て9月17日に東経150度に静止化させた。

ETS・Vは,打上げ後の運用及びチェックァウトにより得られたデ

ータにより衛星のすべてのサブシステムが正常に動作し,要求条件

を満たしてぃることが確認され,静止三軸衛星の基盤技術の確立が

なされた。現在,宇宙環境データを含む今後の衛星バスの開発に

資するデータ取得及び航空機や船舶などとの通信,航行援助,探索
ETS-V プロトフライトモデルの外観のための移動体通信実験力新テわれている。

命技術試験衛星V型(ETS-V)姿勢軌道制御系の運用状況冊W州洲將冊'噐沸航冊慨川航將W川汎滞冊船川紳朏將冊船叱冊將

.静止軌道上の姿勢保持機能,軌道保持機能ETS・Vの姿勢軌道制御系(ACS)の開発に当たっては, MOS・1の

ACSの軌道上の特性として,表に定常モードにおける姿勢精度を開発成果を踏まえ,高姿勢精度化と軽量化を図った。高姿勢精度化

示す。これにより,当社における三紬静」丘新星のACS設計技術が確に対しては,コントロールドバイアスモーメンタム方式の採用,軌

立された。道制御モードにおける外乱ネ削賞回路の付加など,軽量化に対しては,

姿勢精度従系ホイール1個によるパ'イアスモーメンタム方式の採用,電子機器

の設計上及び実装上の工夫などで対処した。

運用状況は,昭和62年8月27日の打上げから昭和63年8月現在まで

にACSの以下の機能が良好であること及び初期チェックァウトに

より,主系.従系とも正常に動作することを確認した。

.スピン安定モードでのプリセッション制御機能

.ドリフト動値上の初期姿勢捕そく機能,静止化軌道制御
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●技術試験衛星V型(ETS-V)ガスジェット系の運用状>兄都川汎蹄如航將冊W川服蹄船"朏川胤將冊船"剛"朏沸汎蹄冊'噐心札蹄

技術試験衛星V型のガスジェット系(RCS)は,ヒドラジンを推薬

とする化学推進方式を採用しており,衛星の姿勢及び軌道変更に使

用されるものである。当社は, RCSの開発において,推カレベルの

選定,スラスタ配置,タンクサイジング,熱設計などのシステムデ

ザイン,及び衛星構体へのRCS組み込みなどのシステムインテグ

レーションを担当した。

このRCSは,トランスファ軌道上での姿勢変更,ドリフト軌道上

でのデスビン,三軸姿勢確立,静止軌道修正及び静止軌道上での三

軸姿勢制御,軌道制御などに使用され, RCS各部の温度,タンク圧

カ,消費推薬量も予測どおり推移しており,正常に動作している こ

.、、

廷毒な,

ど力{確認されている。

●技術試験衛星V型(ETS-V)構体系のフライトデータ評価冊冊船洲汎冊船"湘沸訓蹄船川"胤將冊州沸胤將W脚M脚將冊
之25イJ、1"、之之5 J'子J、電〕

昭和62年8月に打ち上げられた技術試験衛星V型恨TS・V)の目

的のーつは,衛星構造設計に最も大きな影響を及ぽすロケット打ち

上げ時の振動加速度の取得である。ETS・Vに搭織した6個の打上げ

環境測定装置によって打上げ時の加速度応答データを取得し,その

姿勢精度(定常モード)

タール

ピッチ

データから衛星数学モデルを使って衛星各部の加速度応答を求めた。

その結果,衛星/ロケット結合部及び衛星内部の加速度が設計時にぢ

えた条件の範囲内のものであることを確認した。

ETS・Vの成果は,今後の衛星構体の軽量化,高信頼度化に大きく

貢献するものである。 UI.

ヨー

規格(deg)

士0.072

士0072

士0.4

則定値(deg)
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0.056

0.070

0.249

ETS・V構体の構成
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ETS-V ガスジェット系(RCS)一体化組み込み作業
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●技術試験衛星V型(ETS-V)テレメトリトラッキング及びコマンド系(TTC)の運用状況冊冊川冊W將冊冊.

テレメトリトラッキング/コマンド系(TIC系)は,打上け都^間

前に打上げコンフィギュレーション(テレメトリ変調度低レベル,テ

レメトリフォーマットセカンダリ)に設定された。

打上げ時にテレメトリデータ及び打上げ環境データの送信を行い

打上げ1.5時問後の]stAOS後コマンドにより,スピンフェーズの基

本的コンフィギュレーション(テレメトリ変調度高レベル,レンジン

グ0N)に設定されコマンドの受信,テレメトリの送信,担帳目言号の

中継,ア六ジモータの点火及びアポジモータ燃焼中の加速度データ

の送信を行った。

パドル展開後三軸姿勢状態に対応したコンブイギュレーション

(テレメトリフォーマットプライマリ,ただしアップコンバータ,

●技術試験衛星V型(ETS-V)熱制御系の運用状況 イ:剛:HI}:::トイ:::藍}イ:髭::トイ;1:::↓イ噐1::H:1:::トイ:::;(トイ:;1::トイ::::1H:::1:M:::::iイ:::::HⅢ::トイ噐:1:トイ1;:::>イ:::::トイ1淵トイ:1命:H:111:トイ:::1:)→1:Ⅲ)イ:::::トイ:::::トイ:::;1トイⅢ託,

ETS・Vの熱制御系は,国産初の埋め込み型ヒートパイプラジェ

ータの採用,ソーラアブソーバによるトランスファ軌道における熱

制御及びアポジモータ噴射時のプルーム対策を主たる特徴としてぃ

る。

衛星は,トランスファ軌道における所定の姿勢変更を経て,第7遠

地点でのアポジモータの噴射により,ドリフト軌道に投入された。

約68時閻のトランスファ軌道周回中,衛星温度は常温に保持され

たことから,ソーラアブソーバによる保温設計の妥当性を確認した。

アポジモータ噴身如寺のプルーム加數による衛星温度上昇は,設計予

測以内であり,加熱量評価手法とプルームシールド設計'の妥当性を

確認した。

ダウンコンバータはOFFXこ設定された。なお,10月5日からアップ

コンバータ,ダウンコンバータをONにした。

9月8日からⅡ月]1日の問にTTC系の軌道上機能確認を実施し,地

上試験(プロトフライト試験及びコンボーネント単体試験)にて確認

された機能及び性能が打上げ後も維持さ'れていることが確認され,

Ⅱ月26日以降定常運用段階に移行し現在もTTC系は特に問題なく

機育をしている。

●技術試験衛星V型(ETS-V)太陽電池パドル系の運用状況'淵洲洲滞伽川川川航蹄船川胤將偲川航滞船川胴淵沸W脚蹄冊

EST-Vの電源パドル系は,国産技術による初めての約lkWの電

力を扱う非安定バス方式を採用したサブシステ/、である。

打上げ運用段階及び日陰時は,バッテリによる電力供給,スピン

安定時は,セミリジッドタイプの軽量化太陽電池パドルを収納した

状態での太陽電池アレーとバッテリによる電力供給,三軸姿勢確立

以降の日照時は,電力制御器と我が国初のディジタルシーケンシャ

ルシャントによる太陽電池出力を電圧安定化しての電力供給がそ

れぞれ良好に機能している。また,太陽電池パドル駆動回路は,太

陽電池パドルを良好に駆動しており,打上げ1.5年後の太陽電池パド

ル発生電力は,部OW以上を見込んでいる。

静止軌道においては,1年余の運用によって衛星は春秋分の最大食

を含むすべての外部熱環境を経験した。全期問を通し熱制御系は正

常に機能し,すべての機器を許容温度内に制御している。特に,北

面ミッションパネノレに採用している埋め込み型ヒ トパイプラジ

エータについては,各分点,至点で実験運用を実方缶し,宇宙環境下

での動作特性データを取得した。フライト温度データは,地上試験

結果,設計解析結果とともによく一致しており,固定コンダクタン

スヒートパイプ及び可変コンダクタンスヒート,ぐイプを用いたラ

ジエータの設計の妥当性を確認、した。

●地球資源イ菊星 1 (ERS-1 )太1笏寺'也ノ、ドルイ::::;":"::トイ:'";トイ'""トイ'"">イ'""H'""トイ""'1イ"'"ト→"'")イ"",1イ'",ト→"'"H","H"",トイ"",トイ,""1イ""')イ","トイ","トイ,""ト→","トイ"'"ト→","H"",ト→","",""ト

宇宙開発事業団向け地球資源衛星1号(ERS・1)に搭載する発生

電力2k訊碕汲の太陽電池パドルの開発を行ってぃる。

この太陽電池パドルは,打ち上げられた後,3.4mX7.9mの大きさ

に展開し,約23,000枚の太陽電池セルにより電力を発生する。既に

打ち上げられた技術試験衛星V型の太陽電池パドルにおいて実用化

された炭素繊維強化プラスチック(CFRP)製の非常に軽い張力膜を

ベースに,世界に先駆けて厚さ50ミクロンの薄型シリコン太陽電池

セルを採用するというような改良を加えることにより,単位重量当

たりの発生電力が40W/kg以上という高性能を達成している。

「ゼ气¥'

4 宇宙開発と衛星通信
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^ 1 50 mN1汲イオンエンジンイ:::;:H}:將イ;:::;ト船}トイ;::::H::;1:H;:::;1州:ト郡;ト船IHI:::;ト伐:M;:::;HI;1::HI:::1j糯::)イ:::1:ト州:>イ::;1:トイⅢ:}ト船:ト化:トイ1:::;H::捺H::縦iイ:{1:1トイ:::::阿1::::阿:::;:ト船:1→::}:;トイ1::::ト側:トイ1:::;トイ::::1トイ::1::)4:1:::トイ:

イオンエンジンは,推進剤消費量が従天のヒドラジンなどを使用 を抑え,高性能化を図っている。写真はキセノンイオンビーム噴射

した化学推進系の約1,10という高比堆力を特徴とする電気推進機 (推力発生)中のイオンエンジンである。

である。宇宙開発の進展に伴うミッションの多様化により,現在開

発を行っている技術試験衛星.Ⅵ型促TSVDの南北軌這制御用推進

機以外にも,軌這変換機(OTY),静止軌道プラットフォーム(GPF)

なビの推進磯としての適用が老えられている。

150mN級イオンエンジンは, ETS一Ⅵ用20mN級イオンエンジン

の大型化,高性能化を図り, OTVへのテ鄭戴を前提に開発を行ってぃ

るものである。このエンジンでは,プラズマの閉じ込めを行なうた

めの放電室内部の匙界形状を改良し,プラズマの放電室壁への損失 150mN級イオンエンジン

^ i臣イ言イ蔚^;昔^j羽^ク"りツドj支^金寛tア'ン^フナイ(::::)イ::;1:ト保;,イ:::{:";{:::トイ::::(";::::i化::ト松:)船{トイ1::::トイ1::::トイ:::}1H:{1::H{::}{ト翻1:ト船:":1}::)保"ト州;)イ:::1:トイ;:{:1卜4:::{;H:宗:>イ:Ⅲ11船}トイ:::1}ト卯;:

今後の衛星通信ては,直交二偏波を用いることにより周波数を2

倍に有効利用できる二重グリッド反射鏡アンテナ需要の増大が予想

される。これは,2枚の放物面に金属細線の平行グリッドを設けた

もので,各グリッド反芽佐克のグリッド方同を直交させるこどにより,

同・一周波政σン電波を互いに直交する二つの直線偏波に分離し各々異

なる通信に使用するものである。

今回,次ωような独自技術を開発し,試作モデルにより一卯dB以

、ト'の低交差偏波レベル,0.4dB以下の低損失の性能を確認した。

山グリッドの幟成及びi秀屯件辺野反を考施した電気設計・評価技術

伐)レーザ直接鋸光による高精度三次元パターン形成技術

4.2 宇宙基地・宇宙機関連

●宇宙実験観測フリーフライヤ(SFU)搭載用電気推進実験(EPEX)系の電力・制御部冊冊沸川W御N川

MPD (Nlagneto plasma D}噴amic)推進機は,推進剤をアーク

放電によってブラズマ化し,欝磁力によって数十km/Sに加速.質射

し,その反動により推進力を得る装置である。 MPD推進機は,電力

ど重呈土の比がブぐ選力化に伴い小さくでき,また,環境への影料の

小さい物質を推進剤どして使削するこどが可能なので,地球周辺の

耐[道間においぐ大量の物資輸送が必要になる時代には,大いに厩戈力

を発姉するど思bれる。電気推進実験(EPEX)は,文部省宇宙科学

研究所力靖卜画するMPD推進機の宇宙実験で, SFU1謹哉実§剣侯補の

ーつである。当社は,電力・;制御部の開発ど全体の上りまとめを担

当しており, BBM毒蠣金により基本的な機能と性能の確認を行った。 MPD推進機・BBMの外観(提供・宇宙科学研究所)

^!宇1卦j羽マーピュレータシステ/、(刀シミュレータイ;:將恢::)イ::こ:H;1:::ト船:"!}:::H::::;ト彬::";(Ⅲ)以:ト磯::ト船:ト側:トイⅢ::M{::;:ト船:H;(:1:ト船1:トイ::::;)イ:鸞:H:::::ト船:トイ1::::j船IHI::::"1:::;"

矗加

宇宙空間で作美するロポットは,無重力状態で浮かんでおり,固

定点が存在しないので,マニビュレータを操作すると,反作用で口

ボット本体の位置・姿勢サバ変化してしまうどいう問題がある。この

ため,宇宙用マニピュレータの制御方式を研究するために,無重力

下におけるロボットの運動を模擬できるシミュレータを開発した。

これは,ロボットとマニピュレータの数学モデルに基づいてロボッ

トと作業対象との相対的な6 自由度の運動をりアルタイムで計算し,

その結果をサーボメカニズ1、で実現できるように構成した装置であ

る。ロボットは,7関節マニビュレータと 2 台のビデオカメラによ

る視覚装置どをイ蒲えており,自律白勺な告1」1卸システ1、の開発が可盲Eな

よう(こ酉己1還さi1てし)る。

4.宇宙開発と衛星通信
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4.3 宇宙用デバイス 0 部品
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このクラスの大きさの反射鏡は,今後も衛星搭載用の需要が見込民問商用通信衛星スーパーバードに搭載する開口径2mのKaパ

まれており,基本構造として標準的に利用が可能である。ンド帯アンテナ反射鏡を開発した。この反射鏡は,高剛性・高強度

を持つCFRP製バックストラクチャと高鏡面精度(0,2mmRMS)を

持つCFRP/アルミハニカムサンドイッチ構造のリフレクタディ

ソシュ,及びこれらを結合するチタン合金製のスタンドオフから構

成される。この反射鏡の特長は,①剛性・強度メンバ,精度メンバ

などの構造機能分担を明確にしたこと,②スタンドオフに可とケ注

を与えてバックストラクチャとリフレクタディッシュの間の熱膨脹

差によって生ずる荷重を吸収し,構造物として必要な剛性を維持し

スーパーバード搭載用Kaバンドリフレクタながら衛星軌道上での熱変形を小さく抑えているこ七などである。

●」ι体織物複△材料(曲面状FRP)冊'噐鵬川"●,判將冊'鵬"脚川將冊冊冊船"噐"胤".鵬慨"朏冊側判將冊船"棚"鵬沸航脇冊淵,船"脚牝"

面精度(RMS)は従来のものに比べ2~3倍に向上している。衛星用軽量構造部材開発の一環として,工業技術院・繊維高分子

材料研究所と共同で開発した立体形状織物(三次元曲面布)を強化

基材とし,直径20cmのパラボラ形状繊維強化プラスチック(曲面状

FRP)の試作に成功した。この立体升列犬織物は,従来の二次元平面

布を用いたFRPにおける立体賦牙多性の悪さ,成形時の繊維配向の流

れなどの問題点を解決するために開発したもので,強化繊維を目的

形状に最適配列させることが可能であるため,部材内特性の高精度

な最適設計が実現できる。図はこの織物をアンテナ用FRPに応用し

立体布を補強材とする曲面状FRPたもので,熱寸法安定性に優れ,特性のばらつきカシトさいため,鏡

●宇宙1東境劣イヒき平価装置の開発及び関連技術の確立娜,W川汎滞棚川胤將側"版肌川削蹄冊冊船"湘畍W將冊冊WX將W窯將冊川

この装置は超高真空下で,電子線,紫夕絲泉の同時照射ど熱光孚特

性のlnsitU測定を行う。全金属製真空室,超高真空用積分球系の採用

により,10・.pa台の真空下での稼働ど測定精度の高度化を図った。

竃子線は,新型電子銃の採用により数kev~10okev,紫夕籍泉は]

~5太陽光相当強度のエネルギー範囲に,試料温度は新型式試料支

持機構により一196~+200゜Cの範囲に設定できるなど,極めて広範

な条件下での評価が可能である。特に,この装置は表面特性が重要

な衛星材料の評価に有効であり,通信衛星3号,技術試験衛星V型

の熱制御材の評価を行った。今後の自主技術による衛星材料の研究,

開発にその威力を発揮するものと期待される。
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4.4 衛星通信地球局関連

@ KU ビソネスユ甬イ言用 j超ノ」、1型イ蔚^ユ蚤イ言士也王求局イ,,,H.,',トイ,'、1、トイ};、::H,,.,H,;:,トイ,,,1イ,,,H,,,H,,,.トイ,,.,H,,,M,,,1イ,,,トイ:::}})イ::};:トイ1:,:,iイ,,:H,""トイ,,',H",,,)イ'""HⅢ"M,""トイ'":,)イ:,、:1トイ,川,トイ,、,")イ,",

14/12GHZ帯ビジネス通信用超小型衛星通信地球局へ唱AT)の

屋外装置を開発した。この装置は,開口が2mx lm(1.4mφ相当)

の横長だ円形アンテナ,14GHZ帯2W出力の固体増幅器を内蔵した

高出力周波数変換部,12GHZ帯低雑音周波数変換部,マイコンを内

蔵した監視制御/電源部から構成されている。

局部発振器に50OMHZ帯域をカバーするKU帯周波数シンセサイ

ザを採用し,屋内装置から送信周波数が設定できる。また,受信第

11F周波数を950-],450MHZに選人でいるため,屋内装置に

TVR0用受信機を付加することにより,双方向データ通信と同時に

TV信号の受信が可能である。
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民問商用通信衛星(スーパーバード等)による国内での本格的衛

星通信サービスの開始に向けて,開口径0.9~3,6mφにわたるKU帯

小型地球局アンテナを開発,製品化した。
闇惇庖S拘

アンテナ形式は,オフセットタイプど軸対称カセグレンタイプで,

オフセットタイプは送受信共用,軸対称カセグレンタイプは主に受

信専用である。

これらのアンテナは,いずれも標凖耐風速60m/S以上,開口能率

が約備%で, CCIR勧告の広角指向性を満足している。さらに,送受

信共用アンテナにおける交さ偏波識別度は30dB以上で,優れた放射

特性を持っている。

1.8mφ小型地球局アンテナ

● 2 1蔚^を同日寺ιこi自j呈て"きるテ'ユアルビームアンテナ慨トイ{::::)船:HI::::";1:::H::剛卜松::ト船:H::1}:H::::;":捺トイ:::::ト船{:H豁:,船:H;;1::トイ::1::ト矧::ト→1:Ⅲ卜船:)鄭}M:;;::HI:::(ト側::)

日本電信電話制では,地上通信網ど衛星通信の各々の特徴を生か

した衛星中継網方式を実用化するため,二つの通信衛星(CS・3a,

3b)に同時にアクセスできる地球局アンテナとしてデュアルビー

ムアンテナを開発している。当社は,これまでに 9局のアンテナを

日本電信電話{掬に納入した。このアンテナは,有効開口直径が4.2m

のダブルトーラス型アンテナで,主反射鏡,副反射鏡と2組の 2枚

の補助反射鏡及び一次放射器から構成され,この2枚の補助反射鏡

を鏡面修整して80%程度の高い開口能率とCCIR勧告レベルを十分

に満足した低いサイドロープ1寺陛を実現している。また,二つの衛

星を同時にアクセスするため,1枚の補助反射鏡をそれぞれ独立に

変位させる駆動方式で自動追尾の簡素化を図ってぃる。

4.2mφ相当デュアルビームアンテナ

●ディジタル回線多重イヒ装置(DCME)"DX-3000"船"脚"淵川將化刈淵川*"翻"獣川鞭船"脚"噐"糊"船川將船"肌川將'鵬桝肌洲訓朏川淵,噐沸

DCNIE(Digital circuit MultiPⅡCation EqUゆment)は, ADPCNI

(Adaptive DifferentialpcM)符復号技術ど,有声である電話回線

のみを伝送路へ接続するDSI (Digital speech lnterpolation)技術

を組み合わせることによって,伝送路の効率化を実現するものであ

る。当社は,国際電信電話(掬の御指導によりプロトタイプを開発し、

それをべースにして今回新たに開発した装置は, G3ファクシミリ

を32Kb那で伝送ナる一方で,音声は回線'、くそう時24KbpSで伝送

するモードを具備し,回線効率を 5~6倍に向」二させている。

回路の高集積化により,装置規模を当社比]/4以下に小型化するこ

とに成功した。この装置は,]989年春から国際回線に導入されるの

を始め,企業内通信などにも広く適用できるものと期待されている。
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様々な企業の国際化に伴い,国際通信犹ービスのーつであるビジ

才、ス衛星通信サービス(1BS)の利用が急増している。このIBSをよ

り有効に活用するため,データ伝送,コンピュータ通信,ファクシ

ミリ伝送,LAN間通信などの複合通信を効率良く実現するパケット

集線多重化装置であるIBS用小型衛星通信制御装置"1BS・SAT"を

開発した。この"1BS-SAT"は,国際電信電話側の企画によるもの

で,高能率な伝搬遅延1謝賞・誤り制御機能,種々のプロトコル変換

機能,パケット多重化機能及び口ーカル交換機能を併せ持ってぃる。
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4 宇宙開発ど衛星通信
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●衛星通信小型地球局用連接符号化誤り訂正方式 イ:::;!"1::::)イ:::;1H::1::トイⅢ髭卜→騒:::)イ:::;:トイ1::::トイ:噐1:ト→;棚:iイ:噐(:トイ11:::)イ:::!:14:;髭:トC瓣H{Ⅲ:トイ膿;トイ:;蓄:"::::11イ;老::阿11:::トイ::!井H:}:::H;::将イ:;1::H1噐:}イ::;

10 -1衛星通信の小型地球局において,回線雑音による受信信号のビッ Υ

ト誤りを実用上ほとんど無視できる程度にまで強力に訂正すること
8レベル軟判定

10-2
ができる装置を開発した。近年,ディジタル衛星通信は, VSAT

ヘ!ensnWⅡ Aperture Terminal:超小型地球局)などにその適用
＼]0-3範囲を拡大しつつぁり,地球局にはますます小型化と高性能化どか

求められている。開発した装置は,畳込み符号化・ビタビ復号とり 、非符号化 BPSK

ードソロモン符号とを接続した連接符号化方式を用いて実現されて

おり,豐込み符号化・ビタビ復号のみを用いる現行の誤り訂正装置

と比較して,より大きな誤り訂正能力a xlo・0のビット誤り率で約 畳込み符号化
ビタビ復号

2dB)を持っている。この装置のビット誤り率1寺性を図に示す。 .ノ

^イ蔚^i頭イ三 f目 Ku i帯;200 ^ H PA イ!:::{H::;::トイ;::::j船:M(::::)イ:::1:トイ1:::;ト船:M:{ⅢM::::1)イ:::;;トイ:::;1":摂:トイ!:::}j船{トイ11:::iイ:::{:"}::::)イ:1:::トイ:::1;ト41;{::ト化:M:11::トイ細:1H::;{:トイ:1;::阿::::})膿1トイ:ニ::ト棚:H}::1;ト心.::)川1;"11:::14:;:::ト→::::;)イ

徽星通信用14GHZ帯20OW TWT大電力増幅器(HPA)を製作

し,宇宙通信愉に納入した。このHPAは, RF部, PS部の 2 ユニッ

トからなり,固定・可搬・車載局のいずれにも使用できるよう,小

型.,軽量でかつ高効率となっている。ユニットの重・:'は, RF音陀5

kg, PS音胎7kgで, HPAの消費電力は1.2kvA,力率は81%である。

RFユニットでは,小型化のためTWT出力導波管回路を一体化も端告

どしている。また, PSユニットではFETモジュール使用の高周波ス

イッチングレギュレータとインバータを用い小型,高効率化G恐原

効率79%)を行った。なお, TWTは伝導冷却方式のものである。 拶圷主U尋溶1'

6

82 6 10 124

E'/'、"'(dB)

*且,/N,は情報1ビソト当たりの信号工才りレギーとIHZ

当たりの雑音電力との比である

連接符号化方式のビット誤り率特性の測定値と理論特性(実線:理論特性)
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HEMT増幅器は,従来のFET増幅器に比べ雑音1寺陛が後れてお

り,各種の衛星通信地球局用受信機に使われている。今回,3~1

段増幅器を小型で低損失な気密構造のパッケージに収納した 7,12,

20GHZ帯HEMT増幅器モジュールを開発した。こnらのモジュー

ルでは,低損失なMIC整合回路の開発により,それぞれ利得33,

34,23dB,雑音温度55,90,160Kを達成している。また,モジュー

ルは取り扱いが容易で,かつ,受信棲への組み込みが容易である。
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5 情幸艮・通信
通信と情報処理に関する顧客の基本の二ーズは,音声・

データ・画像など各種のメディアにより表現されてぃる清

穀を自由に処理できることであろう。ここでいう処理とは,

外部のメディアと清報通信システム間の情報入出力,情報

の伝達・加工・蓄積,メディア間の変換などを含んでいる。

技術の進歩により,年々,従来不可能であった処理が可能

となり,処理時間の短縮や処理機能の拡大が行われてぃる。

1988年4月に日本電信電三割掬が実用サービスを開始した

総合ディジタル通信網 qsDN)は,各種メディアの通信サ

ビスを一体化しており,今後の情報通信システムの発展

に大きなインパクトを与えるものとなろう。

これらの技術革新の流れを踏まえ,当社ば情報通信事業

に新しい思想・THINK&LINK一を展開中である。これは,

顧客の二ーズから発想し,情報化の課題を常に顧客の視点

に立って創造的に解決することを意図している。以下に,

この思想の中から生まれた1988年成果の一端を紹介する。

住)無線通信システムと機器

データ収集系,通信系,情報処理系,画像系などからな

る多数の情報通信機器を有機的に結合した高度な総合コン

セプトに基づく防災行政システムを開発し,愛知県へ納入

した。

②光通信システムと機器

光通信機器としては,40OMbpS級のディジタル光通信装

置,150MbpS級の光送受信器を開発した。後者は,将来の

広帯域ISDNへの適用をぎ慮したものである。

③有線通信システムと機器

有線通信システムと機器に関しては,カラートピックス

に掲載した"ES1400"構内交換機(PBX)の完成力誹寺記さ

れる。この装置は,1SDN対応が可能な新鋭機であり,256,

内線規模では世界最小のサイズを実現してぃる。

ISDN対応製品としては,このほかにINSネット64の加入

者線用の多重伝送装置を開発し,日本電信電話欄へ納入し

た。

企業の海外通信用に高速ディジタル多重化装置,構内交

換機,バケット交換機などを結合した国際ディジタルネッ

トワークシステムを完成した。このシステムは,特に音声

符号化装置やデータ・音声多重化装置により,効率的な回,

線運用が可能となる点力吽寺長である。

情報・通信

このほかに画像通信として,テレビ電話・テレビ会議シ

ステム"1NVITE64",文書通信として,ファクシミリメ

ルシステム《MELFANET》と新しい利用形態を開拓し

た。ファクシミリも大量文書通信用や多機能電話機能を追

求したモデルなど新たな開発を行っている。

@)コンピュータとワークステーション

事実上の世界標準となっているPC/ATをべースに日本

語機能を持たせた統一仕様"AX仕様"に基づくバソコン

"MAXY"の開発が特記される。UNⅨを採用したエンジニ

アリングワークステーションは,ⅣIEシリーズ新機種の開

発と,技術文書作成・図面管理等のソフトゥエア強化を実

施した。

スーパミニコン《MELCOM70 MXシリーズ》,工業用計

算機《MELCOM 350-60シリーズ》の両系統に,新開発の

20KゲートCMOS VLS1を採用し,高速化と高信束貝陛を実

現した上位機種を開発した。

汎用コンピュータ《MELCOM EXシリーズ》は,コンバ

クト化を図った新機種を出した。また,三菱生産管理シス

テム"MELMAS"をEXシリーズ上に開発し,コンピュー

タ統合生産システム(CIM)の中核を作った。

INTAP実装規約書に準拠したOS1対応のネットワーク

製品"MNA・OSI"の開発が進んでおり,各機種間での"開

,,

かれたネットワークシステムの容易な構築が実現しつつ

ある。

⑤周辺・端末機器

飛躍的に増大する盾報の収容が可能な大容量光ディスク

記憶装置(オートチェンジャ機構付劃やカラー印刷用機

器などの開発により,顧客の多様な二ーズへの対応範囲を

拡大した。

⑥画像システムと機器

画像システムとしては,全日本空輸総向けの気象画像シ

ステムの完成が注目される。日本各地の気象情報をりアル

タイムに収集し,スーパミニコンにより画像編集を行った

後で全国の空港に設置された画像端末に送信する処理を行

うものである。
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5.1

@

無線通信システムと機器
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このシステムの先例どなった神奈燃県防災行政無線システまた,

1、は,代行統制局の設置,監視御惟臆十測,運用情報,大画面表示な

どの諸システムを導入し,日本・ーの画期的巻システムとの局い評価

を監督官庁から得たものであるが,この第2期工事の増設多重無線

局設備,静止画伝送装置,移動多重無線装置などを納入,第]期下

事七合わせ最新の技術ど設備を結災した一大システムが完成,その

真価の発揮が期待される。

なお,名古屋市政令指定都市防災行政無線システ1、についぐも6]

年度に第1期システムを納入し,引き続き第2期分を整備中であり,

樗来は全N局を高速ディジタル多重回線で接続する計画である。

恬報通信時代の進展に伴い防災行政無線に対する重要性,期待度

は,ますます高くなってきており,全体システムの大規模化,機能

の高度化が進められてぃる。昭和60年度から3か年計画で納入完成

した愛知県防災行政無線システムは,全国でも最高のレベルにラン

クされるものであり,次σ)特長を持っている。

山県庁,県事務所,士木事務所を接続する多重回線を交換機も含

めて同期網とし,高速ディジタル伝送を可能とした。

伐)多重回線は,192CH容量(64Kbps/CH)の7.5GHZま将県ループ

系と2GHZ支線系で構成し,回線信凍頁度の向上を図った。

得)県庁,県事務所にフプクシミリ蓄積装置を導入し,一斉指令な

ど防災機能,行政事務連絡機能を強化した。

イ・・,ト十・・)イ,:(・M:;:::)':!1::ト剣:1;トイ:1{::トイ:::1{HI:::1トイ:::;:ト'}:::1H::1::トイ;:謡)イ:1;::トイ1:Ⅲiイ:;:11トイ1:ⅢトイⅢ}1トイ::*H:Ⅲ:)イ:::;1H鑒:::トイ::捺H:鑒コイ""、トイ}1",トイ,",,H川,,トイ:""H","トイ::1;,トイ・,,,トイ,・,,H・,"トイⅢ;{ト●広域レーダ雨量観測システム

レーダ雨雪・耻計を広域に配し,観測情報を合成・配信する広域レ

ーダ観測システムが,建設省東北地方建設局において稼働を始めた。

最大フサイトのレーダ雨雪量計の降雨データを,それぞれの観測条

件,アンテナ仰角.山岳の影響などを考慮し,雨量の誤差が最小に

なるように合成を行う。最終的には60okmX456kmに及ぶ領域の降

雨データを合成し,東北地方全域の定量旧勺な降雨状況を5分ごどに

ディスプレイに表示するこどが可能である。既に,南部(山形県由

鷹山),中部(岩手県物見山)の2箇所のレーダ雨雪量計及びこれら

の情報と隣接地方のレーダ恬机を合成処理する中央処理装置を完成。

建設省本省や僻)河川倩都センターヘレーダ情報の配信を僻赦台した。

5.2
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光通信システムと機器

ディジタルネットワークの中継伝送系を構成する40OMbpSディ

ジタル光通信装置を開発した。ディジタルハイアラーキ4次君料吾号

(10OMbps) 4 系統を 5次君料言号 WOOMb郡, Hi話5,760回線分) こ

多重変換し,1.3μmシングルモード光フプイ<を汗上、て伝送ナる装

置て・ある。この装置は,カスタ1、上S1σ)t捌発による機官E巣示勺ど実装の

最適化により,130mm幅のスリ/、架を採用して小型化,低消費電力

化を実現してぃる。また,多重変換,光端局の各機能部をプラグィ

ンタイプのユニットどしてぃるので,装置前面からの操作が容易で

保守性に優れてぃる。この装置の構成は,多重変換架,光端局架の

2架で構成され,40km以上の無中継伝送が可能である。

^ 1云 1芸土或 IS D N j弔 I Cイヒフ乍 i茜 t受イ言暑昌イ:;:::トイ:::11卜船:H::::;ト→;Ⅲ:)側:ト→:}:::トイ:;1::トイ:::1}ト慨:HI:::}ト心::トイ{::!1トイ:11::H;1::1トイ:::11阿}1:::ト側::トイ::1{:トイ::::11慨:HI:::}ト船::ト 1::::トイ:;1::::::;:11:: 1::::::;::::1;:;::::謡;:{::::::::;:::1

高品位テレビなどの高速広帯域伝送サービスを提供する広粥'域 "司乢
/
/

ISDNへの適用を目指した広帯域ISDN用IC化光送受信器を開発し
毛く←

ノ
^ノ,,

た。この光送受信器は,シングルモードブアイバを介して無中継で iヅ
""=丘

'一戸蛭

60kmにわたり]50MbpSティジタル信号を伝送するこどができる。

yf光送受信器は,光素子としては長波長レーサダイオード及びホトタ
広帯域ISDN用IC化

イオードを使用し,電子回路は 3種類のバイボーラカスタ1、1Cを用
光送受信器

いて構成されてぃる。光送受信器は、1C化により外形寸法力沖岳50

mm,奥行70mm,高さ8.9mmに小型化dC化前の]/3のされ,消

費電力も1.訊¥に低消費電力化任C化前の 1/5)された。

藩

雨量レーダ情報画面
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如OMb那ティジタル光通信装置の外観
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5.3 有線通信システムと機器

●本格派多機能並及機ファクシ.り《メルファスフ00シリーズ》冊冊船昭川洲將州沸洲將冊船川胤淵船畍州蹄州川"胤將冊

このシリーズは,最大需要ゾーンのビジネスパーソナル用で,豊

富女電話機能を持っB4読み取りB4記録の普及機である。本質性能

である鮮明画質,ネットワーク機能の充実,事務能率向上に役立っ

多機能電話機能を追求し,幅広い性能を備えている。画質は,当社

独目の像空間判別方式による32階調中間調表現,局所スーバファイ

ン制御による高精細画印字,ネットワーク陛能は,同幸R.重云送.メ

モリ送信・代行受信などの多機能電話機能は,本格留守番電話,音

声応答, FAX・電話自動切替えなどを装備し,さらに主要16都市の

時刻を知らせる世界時計など数多くの便利機能を付加した。機能充

実の上位機と送受イ言性能に徹した実用機を用意してぃる。

●大量通信時代のセンターファクシミリ《メルファス釘00シ

このシリーズは,大量通信時代のオフィスが求める機能を装備す

る高級多機能の最上位機種である。通信網の使用効率を極限まで追

求する充実のネットワーク機能群,操イ乍陛を格段に向上させる大型

漢字ディスプレイ表示,大量送受信に適した大型スタッカと〆カニ

カル構造を 3大特長とする。大容量メモリを活用した機能として,

通信中に原稿のメモリ蓄積を行えるデュアルアクセス,メモリ送信,

代行受信,64ワンタッチダイヤル,マルチ時亥唯旨定など多彩な機能

群を用意し,原稿給紙50枚記録紙スタック300枚のメカ性能を持って

いる。 2Mバイトメモリの標凖機と10Mバイトの拡張メモリ機があ

り,1C力ード付き部門管理がオプション装備である。

ずー"吹Xyゞ,,M1ソ"ー

契4 '毛,^

_...^【一

4つス支式yi/姦ミ

大量通信時代のセンターファクシミリ<メルファス6700シリーズ>
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音声とデータの同時通信を可能としてぃる。オフィスでの情報伝達の中心は電話であり, OA化の第・一歩は電

話業務の合理化であると言われてぃる。また,OA化の推進に当たっ

て,音声に加えてデータや映像などの非音声情報も簡単に送受信し

たいとの期待が大きい。今回,この要求にこたえる目的から,音声

と非音声情報の同時通信を可能とし,便利な電話機能をも利用でき

るディジタル電話機を開発した。

この電話機は,最新のPBX (構内交換機)くMELSTAR ES]40山

に2線で接続して使用し,ボタン電話機と同様の使いやすさと,相

手番号表示,不在時の伝言,話中時の接続予約,会議通話などの交

換機との組合せによる便利な機能を提供するとともに,音声信号を

/J¥ノ

ノ

ヤ

、

本格派多機能ファクシミリ<メルファスフ00シリーズ>
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ディジタル化し,非音声情報とともに時分割伝送することによって PBX用ディジタル電話機

^^^ファクソ之りメールシステム《M ELFANET-10 S》側:ト側:;1船:ト彬::トイⅢ;}ト冊:H:::::ト船{トイ謡1:ト側::洲:1:M:::1:トイ::::{,イ1}:::ト棚:トイ1:::;H::Ⅲトイ;::::トCⅢトイ:Ⅲ:H:::::)船IHI::;:ト

"',

ファクシミリの急激な増加に伴う,通信費用の増加,サービス機

能の充実・確実性といった問題にこたえるため,くMELFANET・10

S》を開発した。構成は,管理装置とファクシミリ蓄積交換装置から

成る。特長は,①既存のG3 ファクシミリと社内専用網,公衆網を有

効に活用できる。②分散設置型であるため,業務量に合わせ,柔畝

に拡張できる。③海外を含めた遠距高靜遍ディジタルネットワーク

を実現できる。④場所を取らないコンパクト設計など。ユーザーサ

ービス機能として,蓄積送信・同報・時亥吋旨定・優先送信.列信.

再呼・代行受信・不達通知などを持ち,通信費用の削減を目的とし

た,効率の良いファクシミリネットワークを実現できる。
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命新型金融ディーリング電話システム(viAX)冊船沸洲滞船"湘沸制鵬沸朏鵬"噐洲""將冊冊鵬"蹄'鵬沸航蹄船湘剛脚湘制噐馴

新型高性能金融ディーリング電話システム(viAX)が開発され

た。分散制御方式により高速のアクセスが可能で,かっ拡張性ど信

東貞性に纏れてぃる。 viAXにはキーコンソール,タツチスクリーン

コンソール,テスクフォンがある。キーコンソールは,モジュラー

方式て'最大容量は240回線,300ボタン,600ワンタッチオートダイ

ヤルである。システムのコンソール台数及び回線数には缶1祁長がない。

マイクロブロセッサによ;)プログラマビリティが向_上し, PCAT及

びMAPソフトゥエアによりバラメータのアップダウンロードが可

能で,システムの立」メナ及し除隹持管理を行う。ソフトゥエアのバー

ジョンアップにより今後機育毛アップが可能である。

●四国電力株納めパケット型情報伝送装置

四国電力欄においては,高効率で高信頼度な通信サービスを提供

するための"パケット交換システム"の構築を進めている。

当社は,その一環として,重要な火力発電所などに設置し、中央

1合屯指令所との給電箔報連絡業務を効率的に行うためのパケツト型

情幸尉云送装置を納入した。この装置は,高機能マルチマイクロプロ

セッサシステム《MELFLEX 42のにより構成され,給電情報をパ

ケット多重化し, X.25で通信する機能のほか, tつのパケット交換

機に帰属し先着優先処理を行う高度な通信機能を備えている。端末

としては,アナログ/ディジタル入出力のほか, CDT回線, BSC手

順によるメッセージ端末回線など多様な端末収容能力を持っている。

_ーー,#吐専一'

区,、、ー・・・

^"^

働分岐サ_ビス対応型高速ティジタル多重化装置慨心"淵"湘沸胤蹄船脚洲滞冊川沸"洲剖湘沸汎滞冊都川洲將冊湘馴鵬訓般
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U本電信電話{掬の提供する高速ディジタル回線の分岐サー

ビスに対応する高速ディジタル多玉化共1難MX・7100シリ

ズを開発した。

従来のボイントーポイント通信形態に加え,分岐サービス

を干1」用した]: N,八1:'Vの「舌H聯蛭イ言を可育E 七した生ミ芯弐であ

る。主な特長は,①分岐構成σX高速ディジタル回線を才一yト

ツーク当たり最大8回1那杖容。②上記1回線当たり最大9倉

の多重化裴置力井妾続でき,片方向及乙汗町方向の分岐ω混在が

叫能。③ビット/オクテット多重により,需弦か郭な多重化が

できるこどなどである。この生斯旨により;蚤i斉'性に1妾れ様々な

通信形態に柔軟に対応できる企業内恬帳述信才ーソトワークを

1依築できる。

命《MELMUX》用9.6K/16KbpS音声コーデッ

高速ディジタル多重化装置《MELMUX;JⅡ9.6K/}6Kbpslf"イコ

ーテックを実用化した。音声符号化方式上しては,共にAPC・入Ⅱ"Q

(最ゆう(尤)雄子化による適応予測符・号化)方式を採用している。 2

線4線変換ハイブリッドトランスのインビータンス千整合に上っぐ

生じる耳1箪りなエコーを除去するエコーキャンセラ,シクナリンク

イ云送に余分、なイ云送容htを彪、要としないインチャ才、ルシグナリンク

伝送機能も併せて開発.実用化しており,従来の64KbpspcM方式ω

ν4以下の伝送速度で良好な音質の屯話回線を提供できる。国内矧線

はもちろん,回市良コストが高く,またエコーω目立ちやすい国際回

t泉への適用に大きなメリットを1寺っている。
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高速ティジタル回線
5}・心支^

ネソトワーク

サーヒス

フロセソサ

^

DSU :ディジタル回線愨揣装置

分岐サービスを利用したMX-7100シリース(MX・7Ⅱ山のネットワーノ構成例
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通信分野において次第に高まってきたISDNの二ーズに対応すべ 通信形態の切替え(電

く,パソコン等の既存の端末をISDN網に按続するための高機育遂揣

末アダプタをKDD研究所ど共同で開発した。このアダプタは, OSI

規定に基づくブリミティブど呼ぱれる御Ⅱ卸清報を端末上の間で交換

することによって,呼制御やサービスのネゴシエーシ,ンといった

機能を端末から制御可能としたことを大きな特徴としている。通信

形態としぐ,電話,レイトアダプション可能な回線交換型データ通

信,2B十Dの全チャネル利用可能なパケット交換型データ通信(ア

ウトバンド方式採用)があり,これらの同時運用や通信中において

^イデレビ"'言舌.三義ソ iスξデι、 1NVITE64 船:ト剃::ト化'トイ1":トイ""'1イ""'トイ"'"トイ'""ト竹")イ::縦卜剃;(叫"":トイ':出M","トイ"'")イ";"トイ""'1イ"",トイ"",1イ"'"H,""H'1",トイ"",トイ'""ト→,""トイ""')イ:::;;トイ':"'トイ":"トイ""'トイ

国際電信電二詠掬ど当社が共同開発したテレビ電話.会議システニ、

"1NVITE64"は,56/64KbpSのディジタル通信回線]本で,音声/

カラー動画/カラー靜」上画/汎用データ/ファクシミリの各テータ

を伝送できるものである。今回紹介するINVITE64は,1NVITE64シ

ステムの暈新機種であり,従来機どの互換性を確保しっつ次のよう

な改良を行った。

n)専用LS1の開発によるコーデックの小型化/コストダウン

②輝度信号/色信号のティジタル処理.による画質向上

(3)エコーキ十ンセラ/サンブリング周波数変換器の採用による音

質同上

話と回線データ)をも

盲1育毛としぐ'L)る

テレビ電話システム(ビデオコーデックMVC郭00シリーズ使用)

^ 1司β祭ーディゞ才タル才、ツトワ^ク三ノ;χ^ι、イ::::1":11::トイ:::;;ト器::MI::;{トイ:1:::ト膿1卜臘::トイ:::11卜仁::)イ:蹄H:批:M;1::;i化1卜側:H;1::;トイ:;Ⅲ卜郡:トイ::1::ト船::)備111イ:::::H}::::ト4::::;jイ:::1;トイ;}:11トイ{{::;jイ::11:H::彬H;謡:M::

国隙専用線国際専用綿

海外拠点を所有する企業向け才ーソトワークには,2"手階彪測動, 高
丘璽] 圧回

信頼性,1冶斉注,サービス件どいった条件が要求さ札る。今回紹介
丁DM

するシステムは,ネットワークのディジタル化によるマルチメティ
^DTE

ア通信の実現をばじめ,9.6KbpS音声符・弓化装匙の採用による芳f郭 DSI ^・ー

的な回線利用,回線ω迂回及び二重化による信啄貞性の向上,蓄積機
圧亜亘王^巨三] DTE

能によるサービス性の向上,システムの集中監視.制御による保守 国際ディジタルネットワーク

区亟ヨ圧西システムの構成図性の向上といった特長を持つ国際ディジタル才、ツトワークシステ

ムである。さらに,データ・音声多重化装置(DSI: Data speach

Inteゆolation)の採用により,音声回線に50%程度のデータを挿入

することができ,高価な国際回線を有彭珀りに利用ナるこ上が可能と

玲SISの外観

y
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5.4 コンピュータとワークステーション

●《MELCOM EXシリーズ》モデル830Π・8如Ⅱ・850Ⅱ

汎用コンビュータ'NIELCOM EX830Ⅱ,8卯Ⅱ,850Π卜は,

くMELCOMEX830,840,85α,を機お副玉化するどともに,先端技術

の採用によりコンバクト化を図った。中央処理装置,チャ才、ルの本

体装置と磯気ディスク制御装置,通信制御装置, LAN制御機構,ワ

ークステーション制御装置その他の入出力制御装置を統合し,コン

パクトなキャビネットに」灰納した。また,5Gパイトまでの磁気ディ

スク装置も内威可育Eどし,こオ1らを従来の本イ本装置の床面積で設遣

することができる。さらに,主記1意装置の拡張,電源の艇停に対す

るバワーフェイルセーフ機能の強化,自動運転の高度化を行い,分

散コンピュータどしてのイ吏いやすさも追究してぃる。
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汎用コンビュータくMELCOM EX840ID システム構成例
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いるため,デュエットGの操作をプログラムどして登録すれば非定当社の32ビットオフコン《MELCOM80 GEOCシリーズ》用の第

型処理だけでなく定型処理も行うことができる。四世代言語デュエットGを開発した。デュエットGは,エンドユーザ

一向けのりレーショナルデータベース操作言語であり,データベー

スの定義,生成,検索,更新や帳票出力を簡単かつユーザーフレン

ドリな操作で行うことができる。

デュエットGは,処理結果をタイムリーに得ることができる,デー

タベースの検索結果を多彩に表現できる,きめ細かな抽出条件で柔

軟に検索できる,などの特長を持っている。また,マトリクス表の

出力,印刷編集指定,データ入力画面の設計などの機能が充実して

^フレニや:"ノフルワンタッ'チニギ^フナミ'ード船:トイ}::::j→:(:::トイ:::11H、;1::>イ:,、1トイ,,,トイ,,.H,.,,H,,,トイ,,,M,,,)イ,,"H"",H"",トイ"、"14,""H,""1イ"",トイ"",)イ"",H"",トイ"川"・",)イ,・・トイ・・,トイ・,・ト・川・・,,・・・,・""

従来のワンタッチスクリーンシート型のキーボードの機構部分を

電子化した製品で,応用性の高い,操イ乍注の優れたキーボードを開

発した。主な特長を次に述べる。①従来のワンタッチスクリーンシ

ト及びスクリーンシートを選択する機構部分を電子式にした信頼

性の高いキーボードである。②表示部にプラズマディスプレイ画面

を採用し,プログラムによりだれでも簡単に項目キーのレイアウト

ができる。③メモリカードの差しかえにより,スクリーンシートの

差しかえと同様に業務,業種に対応した項目入力が可能である。④

項目内容は,漢字フォントの使用及び手書き文字の使用が可能であ

る。⑤1業務で最大6,000項目の設定が可能である。

@工業用計算機《MELCOM 350-60》モデル800,

くMELCOM 350-6のモデル800,モデル印0は,《MELCOM 350

・60シリーズ》統ーアーキテクチャの最上位機となる高性能工業用計

算機である。新開発20KゲートCMOS・VLSI,256Kバイト大容量キ

ヤッシュメモリや最大9段の可変パイプラインなど最新の高速化技

術によりモデル300に比べモデル600は約2.6倍,マルチプロセッサの

モデル800は約4倍の性能を持っている。

OSは,実績あるOS60/UMXに工業用計算機としては初の本格的

仮想記憶制御を導入し,またマルチプロセッサにおけるアプリケー

ションプログラムを自動負荷分散させるスケジュール機能を持って

し、る

慨託劃■寶冒'●,

゛異暖区"プ0グラム名

,'、コヘ' 1ゴ」H ゛1

冬亀

担"▲橿

択 ■■●司●●

出力央名壬指ゞしてくナ_さい

閉岨晝力作'
鳳引貞J]n佐
Yトリノフユ表の作匡
〒一,入力画由""'デ〕,J、h 舮一5]

岳邑Ⅸ"
プログラ".名
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●エンジニアリングワークステーション新モテ'ル

企業,大学などの研究,技術開発の効率化を促進するツールとし

て,エンジニアリングワークステーション(EWS)が注目を集めて

いる。現行機種であるMEI000シリーズとのソフトゥエア互換性を

維持しながら幅広い二ーズにこたえるEWS (MEシリーズ新モデ

ル)を開発した。この新モデルは技術文書作成,ソブト開発支援,

二次元CAD/CAEなどに柔軟に適用でき,スタンドアロンから分散

システムまで幅広いシステム構成に対応できる最新のEWSシリ

ズである。次に主な特長を示す。

山 CPUにはMC68030を搭載して, OSにはUNI×(システムV R

3.のを採用している。

伐)業界標準仕様になっているネットワークファイルシステム

(NFS),ネットワーク指向のXウィンドゥを採用しているので,分

散システム構築が容易である。

フレキシブルワンタッチキーボードの外観

.^..フ:ル 600 イ;::1{H:;:::>イ:ⅢIHⅢ::1イ:::::H蹴::トイ::::1"!{:::>イ1:::;トイ::{::ト刷:器トイ::1::トイ::,,H,",,H",,,トイ"",H"".トイ,,",H,",,トイ,川,トイ"山トイ",',HU

尋四

J .'ニ'ijj o'尋キ

翻・■1
.ι.

才

τ業用計算機

《MELCOM 350-6の

モデル800の外観
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(3)バーソナル分野向きの普及機ど性能重視型の高級機を凖備して

いる。

④高級機はグラフィック表示エンジンをオプション接続できるの

で,本格的なCAD/CAE分野への適用が可能である。

妥1ぞ

_ノ

●「だ,▼"^

MEシリーズ新モデル(普及機)
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従来のCADシステムは,すべてべクトルテータ処理を前提どして

いた。そのため,ベクトルデータ入力にかかる費用が大きいことや,

イメージデータ処理が望ましいところがあっても,取り扱えないの

が従来システムの問題点であった。イメージCADシステムは,イメ

ージデータ処理を基本とし,次の特長を持っシステムである。

仕)手軽な図面入力・大量の図面の保管

入力は,イメージスキャナによりスピーディに短時間でできる。

また,光ファイルに収納した過去の図面も合わせて加工.編集し流

用設計ができる。

(2)強力なイメージハンドリングッール

^^^^オ^ 1^1ゞ/、、ー()S1 才'、、}ノト rフ^:ク^二j气^ト^ロイ:Ⅲ;H{{:::H}1::')十'",トイ,""トイ,""ト十御,トイ,""1イ,'",M・:・)イ,:,・トイ,川,トイ,・・M,川,トイ,・・N中・}イ'・・)イ・,・トイ・・,トイ・・,トイ,・・トイ・・,トイ・川トイ・・,M,川,ト→:

よりフレキシブルな高度情報化社会のネットワーク基盤を提供す

るために, OS1対応の"MNA・OSI"製品を開発した。この製品によ

り,これまで以上に異機種間での"開かれた"ネットワークシステ

ムの構築が容易になる。特長は,次のとおりである。

Ⅱ)三菱電機の汎用コンピュータからワークステーションまでOSI

機能が利用できる。

図面の追加や修正,切り張り編集などの編集作業は,高解像CRT

上で編集結果を確かめながらマウスによる対話形式により行うこと

カゞできる。

線種/線幅琴どを指定した作図機能など図面作成用の種々のツー

ルを用意しており,流用設計が自由にできる。

このように,イメージCADシステムは,旧図の再利用などを積極

的に進めるための業務支援システムである。ネットワークにより編

集用ワークステーションを増設することにより,機能分担.機能向

上を図ることが可能となっている。

婁1占百乏ヨ

ISCL・ 11
FI'A入1・ N170

F'rA八1一入180

FTAM一八1气VS
FI'AM・ME

NIOTIS-EX十
DIATALK/DS

対応機種

A]-MARK1Ⅱ

EX

M70
N180

八1凡VS
八IE

RDA・EX

OASP

EX十M凡V

機能概要

OSSP

EX十Nハ¥

MXVS

ファイル車云送

NCP

PKTA八、1
L3

X 25

X.25

EX

電子メール

他)従耒の"MNA・P"を機能拡張しているので,既存のソプトゥエ

ア財産を継承しながら, OS1ネットワークシステムを構築すること

ができる。

今後,通商産業省の大型プロジェクト「電子計算機相互運用デー

タ・ベースシステムJ の研究開発の成果七してINTAP実装契約書が

公開されるに従い,接続性の良い"より開かれた"製品となる

EX

M70
入180

八1、VS
入IE

ユーザーイン
タフェースの

切り口

"八INA-OSI"ネットワーク製品

対応機邦1

事務文書体系/
事務文書交換形式

鰹凝データペースアフ七ス

EX

八170

入180

入1凡VS
NIE
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7層固有部

6層~7層共通部

EX,・・入IELC0入I EX800 シ リース

入ハVS・・入工弥00シリーズ

当社計算機,端未を相互に接続するMELNET

BI0バス型LANに,広域パケット網との接続を可

育Eにするゲートゥエイを開発した。

B]0は, X.25に準拠したバケット交換方式の

LANであり, LAN制御装置を内蔵した計算機や

端末を直接接続したり, PAD機能(SDLC PAD,

BSCボーリングPADなど)を持つ端末インタフェ

ースアダプタにより,既存の回線インタフェース

の端末を収容することができる。ゲートゥエイ

は,'80年版X.25ノξケットレベルプロトコルをサ

ボートし, DDXや当社MIND等の広域パケット網

を介したLAN内外の端末間の通信が可能になる。

4層~5層

7層固有部

X.25

a層~3層)

FTANI

7層共通部

MOTIS

5層

7E町出3巫剖1
~6jN

ODA

入170

E乳S

各層の内容

3層

RDA

MELC0入170 入IXシリーズ
入IE]000 シリース

ACSE

ROSE

プレゼン
テ^ション

RTS

ASN.1

カーネル

全二重
半二重
制御データ転送
小同期
大同期
再同期
例外報告
アクティビティ管理

5層

入玲0・一入IELC0入180 GEOCシリーズ

4習

清報・通信

0

クラス

0,2,4

3層以下の

サポート

X.25

IS08802/4

EX

EX
広域パケット網

(MIND, DDXなと)

GW

TIA

BRE

T

EX

GW

(TIA)

MELNET BI0ゲートゥエイ(TIA+B8886広域パケソト網接続機構)

B8880端末インタフェースアダプタ

B8811プリソジリング会置

y天二K

MX. M80. MWS. PSI. COSMO. MEI000, M5000, Mult116:当ネ士計算機.端末

M[LNET BI0

MELNET BI0システム構成例
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働並列オブジェクト指向に基づく診断エキスパートシステム構築用シエルCCC船沸W榔將冊冊冊川W將冊船畍航蹄

容易に把握できる。そのため,診断専門家が自分で知識ベースを構パソコン上で容易に診断エキスパートシステムを構築できる並列

築一告,ナレッジエンジニアW必要どしない。オブジェクト指向型シェルCCCを開発した。 CCCの知識ベースは,

また,従来の対話型診断システムは,ユーザーにーつすっ質問を互いに結合された多数のオブジェクトから構成される。各オブジェ

行ってぃたが,この方法では質問の放が多いどユーザーにどって苦クトが推論能力を持っているため,システムは極めて柔軟な順序で

痛となるうぇ,ーつでも答えられないもの力§あると先に進むこど力§推論を行うことができる。

できない。これに女寸して, CCCは多数の質問をまどめてユーザーに従来の汎用シェルは,何でも表現できる代わりに知識の表現レベ

提示する。ユーザーはその中で回答しゃすいものから答えていけばルが低く,知識ベースの構築には多大の労力を要していた。これに

よくまたすべての質問に答える必要もない。システご、は,得ルシオL対し, CCCは用途を診断に限定しているため,診断に必要な知識を ,

た清穀に関するこどから柔軟に推論を行う。したがって,ユーザー簡単.に表現できる。このシステムでは,診断知識をルールではなく

は少ない労力で効率的に診断を行うこどができる。論理回路'、うの図面として表現するため,だれでも知識の全体像を

^;水^王里,4王里才支1ホ丁:支1爰:_ノ;ス^ι、噐:ト側!H:難:MI:,:,)4,,,H川,M,,,jイ,:,,",",iイ,",トイ"",M"",H""'1イ"",M・・1i→・・,トイ・'・ト・・,ト・・,・,・,・・・川,"""",",""",,""""'"'"'N "川"'""""""""'

ンシステムの採用三菱A17ークステーションGXシリーズの・一応用どして,1'水処

促)数値解析ソフトの利用理の水処理管理技術支援システムを開発した。このシステ1、は,全

国の処理場に専門・熟練技術者の配置が困難となっている現状に対

1心するため開発したもので,下水処理プロセスの一連の観測,点検

データなどの事実データと,あらかじめ計算機に教え込人だ運転管 ノ》、や'ヘ゛、

二1勢ご*ン之夛・
理法,その技術などの知識ルールデータを組み合わせ,プラントの

'せー'「サ坊 窒暫学

監視・診断・予防対策・異常復旧など,実務上の様々な専門技能に

J

つぃて,専門.熟練技術者レベルの高水準の管理技術支援を行うも

のである。このシステムは,知識工学に基づく業務支援手順の推論

方式と,マンマシンメディアとして専門家の知識,理論を格納した

心子マニュアル方式を組み合わせたものであるが,特に実務関係者

の多くからノウ<ウや意見を集約したプログラムを構築している特

色のほか,次の特長を持っている。

山知識工学手法による水質管理業務支援法の採用

伐)確子マニュアル方式を用いたユーザーフレンドリイなマンマシ

@加工0組立業における製造計画立案を行うスケジュ

L

加1.組立てを行う製造業においては,限られ

た設備投資の御絲勺のもどで効率の良い製造計画を

立案したいという要求力阿靈い。今回某社向けに,

ノ~工知能技術を用いて計画立案専門家の業務ノウ

ハウを組み込人だ,スケジューリングエキスパー

トシステムを開発した。従来のシステムに比べ,

①専門家の知識や各種条件をH-thenルールで容

易に記述できる,②生産ライン/生産設備の変更

に柔軟に対応できる,などユーザーに特化したシ

ステムカ井韓築しゃすいどいう特長を持っている。

このエキスパートシステムは, A1専用マシン

くME上COM PS1Π》と汎用スケジューリングシ

ゴ_ルを使って構築されたが,試イ制坂の評価は完了

し,現在実用システム展開を目指している。

ー、ψ^^".,.一戸'ーニー'
、,,i^ー、'

'ι].ι气、

'、'で.,^"'1誕§多、1

水処理管理技術支援システム
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作業開始
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スケジューリング結果(表示の一部)

しの表は、横軸が時問である,納朔の早い順にユーザーことの材料( H,1,)は加エラインAに投入され
る,加エラインCまで順に送られ加工されたあと,阻立ラインDで容噐に入れられ最終製品になる。
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三菱生産管理システム"NIELMAS"は, C1八1(computerlntegrat、 ②CAD/CAM, FMSとの連携の容易性,③経理へデータを直結,
edManufacturing)の中核として,受注情報から生産.出荷.原価 ④アクションメッセージによる関連部門へのメーノレ送信,⑤処理の

把握までの各種機能を統合管理し,汎用コンピュータ《MELCOM パターン化,ロジックのテープル化などによる開発効率の向上,⑥
EX800シリーズ)上に構築している。 DMD (Data Management Description)をべースにしたソブトゥ

システムの特長は,①量産,個産の混在する生産方式への対応, エア相互関連情報の提供による保守性の向上,などである。
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製品
倉庫

^^^

経営分析 1
^^^
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当社は,製造メーカーとその特約店

間の図面配布業務合理化の一環として,

GX図面ワークステーションを中心に,

EXVS(MEI000シリーフ0,スーパミニ

コン(MXシリーズ)を高速LANで複

数台有機的に接続した水平分散システ

ムを構築した。このシステムは,大型

コンピュータからの出図指示や,ベク

トルCADデータ及び工場からのFAX

イメージデータの製品図を受信し,こ

の図面を基にイメージCADデータと

して編集して,組立図・承認図を作成

するものである。このシステム導入に

より,図面はプリントサーバで高速印

刷され,またFAXにより自動配布する

ことが可能となり,営業情報と設ぎ十清

報の結びつき及び業務の省力化が図ら

れ,見積作業の迅速化,設計工数の削

減などEOS (エンジニアリングォフ

イスシステム)として大きな成果を得

ること力ゞできた。

5.情報・通信

資材所要量計画・手配

資材統計・支払計画

在庫状昴

原価管理

購入・外注管王里

庄交指示

払出指示

三菱生産管理システムMELMAS

投入管理

作業
指示

取引先

元了

報告

在庫管理

製造・作菜管理

工場(他場所) FAX

FAXから

図面入力

U fl.＼どU 4二.《{》,
GX GX

介

品質管理

ホスト

CADシステム

气△

スキャナ

円

図面入力/登録/擾集

図面検索

FAX

MX

ホストから図面入力,図面依頼

図面の流れ

(コミュニケーションサーバー)

ME

区二◇

図画検索

出図管理

出図依頼

出図状況問い合わせ

ネットワーク監視

光

テースク

図面登録(保管)

(ファイルサーバー)

GX
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@北海道電力株納め気象情報処理システム

北海道電力総では,電力系統の安定運用,冑然災害の事前予知に

不可欠な気象情報の集配信・処理システムを導入した。

中央給電指令所では,32ビットミニコン《MELCOM70 MX/

3000IDで日本気象協会から提供される気象衛星ひまわり画像'アメ

ダス.天気図.注警報などの気象情報,及び社内で観測している電

線着雪情報.雷観測情報などを収集/蓄積し,必要な清報は70イン

チ高精細ビデオプロジェクタに表示する。また,これらの情報は,

系統制御所をはじめとする道内主要箇所に設置したりモート端末に

配信しており,マルチワークステーション<M3300>画面に表示する

ことができる。

●三菱電機クレジット株向け総合オンラインシステム"MECNOS"冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊゛

.りアル処理形態を指向し,ローカル処理可能な端末システム

このシステムの主な特長としては,次の 2点が挙げられる。

住)端末に画面制御機能を持たせホスト処理の負荷軽減を達成

② MIND網利用により運用負荷軽減,通信費用の削減を達成

現在, CATS(クレジット信用照会システム)の活用を図り,対外

システムとしてCAFIS (NTTのクレジッド情幸艮データ通信システ

ム)センターとの接続を行い,取扱店からの信用,買会,売上テータ

の活用を実施してぃるが,更に信用情報センター並びに大型量販店

との相互接続を図り,システムを強化する予定である。

このシステムは,三菱電機クレジット(掬の事業展開の基盤となる

情報システムの強化を目的に,業務処理の迅速化,顧客並びに取扱

店に対するサービス向上をねらいとして開発した。昭和63年]月29

日に同社東京関越地区を皮切りに,4月30日に全国でいっせいに稼

働を開始した。システム構成要素として次の理由により,クロスコ

ール機能装備の"EX840 2 ホストシステム",導入容易な"NⅡND

ネットワーク",多機能装備の"マルチワークステーション"を採

用した。

.3儒日,24時間稼働を想定したホストシステム

.導入容易な拡張性のあるネットワークシステム

イ,""トイ,,",iイ'""トイ""・1+,,・トイ・・'ト十ホ,トイ""'トイ;:Ⅲトイ:Ⅲ:ト41Z::トイ1Ⅲ:トイ}Ⅲ1トイ:::111イ1:::!トイ::(::トイ1:::!トイⅢ"H"",トイ:、',:""",トイ,"',H,,",トイ,,:',H・,,,)イ,,",トイ,",,ト"川","","

5.5 周辺・端末機器

^ 3.5 イン'チ= i東[司1定ーテ、イ;スク弓走^イ;}:::)化}ト側:H:::;{ト化::トイ:::!;ト4:11::H::::;トイ::{::HI::::1松::トイⅢ::H::1::トイ:::1}H(::::)イ1::::ト船{H:譜:トイ;:::!ト松:トイ:將C{::>{:::;:!1::::::;:11:: 1Ⅲ;批::::11::;1:::::!;}】::1 :::::謡

間は25ms(公チ加と,当社の小型固定ディスク装置の中では最局速を

達成した。

MR335は,ヨ己憶容量(アンフォーマット)54Mバイト, ST506イン

タフェース, MR338Sは記憶容量釘Mバイト, SCS1インタフエース

であり,低消費電力で各種情報機器の小型化にマツチした仕様である。

これらの装置は,小型スピンドルモータ,軽量・高性育Eアクチュ

エータ,専用LS1の開発,高密度実装プリント基板の適用などにより

実現したもので,高性能媒体,フェライトヘッドの採用と相まって

高い信頼性が保証されている。

ξ旦'恐主^、

情報機器の高性能化・小型化を要求する市場にこたえるため

"MR330"シリーズ3.5インチ固定ディスク装置が開発された。

"MR330"シリーズは,従来の5.25インチ薄型固定ディスク装置と同

等の性能を持っているが,外形寸法は3.5インチマイクロフレキシ

ブルディスク装置と同・ーであり,装置の体積は5.25インチ薄型固定

ディスク装置のν2となる。

今回開発したMR335及びMR338Sの 2機種は,いずれもへツドの

高速,高精度位置決めのために大・中型機で実績のある専用サーボ

面をもっクローズドループ制御とVCM駆動を採用し,平均シーク時

. E1880D/C/B型大容量磁気ディスク装置冊'湘川制淵沸剖湘沸胤版W川洲將側札蹄船川將船航蹄冊'噐"淵川辯一淵"脚心剖脚割朏胤噐

1覇慈Σ毒涯 1

J"ノ、"、J、

'爲卦妙亥1琴、

,謬縛曝

11、、、/、

'、イ、,、1ヴyl

リ
才●戸

気象情報処理システム

汎用コンピュータの外音除己億装置として,大容立卜高性能'省ス

ペース.省エネルギー化などの多様化する顧客二ーズを満足する大

容量磁気ディスク装置を開発した。主な特長としては,①薄膜磁気

ヘッドと高性能塗布円板を組み合わせ,専用LS1を用いた記録再生

回路技術の改善により大容量化を実現。同・ーシリーズで記憶容量

0.63Gバイト(E1880B),2.5G バイト(E1880C)及び 5 Gバイト

恒1880D)の 3モデルを製品化,②平均位置決め時問13ms,データ転

送速度3Mバイト/秒の高速データ処理能力を実現,③8.8インチ小

径円板採用により,5Gパ'イトの大容量を設置面積0.7m;,容積1Πfの

コンパクトなきょう体に収納した。
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コンピュータの外部記憶装置として,近年,光を利用した光ディ
,ニ,'y影A ¥ι'y、紺゛'

スク装置が使用されるようになった。当社においても,130mm追記型

光ディスク装置を製品化し,引き続き光ディスクカートリッジをコ

ンピユータの指令によって自動的に交換する,オートチェンジャ機 、、

構を備えた大容量光ディスク記憶装置の製品化を行った。当社製品
"づ、、

、、
の特長を次に述べる。

込

住)少ない床面積で,大容量の記憶ができる。 Aタイプは,34Gバイ 1ゞ
点ノ'

、、、づ

ト(56枚), Bタイプは90Gバイト(]訟枚)の容量がある。 ＼
ノ

大容量光ディスク記憶装置
②小型かっ軽量の搬送磯を使用したことにより,光ディスク装置

の立上り時間を含めたディスク交換時問が早い。

信)汎用性の高いSCS1インタフェースを採用してぃる。

④高速アクセス,高転送レート及びりアルタイム処理が可能な,
.、'

エラー訂正回路を採用した光ディスク駆動装置を使用してぃる。

●《MELCOM EXシリーズ》E160OC日本語ラインプリンタ装置 イ;:Ⅲ)イ::;:}H::::1↓イ1::::1イ::::1トイご:::>イⅢ;;jイ謝::M:;噐H噐:1↓イ:捺ljイ::謡1イ:::::jイ:::::阿噐1::,七剥H;::::)イ::謝M:::1:iイⅢ,:トイ{:

E]60OC日本語ラインプリンタ装置は,くMELCOM EXシリーズ1,
ー'^

座^計算機のデータ処理機能を・一段と向上し得るオンライン高機能プリ
'キノ"

三、

ンタである。この装置は, LEDアレーを光源とした乾式電子写真力

式のノンインパクトプリンタ装置で,毎分2,器2行の速度で印字を

行う。コビー変更,水平スキップ,縦書き,3種類の文字サイズに

よる出力などの豊富な機能を標凖で備え,さらにオプションを追加

することによって,グラフ/イメージ珂堀Uが可能となる。また,こ

れらの新機能をサポートするために,制御プログラム,日本諮処理

周辺ソフトゥエア,マルチメディア編集出カプログラムなども機能

強化を図った。

▲

E160OC日本語ラインプリンタ

^ A3 LED フりンタノ＼ツトイ:;1::トイ1::::↓棚::トイ1::::14:1{::ト船1卜仁::ト船:トイ!:::1卜船:トイ1:::;↓船:M;11::トイ::::1,イ:}:::トイ1:::::;;:::::::::::::;{::;1::::1:::;:::1 :::{1 1;::::::「:"""",川"""'"出,:,"川,,川,,,,,,,,,,',

局品質な印字を実現するための光出力ぱらっきを低減できる補正

機能を備えたLEDプリンタヘッドを開発した。ヘッドの光出力をド

ツトごとに 8段階に補正でき,ヘッド内の光電ぱらっきを印字むら

が目立たない10%以下に収めることが可能である。

解像度は,240又は30ODH,光出力は1μW/ドット以上でA3 サイ

ズ用紙に,10枚/分の印字速度に対応できる。

補正は,ヘッドの出荷検査時に測定した光出力に応じて,駆動電

流を8段階に切り替えて行っている。この光量補正機能を備えたへ

ツドは,高速リ島画質を要求されるプリンタやファクシミリの用途

に最適である。

@カラービデオコピープロセッサ"SCT-CPI00"

近年のコンビュータグラフィックの多色,多階調化,映像メディ

アの発展に伴う銀塩写真やカラー印刷に対抗できる印画品質を持っ

たフルカラーハードコピーへの大きな二ーズにこたえて開発した,

カラービデオコビープロセッサ"SCT-CPI00"の最大の特長は,

高画質化と汎用ビデオプリンタどしぐの機能の充実である。すなわ

ち,本機はカラー方式として昇華性染料熱転写方式の採用による約

26万色の色再現能力, NTSC信号以外にRGBアナログ, RGB、TTL

などの豊富な入力画像信号インタフェース,ドットクロック30MH2

までの種々の画像ソースに対応するオートスキャンフレームメモリ

の内蔵,宙動給,齢氏機構などの特長を持ち,画素密度6.4ドット/

脚,解像度640×598,画サイズA6版のフルカラープリントが可能で

5.情報・通信

A3へッドの外観

C":>→;1Ⅲトイ:誤:トC謡":;1::)イ:::;1トイ1Ⅲ:i七撰卜4謡排朕謡トイ器::トイ1Ⅲ;トイ;1:::トイ::謡1イⅢ::)イ::剛)イⅢ::iイ11ⅢトイⅢ::トイ:;Ⅲ卜→:""トイ""'トイ・,・トイ,・・iイ・・・)イ・・,ト

ある。
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6 半導体と電子デノ丈イス
半導体と電子デバイスの技術進歩は,コンピュータ,情

報通信機器,周辺機器, OA機器,家電機器など多種多様の

電子機器の高度化,高性能化に大きく寄与している。特に,

半導体はこれらシステム,電子機器のキーデバイスとして

中枢的な役割を果たしている。

半導体技術分野では,ミクロンのLS1からサブミクロン

のVLS1時代へと確実に進歩しており,これらの技術開発に

よってもたらされた高速大容竝メモリ,マイコン,専用IC

はコンピュータ,パソコン,ワープロ, VTRなどのOA.民

生機器の高度化に貢献している。さらに,高周波用素子は

情報通信のキーデバイスとして,パワ一素子は機器の小型

化に,またハイテク・ハイタッチ時代に'、さわしい高画質

ブラウン管,フラットディスプレイデバイスもあわせて開

発している。以下に,これら新製品群の一端を紹介する。

住)集積回路

集積回路の代表格であるメモリにっいては各種あるが,

タイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)とスタ

ティツクランダムアクセスメモリ(SRAND につぃて

は,それぞれサブミクロンのCMOSプロセス技術を駆使し

て,高速で低消費電力の4MビットDRAMと当社のオリジ

ナル技術を用いた世界最高のアクセス時間(141〕S)をi夸る

IMビツトのSRAMを開発した。いずれも,ユーザーの使

いやすさを考慮した多種のパッケージ品を品ぞろえしてぃ

る。また,コンピュータの高速キャッシュメモリとして需

要が多い高速RAMにっいては, Bi-CMOS方式を用いたア

クセス時間12nSの64KビットECLRAMを開発した。

マイコンについては, TRON32ビットマイクロプロセ

ソサを複数メーカーと分担開発しており,当社ではM327

アミリと呼称している。今後のミニコン,エンジニアリン

グワークステーション,バソコン及びFA用制御機器なと

への需要が期待され,ソフトゥエア作成からデバッグ及び

実装評価まで一貫して行うことができる。

また,16ビツトマイコンMELPS7700は,最短命令実行時

問250nSの超高速・高性能で,そのシリーズ拡充を図るとと

もに,計測制御機能を持っ自動車専用の16ビットマイコン

も開発した。

AV分野では,今春から開始されるEDTV放送に対応す

るLS1を開発した。また, OA分野については,高速,高機

能の画像・情報処理に適したHDD, ODD制御LS1を開発し

た。

これらの開発を支援するために,遅延時間の自動計算や

製造プロセスのぱらつき解析を可能にするVLS1シミュレ

タを開発した。

②半導体素子

高度情報通信の進展する中で,通信機器の小型化,低消

費電力化,高速化,ディジタル化に対応する半導体の役割

がますます重要になってきている。光通信分里予においては,

長距離,大容量伝送に対応する高効率・高性能の単一波長

レーザダイオードを各種開発した。

衛星通信分野では,衛星搭載用としても使用可能な高効

率・高出力FET "Vシリーズ"を開発した。また,移動無

線に用いられる素子として,携帯電話用の高出カモジュー

ル4品種を開発し,機器の小型化を可能にした。

パワ一半導体素子は,当社独自の技術を活用してパワー

の大容量化・高効率化を推進し,機器の制御の向上や小型

化に寄与する一連のパワーモジュール品を開発した。

(3)電子デバイス・ほか

情報化時代の進展は,情報量の増加をもたらし,出力の

映像化は不可欠になっている。これに対応する高画質,高

精細グラフィックディスプレイ用CRTとして16形,20形を

開発した。エンジニアリングワークステーションやパソコ

ンに使用されるグラフィックディスプレイデバイスは,材

料面からの改良やディジタル技術を駆使して,高速・高精

細化を達成している。

また,将来, OA端末や車載用の表示デバイスとして幅広

い用途が期待される世界最高レベルの高精細TFT型の力

ラー液晶ディスプレイを開発した。

また,機器の高密度・高速化のために,半導体・電子テ

バイスを実装する多層プリント基板の開発につぃても積極

的に進めている。
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●自動車用冒イ生月ヒ 16 ビットマイコン M 37790STU 心1:ト保:)イ::::1jイ:1::'トイ}""ト州:トイ:'"'トイ"'"i船:ト州:トイ"":)イ":,'トイ:""トイ:::::トイ:::;1)イ1::1:トイ1叩)イ"",)イ""'トイ:,'"1イ,.川トイ(::1:トイ1::::)イ,"1,ト船:トイ"";トイ,""H:

M37790STJは,自動車のエンジン制御や変速機制御など高速りア

ルタイム制御が要求される機器組み込み用途を目標市場として開発

された16ビツトマイコンである。 1,3μm高性官をシリコンゲート

CMOSプロセスを用いて,

.高速な中央演算処理装置(MELPS7700シリーズ)

.タイマを核とする強力なパルス出力制御/計測機能

●]0ビット分解能高精度アナログーディジタル変換器

などをワンチップに集積している。

局速りアルタイム制御に必す(須)の高速入出力信号処理(μSオー

ダーの高速パルス入出力)は,ソフトゥエアだけで対処しようとす

^ノ、ノコノ用^フ]又コノトローラ M350OFP イ:'1(1トイ';'"トイ"'"トイ""')イ,""jイ"",H",">イ"".トイ"",トイ,""トイ,""M"",)イ""'トイ,・・i4・ル14,・・トイ・・,1イ・'・)・・,,・・・'・"",,"",",'",""",",",,,,,,Ⅲ,,川

情報化社会の進歩により,パソコンはOA化の主役としてビジネ セスにより1チップに集積しているため,少ない部品点数で表示シ

ス社会に欠かせないものとなってきた。特に,近年のLCDなどのフ ステムが構成でき,ラップトップパソコンに最適である。

ラツトパネルの登場により,ラップトップという持ち運びの簡単な 特に 2面のLCDを重ねて 1画面とする 2面デュアルドライブ型

パソコンが最近,脚光を浴びている。このような軽薄短小化の傾向 LCDパネノレにおける,水平スクロールや画面分割機能をハードゥエ

とともに,解像度や表示速度の向上,多機能化などの市場の要求が アで実現させているほか,モノクロ 8階調表示によるカラー表現や,
強くなってきた。 画面を有効に使うための表示領域補正機能など,当社独自のパネル

このような要求にこたえるため,当社では高解像度(6如X4即ド 表示制御技術を駆使している。

ツト)のCRT及し町(ネルくLCD, PDP)表示を 1チップで制御でき

るパソコン用表示コントローラN13500OFPを世界で初めて開発した。

M3500OFPは,表示制御に必要な約20Kゲートの回路をスタンダ

ードセル方式自動配置酉酪泉技術を用いて,1.3μmA12層CMOSブロ

● TV画面上文字'パターン表示制御用LSI M50458-X X XSP冊'噐川将船川制噐乢*"脚"肌"鵬"肌船"淵沸訓蹄削淵"蹄川刈肌"湘"噐、

ると,他の処理に対するオーバーヘッド量が増力口し,制御全体のり

アルタイム性を著しく損なってしまう。 M37790STJは,]6本の16ビ

ツトタイマとこれらのタイマに連動する入出力処理回路によってー

のようなソフトゥエアにかかる負担を大幅に低減し,複数の高速入

出力信号処理を並列に行うことを可能にする。

さらに,自動車のエンジン制御などの過酷な使用環境においても

十分にその能力を発揮するように,広動作温度範囲,耐サージ性.

耐ラッチアッブ性,スクリーニング(テストベクタ)などに対し設

計段階での配慮を行い高品質/高信頼性の作リ込みを行ってぃる。

近年, TV, VTRの多様化,多機能化及び操イ乍性の向上が急速に

進人でおり,チャネノレや動作状態などの表示にっいても見やすさ,

高機能化が要求されてきている。特に, VTRにおいては番組予約,

カレンダー及び操作手順などの複雑な表示を出す傾向にある。

これらの要求を満足するために当社では,12×18ドット構成の字

体フォントを]28種類内蔵し,]画面24文字X12行の表示機能を持

ち,縦スクロール表示,カーソノレ表示及び行単位にアンダーライン

の表示ができ,TV画面に表示させるときの出力形式として,RGB出

力による表示と複合ビデオ信号出力による表示の2種類が可能な

TV画面上文字・パターン表示制御用LSIM50458・XXXSPを開発

した。

EDTV対応LS1セット

● EDTV文寸「、;LS1 イ}::",':;;:●1船:H:"::)'::;1:トイ;1:::>イ1:=:j船:HI:::,,イ""'トイ",",'","jイ,"">イ,"・jイ・・',イ・・,トイ,・・,'・・,,イ,""トイ"",""",",",""",""",,",',,,,',,,,,,,',,',,,,,,,,,,,,,,川,,,,,,,,,',.,,,'

19即年春から放送が開始されるEDTV放送は,現行カラーテレビ

と両立性を持ちながらディジタル信号処理技術の導入により高画質

化を図るものであり,その基本信号処理回路を構成する専用LS1を

騰旧立製作所と共同開発(日立4品種,三菱3品種)した。当社が

担当したLS1は, M520舵SP 恨GBマトリクス), M50570FP 僅力き

適応色信号処理), M50571FP(各種同期信号発生及び標凖/非標凖

信号の検出)である。これら3LS1を日立製4LS1と組み合わせて使

用することにより, EDTVに必要な三次元フィルタとノンインタレ

ースを実現し,クロスカラー,ドット妨害,ラインフりツカのない

高画質像を得ることができる。また,高画質フレーム静止画,チャ

ネルガイド,マルチストロポ,拡大などの機育Eも持ってぃる。

75

このICは, NTSC方式とPAL方式両方の同期信号発生回路を内蔵

し,さらに,ビデオミキサも内蔵したことにより,内部同期のとき

は,複合ビデオ信号の発生が可能である。特に,複合ビデオ信号に

おける着色が文字単位に可能であり,さらに,文字背景色及びラス

タ色の着色もそれぞれ8色表示ができる。着色方法は, NTSC方

式, PAL方式いずれの場合も,カラーバースト信号に対する搬送色

信号の位相角を変化させ,これに搬送色信号の輝度信号及び振幅を

合成することにより着色を可能にした。一方,外音Π同期のときは,

外部の複合ビデオ信号と表示文字出力とのスーバインポーズ表示も

可能である

6 半導体と電子デバイス
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● ODDピックァップ用フォトディテクタ内蔵プリ

当社では他社に先駆け,カメラ・CD (コンパクトディスク)用に

センサオンチップ1Cを開発・量産しており,その光技術をODD (オ

プティカルディスクドライブ)へ応用したODD光ピックァップ用

フォトディテクタ内蔵プリアンプ1C M5210OFPを業界で初めて開

発した。 M記}0OFPは,780nmの波長光を450mA/Wの感度で光電 '

ノ、 、
ノ

変換する4分割フォトディテクタと変換効率30kΩの16MHZ広帯域 "i/

、ー'蔦妻ノ
イJ、 0"',

電流一電圧変換アンプをワンタッチ化し,超小型10ピン透明モール ノ

ゞンニず
ドに封入した。このため,フォトディテクタと電流一電圧変換アン

ノ"J ^ノ

',ノ、
プ間のE譜泉に混入する外乱ノイズを著しくイ園咸でき,シールドなど y

ノ

の簡略化によるセットのコスト低減や設計期間の短縮,更にレイア

IC外観ウト自由度の向上,小型化などが図れる。以上のように,今後のODD

● HDD第 2 世イ七サーボ1C 州:1船:H:::噐M::1::トイ1:::'M;:,:,H,,,H,,,)イ,,,H、,,,トイ,',",,,H"",H"",H,""H,"""、,",トイ","ト'・",阿・・,H・・,,・・・・,,・・,,・・・・・"","","",,"""",'"'"""'"""

HDDは,専用ICの開発と周辺技術の向上により,小型大容量

(3.5":20~30Mバイト)化が実現され,パソコン,パーソナルワー

プロなどOA市場にも広く使用されるようになった。記録容量を拡

大するため記録媒体を高密度化して,これらの高密度化されたディ

スクに見合うように,ヘッドアセンプリの位置決め精度と速度制御

の向上をポジションデモジュレータM認834FPとアクセスサーボ

制御用IC, M52838FPによって実現している。

小型HDDのシステムブロック図に示すように,高精度サーボ回路

をM52834FPとM52838FPで構成することにより,ディスクリート

刈路に比べ大幅に小型化ができた。

'フフ,:ノ'フ,1(> 1V15210 O F'F)イ:::::トイ:Ⅲ:トイ1Ⅲ:トイⅢ,H,,,H,,、jイ,,,:,H"",H",,,)イ",、H、",トイ'川,トイ,""トイ川,,H・・、,トイ・川,・・

機器には,このICのようなセンサー体型デバイスが不可欠である。

●メモリ内蔵 1 チップディジタルディレー用IC (M50198P)船"淵"噐川将'朏"脚"噐峠滞'朏"肌川將冊"淵"噐"噐"肌川將船桝鵬川淵'淵川

当社は他社に先駆け, AD・DA変換に適応型デルタ変換方式を採

用し,低コストでサラウンド用ディレーシステムが実現できるフル

CMOSディジタル,アナログ混在ICを製品化している。

今回開発したM50198Pは,ディレー機能に加え従来夕H寸けが必要

であったメモリ(8Kビット)と変調用コンパレータ(1個)を内蔵

した。また,遅延時問モードを 8段階マニュアルおよびマイコン制

御可能とし,さらに遅延モード切替時に発生する特有なノイズをデ

イジタル的にソフトミュートする機能も内蔵した。

以上のようにM50198Pにより,受動素子のみの外付部品でディレ

ーシステムの構成が可能になった。
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● 1 チッフ゜1C 力_ド( MF5802 _ X X X P/C X X X )イ:::11H:::111船:ト側:トイ::::1卜船:)イ1:::;トイ緜:トイ::::11イ:;:::)イ}::;11イ::1::H:::1:トイ:;1::HI::::トイ:::;1H:;:::H;::::ト船:ト川:)イ::!{:H;}:::1イ::1::HI::::蹄1 {

この製品は,磁気力ードに代わり,1C力ードの主市場を形成する

と期待される金融.流通用途をはじめ,多目的用途をねらって開発

したもので,2KバイトのEEPROM内蔵専用ワンチップマイコンを

開発搭載してぃる。このマイコンは,1C力ード専用マイコンとして

世界で初めて7Kバイトの大容量ROMをもたせ,合わせて記憶デー

タの誤り救済のECC (Error checking and correction)機能を与

えるなど,金融・流通・多目的力ードが必要とする機能と高信頼度

を実現してぃる。また,最大16バイトのぺージ書き換えと,

READY/BUSYによるポーリング機能を内蔵して書き換え時間は

大幅に短縮可能となった。 1/0はUART (universalAsynchronous

Recjver Transm北ter)を内蔵しデータの送受信を高速化している。
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^ ISO^1処:"ニテ'イスク言!ユリ旨]'.^ LS1 船:ト船:トイ:::::トイ:::,、ト州:)イ:、1}:トイ,,::)イ,,,,>イ,,'トイ小,,トイ,,,H,,,1イ,,,iイ,,,M,,,iイ,,'H,,,M,,,,トイ,,,トイ,,,トイ,','H',',トイ,,,H",,H艸,1イ,""H"",トイ川"M川,,M"",)イ"",阿""'".""H,,"

IS0フォーマット準拠の光ディスク用誤り訂正LS1を,1.3

μmcMOSスタンダードセノレプロセスを用いて開発した。この

1チップLS1とLS1を制御するマイクロROMのコンパクトな構

j^;美露工"、1駄

、ム壬S{,ト=成で,リードソロモン符号とCRCの符号化,復号を実現してい
遼黍鞁罫
'一心0{重P

る。このLS1によって,512バイト/セクタの場合,最大40バイ

トの誤りを0.5mS以内に,また復調段階で得られる誤り位置情
'」 11 }

報を利用すれぱ最大80バイトの誤りを0.6mS以内に訂正及び

CRCによる誤訂正検出ができ,ビットエラーレート]0一詑以下の

高信頼性と2,40orpm光ディスクのりアルタイム訂正を可能に

した。

半導体と電子デバイス

^ 1亘]1t各、:ノ、二1 ιノ^タ'イⅢ;(トイ:1Ⅲトイ::批MI::::H:削:トイ:::::)イⅢコイ揣1":甥:ト松::トイ:::;{H{::::)イⅢ;:トイ;}:::トイ::護H:(:::)イⅢ1:トイ1揣)C*トイ:::1{M:}:::)イⅢ"ト膿::ト4::111H11:::トイ:::;:H1謡:トイ:Ⅲ1トイ:::;:)イ::噐トイⅢ:1H:謡1トイ:;1:11イ1:ⅢトイⅢ::トイ11ⅢM鵬;HⅢ::M::諦HⅢ;1トイ1:

を短期問に解析する必要があり,ユーザーインタフェースに優れた回路シミュレータは, VLS1女どの回路動作を解析するシミュレ

ータである。従来から回路シミュレータは,数多く開発されている 回路シミュレータが必要である。

これらの問題を解決するために, MICSでは大規模回路(1万素子が, VLS1の回路シミュレーションを高精度に,効率良く行うために

以上)のシミュレーションを可能にした。また,精度の面では, RCLMICS (Nlitubishi circuit simulator)を開発した。

モデルを用いた分布定数回路による配線の記述と,トランジスタモ最近のV上S1は,回路が大規模化され,酉酔泉幅は微細化し,また,

デルのユーザー定義,及びテープル記述を可能にした。さらに,使ASICのように多品種少量化されているのが現状である。このため,

い易さの面では,シミュレーション結果から信号の遅延時間を自動従来の回路シミュレータをVLS1に適用したのでは,大規模回路の

計算する機能や,製造プロセスのぱらつきを解析できる統計解析機ために計算が収東しなかったり,配線モデルやトランジスタモデル,

能を取り入れた。この結果, VLS1の回路シミュレーションを精度良が実回路の動作を正確に表さないため,精度の良いシミュレーショ

ンができなくなった。また, ASICのセル設計では,数百に及ぶセル く,効率的に行えるようになった。

6.2 半導体素子

^^'性首E M M IC月1 セルファライン FET イ::::1":1:::トイ:::;{H:淵トイ::;}:トイ::::1H:{:::トイ::::;ト州:トイ1::::ト船:ト船1,側:HI:1::ト側::トイ;}:::)イ1::;:ト保1,イ!}:::トイ:::::)イ::::1阿{::::)イ:::::トイ:::11H:::::トイ::Ⅲトイ::}::1楳::トイ:1::{トイ:;:::トイ:11::トイ::;1:>
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電流(mA)

歎み

フフ

ノタ

各種マイクロ波通信機器の高機能化をねらい,高周波特性に優れ

た0.5μmゲートの自己整合型GaASFETを開発した。このFETによ

り,12GHZ帯で最小雑音指数,電力利得がそれぞれ1.25dB,9.5dB

従来のりセスゲート型GaASFETをしのぐ世界トップレベルのレ
^,

特性を実現した。これらの優れた特性は,加工寸法が0.5μmの微細

なWsi電極上に低抵抗のTi/AU二層膜を自己整合的に積層する当

社独自の三層ゲート構造と, LDD (L喰htly D叩ed Drain)構造を

採用することにより,初めて達成された。このFETの開発により,

1.5μm帯単一波長レーザの

光出力対電流特性

80、 1 5μm DFB』PPIBH
CW

RT

20

IS0準拠光ディスク用誤り訂正LSI

0

特性並びに均一性が大幅に改善でき, GaASFETを主要構成素子と
FETの断面

するMMICの高性能化,低価格化への道がひらけた。

●高出力 1.5μ m単一 j皮長レーザイ1::::ト船:ト船:>船:,イ::11:トイ;::::ト船;トイ:;}::)イ:::11H:●1::"1:::}1船":::MI:::;,イ:1;1:HI::::トイ:::;;1イ:::●;1イ:::;1M噐:H,1::1,イ1::::1イ1::111イ}:(::トイ●:::;)イ::;,;H:::::H:::::トイ::1;:トイ{1:1:ト州:1イ:::1:ト船:川:"ト'::::1トイ

長距寓を・大容量光通信用の光源として,1.5μm帯の高出力単一波

長レーザが要求されている。しかしながら,1.5μm帯の単・一波長

DFB (Distributed Feedback :分布帰還型)レーザの効率は1.3μm

帯DFBレーザのそれと比較すると30~50%小さく,高出力化が困難,

であった。当社では八10CVD (Metal organic chemica! vapor

Deposition :有機金属気相成長)法により,独自のPPIBn (P-sub・

Strate partiaⅡy lnverted Buried Heterostructure)構造を用いて

1.5μm帯DFBレーザの高効率化(0.39mw/mA)に成功した。その

結果,室温連続動作において],5μm帯単一波長で世界最高の光出力

フ7mWを1与ることができた。
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^オ亟イ氏しきし、イ直』卓^'皮長:1n GaASP レー→ナ'イ","トイ.""トイ,""H"",トイ"'">イ,'川H'"")イ"",トイ"")イ"".トイ",")イ,""トイ","トイ'""H",")イ,""トイ':川卜側::HI:::}j4'""H'""トイ""'トイ""'トイ'""トイ'""iイ":"トイ""'トイ""'1イ"'"トイ":")イ:::::ト

消費電力の低減及び零バイアス変調による駆動回路の簡略化の観

点から,低しきし"直の半導体レーザが望まれている。当社では

MOCVD (Metal organic chemical vapor Deposition :有機金属

気相成長)法により独自のPPIBH (P-substrate parti且Ⅱy lnverted

Buried HeterostNcture)構造を用いてしきい値電流3.1mAの単一

波長lnGaASP DFB (Distributed Feedback :分布帰還型)レーザ

を開発した。このしきい値は,通常のファブリベロー型レーザをも

含めたlnGaASPレーザにおいて世界最小の値である。このレーザを

用いて零バイアスでIGbpsRZ変調を行い,良好なアイパターンを

得ることができた。

IGbps RZ零バイアス変調パターン

@光i甬イ言用局 i東単一波長レーザ'船;ト側:トイ1:::!ト船}トイ:;1::トイ:::}}ト船:ト側:)イ:::1;トイ:1;::)イ::::}トイ:::};トイ:11::トイ::;;1トイ}:::1)船;H}1:::ト船;トイ::1{1H11;::トイ1::::H{:::;ト膿:トイ1::::トイ:::;{ト4}1{::トイ:::};トイ:}(::トイ:::;1卜棚:iイ:::;1卜侃:1イ:::::ト側:ト卯:)イ1:

長距離・大容量光通信システムにおいては,その伝送容量がギカ

ビット/秒級へと移行しっつぁる。当社では独園のP基板を用いた

PPIBH (P-substrate partia11y lnverted Buried Heterostructure)

1鰯告を提案し,単一波長で発振する分布掃還型ΦFB : Distributed

Feedback)レーザを開発してきた。今回このDFBレーザにダブルチ

ヤネルメサ構造を適用するとともに,電極面積の狭小化を図るこど

により浮遊容量を低減し,遁断周波数4.3GHZ,立下り時間80PSの高

速単一波長レーザを開発した。これによりヨーロッパで普及しつつ

ある2,4GbpSの光通信システムの光源上して,この高速単一波長レ

ーザを供給することができる。

卿光通イ言用半導イ本レーザ'イ1蹄船:H::::;1イ:1;{:トイ::::})船:トイ}{:::)船;ト側:";:::})船:トイ11:::ト船1卜→;1:::トイ:::1}1C(::)イ::1{:1イ}:::}綿}{";;:::)イ::};1H:11:1トイ1:::1トイ1:::}トイ:};(:トイ;1:::)イ:::1;トイ11{::トイ:::};1イ;;1{:)イ:::1;j慨:トイ1::};ト磯:";:::;1イ:};::トイ1::;}H::::;}イ:::

光通信システムの長距離・火容1耻化に対1心し,光ファイバ伝送特

件.・瑚折点測定に使用される光源に対しても高出力化の要諸が高ま '゛渉 J
^^

つている。従来から定評のある1.3μm帯高出力半導体レーザ 1、、'、、

N北7XXIA (XXはパッケージの変化を示す。)に,低■財氏抗化及

ひ端面反射率制御技1荊を採用し,出力を更に高めたパルス20omい'レ

ーザ入IL7XX3を加え,このシリーズの充実を図った。・ゞ方,光加入

者系や1"ANの普及を促進するため,低雑音で高信頼度を持長どゞる
_三一

通信斤扣 78μm半導体レーザML40HORを製品化した。二ω製品は,
.".ー

＼§、＼ゞ＼ム
＼＼＼＼＼＼ゞ＼ゞ＼_ノノ,、i主一ー縦マルチモードにより低雑音化を図った従来の民生用レーザに一井士

独自の高信頼度化技術を採用し,予淡嚇々畔XaooFit以下の」二記迪伶

用に最適な特性を実現したものである。 通信用]'3μm高出カレーザ及び0.78μmレーザ

@光通信用アバランシホトダイオー

長距雄大容量光通信用の]μnγ帛受光素、fどしてlnGaASアパラ

ホトダイオード(APD)を開発した。 1nGaAS-APDは,従来ンシ

この波長帯で用いられてきたGe-APDと上ヒ較して低暗竃流・低籍

轟駈滝穀悪鷲
W遜熊鵜繍随遭隈
懇豊劃

, ',

高速単一波長レーザ

音'・商速応答などの特長がある。結晶成長には液栴成長ど比較して

制御性に優れた気相成長法を刷い,層厚と不純物濃度の御Ⅱ卸陛を商

めた。素子槌造にはプレーナ脆造を採用し均一な十副音除能を得る七

后N寺に, Beの 2段イオン注入でガードリングを形成丁るこどにより

信゛貝性の向上を図った。これらの技術により受光径80μmで艦"途轟

20nA,過剰雑音係数5,遮断周波放3GnZ以上の商い性捕Eを突現し

た。
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^手多^イ本i盈イ三 j羽^ j司^'ギ i尊イ本1秦'子.船}H;::::トイ:::1:H}1:::H:1:::トイ::1::HⅢ::ト松::ト鄭1トイ::1::)船;ト側::トイ::捌H::::;トイ謡::トイ:捌:)鄭1:ト側:ト剃::)船(ト側:トイ::肌卜棚::トイ::1::>イ:::::)イⅢ"H::::;阿::1;:阿::;::トイⅢ将イ{Ⅲ{トイ::{::トイ:::::1イⅢ;}トイ

自動車電話システムが世界的な規模で普及をみており,さらに携 主要特性

帯化が進められている。当社では,高性能なGaASFETを用い,高効

率携帯電話用RFモジュール4品種を製品化した。これらのモジュー

ルは, GaASFET3段の電力増幅器で,動作電圧6V,入力lmWで

1,6W以上の出力電力を55%の高効率で提供する高性能を持ち,45

mmx]2mmのノ上型ノくツケージに収めた。この高効竿は,当社の局、1生

能な高出力GaASFETを導入し,高度女F級回路技術を駆使して実現

したもので,従釆のシリコントランジスタを用いたモジューノレに上七

べて,電源効率を1.5倍向上させた。このため無線機の電池寿命を大

機噐の小型化が可能である。幅に延長させるこどができるとと もに

^ 90 G HZ1帯{j超宅晉ヨ首ミニ〒→ナノ/ξ受イ言 1幾側:)イ:::1:,剃;1M:}:::ト化::ト膿IM}:1::ト船1トイ1::::斡1::11":1:::)イ::批H;::::トイ:::1:トイ1:::1HI::::}イ:;捌H}::::H捌:{}イ:::{:トイ(::::ト化1:H;::::)イ;Ⅲ{トイ}:噐H:雜H:::1:":噐:トイⅢ:}ト→Ⅲ:;H}:::;トイ::獣H:::::)化::ト

超電導トンネル接合のJ隊泉形性を利用したミキサ/受信機は, ミ

リ波帯での低雑音受信機として注目されている。今回,ミキサ用ト

ンネル接合として,電気的特性と機械的安定性に優れたNb/AIOK

Nb接合を用いて94GHZ受信機を製作した。この受信機は,受信機躯

音温度10OK(NF=].3dB),ミキサ変換損 3dBという低雑音,高性

能特性を持つことが明らかになった。また,受信機のもうーつの主

要構成要素であるIF増幅器として, SQUΦ(超電導量子干渉素子)

増幅器を新たに開発した。このSQUID増幅器と超電導トンネル接合

ミキサを結合した超電導受信機を世界に先がけて実現し,受信機雑

音温度を更に低減できることを笑証した。

形 名

90GHZ帯超電導受信機

^ーマル'チギかビットイ云i苦j羽レー→ナ'タ"イニす、^ド^ Sニュールイ,,,、{ト側:iイ:::{:H{:::1H:;;::HI::::)イ;蹄H1Ⅲ;)捌:;H}::::トイ:黙H{::::トイⅢ{:ト船1卜船;}膿:H::器卜剣Ⅲ"::1:1卜仁::HI:::;ト船:トイ:::;:ト

光ファイバを用いた長距鞭・大容リ連簣県伝送系や,光CATV用高

品質・広帯域伝送系の光源として用いるための高性能レーザダイオ

ドモジュールを開発した。このモジュールは,高周波1寺性・熱遮

.^、鼠1τSUBISHI断;寺性,光結合特性に優れたパッケージ構造を採用することにより,
FU一ε*SDF

4GbpS程度以上の伝送が可能な応答速度,低消費電力,高信頼陛を
淳声.、゛、゛、^唾、゛,

持っている。 光プブイバ伝迭呈各からの戻り光を遮1折するためまた, _三^

の小型で高陛能な光アイソレータを開発し,内蔵しているため,低

い稚音レベル七高い発光スペクトル純度を実現した。

FA01301

舞{皮政1誓

(入IHZ)

FAO]302

FA01303

915-9451

動舮電圧

X',,

CX")

FAO]304

王

890-915

;」_

要特
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824-849

!票豆'.、/,

5.5

872-905

出刀電力

P。

ハロ

6

-4.1

",

6

託'合効斈

フ力在

{00

-5

1.6

6

-5

入力電力

P川

(mlv)

1.6

109ε7543

ミリ波帯ハイブリッド結合型注入同期増幅噐

-5

56

モジュールの外観

●ミリ j皮寺芸ノ、イブリッド市吉^翌!j主,入同其男士曽φ畠暑昌→::捌HI::::ト怜:トイ湘:)州:ト船;H謝::トイ{::}1卜朕:::)イ:::;1H11}::H}::::)船:トイ::1::HI:::;H:;捌トイ:::::ト松::":::1{ト船11化:}トイ::捌トイ1:1:1卜化::ト船;H::{::トイ:::::H}:;

1.6

55

備考

1.6

55

ノ,ーデ、ロ」ユ

ダイオード増幅器などの反射型増幅器のうち,ハイブリッド結合

型増φ扇器は,ノ上型な構造で電力合成力§できるうぇ,サーキュレータ

を用いることなく入出力の分離ができるためミリ波帯の高出力増幅

器どして用いられる。しかし,各単位増幅器を注入同期で動作させ

た場合,手噺昇が高いため出力負荷の反射とハイブリッド結合噐のブ

イソレーションの影粋により,合成損失力"曽加し出力が低下する問

題がある。今回,この問題を出力負荷の反射とハイブリッド結合器

のアイソレーションどを打'ち消し合うことにより,合成損失を低減

したミリ波帯高出力増幅器を開発した。 W帯で得られた性能は,利

得NdB以上,出力29dBmである。

55
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SAW (surface Acoustic wave,卓性表面波)を用いると, VHF

~UHF帯において直接発振する発振器を実現できる。このため,マ

イクロ波帯の信号源としてSAW発振器を用いる上,水晶バルク振

動子を用いた発振器に比べ逓倍数が少なくでき,装置の小型化や逓

倍に伴う雑音の低減が図れる,1GHZ帯SAW発振器を開発した。発

振器は,アンプと2端子対SAW共振器とからなる帰還回路により

枇成した。回路は, N11C (Nlicrowavelntegrated circuib 線路を

剛いて1蒜成することによりノ上型イヒを図った。条隹音フロアレベル糸勺一

]50dBC/HZと低雑音である。

●高耐圧,大容量,高速パワ-MOSFET, BI-MOSFETモジュール

高周波,大容量,低電力駆動などのスイッチングパワーデバイス

の市場二ーズに対応すべく,50OVMOS系モジュール5 品種を製品

化した(MOSFETモジュール:75A,10OA各]素子入り。 BI・MOS

モジュール:20OA,30OA各 1素子入り。 20OA 2 素子入り)。製品化

に当たり次の技術を開発した。①高速化,低オン抵抗化が可能な最

適ライフタイムコントロール。②安全動作領域,破壊耐量向上のた

めのMOSFET及びBIP-TRチップのバランス設計。③内音磁孚遊イ

ンダクタンスを低減するパッケージ構造設計。以上により高周波イ

ンバータ, UPSなどの無騒音化,高精度制御化,小型化を可能にし
J,、

ノ、_。
ノξワーモジュール 左上 UN120OCHA・]0 右上 UN130OCHA・10

左中 F入110OHY・10 左下 FM乃HA・10 右下 UM20OCDY・10

^ノ、ワ^ IC 'モ:ーンユ^ル心將儒;:トイ1蹄1イ:::}:トイ:::;1H:1::訓彬1:トイ1:Ⅲ1イ:;11:ト棚::iイ::1::トイ:::};,心::ト徐::)イ淵1トイ謡1{トイ淵トイⅢ1:ト船1:トイ:::}1H111::)イ::1;:H1噐;トイ:;1::トイ:::1;H:11::H湘洲批M}::::)イ::};1H;}:::HI::::トイ:::1:ト松::)イ::謡1イ::1;:トイ1::;:H;::::トイ:::};トイ謙

3φインバータ用15A,50OVのパワ-1Cモジュールを開発した。

こσ)バワ-1Cモジューノレは,3 ψブリッジ0)インバータ,1 ψ又は 3

φブリツジのコンバータ,駆動回路,保護回路,インタフェース 2 回

路を一体化したものである。

パワーデパ'イスに,1GBTを採用し,保護機能七して過電流保護・

温度保護・制御電源電圧低下保護機能を内蔵した。 また, インタフ

エースどしてホトカブラを内蔵しており,バワ一部の電気的絶縁を
二1

うどども{こ TTLコンバチブルの入力信号により倒Ⅱ乍を可能どし
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IGHZ帯SA＼V発振器
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●ストロボ用 IGBT ,#:::"噐●"":=H::11:H:::#H馴"*"ト棚:,船:"}:::●)船●"淵ト'"":"こ::,船;H:1Z:"::";"噐"馴H(::::jイ::;1:トイ;:*)側:H:::""":""""M*:訓謡:ト棚:トイ:"::H::::;トイ:::#H:捌",:*":謡"1""H:蹄卜W:"m"ト側:HI::"1イ

ストロポの調光方式は,大電流を扱うためサイリスタ方式が主流

であったが,今回DRAMの微細バターン加工技術と,パワーデハイ

゛゛、、',タ
スの而邪吋圧・大電流化技術とを組み合わせた新しい自己消弧型パワ

ーデパイスであるIGBT (1nsulated Gate Bipolar TYansistor)に

改良を加え,大電流パルスを扱えるよう最適化したストロポ用

IGBTを開発した。このIGBTの採用により,近距高併最影時の調光性

能が向上し,またストロボ制御回路の大幅な簡素化によりセットの
^

气、

小型化ができるほか,超高速繰り返し発光など新しい機能をもった

新カメラシステムの実現が期待できる。

' 1
4 5

ストロボ用IGBT

E、¥y、

80

"'^ ◆1 1

パワ-1Cモジュール

(右) C120TM q,=]30A, VU=40OV)

(左) CT30SNl q,=180A, VU.=40OV)
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6.3 電子デバイス

^マル^タイミングストアード:方王比オートトラッキンク'ディスフ゜レイモータイ{::::ト船:阿1郡阿謝::)船;1イ::ⅢM::}:1阿Ⅲ::ト化1:H1Ⅲ:)札::HⅢ;:ト棚:)

整データの管理,オートトラッキング方式上の制御出力などを内蔵最近市場二ーズカ井広大,多様化するEWS(Engineeringworksta・

されたプログラムによりコントロールしており,工場内での自動調tion)及びハイエンドバソコン用のディスプレイ端未として,今回デ

整や,フィールドにおける多様な要求に対し,ブレキシプルな対応イジタル技術を導入したマルチタイミングストアード方式のオー

トトラッキングディスプレイモニタを開発した。 が可能である。

機盲E的には,従来のアナログ回路によるオートトラッキング方式

とは異なり,マイクロプロセッサ,不揮発性メモリ,ゲートアレー, い" 1

D/Aコンバータなどのディジタル技術を用いることにより,最大

20モードの異なるビデオ信号入カタイミング(水平周波数:30-64

kHZ/垂直周波数:50-90HZ)に対し,ぞれぞれ画面幅,位置,ひナ

み補正量などの調整データを内部メモリにストアする方式七なって

いる。また,フィールドにおける調整は前面パネルのティジタル
^^'^J"^

S＼V,タッチボタンにより容易に可能である。

16"オートトラッキングディスプレイモニニタ以上のように,このモニタは各ビデオ入カタイミングにおける調

●局i東三を^,^毛季^^刀'<20 翌!カラーディスフレイ管標::H;:n:)イ:::{;j船:ト例::1船1卜船::)イ:::::jイ:::{1トイ:::::H:1::1トイ:1::1卜→:!11:)船;H:::::トイ::;:;ト船:HI{1::H:蹄H;:1::H:1::;トイ1::::)船:阿:::11H;::{:>イ}::

今日CAD・CAM・CAEなどのグラフィックを扱うディスプレイ用 ーカス性能を実現した。

CRT装置には,より高解像度・高密度表示が求められている。

これらの要望にこたえるため,20型90度偏向,ネック径29.]m郡,

蚤光面ビッチ0,26mm,水平周波数9吐HZ,表示容量2Mビクセルの

超高解像度カラーCRTを開発した。このように高解像度化を図るた

めに,偏向ヨークはサドル/サドルタイプとするとともに,低損失

コア材を採用し高速走査時の温度上昇の低減を図り,シ十ドゥマス

クには低熱脂鋼長材であるインバー材を用いた。また, DBF(Dynamic

Beam Fonning)タイブ電子銃を採用 g ることにより,良好なフォ

^乍君n方」上イ逆上王里!型カラ^フラウンー;イ1::::1イ:::Z卜州:)イ{:::;トイ:::1:H;:::;1郡{":1:::)イ::::;ト→:1:::i船1卜化}:トイ肌;}イ:(1::H:::::)保lj船1トイ:;捺卜保:1船:H:::::1休::H::::()イ1::::1イ:::::M,,,トイ',,,,トイ,",阿",,,>イ"",トイ"",H",,H川"ト

(4)透明で平滑な導電膜(Cコート)カラーブラウン管は,高電圧で動作させるために表面チャージに

よりちりゃほこりがフェース表面に付着しゃすく,輝度低下などの 得)表面の正反射を防止した見やすぃ映像促コート)

画質劣化が生じたり,表面を手で触れたときに静電気により人体へ

・く

不快感を与えたりする問題があった。今回,ブラウン管の表面に

Sio.(シリカ)系の導電性物質をコーティングして表面チャージを 1,

ノ',ハ

アースへ逃がす方法を開発してこれらの問題を解決した。これらの
-1手ぐゴ
、,

技術を通常のテレビ用のみではなくディスプレイモニタ用カラーブ
ヲ・tプj

ラウン管にも適用した。主な特長は次のとおりである。
,"

y
'

a)良好な表面電位減衰特性(SW ON・OFN割 イ'"<ーゞ松向"＼途ナ

y一「、■^、一岡^

也)強じんな膜強度価更度,耐摩耗性,接着性,耐薬品性)

三菱帯電防止処理型カラーブラウン管栂)表面抵抗値の安定性(耐環境,経時変化)

^ CRT 冒 i東反昔1査j羽フェライト制::)船1トイ::::;ト偶:ト船;)イ:!;::トイ::::1)膿1卜棚:{トイ::;::H::::;}イ::}::トイ1:譲1船{ト4:;肌トイ::::{j側:HI:::;ト船;H::批卜側:ト→;}:::j→;::1;H::;}:トイ1}1::ト側;1船{1イ:::::トイ1:Ⅲ卜冊:ト→:::;:トイ::;::トイ:::11卜船;":;:::"1Ⅲljイ

て世界最高水凖を実現した。杠)偏向ヨーク用フェライト

高速走査偏向ヨークとして留意すべき項目は,①りンギング,② 他)フライバソクトランス用フェライト

高速走査フライバックトランスとしての重要な特性は,温度上昇電流飽和,③発熱,④温度上昇に伴う特性劣化の4点である。特

の低いことと,電流余裕度の大きいことの2点に集約される。フェに,①に関しコンピュータシミュレーションをイテつた結果,フェラ

ライトとしては,パワーロスカシ上さく,かつ飽和る茲束密度の大きいイトの具備条件としては]ぴΩ一m以上の高抵抗が必要との結論を得,

ものが要求される。この特性は,相反するもので同時に実現するこバワーロスの小さい材質の開発を行った。

とは困難であった。このたび,実機テストによるデータ解析をもと材質名LT, LVは, Mn-Mg-zn系で64kHZ程度までの用途を対

に組成,結晶組織,製造条件などを総合的に検討し,フライバック象とし, LH, LH一Π(仮称)はNi-CU-zn系で90kHZ以上をねら

トランスとして,温度上昇,電流余裕度共にバランスのとれる優れいとしている。 LH一Πは,130kHZ走査を目標に開発を進めてお

た材質としてNVを開発した。り,主組成・副次成分及び製造プロセスの最適化を図ることによっ

1,

81

超高解像度20型カラーCRT
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冊書換え型光ディスク装置用光へッドMR-5HI

MR5H1形光へッドは,光磁気方式の書換え型光ディスク装置

用小型高性能へッドで,次のような特長を持っている。

、'、、'、山光へッドきょう(筐)体及びアクチュエータ機構部の軽量化と高

剛性化により周波数特性を改善し,さらに高透過率の光学系と高出 、ノ__ゴノ J

力半導体レーザの採用によりディスク回転数2,40orpmに対応でき

る。
ー{》舞

伐)再生信号のC/Nが高く,フォーカスセンサのりニアゾーンが

広い。

得)光軸精度が高いため,ドライブへ無調整で組み込める。

光へッドMR-5 H I④小型63mm(D)×48mm(W)×27mm(H),韓量(82g)である。

^ SORヨ支1置,入^f判ライフナック側::ト船}ト船:ト剣:1}船}ト側:)化:ト4:1:::H:::1;1イ:1:::)イ噐1:HI:::}トイⅢ1:ト4;1:::HⅢ}:ト棚:ト保:ト側::)イ:批:ト松::ト卯:1粥::ト側:HI:謡1心::MI::::1イ:!!;:ト側:;ト船::H:::11卜棚:!ト保:トイ{:::1トイ:;{::ト船:ト船:H

直線加速器(ライナッ超LS1の露光装置を中心に,シンクロトロン放射光を産業的に利 ビーム性能仕様

用する気運が盛り上力引),シンクロトロン放射光の発生装置として

SOR装置が脚光をあびている。 SOR装置は通常,ノ、射用ライナッ

ク,シンクロトロン加速器及び蓄積りングにより枇成されている。

人射用ライナックは,後段のシンクロトロン加速器での加速効率を

よくするため,従来のライナックに比べ特に,①ビームのエネルギ

ースペクトノレが小さく,エネノレギーの安定度が良いこと。②ビーム

のエミッタンスが小さいこと。が重要である。

当社は30年に及ぶライナックの製造実績ど,①エミッタンスの小

さい電子銃。②ダブルプリバンチャー。③安定度の良Lソ勺レス変調

イ:斐::>イ:::韮トイⅢ馨トイ:雰1:トイ:噐1トイ*需jイ:1{::ト':::;1HI::::iイ:::髭H:斯:M誌;::M;::::H1噐トイ::批HI::::1イ:芸1:H:::誌"1{:::iイ誰::1トイ::耗:"}::::トイ:野::トイ霊1::トイ::認:トイ;:::;}イⅢ非ト

器。などの新技術の開発によりSOR入射用ライナックを製造してい ヒー/、エ_ミッタンスはビー1、サイスとビーa二

JJ割放角の積に上U列する暈である。
る。現在,ソルテック愉から受注したSOR光源施設入射用電子

^ワイ^フjt'ン^'イングネ貪1査ヨ走1置船:トil:::!H:11::MI::::H:1!1:ト矧:;ト船:M;:::;1イ:;{::ト船;阿;:::1洲:二MI::::ト船:HI:::}↓化::トイⅢ;;ト棚:H:::::ト俄::ト棚:トイ:::!;トイ:獣:トイ;::::j4;1;::H::謙トイ:};::トイ:::;1トイ:::::)船1トイ{:Ⅲ1船:ト鄭{トイ1:1::H;::::トイ

,旦座( C)

ベアチップ実装基板のワイヤボンドは,極めて冶孔寸言*頁性が要求

される。従来は,熟練者が全ワイヤの外観を目視検査していたが,

今回人間の検査に匹敵する機能の自動検査装置を開発した。ボンテ

イング位置のずれ,接合不良,及びワイヤの三次元布吊鷲蚤路などの

電気的試験では確認できない項目が検査できる。多数のワイヤカ斗司

密度に百酬家されているため,光学系の配置や画像処理速度が課題で

あったが,焦点ステレオ方式の光学系やストロボ式照明系と,マル

チプロセッサや専用パイプラインプロセッサを備えた高速画像処

理裴羅を採用することで解決した。その結果,図のような 7項目の

検査を,1ワイヤ当たり]oomS以下の高速で検査可能になった。

ク)は,昭和63年12月

完成予定で製作中であ

る。このライナックの

ビームエネルギーは40

MeVで,ビームライン

の全長は約9.5mであ

る。主要ビーム陛能は

表に示す値であるが,

大幅に上まわるデータ

力巧寉認されつつある。

y/
/

ワイヤポンディングの検査項目

^^1尋フ゜りント i基ネ反j羽而寸j執イ生本オ米斗イ1:::;川捌HI:::11船:HI::::i4::1::トイ{:::}川11:ト綿:HI::::j標::ト船}1船:)イ::::;1化1:ト矧;H}1Ⅲトイ:::11H:淵トイ:::};H:1;::HI::::H:;1::ト州:ト船::トイ1:::;H:{{::ト搬1卜4!;:::トイ:::1:トイ::::;ト4:;:::ト船;1イ:::;:トイ

高密度多層プリント基板用の耐熱陛材料を開発した。一般に耐熱

性材料は,加工性が悪いと言われているが,この材泌kよボリマーア

ロイ化技術を用いてモルホロジー制御することにより,加工性を改

善するとともに,硬化物の諸1勿注(機械1寺陛,接着性,電気1寺性な

ど)を向上させたものである。

主な特長として,①ポリイミド並みの高い耐熱性を持つ(ガラス

転移温度:200゜C),②梨ゞ彭脹率が汎用エポキシ桂釧旨の 1/2,③吸

水率がポリイミドの 1/2,が挙げられる。この材料を用いた多層

基板は,はんだ耐幸八性が良好で,高いスルーホール信吏則生が期待で

きる。

征)ヒームエ才、ルキー

唄轡

佗)ビー1、電流

(3)ビー1、ハルスじ踊

粍)ビー/、黙1り返し放

帰)工才、ルキースヘケトル

(6)ビー1ーナイズ

櫛ヒー1、兆散角

40入lev(ビー1、負荷時)

45M'(既臼荷畔)

30mA以上

① 3μS以ト

②]or】S(半価■岳)

0~3HZ可変

士】.5%以1

文2脚以下

上3mYad以、F

仕底愁

はがれ/な

位鐙ず

ICチソフ

200 300

ポンディングパソト

*亘}=

82

正常

③

:ニ" 1Liなし

ち之上れ

0

@位澄ずれ

①IC側

②IC側

③基板側

④基板倒

0

ボールなし

ボールイ立遣ずれ

ステソチなし(はがれ)

ステッチ位置ずれ

正常

0

⑦才

⑥たるみ

4

ク折れ

⑤ワイヤ

⑥ワイヤ

⑦ワイヤ

3

2

一怜エホキシ(FR-4)

ソク折れ

開発
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7
昇降機の分野では,ビルのインテリジェント化に対応し

新しい群管理システム《AI-210のを開発した。これて ,

は,ビル固有の交通に最適なエレベーターの君羊管理を企図

したもので,エキスバートシステムとファジイ理論と力井采

用されている。

また,ますます高級化・イ固性化する市場の要請にこたえ,

規格型エレベーター全機種のモデルチェンジを行った。

段と高いかご室天井やハイテク照明の採用により,ゆとり

があり一層使いやすいものとした。

さらに,油圧エレベーターでは,機器カシ上型化され機能

も充実した小規模ビルに最適な《メルピア 5>を開発した。

また,当社は1987年個ノd主宅用エレベーターの第 1号機

を住宅展示場に納入したが,さらにこのたび,機械室を不

要とするなど個人の住宅への適合性をより高めた新しい個

ノ＼住宅用エレベーター"凡VELL"を開発した。

冷凍・空調の分野では,精密な温度制御,快適な空調環

境,高信頼性及び冷媒充てん量削減のための開発が行われ

た。

まず、産業用チリングユニットにあって,高品質のプロ

セス製品製造のために温度変イヒの極めて少ない1令オくをイ共糸合

できる冷媒制御方式を開発し,蓄熱槽が不要となったのて

省スペースの装置ができた。

マルチ式エアコンにあっては,信東頁性の高い気液二層流

分配器を開発し,これを搭載したユニットは常に安定した

冷暖房能力が得られるようになった。その他,電子りニア

膨張弁とスクロール圧縮機を組み込み,多数台の室内ユニ

ツトの接続を可能にした製品及び吹出し方向の選択の白由

度が大きい天井カセット式ユニットなどが開発された。さ

らに,水熱源方式との混合型マルチエアコンを開発し,冷

媒配管の短縮により新しい用途を開拓した。

圧縮機にあっては,高性能・高耐久力の液インジェクシ

ヨン式半密閉型シングルスクリュー圧縮機の開発とその利

用により低振動と暖房運転範囲を拡大したヒートポンプが

開発できた。液インジェクション,内蔵式バイパス容量制

御機構を持ったスクロール圧縮機を開発し,高圧縮比運転

が可能なヒートポンプが開発できた。

建築関連設備

照明の分里予では,店舗やパブリックスペースなどで求め

られる質の高い照明に対応できる器具として,コンパクト

型蛍光ランプ《BB・1 シングル36W》4本を60on血角の大

きさにコンパクトにまとめた間接照明器具"マイルドファ

イン"を開発した。これは50kHZの高周波で点灯するので

効率の改善,ちらつきの解消が図られている。蛍光灯の高

周波による点灯方式は,効率の改善,ちらつきの解消,瞬

時点よ1性などの利点を生かし蛍光灯スタンドなどに採用し

てきたが1988年度は,ペンダント,シャンデリア,シーリ

ングライトなどの住宅,店舗用器具"インバータライティ

ングシリーズ"を開発し,このシリーズで新築需要に対応

できる豊富な機種ぞろえを実現した。

光源では,コンパクト型蛍光ランプ《BB・1シングル27

W,36W》に新たに55Wを加えて機種系列の充実を図っ

た。また,このランプを 4本使用したべース照明器具《BB ・

1 55Wシリーズ>を開発した。これもインバータ安定器搭

載で店舗用であるが,会議室などオフィス用ほか広い用途

が期待できる。光源の特殊応用分野では,マイクロ波放電

ランプ用の電源装置として,マグネトロン駆動電源を約100

kHZの高周波化することにより,放電の安定を図ると同時

に小型,軽埜(従来の約ν3)化を実現した。

ビル管理システムの分野では,設備管理とセキュリティ

管理の一体化の二ーズに対応して,分散型力ードキー方式

の出入口管理システムを開発した。ビル出入口と各事務室

出入口部に設置の複数の力ードリーダを・一元管理し,居住

者の所有する力ードで出入口の施解錠,警備の開始/解除,

操作者の記録とビル管理システムとの連動による諸設備の

発停制御などセキュリテ■陛の向上と同時にビル管理機能

の向上を図った。

ビル内の情報通信システムとビル管理システムの統合化,

並びに総合ビルサービスの提供により,ビル機能向上を目

指した三菱インテリジェントビルシステム《MIBASS>

は,中小ビルから大規模ビルまで順調に実績を伸ぱすと同

時に,軽子坂MNビルのインテリジェントロビーシステム

のように特長あるシステムも実現できた。

83建築関連設備
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フ.1 昇降機

^エレ゛・くータ^^"4王里:」ニニ〒;天ノ、ート:ノ;ス^^ 4:(:::)'::1{:トイ1:::1トイ:::1{";::::ト船:ト→:!1::トイ1:::1卜楳,H.,,トイ,,,トイ,,,'トイ,',M川,H,,,トイ",">イ,""H,{,,,)イ,""H""'トイ","ト4,捌:トイ川"1イ,""トイ,}(,:"・,,,)イ・・・ト・'・,・・

このシステムは,エレベーターの群管理にA1技術のファジイ理論

を応用し,群管理エキスパートシステムとして開発したものである。

このシステムは,専門家の持つ定性的で「あいまいコな知識を計算

機上で処理し,群管理制御に反映している。所定の評価式を用いた

従来方式と異なり,このシステムの特長は,交通パターンに適応し

て割当手順を決定し制御を行うことにある。

当社中央研究所では,エレベーター交通シミュレータとエキスパ

トシステムを統合したシミュレーション環境を独自に構築すると

ともに,ファジイルールベースを用いた新しい群管理方式の開発に

成功した。

エレベーター君羊管理シミュレーション例

●規格型エレベーター《三菱エレペットアドバンスV》の忌匠モデルチェンジ棚川洲航蹄冊側町洲叱航將船岡桝

最近のエレベーターは,高級化・個陛化する建築デザインと相ま

つて,より豪華に,ハイセンスで,快適なインテリアデザインを幅

広く要求される。当社では,これら多様化する市場二ーズに・一層こ

たえるため,次のような特長を持つ規格型エレベーターを製ぶご化し

た。

(1)かご室の天井高さを一段とアップし,ゆとり感を持たせた。

伐)天井照明は,光とミラーの組合せによる広がりの空間イメージ

など,各々のデザインコンセプトを明確化した 4種を用意した。

B)かご室の壁.床,乗場の三方枠などは,カラーコーディネイト

を考慮した色柄の選択と種類の充実を図り,天井照明との組合せに

より豊富なデザインバリエーションを提供できるようにした。,

^、由1王エレ i丈ーター(刀一・二子イヒソリース'慨】ト松::ト般::>矧:;ト側::)イ:',1:トイ',,トイ,,,iイ,,:H,",H川,,)イ,,,M川,,)イ,,,M,,,,1イ,,,トイ,,,H,,,)イ,,',トイ,',H:1},:H'",}イ小"トイ川"トイ川,,jイ"",トイ","H"",1イ,""H""'i4","H,川,ト

格型は高陛能な圧力補償付き新流量制御装置の採用により,走行時都市部を中心に需要の伸びが大きい油圧エレベーターの市場要求

間を大幅に短縮し運転効率を25%も向上した。また,マイコン制御にこたえて,機能の向上とかごデザインの高級化をねらった電子化

の適用も合わせて30%に及ぶ省エネルギーを達成した。かごデザイシリーズは小型5人乗りから,規格型(30,45m/分,6~11人乗

ンは高級感を・一段と増し,かご室壁及び床は鮮やかな新色柄を含め,り),60m/分乗用,寝台用を含む乗用油圧エレベーターの全機種系

豊富な色柄をそろえた。多様化する建築デザインの要求に十分対応列に及び,それらの特長は次のとおりである。

小型5人乗り《メルピア 5》は,デラックスタイプかごを 2種類 できよう。

60m/分乗用と寝台用は,マイコン制御に加え,走行時問を短縮し新設し,そのデザインは新色柄を採用したざん新なものである。ま

運転効率を向上する新速度制御を村ブ扣するこどにより,機能と信頼た,マイコン制御の採用で機能と安全性が・一層充実したうぇ,機械

性の大幅な向上を果たした。印m/分乗用のかごデザインは,規格型室機器も小型化され,小規模ビルに一段と最適なものとなった。

ど同様の高級感のあるものを採用した。4階から5階建てのマンションや事務所ビルに多く採用される規

@イ固^イ王^用エレベーター《WELL》イ}1:::トイ::::;H淵)イ{:::;トイ:::1:トイ{:::11船1卜化:トイ{W:トイ}:::,1膿:トイ11:::トイ,:,,14:1:::ト船:トイ1::::1イ:11::ト冊;トCI::)冊:H11:::トイ:::;;ト4:;1::H;::::)蹄:剛: 1::::緜:;,::1 胎: 1淵噐1 :

.ニニニ!コユ

当社は,昭和62年8月に個ノd主宅用エレベーターの第一号機を住 P三,"~~

宅展示場に納入した。今回デザインを・一新し,システム,機器を改

J全へL三1宇1>,ンニ゛

碁

^^

Ⅱ

Ⅱ

朋

悶

^^

亭,▲に_

^

^^

良した新しい個ノd主宅用エレベーターを開発し,日本で初めての建

設大臣一般認定を取得して,63年9年から発売した。このエレベー

ターでは,豊富なバリエーションを備えて多様な住宅上のマッチン

グを向上させるとともに, FRPをかごの壁に使用してワイドで柔和

なかご室空問を実現した。また,ドア装置は電動式として使いやす

さを向上させた。さらに,新開発の小型駆動装置を昇降路内下部に

設置して昇降路の天井高さを低減し,建物内でのレイアウトを容易

にするなど,個人の住宅への適合性をより一層高めた。
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業界初のりキッドインジェクション方式半密閉型シングルスク

リュー圧縮機を搭載した空冷式スクリューヒートポンプチラーユ

ニットCAH・GX形シリーズを完成した。このシリーズの特長は次

のとおり。

(D りキッドイジェクション方式半密閉型シングルスクリュー圧

縮機搭載により,高性能・高耐久性及しq氏振動を実現した。

②りキッドインジェクション方式の採用により,圧縮機吐出冷媒

温度が凝縮温度相当となり,暖房運転範囲が拡大された。

得)高性能水側熱交換器及びエコノマイザサイクルの採用により,

COPを従来比で冷房平均2.3/5.0%,暖房平均1.0/2.0%同上

(50/印H2)した。

働《シティマルチ》水熱源シリーズ船川剖淵川將冊川航朏船川航將冊船洲淵冊冊棚出冊剛淵朏胎馴噐朏脚湘噐胤脚緜湘般馴

の展開を可能としている。

このシリーズの主な製品特長は,次のとおりである。

仕)熱回収による省エネルギー運転

松)水配管を居室内貫通がなく,高信R頁注のシステム構築が可能

捻)スプリット化による低騒音化,室内機のパ'り工ーション化,豊

富なオプションパーツによるハイグレード空司司が可能

(4)幅広い水温域(15~45゜C)で,冷房・暖房運転が自在,部分的

な空調負荷への対応も容易

⑤寒冷地でも侠適で安定した暖房運転を実現

⑥マイコン制御により多様なシステム制御を手軽に実現

ビル空ヨ寄用の個別分散型エアコンどして,《シティマルチシリ

ズ>を発売中であるが,このシリーズの水熱源によるシステムを今

回開発した。

この《シティマルチ》水熱源シリーズは,室内機と熱源機を分隅f

したスプリット型としており,室内機及び制御はくシティマルチ》

をべースとしてぃる。熱源機は冷却塔,循環ポンプ,補助熱源など

よりなる水回路へ接続される。機器容量は,1馬力から5馬力まで

とし,熱源機1台に対し室内機]台運転タイプ,室内機2台の同時

運転タイプ及しq固別運転タイプの3タイプ,計H機種を用意し,こ

れらを複数台組み合わせ使用することにより,多杉な空調システム

も,法定冷凍トンが50トン未満であり,法手続きは"製④全機種と

造届"のみ。

@産業用精密温度制御チラー

最新の産業プロセスでは,製品の仕上げ品質向上のためプロセス

用冷却水を設定水温士0.5゜Cの範1翔で精度良く維持する必要が尚ま

つてぃる。これに答えて圧縮機吸入側に設けた電磁式調節弁による

吸入圧力制御を主流量制御と協調させる新方式(SPARC)を採用し

た精密温度制御チラーを開発した。この方式の採用によって,応答

性の良い冷媒流並制御を実現したぱかりでなく,従来の蓄熱槽は不

要となり,次に示す優れた特長をもっチラーが開発・製品化できた。

田 30~100%の冷却負荷範囲で,従来は設定オq品土 2゜Cが限界の温

度制御を士0.5゜Cまで高精度化

②従来のν2以下の小型化と30%以上の設備費軽減を達成

働 NEW産業用冷水ユニット(チリングユニッ

三菱電機技幸艮・VO].63・NO.]・]989

"
空冷スクリューヒートボンプチラーユニツト
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圏

各種工業用及び食品加工業などのプラントや生産ラインの冷却用

に最適なNEW産業用冷水ユニット(チリングユニット)を開発し

た。この冷水ユニットの特長は,新冷媒制御力式を採用して,負荷

側への供給水温を・一定に保持(土0.5゜C)できることにある。また,

広く市場二ーズにこたえるべき省エネ・省工事性にっいて数多くの

特長を持った商品とした(開発機種 1,5・2.5・ 3 ・ 5 馬力,計24

機種)。次に主な特長を示す。

住)新冷媒制御による精密温度:負荷への供給水温を土0.5゜Cに保

持

②広い運転使用範囲:マイコンファンコントローラの採用で外

気温一10~+40゜C,冷水温3~15゜Cまで可能

捻)低騒音:高性能ファンとコントローラの採用で低騒音

④省エネ.省工事:全密閉圧縮機の採用で高いCOPを達成,また

CAH・90GX

B)広範囲の運転に対して高いエネルギー効率(COP)を維持

電ぶ式にユ"こf^1五4旦0サ,

日",。.^ー

、11・'、、ご。を 0・Ljl.ゞ二0 礁W邊コントローラ

山)チラー外観(ω SPARC方式の構成
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86

トップブロータイプで軒下,ベランダにもコンパクト設置可能

⑤多様な二ーズへの対応:使用目的に合わせ水熱交換器の利用媒

体側材質は,銅.ステンレス・チタンと最適材質が選択可能

rニニ'iぎ
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^

産業用冷水ユニットの外観(b)

(1.5馬力)
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産業用冷水ユニットの外観
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ヒートホンプの系内冷媒量を減らし,工事の省力化を図ったチャ 発揮できる。

ージレスツィンマルチシステムでは,各室内ユニットへ分配する冷

媒は気液二相状態となり,従来の液単相分配器では液の偏流が生じ

る問題があった。そこで,気液二相冷媒の挙動解析に基づき,流入

管から流入した気液二相冷媒を分岐部で6分配した後,これらを交

互に合流させる方式により,姿勢角度や冷媒流量にかかわらず常に

均等分配が実現できる高性能気液二相流分配器を開発した。この分

配器を搭蔵した2台の室内ユニットを同時運転するツインマルチシ

ステムは,優れた冷媒分配性能により,常に安定した冷暖房能力が 高性能気液二相流分配器

@三菱シングルスクリュー圧縮機松N將'淵川淵'蹄"馴川將W川將W"淵川將,豁川""脚川將冊側W將化剖矧沸胤滞船、慨川將船X棚沸淌朏川*川将冊膿"

業界初のりキッドインジェクション方式を採用した半密閉型シ

ングルスクリュー圧;宿機CXシリーズ(30~75kw/5機種)を開

発,製品化した。この圧縮機は,レシプロ圧縮機に比べて効率を向

上させ,小型・軽量化したほか,高耐久性及び大幅な振動低減を実

現した。また,従来から使用されているオイルインジェクション方

式のスクリュー圧縮機に比べても,高揚琵衛品度運転が可能どなり,

かつオイル処理関係の付属装置の・一掃により,圧縮機周りのシンブ

ル・コンパクト化を実現した。この高性能,高耐久性仂靖忍識され,

空調用途をはじめ,地中迭電線の冷却設備や食品の冷却・冷蔵装羅

用として多く採用されている。 三菱シングルスクリュー圧縮機

●ノーノ東.ノ言周用スクロール1王(宿オ幾棚::)イ:::;;ト側::ト船;トイ:':"トイ""')イ'""トイ:""トイ"":H""')イ""'ト→""'トイ","トイ,""1イ","トイ","トイ"",トイ"",トイ"".トイ,""ト゛""トイ,"")イ,""トイ:'出トイ""'トイ"'"トイ'""トイ'""トイ"",トイ,""トイ,""トイ"'">イ"",トイ"'">イ

スクロール圧縮機は,轟秩力率,低振動などの特長を備えた新形式

の圧諭古機で,内外の圧縮機メーカーで競って開多毛が進められてぃる。

当社では,冷凍・空調用どして 3~]OHPのスクロール圧縮機を開

発し,逐次生産を聨赦台している。このシリーズは,標凖機に加えて,

内蔵式バイパス容量制御機構,インバータ御上卸,及び圧縮室内への

液インジェクションなどの機能を単独又は複合して付加した機種に

より構成されている。冷凍・空調ユニットにこの圧縮機を使用した

ときの主な利点は冷凍用では特に低温域での能力増大及び従来以上

の高圧縮比運転が可能な点であり,空調用では多室個別空調システ

ムに対応して幅広い容量制御運転力新丁えるなどの点である。
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最近の高度情報通信システι、の拡充から, OA化は更に進み,ビル 定格電圧:フ.2kv

全体のインテリジェント化が求められる中で,その電源となる電気 定格電流:40OA

＼

合心部

の供給信頼度,つまり電気の安定供給への要求が拡大してきた。 こ

のような二ーズにこたえる酉己電方式として,回線の多重化(常用一

予備,ループ)が図られる傾向にあるが,これらの配電システムに

最適の配電装置七して,ガスリングフォーマを開発した。主な特長

及び仕様は,次の七おりである。

1'特長

n)低圧ガス中に,真空遮断器とガス負荷開閉器を封入した新しい

スイッチシステムにより,安全性,不燃化,省スベース化と信頼性

向上を図った。

②ビル内の高圧配電に最適で,各階ごとの負荷に合わせた電源供

給のフレキシビリティを持たせることが可能である。

{3}無停電保守が可能である。

2.仕様
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8 フ"て^
鉄道の分野では,大都市における高密度輸送能力の向上,

公共輸送の高速化,新しい軌道輸送システムの開発,柔軟

な運用システムと乗客サービスの向上,省エネルギー.省

資源・環境対策など,鉄道に対する社会の期待は大きく ,

当社も,これらの期待にこたえるため,積極的に技術開発

を推進している。以下に主な成果にっいて概観してみたい。

新しい方式の軌道交通システムにっいてみると,超電導

磁気浮上式鉄道の1日も早い実用化を目指し,超電導磁石

などの試作・検証が続けられている。一方,都市交通シス

テムの・ーつとして注目されているりニアモータ電車システ

ムにっいては,大阪市南港実験線の試作車や東京都12号線

の試験車用の電機品を製作納入した。また,埼玉博覧会会

場向けに製作した"りムトレイン"では好評を博した。

運行管理システムにっいては,在来線列車に対する標準

化をねらった京葉線列車運行管理システムと広域かっ多数

のバスを対象にした無線方式による京王帝都電鉄制向けバ

ス運行管理システムを製作納入した。

機器・設備関係にっいては,大容莖GT0サイリスタ素子

を使用することにより,回路の単純化,機器の小型・軽莖

化,信頼性の向上,保守の簡素化が一層進み,当社は,チ

,ツパ装置, VVVFインバータ装置,車両用補助電源装置

などを多数,製作納入した。シーケンス制御やデータ処理

にマイコンを使用することにより,機器のインテリジェン

ト化が進み,自動列車制御装置,車両用空調システム_駅

空調監視制御システム,車両ブレーキ用電機品などを製作

納入した。また,新しい改札システムのーつとして期待さ

れるIC力ードを使用した非接触IC力ードシステムを試作

した

海外関係にっいては,オーストラリア・NSW州鉄道向け

電車"TANGARA CAR"用電機品,中国・天津市地下鉄

向け電車用電機品,メキシコ・グァダラハラ市向け電車用

電機品,メキシコ市向けトロリーバス用電機品,スペイン

国鉄向け電車用電機品を納入した。

自動車機器の分野では,走る・曲がる・止まるという自

動車の基本機能を極限まで追求する研究が,最近のエレク

トロニクス技術,コンピュータ技術を駆使して続けられて

通

いる。加えて最近では,来るべき清報化社会を先取りした

各種の車載清報化システムや車を戻適空間としてとらえた

各種機器の開発が急ピッチで進められている。当社でも,

これら様々な二ーズにこたえるべく,高性能・高機能化機

器・システムの研究・開発を積極的に推進している。

情報化社会への対応としては,警察庁が支援する日本交

通管理技術協会と民間との協同プロジェクト「新自動車交

通情報通信システム(AMTICS)」に参画し,マツダ欄ほか

と共同で,車載情報システムを開発した。

高機能・低燃費化への対応としては,エンジン総合制御

用として,ノト型・高機能エンジン制御コンピュータユニッ

トを開発し,またスピードデンシティ方式の燃料噴射シス

テムの納入を開始した。センサとしては,スィッチング制

御式感熱型エアフローセンサ,エンジン制御用高精度半導

体圧カセンサなどの高性能センサを開発した。

点火系としては,システムの簡略化が図れるイグニショ

ンコイルを内蔵したディストリビュータの生産を開始した。

イージードライブ化への対応としては,今後ますます伸

長が予想されるA/T (自動変速機)用として,高性能の制

御用高油圧バルブを開発した。また,従来油圧で制御して

いたパワーステアリング装置に代わり,直接モータでアシ

ストする電動式パワーステアリング装置を光洋精工櫛と共

同で開発し,スズキ"セルボ"車に世界で初めて搭載され

た。

快適・利便性向上への対応としては,アナログ系テープ

デッキをはるかにしのぐ画期的な車載用DAT装置を,また

高級車として,好みの音質,疑似音場効果,音場バランス

などを自由に選択できる高級フルオーディオシステムを

開発した。また,これらの車載音響機器の性能向上に資す

るための基礎技術として,境界要素法を使った車室内音響

特性解析シミュレーション技術を実用化した。
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近年のエレクトロニクスの発達に伴い,車両推進用電機品も直流

電動機からVV＼'Fインバータ制御装置によって制御される誘導電

動機へと変化してきた。当社は,早くから技術開発を行い日本初の

営業車を1982年に世に出して以来,種々の新技術を折り込んだ車両

駆動用インバータ装置を製作してきた。昨年は,誘導電動機駆動の

ーつの利点である高粘着性を徳戈細な制御技術を駆使して電動車/付

随車比率を 1:]として起動加速度を最大3.3km/h/Sの性能を持

つ通勤車両用(小田急、電鉄(掬向け)と,さらにりニアインダクショ

ンモータ(LIND を駆動する非粘着方式のインバータ制御装置を開

発し,実路線での営業運転に投入した。

埼玉博覧会でのUN車走行風景

^:^ i缶jj^ 1三E;==^1^→援::>イ::噐;1+{'")イ""')イ'""ト十"酔↓イ"'"トイ""',十'"'iイ'"酢卜十"Ⅱトイ'"紅卜→'川'H'"旺トイ股'"、イ""牛十畦ⅡH"Ⅲ卜十'"牛イ}川')イ::;;(M;11::)イ,川1イ'""トイ"Ⅲ卜十""トイ排:{興:Ⅲ;ト十'(Ⅱトイ"畦,トイ拘駐卜十""iイ,川,トイ"".H,"肝トイ"U'↓十.",ト十,",)イ、川,トイU".,イ""'1イ,""

省保守性を遍求したインバータ電車は,引き続き活発な導ノ、が行

1邸邸驫爲,.'
われ,当社も多くの客先に多致の誘導電動機を納入した。電源が不

.^^

要でコンバクトな回転検出機構,長寿命な軸受機構の適用など,今
ゞ

まで以上に省保守を追求した構造としている。・一方,4象限チョッ
ー.'、

バ車にっいては,帝都高速度交通営団日比谷線,東西線に]60kWど ''ーー、ゞ.
〒一「ヂ'ーノ

1 '

大容量で,かつ可朱1Ⅱ卸範囲を広くとった直流分巻電動機をコンパク
nトに構成し納入した。JR各社には,JNR時代に設計された直流直巻

電動機を基本にしてブアンやその周辺音瀦蒜造の工夫による低騒音化,
蚕'」、 J 、

箱形カバーの採用による風道部の廃止など, VA的発想を多く盛り ιヨ了》L/ 1'ι'ノ>、、
J I、全Jノ气兇、ノ、
「、ナ'"气、,νノ

^込み,製作,納入した。

帝都高速度交通営団日比谷線車両用直流分巻電動機

^:^i舌j !フ' 1/^ニキニ:ノ;;く二フー^j1ヨ^1^ロイ(Ⅲ1)イ:剛:>イⅢ;;トイ:(1::トイ::;1:トイ1Ⅲ:トイ:::1;1イ:藍':トイ1Ⅲ:トイ,山'トイ1"、ト十、"トイ,""ト十""トイ1Ⅲ:)イ",:.トイ"ⅢH,,、,トイ","トイ,、、1イ,、"H"".トイ1Ⅲ;トイ","jイ,、:,トイ,,、,)イ,川1イ,""トイ'"")イ、出卜→,T,ト十・1,トイ,・・トイ,・斗イ

最近の車両のインテリジェント化に'、さわしいブレーキシステム

駆一

之,'

として,マイコン御Ⅱ卸の導入により高性能化・高精度化の実現と保

安度の向上を図るとともに,保守の容易化のために車両制御恬報管

理装置との問で,プレーキ指令及びモニタデータの伝送が可能なフ

レーキシステ1、を開発し,帝都高速度交通営団に納入した。

起動電流を適正に御1御することにより,補助電源システ三、の必要

出力容量の低減を図るどど 半導体式圧カセンサやパワートラ

ンジスタを用いて装識を完全無接点化し,省保守化の実現を目的と

して開発したVVVFインバータ制御による車両用コンプレッサモ

ータ制御装貴を帝都高速度交通営団,東海旅客鉄道嶋に納入した。

.ι

^『.ー^、.

VVVFインバータ式コンプモータ制御装置

^^i両j1大】(フ)^しし、^:1亰:/ iス'^イ::;1{トイ}Ⅲ1卜心1::)イ:::馨1イ:11:')イ"';'トイ'"")イ'""トイ:卿'トイ'川,トイ,、、ト十",H"、,ト十""トイ,、"ト十""トイ,"")イ"",トイ"雌,イ"、,トイ,川,H,川'トイ"",トイ"",トイ"",トイ"",トイ"、,トイ"".,十川,ト十・・トイ{川,)イ,川牛イ,・・}イ'・・トイ,・・H:

ー^

先にDC/DCコンバータを電源とし,インバータ駆動による新空

調システムを帝都高速度交通営団と実用化した。今回は,日比谷線

の新型車両で,コンバータから空調以外の負荷にもインバータを経

由して電力を供給するシステムとした。すなbち,コンバータの印0

V出力からは空調用インバータをはじめとして, ACコンプレッサ用

インバータ起動器,補助電源(SIV)に電力を供給してぃる。各負荷

にインバータ駆動方式を採用すれば,突入電流力井叩制できるなど相

互の連携や協調が不要になり,省エネノレギー効果も得られる。さら

SIVをコンバータに内蔵することによって,電源装置の小型化、
J-
、^,

軽量化,低騒音化を実現している。

^

.、ーン
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卿 DDC制御方式車両用補助電源装置

車両用補助電源装置(SIV)どして,チョッバ十トランジスタイ

ンバータ方式SIV (MELSIV・2000シリーズ)を製作し,数多くの実

績を持ってぃる。小型・軽量・低騒音特性などの特長により,各ユ

ーザーから好評を得ているが,今回,16ビットのマイクロブロセツ

サによるDDC制櫛化ΦiredDigita] contr01)により更に機能向上

を図った。 DDC制御化の特長は,①制御力ードの小型化が可能,②

各部電圧,電流波形をモニタし,車両用情報管理装置へデータ伝送

が可能,③万一の不具合停止時の各部波形のトレースが可能,④定

検時に自己診断が可能,などである。特に不具合停止時には,出力

正弦波電圧.電流波形などを停止前と停止後の一定時閻,正確にト

レースすることができるためトラブルシューティングが容易であ

る。

@

東日本旅客鉄道妹ル共同開発し,実用化したこの空調システ1、は,

車両の冷房改造工事を容易にするもので,車両屋根上に1両当たり

2 台のAC電源駆動冷房装置七 1台のDCI,50OV入力のPAM式

VVVFインバータ電源装置,並びに床下設置の起動装置からなるも

のである。冷房装置並びにインバータ装置は,車両の改造時,屋根0

訊井1桝靈を要しないように,それぞれ小型,軽量化(各38田逗以下)を

図ったシステムである。また,マイコン制御装置と組み合わせるこ

どによって,負荷変動に合わせた容量制御並びに除湿運転ができる

ようにしている。

→,""トイ"ⅢH川・トイ・,・トイ,・斗じⅢトイ誤コイⅢ:1トイ:1ⅢHⅢコイ:誤{";1:::トイ1ⅢIM誤::トイ}:Ⅲトイ批::ト剣蹴トイ謡;:トイ;:Ⅲ}→獣::トイ:::;:H1則:)イ::;1,トイ",,,トイ,"1,H"",トイ,",,H・・,H・,・)イ,"・M",,,)イ,""ト,1川

一体型DDC制御車両用補助電源装置(17mハV)

^ 1両 j羽 1 50 O V D Aワ勺言周ソ;ス^^イ:}:::)糊{H:1{::トイ:::{:ト松::H:::1{H::1::トil:::;ト心::トイ;:::11イ::11:トイ;{:::トイ:::::ト船:トイ1::::ト船:ト松::トイ:::{:トイ{::::1イ:::;:トイ1:::1H:1:::トイ1識!11:::::1;}:::!!;;:: 1::::黙:;:::1 ::11:;:::}:1;:: 1.Ⅲ:
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回生運転を,交流区間も主整流器のインバータ運転を併用して,回西日本旅客鉄道閥では山陽並びに東海道新幹線用に、ニューモデ

生運転を可能とした。また,モニタ装置は,機器の動作監視や故障ルの100系電車が製作されており,当社は,この電車に積載する主電

清報のみならず,運*云恬報の一部も採り込むなど高性能化を図った。動機,主変圧器,主整流器など多数の電気品を納入した。基本シス

北海道旅客鉄道側では函館本線並びに千歳線,室蘭本線用に,721テムは,既に営業運転中の100系電車と同・ーであるが,将来の270

系近郊型電車が製作された。この電車の基本編成は2M11であり,カkm/h運転に備えて,性能向上と凖備工事力防缶されている。車両編

行はサイリスタ位相制御とし,フレーキは交差界磁方式発電ブレー成は,12M4Tであるが,4 両の2 階建車両を持っているほか,接客

キ制御を適用してぃる。また,各機器は,耐寒・耐雪構造を採用し設備が大幅に改善されてぃる。主回路方式は,力行運転時は弱界磁

付きサイリスタ位相制御とし,プレーキ時は,抵抗カム軸制御によ た。

る発電ブレーキを併用している。各電気品は,容量増大を行うとと

もに軽量化を実施した。

東日本旅客鉄道側では常磐線用に,651系特急電車が婁町乍された。

これは,交直流両用であ1),直流区問は,添加励磁方式による力行・

d式'
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●)母外向け車両用電機品イ:::::ト船:阿:::}1叫髭*M:::1●、松噐)イ噐噐1"護::HI:::;j船IHⅡ:::>イ::誰1卜側::HI::::1船●"非::訓:1噐:"Ⅲ釜":;:::トイ:::;1卜側:トイ::噐:H}::::ト標::トイ:揺,棚:ト船1卜臘髭トイ:::::H:::::)イ噐::●H::1::>イ::1::トC;::H:1::}1標11H::;::ト船:HI:

オーストラリア建国200年を記念して,"TANGARACAR"と呼

ぱれる450両分の電車用電機品をNSW升絵失道向けに受注製作した。

回生及び発電ブレーキ付き4象限チョッパ御,卸を採用し,さらに機

器のモニタ,検査機能どともに補機及びサービス棲器の制御を行う

車両情報管理装置を搭載しており,昭和63年4目から営業運転を開

始した。中国・天津市地下鉄向け回生付きチョッパ電車用電機品を

納入し,昭和63年4月から営業運転を開始Lた。メキシコ,グァタ

ラハラ市向けチョッパ軽快電車用電機品32両分及びメキシコ市向け

トロリーバス44両分の電機品を納入完了した。スペイン国鉄向け近

郊電車150両50編成分のAVF(自動可変界磁)チョッバ電機品の出荷
オーストラリアN部VN1鉄道向け4 象限チョッバ車

を昭和63年10月から畔]始した。
"TANGARA CAR"

●電:車線き乍君信言1王β斧下ネ甫イ賞用フライホイールシステムイ1::::":に:)船{ト慨:)矧11保:H::::;トイ:1}::ト船}M:;;::H膿1卜松;H:;::;1化:H}}に"}}:::トイに::トイ:::1{ト→::::;トイ::::;ト歌:H::::1H::;::H:::::ト

直流き電回路における電車線電圧降下1劇賞及び余剰回生電力の蓄

今,を目的とした蓄積エネルギー25k乳'hの交流凱鍾力フライホイール

式電力蓄勢システムを開発・実用化した。昭和63年8月京浜急、行電

鉄櫛逗子線に納入し,所期の効果を持っことを確認した。このシス

テムは,既に納入の直流駆動式に比べ,次の特長がある。

仕)交流誘導発電電動機の採用により,高速回転とし軽量・小型化

を図り保守性を向上させた(使用回転数2,]00-3,ooorpm)。

(2)急、瞬な負荷変動に十分な制御特性を保っため,両方向昇降圧チ

ヨッノゞど多重GT0イン,ゞータを子且み合わせた変換生妄炉tどし大_。

信)機械装置の冷却媒体どしてへりウムガスを封入し,安全性の向

琴一雫電、_

上と損失の低減を図った。
交流駆動フライホイール式電力蓄勢システム

●大阪市交通局向け地下鉄駅空調監視制御システムW畷削淵川將松航蹄郡川制淵沸沸W将W川洲蹄棚川川胤m化胴肌川制朧"滞川將冊

大阪市交通局向けに,地下鉄駅冷房設備ω機暑別共給・

施工・調整ど・一貫した工事を行ってぃる。今回,天王寺

駅の冷房化に際し,従来型の継電器盤を中心とした制1卸

システムに代え, CRTマンマシンを持つ統合制御システ

1、くMACTUS62僻を採用し,既設4駅分の中央災中監

視制御を実現した。通常運転時は,年問スケジュール制

御や最適蓄熱槽演算制御などを採用し完全な全自動省工

才、ルギー運卓云を実現した。また,りアルタイム処理によ

る言H則データの中央一元管理と,帳票・報告書・高精度

トレンドデータ記録の自動化を行い保守業務の大幅な省

力化を実現した。今後の駅冷房化を進めるに際し,既設

駅の統合化による省力化のモデルを確立した。

、゛

天王寺駅空調監視制御システム

^〒吉;者31局 i東ij宴1:)と i臣^ι!司禾ロウモ:キ貪1亘[璽赤内δb ^ i両jキ貪 1杏1 号婁 1^側コイ1::::jイ:::::)イ:::;;1化11H:1Ⅲ阿::::;トイ:蹄";1}::HⅢ::MI:::1叫:1ⅢH1Ⅲ;トイ:::::ト4:::::H11:::トイ::批1イ}::::H:::::トイ}Ⅲ:トイ;::;1トイ}::;;HⅢ::トイⅢ::iイ:}:::iイⅢ1:ト

この装圖は,帝都高速度交通営団有楽町線用7000形車両の月検査 ④中央の試験管理用CRTの内容は,同時にビットサイドに配置し

を行うもので,次のような特長を持っている。 たモニタディスプレイにも表示できる。現場の操作員は,このディ

住)試験管理用計算機くMELCOM350-6のの周辺に各車両対応の実 スプレイを見てタイムリーに検査を進められる。

行計算機を分散配置し,各車両ごとに独立した試験を可能としてぃ (5)試験内容の選択は, CRTとライトペンを用いて迅速にできる。

項目単位あるいは車両単位と選択の幅を広げた。また,実行順序もDO

他)プログラマブルな等価信号発生器を用いて,従来できなかった 検査員の意志に基づき変更できるようにしている。

過渡特性確認試験が行えるようにしてぃる。 以上のことから従来の装置にないフレキシブルで高性能な車両検

B)上記に対する測定は,高速大容量データ収集装置を用いて行い, 査装置を実現している。

結果はCRTにグラフィックな時系列表示を行う。

交 通8

好

37"大画面グラフィック監視
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●昂.王帝者K電}金失休淘向ιナノくス j軍イテ匡今王里システム CI::トイ{::::トイ:::;;ト4:洲:H:::::トイ::1;:トイ11:::H::::!1イ:::{:トイ{:::;i→::;::トイ::::;i→:11::H}1:::トイ:::::)船11冊:ト船:ト卯:トイ:::;1卜仁::HI:::;1化::HI:::11船::H;::::1船::トイ:::!{ト→批::ト

バス営業所をセンターとして,走行中のバス運行状況を監視し,

運行指示を行うどともに利用者にバスの接近表示を行うものである。

同業のバス会社において,主要路線での実力簡列はあるが,今回は京

王帝都電鉄愉と協同で,営業地域全域(中野・府中・多摩・八王子)

にわたる全車両を対象とした総合的なバス運行管理システムを開発

した。広域かっ多数の車両を効果的に管理するため,営業所七バス

間の伝送路にVHF帯複信無線回線を使用した。また,バスの走行位

置把握渚度を向上するために,バス搭載の走行距高鰭十の実用化を図

つた。バス事業者に,全車両の運行管理に有効な手段を提供したこ

とにより,運行実績データを乗務員の給与計算などの事務処理に直

結することが可能どなり,バス事業のOA化にも新たな進展をもた,

らすものである。

^ヲト1妾角虫力^ドニノ;ス.テι、船1トイ1:::;)船::HI::::トイ:::(:トイ;;,::",,"トイ,,,M,,,)イ,,,トイ:,:,(トイ,1,,H,,,トイ,,.トイ::'::H",、トイ","トイ,""1イ"",)イ","H"",トイ"";トイ","ト・,・・,・,・・,・・・・,・・'・・,・川川・・,・",・"・,",・"川"川"、

'知首の一部の駅においては,既に磁気力ードを用いた自重妃女札シ '゛'「""゛」
二燮/1

ステムが実現されてぃるが,定期券などは定期入れから取り出して

改札機に挿入しなくてはならず,旅客サービス面で難点があり,処

理速度も十分とは言えない。

このたび,当社では,60鉄道総合技林拓汗究所と共同で,記憶容量・

演算能力に優れたIC力ードを切符として用い,カードをセンサにか

ざすだけで,データの入出力ができるヲ"妾触式力ードシステ1、の研

究開発を行い,試作した。

引き続き,カードの形状,カード/センサ有芳促摩維,処理速度な

どにつぃて実用化のための研究開発をつづけている。

8.2 自動車
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三菱白動車工業制向けエンジン総合制御装置用小型一島機能コン

ピュータユニットの開発に成功し,昭和63年4月から量産を開始し

た。このコンピュータユニットは,自動車のエンジン制御などに要

求される実時間処理能力の高い専用の高機能1チッソマイゴンを中

枢とし,周辺回路部には専用ICを排拶毛するなどの新技術を導入する

とで,大幅な電子部品点数低減を図るとどもに,表面実装製造技こ

引iを採用し,従来製品との面積比で約1だにまで小型化どなり,価格

性能比を改善することができた。また,表面実装製造の品質につい

ー^

r'

33 鵡

""

無,

アンテナを屋根上に装備したバス

ー^

、、ー

ては,製造設備の検討及び試行生産品による各種信ホ頁性評価壽嫡金の

実施で十分なる信頼性る倒呆に留意した。 小型.高機能エンジン制御コンピュータユニツト

^スヒ_ド^'ンソ^イ:方:弍止吠米斗口莫^曳走1置イ:::1:1偶:HI】:::)イ1::::トイ::;;:"{:::})保1トイ:;:::)心1:M;::::ト化:ト船1トイ:1;::HI:::1トイ:11::トイ1:::1川;::"}::::)イ::1;1卜捌::川!!1MI;::::::1:::1;:{::::::11:::::;:;{:: 1蹄::;::{Ⅲ:

^

獣

基

ー^

エンジンの燃料噴射システ/、上しては,従来からカルマン渦式や

ホットワイヤ式エアフローセンサによりエンジンの吸入空気・1,トをi則

定して空燃比を制御する方式が実用化されているが,このたび吸気

管内圧力を検出して空燃比制御するスピードデンシティ方式の妙糾斗

噴射装置を三国工業獣)と共同開発し,鈴木自動車工業愉へ納入を開

始した。また,このシステムではスロットル上流に]本のインジェ

クタを持っシングルポイント方式を採用すろどともに,高精度圧力

センサや吸気温センサを開発してシンプルで安価なシステムを実用

化した。

一→釜金^

J JJ J、J、 J /JJ ^

"マ身如キ

試作した力ード及びセンサ
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自動車の電子燃料噴射装置に用いられるエアブローセンサの次世

代品として,スィッチング制御方式の感熱式エアフローセンサを開

発した。従来の感熱式エアフローセンサは,ブリッジ回路に電流を

供給するパワートランジスタのコレクタ損失が大きいため,ヒート

シンクを空気通路内に配して冷却する必要があった。

今回開発した感熱式エアフローセンサは,電流制御回路を断続制

御方式としたこ七により,パワートランジスタのコレクタ損失カサく

幅に低減し,ヒートシンクの小型軽量化が可能になり,圧力損失も

小さくできた。さらに,時比率が流量の関数となるパルス出力信号

も備えている。

スィッチング制御式感熱型エアフローセンサの構成

●エン:ノン伶11征0用冒米主j#3ギi尊イ本1王カセンサイ::::;トイ:::1}ト側::ト船;H:1:::H::::1トイ1:::1j州;ト膿:トイ:::1:ト州:1イ::::1H::;;:H;1:::トイ:1::;1船:ト棚:1卜保1トイ:::{1卜船1トイ:::11,船1:iイ1::::トイ:1:}:トイ::(::ト川:)イ::::;トイ:排:ト例:1トイ1:::{ト

業界最高レベルの高耐圧化を図り,小型化,軽量化,高精度化を

図ったエンジン制御に適した半導体圧カセンサを開発した。

応力解析によるダイヤフラム汗ヲ状の最適設計により晦力集中を緩

和し,受圧部に侵入した結露水などが凍結した場合にもダイヤフラ

ムが破損しない高い破壊耐量を実現している。

また,半導体圧カセンサの温度特性を精度良く1訓賞するため,温

度1削賞素子の最適化,温度1削賞回路の開発及びオフセット電圧温度

ドリフトの小さな専用オペアンプの開発により,広い温度範囲にお

いて精度良く(誤差:1.5%以下)圧力を検出することができる。

フりツジ

回路

高精度半導体圧カセンサ

^ 1ヨ重力,、:i東11^j詞.ユ東i、1虹jl^ノ又ル'^イ:1:::)イ:::::トイ:1ⅢHⅢ:1トイ{}:::1イ:;:::>イ1::::1イ:11::トイ:::11トイ::;::>イ:::{{トイ:Ⅲ:1イ:;},,)イ,,,H,1,,i4,,,トイ川,,)イ,,,トイ,,,H,",>イ"",H川,,)→",,,H.,',,トイ,,",トイ川,,)イ"",)イ","1イ,""ト→"",H"",H","トイ,""H"川1イ,川,トイ,

自動変速機は,油圧の力でクラッチを係合・解放し,変速重が乍を

行う。この油圧を電気的に制御するのが高速油圧バルブである。近

年の高速油圧バルブに対する要求として,高圧・大流量の制御,省

電力,低温特性の改善などがあげられる。これらの要求に対し,磁

界解析によるソレノイドの最適化やバルフ衝力作・油圧挙動の解明な

ど,実験と解析を通した開発を進めてきた。図は,新たに開発され^,

たバルブ技術の一例として,バルフ唖力作解析を示したものである。

この解析によって,バルブ動作を把握するとともに,特に低温時の

バノレフ運力作遅れを予測することができた。また,ばね定数や弁体の

大きさなど設計上の諸量を決め,バルブの最適設計が可能となった。

平滑回路

差動増,

回路

プ'
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"卞1無器

直處電原

発生器

バルブ動作解析の一例
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コン レータ

/

エンジンルーム内での点火系の集約化を図り,トータル取付スペ

ースの低減,取付容易化,酉酪泉簡略化を目的とした電子進角用イグ

ニションコイル内蔵ディストリビュータを開発した。

この構成は,従来の光学式クランク角センサユニットと電流告邨艮

機能付きパワートランジスタユニットを一体型とした新ユニット

を持ち,新たに開発した分離巻きセミモールドタイプの同軸型イグ

ニションコイルを耐振性及び放熱性向上のために,ハウジングの底

部に設置している。また,配電機能も従来並みとし既に実用化して

いる。さらに,フルトラ式ディストリビュータの機能を持っている

タイプも同時開発し,点火系システムの統合化を可能にした。

,
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^雇旨^三犬;ノ、ワ^ス^!アリンク三ノス^ι、→;:::1卜慨:トイ:::1;トイ:1:::トイ:::(:トイ:將松::トイ::::1卜4:1;::ト側:)船;{ト船:ト船:)イ:1*M;::::ト膿:ト棚::)イⅢ;:ト側::ト船:トイ;:Ⅲトイ:}:1:ト船1卜慨:HI::::ト膿:ト般::M;(Ⅲ)イ;:::1H:1:::H::::;トイ::

車室内のコラ1、ASSYに装着されナy電動モータに1つぐ,ステア

リングシ十ブトを直接アシスト丁るガ式ωバワーステアリング装羅

が,鈴木自動車工業側の軽自劇Ⅱ亘セルポに世界で初めて搭載され,
4

昭和63年3月から発売された。当社は,光洋精工僻、)ど共同で電艇ψ

ラッチ付きモータ部とコントロールユニット割如)排拶6亭した。

この製品は,従来からの油圧式に対し,次のよう女特長がある。

山電動式なので,エンジン負担が小さく小排気・准車に'慕直である。

捻)低速走行時,<ンドル摸だ時し力寸乍動しないωで省駄費である。

惜)車室内に装着されるのて,沿"七ボンブどその駆動プーリ及ひべ

ルト、油圧配管なビがなく,エンジンルー1、の股計変更は不要であ

電動バワーステシステムのモータどクラッチコントローラ

卿テボ才、ア搭載局級フルオーディオシステム船"鵬川制將W航滞W船"馴川制翻"淵沸細淵川汎蹄船"湘沸服鵬船畍制噐鵬汎滞船川版噐川

決適なドライビング空問を追求するどき,カーオーディオでは,

音料吽芋陛,操イ乍性,視i忍陛が重要女フブクターどなる。三菱珂耐戸五

武契(掬のテボネア用として最高級ブルオーディオRX・3]9を,袿尉削

発した。この開発の成果,この製品の1寺長を列記する。

(])好みの音質,疑似音場広力果,音場バランスをそれぞれワンタッ

チで選択できる音場創造装置を新規開発し力。

伐)りアに重低音再生専用ウーフ<一を設けた3D ・6スヒーカーど

した。

B)見易く,明るい大型カラー蛍光表示管による縦中機能表示どし

/ι。

W)慰郡愈靈視のポタン形状ど1_, Mひボタンにぼ子探')挟作半川列珂

刈凸を設けた。また,"N乍都すへて,こボタン内夜矯難抑1を施した。

,

、y

@境界要素j去を用いた自動車車室内の音響特,性解木斤イ::};:ト側:HI:::}iイ1::11トイ::;{:ト松::ト矧:トイ::}11トイ非:::j船:トイ;:::!トイ:;}::トイ:::{1H::;::H:::1!トイ:;:::H::::1jイ:;1::M;::::)船1トイ:}釜:トイ{:::;1船:トイ::::;ト慨1トイ髭:

カーオーディオにおいて,音質を左1右するブくきな要因は,]巨至内 スビーカーの個数が周波亥姓寺件に与える県弐畔について検討したので,

の音料伝達特陛である。これまで,境界要*法による車室内音粍伝 図に示す。これ上り,40OHZ以、Fの中・低域でぱ,・マ'ルチスビーカー

」玉制f1生の解析シミュレーションシステ1、を1茂築・上るため,]互釜{モデ 'こするど 5 ~ 6dB武jくなるが,■スビーカーど 6 スビーカーではほ

ルを対禦に種々の計'算を進めてきた。このシステ1、によるど,所車 どんど音圧レベルが変わらないなど,裾太扣勺な傾同力珸十算からも読

種の設詐段階から最適スビーカーレイアウトや内共材の吸寺特件な Bどれ,この手法の有交力性か研'忍できた。今後は実車に適用する。

どの把握ができ,車室内の音質改善に有効である。・一例どしぐ,

'曳 ↓一

q
、」

此

二菱電機技報・V01'63・NO.1・1989

ミ、」'

{ーへ、,

燕

ゞ"゛

A / 1

'＼゛ラノ'y '、>ゞ/イフ

350.00

-2000

-30.00

が""抽'^"ヨ

、=釜、1
1/

'

^

5000 250ρ015000

FREQUENCY (HZ)

'、、'

ノ',

2スビーカー

4スビーカー

6スビーカー

山)

ノ]^

.仙ゾ

"ー.、

4L加釜絃^'ーーニ絵匡^'轟裟轟^

^

毛1

4000

券

3000

゛

1

繁

2000

ノ'

1000

姦

_JJ

メ裡、モ陀乳▲

000 ＼

ヘ

-1000

ノ

-2000

-3000

、イν'丸 NメνJ、J <

ε範

ヘ
八

y

欝轡

舶弛盆'諸弐'"

",二三
イノ

50.00

釜為

i1伝町直

96

』^、並兆,

'~

・心 L ψ驫¥'^

醗羨武凝瓢之

250.00150.00

FREQUENCY (HZ)

RX・319

ず声

ノ '、ノエ、J,^ノ'、▲1、ノ.ー、,、、▲、

4ぶ弐由、'、づシゞ見,
ー,<イ゛,"、 J'J゛予、、_

2スビーカ

4スヒーカー

6スビーカ

(a) 測定値

、ノ)人゛

350.00

4000

3000

2000

1000

000

-1000

昂
リ
,

、
、
、

驫
ナ

.
、

,
」
占
.
」γ"

、
一
ヅ
ψ
.

玉
女

人
 
J
 
、
、
、

゛

よ

ノ

一
.
,

ー
、
J

姦

一
,

f
＼

、、
、

、
、

謬
憲

、
ー

(
m
で
)
山
告
の
岱
化
企
凸
Z
コ
0
の

加
●

券

尋
咲
"

t
-

喉
,
 
1
 
舟

述
"
ξ
;

、
▲
、
ミ
゛
、
、
゛
,

"
゛
と
一
、

(
m
で
)
山
化
コ
の
鉛
化
△
 
O
Z
コ
0
の

,
、
ノ
,
,
ウ
'

ー
ー

一
'
ー
ー

0る



9 家電関連機器
1988年度の家電関連市場は, N正S製品の台頭,生産拠点

の海外移管の急増など,マイナス要因が増加する中で,好

調な個人消費に支えられ国内市場が総じて活況を呈したと

L)える。

ユーザーニーズの多様化は,家電関連機器の個電化・パ

ーソナル化を進め,かつ普及型と高機能型との2極分化の

傾向を強めている。この中で,当社は映像・音響分野, HA ・

家庭情報分野及び家電・住設機器の各分野を通じ,①基本

機能の向上,②使いやすさの向上,③インテリア性の向上

などを主眼として新技術応用,新素材応用による新製品を

市場に投入した。

山映像・音紳機器

大画面・高画質及び高音質の追求を一段と深め,さらに

システム化への配慮も行った。ディジタル信号処理技術,

画像メモリ応用などのLS1技術,ファインメカ技術及び新

素材応用技術を基盤にCADによる各種シミュレーション

を通じた最適設計に留意した。

各種ディジタル信号・画像処理を駆使して, EDTV対応

高画質ディジタルテレビを製品化した。ノンインタレース

化による垂直"璃象度の改善を図っている。

CZ-2 シリーズのカラーテレビでは,スーパファインピ

ツチブラウン管と広帯域映像回路により,水平解像度800

本の高画質を達成し,合わせて高音質化,りモコン操作性

改善も行っている。

ハイビジ,ンMUSEデコーダを開発した。多重サンプリ

ング技術による高精細度でワイドな映像は,郵政省主催の

ソウル五輪ハイビジョン衛星放送受信展示会で好評を博し

た。

業界初の大型スクリーンを持つ60形プロジェクション

テレビを製品化した。投写レンズの改良による緑の彩度向

上,白の色温度向上を,また垂直輪郭補正回路による画像

の鮮明度向上を行った。

世界の各種テレビ放送方式の信号を,70~120インチのス

クリーン上に再生するマルチスキャンビデオプロジェク

タを製品化した。

S-VHS家庭用VTRでは,ディジタルトラッキング技術

によるへッド軌跡の最適制御を行い,高画質を得ている。

スピードサーチなど特殊再生時にもノイズレスサーチによ

り高画質を実現した。

高性能・高級スピーカーシステムには,プラズマ溶射法

による炭化ほう素振動板を採用し,かつ交流磁界解析によ

り磁気変動を抑えた新設計回路を用いた。一方,小容積キ

ヤビネットでも正確な低音再生を可能とするダブルドライ

ブスビーカーシステムを製品化した。

② HA・家庭情報機器

この分野の国内での標準化の動きにりンクして,関連機

器の開発,製品化を行った。この際,今後の普及に向け各

種評価に注力した。

家電機器の遠隔監視・制御を効果的に行える,電力線ホ

ームバスシステム用インタフェースユニットを開発した。

郵政省電力線搬送通信調査委員会の技術基準案などに準拠

している。

静止画テレビ電話機のTTC規格が制定された。これに準

拠した高機能機を製品化した。横型画面によるA,B両モー

ドへの対応,高感度CCDカメラ採用,カメラ,ディスプレ

イのチルト機構採用及び自画像・相手画像記録用画像メモ

リ採用などを行った。

③家電・住設機器

成熟商品中心の市場の中で,食生活,住生活の高度化,

多様化など,ユーザーニーズの変化に対応した新製品の開

発,投入を実施した。

2 シーズン目を迎えたツインファンエアコンでは,低騒

音化・快適性に加えて,1988年度は健康性を付与すべく,

電気集じん式空気清浄機能を内蔵した。0.01μmのダスト

除去が可能である。

サニタリ部分の換気に適した,パイプファンの低騒音・

低消費電力,長寿命化と据付け性向上を図り,合わせイン

テリア性を改善した。また,電子モータ採用機種もライン

アップした。

成熟期を迎えた石油ファンヒータでは,ツインサーモに

よる快適性向上に加え,ワイヤレスリモコンによる操イ乍性

改善を図った。また,暖房能力可変幅拡大,最大発熱量の

可変選択など機能向上を行った。

4ドアチルド冷凍冷蔵庫では,マルチフロー冷蔵,ピュ

アアイスシステムに加えて,電子脱臭システムを新たに採

用した。

ジャー炊飯器では,御飯のおいしさの追求とインテリア

性の向上をねらいとして,鋳造厚がま及び角形フォルムの

新規採用を図った。

手軽にモーニングシャンプーが可能なハンディシャワー

"朝シャンCLUB"を製品化した。小型軽量シャワーヘッド

によるりモート制御を実現した。

好評の温風循環式ダニパンチ機能に加え,静音性と床面

自動検知による操作性改善を図った電気掃除機を市場投入

した。

蛍光灯を用いた住宅用吊り下げ型器具とスタンドにおい

て,インバータを軸とした小型'・軽量化と新感覚な薄型デ

ザインを実現した。

9 家電関連機器 97
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9.1 映像・音響機器

@大画面・高画質・高音質カラーテレビ"CZ2 シリーズ"

AV時代をりードするカラーテレビとして,究極の大画面一高画

質一司音質を訴求した"CZ2 シリーズ"を,37,33,29形で製品化

した。特長は次のとおりである。

Ⅱ)スーバーファインビッチブラウン管と広帯域映像回路により,

業界初の水平解像度800本の高画質を達成した。

松)タイヤトーンの技術により, DDSS (ダフルドライブスビーカ

ーシステム)を導入し,小容積で重低音から高音質で再チ見する。

(3)メモリコンパチブルリモコンを採用し, AVシステムの池機器

をりモコンで単1虫あるいはシーケンシャルにコントロールナるこど

力1て'きる。

@ハイビジョンMUSEデコーダ

MUSE (Multiple sub-Nyquist samplingEncoding)ば, NHK

が開発した<イビジョン伝送方式で,多重サフサンプリングによる

粥心戈1モ縮とサンブル値伝送技休Mゞ使用されている。本機の特長は,

山 8.1MHZ帯域の信号を高精細度でワイドな映像に再生できる。

②大容量画像メモリや帽MHZ高速ディジタル画像処理技術で折

返し妨害のない艶やかな映像を追求した。

捻) 3-1方式4 チャンネルPCMステレオで,臨場感豊かなオーテ

イオを再生,また光/同軸2系統のディジタル出力も備え,各種デ

イジタル音響機器との接続に対1心した。本機は,郵政省主催のソウ

イ::誰:トイ;Ⅲ;トイ1;:::)イ:::;1阿1:::1トイ:{:::)イ::::})イ:}:11トイ}1:1:ト→;;:::トイⅢ::iイ:辯:トイ噐1:トイ誌:::トイ噐;:トイ;::}}M:::::トイ:::11阿{::::トイ::1::トイ:::;1卜→}1:::1イ::

カラーテレビ"CZ 2 シリーズ"

(左から37C-CZ 2 形,33C-CZ 2 形,29C・CZ 2 牙劣

イ::ⅢHI:::1トイⅢ;:ト41;:::H1Ⅲ;jイ:捌:H::::;トイ:ミ::トイ::::;トイ::;::トイ::1;:ト→1Ⅲ:iイ::辯トイ::::1トイ:課:トイ1Ⅲ1↓イ朧::トイ1Ⅲ}トC凱H11:::H::::!1イ:誤:トイ11ⅢH辯::i4;1Ⅲ)イⅢ"トイ;}噐1イ:1Ⅲトイ:謡(H:1:::)イ:::1(トイ捌::)イ::;1:"1Ⅲ;)イ:;1::トイ

^フ゜ロジェクションテレビとマル^スキャンビ'デオフ゜ロジェクタ州;jイ::}::H;::::H:Ⅲ1卜側:M;:::}ト卯;H;::::ト怜:";1:::)噐:トイ{::11卜化1:H::Ⅲ卜棚::H:::;:トイ}:::;jイ:::1:トイ::

n)プロジェクションテレビ:大画面,高画質の市場二ーズに

こたえ,業界初のスクリーンサイズをもつ印形プロジェクシ,

ンテレビ(チューナー付き)LVP一印0と同45牙3L＼中一450を製

品化した。これらは,①緑CRTの画像を拡大する投写レンズ

ダイクロイックコーティングを付加するこどにより■尿のこ , ,

彩度の改善,白の色温度の向上を実現した。②CCDくし形フィ

ルター,垂直輪亭畔甫正回路などの採用により鮮明な画像を再現

する、

伐)マルチスキャンビデオプロジェクタLVP-120ox bt査

τ二菱プロジェクション周期か統一されていない種々のコンヒュータや,世界W放迭プj 三菱ビテ'オプロジ エクタ(且) ( b)

LYP・120OX形式(NTSC, PAL, SECANI)の信号を,70~120インチのスク テレビL＼、P・600形

リーン上に再生するこどができる。

^^^木オ,辰^本反キ莟^^ 1汲二くピ^カー三ノス^/、船:"1:謡トイ:;1::H::::;ト棚1トイ:;(::ト船:ト側::)船:ト側:1トイ::1::トイ{:噐}イ::1::トイ{:::}j船{H:;{::トイ:::};1イ:;{::トイ::11{阿{:::})イ::;1:阿1:::}ト船:トイ1::1;HI::::1イ::1::トイ{:::11船:ト→;::::ト

タイヤトーンスビーカーでは,究極的な物性値を持つ理想の振動

板"炭化ほう素侶.C)振動板"を搭載した高性能雨翁吸スビーカーシ

ル五輪<イビジョン衛星放迭受信展示において各地で使用された。

<イビジョンNIUSE

デコーダSCT・D4000

ステムDS-V9000牙ヲを開発した。主な特長は次のとおりである。

山プラズマ溶身出去によるB.C・D.U.D.ドーム振耐井反を中高域・高域

再生用ユニットに,イントラ<イブリッドカーブドハニカム振動板

を低域・中低域再生用ユニットに採用。高上厨単性率七適度な内音肘員

失とにより,周波数1寺徃,音質ともに優れたシステムを実現した。

②有限要素法による交流磁界解析により,磁気変動●召g)の小

さい安定した磁気回路(ADMC)を搭載。低ひずみ化と入力信号に

対する安定度を増した。

③評価方法として,モーダル解析・ウィグナー分布など最新のデ

イジタル計測技術を可g吏した。

^ゞ,〆'

ダイヤトーンスピーカー

DS・V9000形
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●タ"ブルドライブ'スピーカーシステム DDSS 川;"捌::)化::HI:::{ト例::i側:ト棚:H:::;(HⅢ::1化:ト例:1トイ:;摂H肌H批1:ト側:;)船:H;;:{:トイ:}:::ト剃::ト側:":}1::HI:":)イ:::(:)船:ト船;ト船:ト怜:トイ:::1:M:::

二つの単体スビーカーを前後に従属接続して二重駆動することに を除去できる構成であるため,低音を正確に再現できる。

より,小容積キャビ才、ツトでも低音を正確に再現できるダブルドラ 信)従来の密閉方式と同様琴平たんな出力音圧周波数特性を得る こ

イブスビーカーシステ1、(DDSS)を開発した。 DDSSは,低音再 と刀§て'きる。

生方式のーつである複合型直接放射スビーカーを応用したもので,
'、、'、:^才一1
'.ヂf、,',4必

コンピュータシミニレーション技術を用い最適設計を図っ六もの
1徐ト't,"ξ参

である。主な1寺長は1欠のどおりである。

トー=砺f山従来の密閉方式に比べて,再生周波数帯域をより低域まで拡大 ダブルドライブスビーカー ゞ,

できると同時に,キャビネットの小型化を図ることができる。 ~ー、"X,*'泌゛、,、システムの構成

伐)音を外部に放射するための主スビーカー用振重峅反にかかる背圧

9.2 HA・家庭情報機器

●電力線ホームバスシステム用インタフェース '^、Jノトイ:併:)イ::;::H::::;トイ:髭!:トCⅢトイ:1:::M;::::)イⅢ:訓:1ⅢHI::;;i覗Ⅲ)イ:到:↓→::::}jイⅢ;:トイ:Ⅲ:トイ{Ⅲ:iイ::::1トイ噐:(:)イ;:::{トイ::1}:トイ;1:::H*:;j4:;Ⅲjイ

永庭内の電力f泉をj廼イ言路上する'選力市泉ホームパ'スシステムに1吏用 電波法施行規則の条件を満足した。

するインタフェースユニット任FU七称す)を開発した。1FUは, 機器への組込みやすさをねらって小型化・低価格化した。

家庭内の電力線上に信号を重畳し,通信制御を行うものである。 こ

のIFUを用いると,家電機器などの速隔監視・制御を行う小規模HA

システ/、が容易に実現でき,さらに,専用線ホームバスシステ/、

(HBS)のサブシステムどして展開することも可能である。このIFU

の主な特長は,次のとおりである。

山郵政省磁力線搬送通信調査委員会の技術標準案に準拠した。

9.3 家電・住設機器

●局,性月E/、イフ゜用ファンイ:::11トイ(:n:j船:トイ1::::"1::::)保:トイ::將慨:1イ{:::{ト船1トイ{:::1,船:H}:::1卜船:HI:::11側}1船:ト繊1卜側;沸1:トイ1:}::)イ::::;jイ::1::ト船:)イ1}::1トイ}:1::H:::::トイ:{:1:トイ::將船:ト瑞1:HI::::H::::1卜4;:::!ト→;1:::HI::::1C:!1トイ1:::;ト→1:::

バイプ朋ファンは,本体をバイプにはめ込むヅιけで取り付けられ 叫)グリルデザインを一新し,居室にも対応できる機種そろえとし

る取付けやすさと価格の手頃さから,サニタリー部分の換気を中心 ナご。

に需要が大きく伸び,居室にも採用され始めている。今回,当社独 伍)天井,壁のどちらにも取付けができる構造とし,換気設計する

自の高静圧低騒音羽根"エクストラファン"及乙リ哥効率コンデンサ うぇで,幅広く対応できるようにした。

モータを採用した。高性能パイプ用フブンの特長は,次のどおりで 電子モータ採用機種も系列に加えた。たま

ある。

(1)エクストラファンの採用により,実使用時の風量を確保しなが

hら低騒音26.5ホンを達成した(V・08PSC,50HZ,従来比約10ホン

'&
^ー^^'
「一フ;τ_「

11
減)。

;!

"ー'ー,〔、,

伐)高効率コンデンサモータの採用により,低消費電力1.飢Vを達 '、~_ー〆ー

成した(V・08PSC,50HZ,従来比約ν8に減少)。

(3)玉軸受の採用により,常時換気運転時の耐久性を向上させた。
三菱パイプ用ファン(左からV-08PSC, V-08PSK, V・08PSW)

^;石:由ガ'スイヒファンヒーター KD-323 DL イ:::;1トイ::::;H::{1:ト標::H::;1:トイ1:::;ト4:1:::トイ:11::)船:ト州:)船:ト側::>イ:::::)松;ト船IH::;1:トイ::":HI}:::ト標11}イ:{1::ト保:1イ::!::ト船:ト州:トイ{:;::トイ1::1:トイ:::(1トイ:::1:H:::::ト船:)崇

石油ブアンヒーターは,昭和53年発売以来,累計生産台数500万台

、リ

電力線ホームバス用インタ

フェースユニット

を達成し,普及率も35%ど市場では成熟期を迎えている。そこで,

63年度の石油ファンヒーターは,快適性,操イ乍注の向上七基本性能

の充実化を基本どして開発した。

(1)二つのサーモの働きで燃焼量と風量を自動的に制御し,よりよ

い快適空問を実現する"ツィン温感コントロール"を搭載した。

②高ぎれた所から操作できるようにワイヤレスリモコン式にした。

B)発熱量変化率を従来の50%から63%とした。

④最大発熟量が選択できる畳数セレクト機能を搭載した。

得)デザインは,流面形をたくみに使った最新流行のソフトシェイ

プデザイン,操作は使い勝手の良い上面操作を採用した。

9.家電関連機器

云L 垂号ι■

=署宜、乍互f^奮駆'

,、

臼.り」 fHI

、

Jt{;わ]11,11'

(f口_、'11二)

ら (ニ'

ー'ーーー、^"、、^
^^

閉1丁SU三ISHI

ノーーーーー『ノ

^

^^'^

^

ゞ
'ーーー"ー'ー、~ー_

石油ガス化ファンヒーターKD-323DL形
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@おし、しさと美しさをi自求しメニマイコン:ノヤー炊食反暑昌→}1:::トイ::::;H:劉H::::!トイ:::::トイ:::1{ト→!;:::ト船:M;1:::H}:::1トイ1;;::トイ:::1:,イ1::::H;::;{ト棚:)船:MI:::1トイ:11::トイ}::11H:!!1:トイ:;{,:H:::!1トイ:}・::;膿緜

(山操作パ才、ルを,ふたの上に設け,見やすく,立ったまま浦単に、味にもデザインにもこだ力る 20代から40代までの幅広い層をメ

操作できるようにした。インターゲットとし,インテリア感覚の全く辛斤しいデザインと,本

物のごは人のおいしさ訴求を基本コンセプトどしぐ開発した。主な

特長は次のどおりである。
^

Ⅱ)システ三、キッチンや,キッチン七りビングの一体化へ対応でき

__,,^、"ヤで、

る角形のざん新なフォルムどプヲスチックボディの美しいテザイン

を実現した。

②αチェックセンサとダブルサークルヒーターに加えぐ本格的

な鋳造厚がま(厚さ2.5mm)を採用,本物のごは人のおいしさを実

現した。

得)ワンプッシュオープン、主たにしぐ,ごはノLをよそい气bJ くし

た。 マイコンジャー炊飯器N上AIOM汗3

^ノ、ン^イシノヤワ^《^三ノヤン CLUB》 SU-20 松:HⅢ1;ト4:;;::":::11卜船:HI::::HI:::1)船;MI::::M::捺卜松::ト船:ト側::ト船:H:肌:)船1トイ:;1::H:::;1トイ1;ⅢH::::1卜側::M1謡1阿1;Ⅲ)イ1:::11イ::批 1:::}Ⅲ1:批::
ノ、人

イノノ゛

<ンディシャワーく朝シャンCLUBXよ,シャワ一設備のない洗面 、、
、、

台でも手軽にシャンプーカ并テえるこどをコンセプト七して開発した。 ノ、

・主な特長は次のとお 0 である。 ^'.、,,,,ノ,,ノ

,予'ー',,、J

山 20Cの水を適温に沸かし,宙動保温する。必要に1心じ,予約タ
、、/ J /、'ノノノ,

イマーで沸き上がる時刻をセットできる。
1 'y

捻)シャワーヘッドは,水の飛び散らないストレートシャワー, ま

た乎によくなじむソ上型軽量タイプである。 ＼ "J .、

,ー,ーー.,、
B)シャワ一の強・弱・切の切替えが手元でできるりモートスイッ ^^

チを採用し,お湯の無駄をなくし,快適性を向上させた。

ハンディシャリーSじ一20形

●インノ气ータ;故1哉j超薄^吊り下ιナ日召日月^目イ,}:::トイ,,;1H,,:,トイ,:,,,",1,:)イ,:},トイ,,、,トイ:',,H,,,H,,,}イ,,,トイ,、',M;::1;}4,1、::トイ"、,トイ、{",)イ:};:,H"",トイ,・",・・・・,・,・,・・・,・・,・,'・,・川・・,・・'・御

心子安定器(インバータ)を搭載した住宅用,.弓明器具の普及に仲

い,より付加価値の高い,差別化照明器具の開発をねらった。電子

安定器を採用するこ七によって,基板升三伏を自由に設計できる利当

を生かして,超薄型セード形状のエル字形吊り下げ照明器具を開発

した。この照明器具の特長は次のどおりである。

山この器具は,電子安定器収納部上ランプ収納部を分際角引置した

村紡笠になっている。

也) 30Wと40Wの円形蛍光ランプを同心円状に水平配羅するこ七

によって,ランプ収納部を厚さ80mmと薄型化した。

綿)このランプ収納部ど斜め上方に突出しナご選子安定器収納部どの
^゛

組合せにより,新感覚でざん新なデザインω超薄型インバータ1鄭戴
二

吊り下げ,買明器具を実現した。

●タッチスイ、ソチ付き蛍ウ,C灯スタンド《インバータ BBジフフ》,湘川滞船"翻"淵沸刑湘沸"航"版鵬"翻川將W"湘"鵬"湘川將,淵川耕

XP0242

,ゞ゛ゞ1ご气へ
1多4心,くjや1'11ξ契;,謬会蕪^11

..

二与

＼

三菱電機技幸E・V01.63・NO.1・1989

くインバータ BBジラプ)

BS3151K形

<インバータ BBジラフ>の第3弾として卓上スタンドBSH51形

を開発した。主な特長は次のどおりである。

n)軽く触れるだけで電子音とともに点灯する"音付きタッチスィ

ソチ"を採用した。

松)電子安定器(インバータ)とコンパクト蛍光ランプ(BBバラレ

ル27W)の採用により,更に小型化,五亨型化した。

(3)曲面を基調としたフォルムにスリ 1、な 2本アー1、を採用し,イ

ンテリア感覚と未来感覚を両立させた。

圃暗やみでもスイッチの位嵐め巧寉認できる赤色のLEDモニター

ランプを採用した。
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社外技術表彰

日干1」工業新聞社・1987年十大新製品賞を受賞冊伽冊町昭"

昭和63年1月27日,日刊工業新聞社主催の1987年日刊工

業新聞十大新製品賞受賞式が,ホテルグランドパレスにお

いて開催され,当社数値制御装置《MELDAS300シリーズ>

カゞ5乏'ミしナこ。

本賞は毎年,その年に開発製品化されたものの中から世

界最局水準に達していると言忍められる新製品10、点に対して

表彰されるもので極めて権威の高い賞であり,当社にとっ

て大変名誉ある受賞である。

今回受賞した《MELDAS300シリーズ》は,世界初の32

ビツトCNC装置であり,従来のCNCと比べ5倍の基本能

力を持っ高付加価値時代を先取りした高速・高精度CNCと

して広く産業界の発展に貢献するものである。

第34回(a召和62年度)大河内記念生産賞を受賞・

昭和63年3月Ⅱ日,大河内賞贈賞式が日本工業倶楽部で

開催され,大河内記念生産賞を受賞した(代表・志岐守哉

社長)。

受賞業績は r超LS1工場における全自動一貫生産システ

ムの開発と実用イヒで愛媛県の西条工場において新たなコ

ンセプトに基づく大規模な生産システムの確立により高度

な生産性を達成するとともに,高信束貢陛の齒動化システム

技術や除塩技術等を開発,実用化して臨海立地を実現した

ものである。

大河内賞は極めて権威の高い賞であり,当社の生産技術

の優秀性を世界に誇示することができた。

::H::;託>イ1::噐)イ::;::H:託::H:Ⅲliイ:蹄トイ撰掛イ噐捌H需:::)イ;::::阿目:::jイ盟獣HI:Ⅲトイ:噐::)イ:1Ⅲ阿1::ニトイ{::{:H11:1:トイ}::噐1イ

ぎ

a召和63年度全国発明表彰で「弁理士会会長賞」を受賞冊船沸川一冊冊,'

昭和63年6月2日,佐)発明協会総裁常陸宮・同妃両殿下

ご臨席のもとに全国発明表彰式が開催され,当社電子商品

開発研究所・川辺貞信による発明「磁気記録再生装置」が

「弁理士会会長賞」を受賞し,同時にこの発明の実施者七し

て社長・志岐守哉が「発明実施功績賞コを受賞した。

全国発明表彰は,特に優れた発明をした技術者とその事

業化を進めた企業の代表者を表彰する制度である。

今回受賞した発明は,ビデオテープの検索.頭出し

(VISS・VASS)に使われるもので, VTRの多くの機種に

採用されており,VTRの機能向上に大いに役立っものであ

る。

社外技術表彰

トイ{Ⅲ:トイ::証1阿1::::1イ蹴::1イ::髭:H裂1::}イ:髭::トイ:;::(トイ:;ⅢH噐:::)イ:::::>イ:捺H::1::)イ1::::トイ:1:::)イⅢ::)イ1:;噐トイ:噐{:トイ:Ⅱ::iイ:::Uトイ;:::11イ謡;:ト4噐1::>
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社外技術表彰一覧表 1

.防衛技術協会・防衛技術発明賞
,モノパノレスレーダ装置コ

鎌倉製作所
.西独ハノーバーメッセ CeBIT事務局・

Die gute industrieform (i丘1).審査員特牙"賞
rファクシミリ FA-210山

デザイン研究所

1987午]2月~19朋年10月受賞分

受賞頃に掲載

.西独ハノーバーメッセ 1NDUSTRY事務局・

Die gute industrieform (if賞)
「シーケンサMELSEC Fシリーズ用GP-20」

三菱電機株式会社
rMELSEC・AOJシリーズ」

三菱電機株式会社
「汎用インバータZ200シリーズ」

三菱電機株式会社
「マイクロロボット RV-M 1コ

三菱電機株式会社

中村雅澄・坂本禎治朗

.科学技術庁・第U回注目発明賞
、ポロイダル電源回路」

制御製作所

工業技術院と共同

r荷電粒子装置」
神戸製作所
本社

中央研究所

「トランジスタ素子」

中央研究所

.京都府.第32回京都府発明等功労者表彰・発明考案功労者表彰
'陰極線管」

今西渉京都製作所

、カラー受像管のランディング特性測定方法及び測定装置」
林圭一・菅原京都製作所

白谷貞夫・酒井正幸

.新技術開発財団・第20回市村賞貢献賞
"高解像度CSD方式赤外線イメージセンサJ

木股雅章・伝田匡彦・坪内夏朗LS1研究所

.兵庫県・兵庫県発明賞
「フラッシュバット溶接法及び装置」

伊丹製作所
生産技術研究所

菱電工機エンジニアリング株式会社と共同

.日本冷凍協会・第32回日本冷凍協会技術賞
r透湿膜式加湿器組込外気処理ユニット」
和歌山製作所平山建一・小川剛保・人見不二夫・大川内幸訓

高橋健造材料研究所

102

増井久幸・斉藤竜太・平里升羊一

渡部勁二

.自動車技術会・第開回(春季)自動車技術会賞
0電子制御サスペンション(アクティブECS)

姫路製作所
三菱自動車株式会社と共同

.日本電機工業会・第37回電機工業技術功績者表彰
進歩賞

r汎用高速シーケンサA3 Hの開発」
榊原正巳名古屋製作所
山下善臣中央研究所

発達賞

"大容並アクテーブフィルタを適用した高調波補償装置の開発と
実用化」

竹田正俊・池田和郎制御製作所

ヲ品風循環方式ダニパンチクリーナー」
野口善弘・小池利男三菱電機ホーム機器株式会社

力労賞

广変圧器油中可燃性ガス監視装置の開発J
篠原秀雄・内藤貞夫赤穂製作所

"New・VFシリーズ真空遮断器(VF・8/13B)の製品イヒ
田中捷三・野尻秀夫丸亀製作所

0氷ルーム独立チルド室っき5ドア冷凍冷蔵庫の開発・商品化.
西郷勝・中山道晴静岡製作所

「ツィンファンエアコンの開発」
梅村博之静岡製作所

「電気ストーブ付石油ファンヒーターの開発」
藤田喜助・篠原幸雄群馬製作所

「2 ドアオーブントースターレンジの開発'
新井勉・金谷定男三菱電機ホーム機器株式会社

.発明協会・関東地方発明表彰
特許庁長官奨励賞
「エスカレーターコ

稲沢製作所
デザイン研究所

特許庁長官実施功績賞
「エスカレーター」

デザイン研究所

.電気学会・電気学術振興賞論文賞

「白律機能を備えた分散形ネットワークァーキテクチャ」
・坂口敏明・西田正吾・田岡久雄中央研究所

福本信太郎

上田孝寿・溝田学
中村史郎

渡辺昭裕・岩田修司
斉藤雄作

.テレビジョン学会・技術振興賞開発賞

r酸化スカンジウム分散形カソードの開発」
生活システム研究所

「37形カラーテレビの開発と実用化」
京都製作所

磯綴

● IEEE . con5Urner Electronics socie土y .論文賞

rA New LCD with an lnput Functjon using conventional
Electrodes for Display and lnpUし

中野雅章・産業システム研究所
長崎製作所悟

博・開田豊広・富所誠
谷口言享次

技術開発賞

の開発」

原且則

奥田滝夫

.日本包装技術協会・グッドパッケージンク賞

「.波長蛍光ランプノξツケージデザイン」

三菱電機株式会社

.グッドデザイン福祉商品賞

K3・G・OL

和田俊・ー

鶴田剛司

.1ndustrial Re5earch & Developrnent . R&DI00賞

rsemiconductor MicrostTucture Analysis EqUゆmenも
井上靖郎・西村正・赤坂洋一LS1研究所

三菱電機技報・V01.63・NO.1・1989

.日本産業デザイン振興会
rホームエレベーター

三菱電機株式会社

・後藤茂・中谷

利安雅之・中西寿夫

喬



カラートビックス

●光ニューロコンビュータ

●並列分散処理向きデータ駆動型プロセソサ

●音声Q&Aシステム

●高速三次元CAD

.原子カプラント向け総合ディジタル計装制御システムく入IELTAC、

.中部電力欄能力開発センター納め系統運用シミニレータ

●完全・一体型負荷時位相調整変圧器

●30okY全三相一括型GIS製品]号機納入

.新シリーズ高密度・高機能ディジタル制御インバータ

・、入IE上＼、EC・1100 シリーズ

●電波暗室用シイーシダイナモメータ

.多軸多系統制御用数値制御装置.'入IELDAS・330HL)

●高信頴度・多重化システムシーケンサ" A3YTS"

.技術試験衛星Ⅵ型(ETS・YD 太陽電池バドル系

●宇宙実験・観側フリープライヤ(SFU)

●宇宙開発事業団向けソーラシミュレータ

●宇宙通イ割掬向けスーバーパー村斯星運用管制システム

●描内交換機(PBX)" ES1400"

.1NS才、ツト64 テ、ジタル加人名線多靈伝送装買

●三菱AXパソコン"入IAXY"

.スーバミニコン<入IELC0入170 NX/5000シリーズ>

●ラインサーマルカラープリンタ"G330-70形"

●全Π本空,矧削納め気象画像システム

● 4 MヒットDRAM

● Nns'五速 1入1ビット C入10S SRAM

.衛弔通信・衛星放送用マイクロ波半導体素子

●TFT液晶ディスブレイ

●エレベーター1拝管理システι、 tAI-2100ン

●新シ・Jーズプクティププイルタ

●空間演出用問接照明器旦"マイルドフプイン"

.インテリジェントビルシステ/、く入ΠBAssj 実績紹介ど今後の動向

●京喜轡泉列車運行管理.システ/、

●卓両制御活報管理装調

●卓載用DAT

●車鞍交通情報表示システご、

●EDTY対応高画質ディジタルT＼、"37C-CZ2E"

●大画面対応商画質ビテオテープレコーダー"H＼'-S65"

●静止画テレビ竃話"しし・60OJ"

●空気沽浄棲搭敬ツノンププンエアコン<霧ケ峰>

●マルチプロー冷蔵方式4ドア冷凍冷蔵庫

●電気掃除機"静かなダニバンチ"

三菱電機技報
Y01.63

NO.1

( 2 )

「技術の進歩特集」目次

●バートリアディテ,ブ用レジスト材料

●プラビン誘導体LB膜の分子配向

●緻密質コージライトセラミックス

●ページ消去型256K EEPR0入1

●ボリシリコンソース/トレイントランジスタ

●薄膜S01/MOS FET

1.2 情報処理・装置

●境界要素法によるΥLS1の典伝導・熱応力解析技術

●話者適応化音声認識装置

●並列推論マシン・マルチPS1システム

●CTRON OS

●マルチメディア処理技術における類似検索方式

●機器選定・レイアウトエキスバートシステム

●エンジニアリングデータベース

●知識情報処理向きテータベース管理システムとしてのKAPPA

●コンビュータ<ードゥエア動作シ ユレーションシステムミ

●デザイントレンドの分析と製品開発

ーファクシミリFA2]00のデザイン開発一

1.3 熱・流体・放電・光応用装置技術 (28)

●高性能スターリング冷却機

●溶融炭酸塩型燃料電池の高性能化・長奔命化

●高精度三次元気流解析

.シールドイオン流観測による真空中アーク現象の解明

●磁界中におけるSF'アークの駆動特性と遮断特姓

.マシナフりレセラミツクス"ミオセラ三、"のレーザによる微小穴あけ技術

●光ディスク駆動装置のサーポ回路のディジタル化

●130佃径光磁気ディスク媒体

●光ディスク}心用画像音声高速検索技術

.光ディスク用ムービングマグ才、ツト方式アクチュエータ

●移動体通信用"光空間伝送装置"

●赤外線開口整合光学系

1.4 電子機器技術 (31)

●ΥTRへッドどテープの接触解析技術

.ノイズィレーススビードサーチVTR用スリップリング

●テープ走行系CAE

●磁気へッドの起磯力対磁束特性の測定法

●固定磁気ディスク装置用苅膜磁気へッド

●低圧成形法によるモールドモータ

●ステップモータの高速駆動方式

●糟密小型モータの特性評価法

●超精密位置決め技術

●尚速・局クリーンロポット

●液晶駆動ICの高密度COG実装技術

●プラスチック射出成形CAE技術

.界面切削法による途膜物性評価装置

●多層プリント配線板の熱応力解析

1 研

1.1 材料・電子デバイス技術

●Pb入10'S.化合物系高匙界超電導線

●高温超電導体の結晶格子繰

.倣粒子堆積法による酸化物超電導葱膜の合成

.多元ICB法によるY・Ba・CU・0系高温超電導薄膜の合成

●極低温機器の疲労き裂進展寿命評価

●レーザ誘起電蹄によるイオンビームの発生

●ガスソース分子線エヒタキシー

●集束イオンにームリソグラプイー技術

●斜め河転イオン注入技術

柁6)

103

(35)

(36)

(36)

(2])

他の

2.電力・工才、ルギー

発 電2.1

2.1.1 原子力発電プラント

●原子力発電プラント

●放射線モニタ密封線源校正装置

2.1,2 火力発電プラント

●火力発電プラント

(36)

究



.タービン発電磯

2 1.3 水力発電プラント

.水力発電プラント制御装置の動向

.神奈川県企業庁相模発電所向け16.5MYA

水車発電機の完成

2.14 新発電技術開発

自業務用燃料電池発電システム

.太陽光発電システム

.40ok乳'低騒音コーシェネレーションシステ1、パツケーシ

2.1 5 発電システム

.関西竃力側向け運転記録編集装置/構内LANシステム

●罵給シミュレーション技術

.火ノが倉喧所運転員訓練用シミュレータ

22 送変配電

2.2.1 変圧器

.地F変電所用変圧器システム

.名古屋市内初の超局圧導人変圧器システ1、

222 開閉装置

.九川選力樹松浦発竃所納め 550kv GIS

B72~204kv,40kAぱね操作タンク型ガス逕断器

.エシブト(EEA)納め230k＼、スーバモービル変電所

.キ十ソプ付き送電線避雷器

223 配電

."小務泉搬送倩弓発生用インパータ

●^水薪泉活線作業ロホット

.東京竃力制向け架牢配電線事故探査レータ

.ノ、響・せ新シリーズ真空スィッチ管

22.4 送変配電システム

.A11、む用の電力系統事故復旧支援ンステご、

.酉ご遊線自動運用システ/、

.変屯設備保全支援システ1、

.央北竃力側東山形変電所納め機器異常監祝装甜

.詑ヒットディジタルリレーど YSMATシステ 1、

.特苅・高圧驚要家向けディシタルリレー

(37)

3.3 生産機器

.産業機械用数値制御装置<入圧LDAS-E3>

.三菱XC複合放電加_〔機放電ミル七ンリー

.三菱放電加工懐FMECシステム

.マニビュレータ村き無ノ、搬送車

e超電導薄膜形成用多ル1CB蔵着装買

3.4 汎用電機品

.三相誘導電動機の鋼板フレー/、シ・j ース(160~225プレー1、)

.慈冷式ACスビンドルモータSI-5.3AR~SJ・22APR

.汎用ACーナーホ'入IELSERYO・SA)シリーズ完成

.機種拡充さnる汎用インバータ

.OA桜器用卜ゆク J ミッタ

●高感度コンタクタ

.フ.2kΥ新型真空遮断器Bンリース山拡大

.りす屯アラーム遮断器

.配電制御機器用B/NE丁

3.5 環境・広域システム

.大分市水道局納め総合配水管理システ/、

.新潟県新発鑑農地事務所納め揚水機場祥災中管理システ"、

(37)

(38)

(39)

(39)

(39)

3 産業用システム・機器

31 産菜プラント用竃機品

.圧延用直流竃動機単機大容址記録,島の完成

.誘逗加熱式ヒートハイプロール

.抄紙機駆動用竃機品

自序美用大谷1'G、f0インバータ'1入IE上1、RAC 410.1

.新ンリース.コン<クト低騒音 CYCF ζ入IE上UPS 870化

32 計測制御

(A/1》テスタランス0 4、YD用オートマチック ソンヨン

.鉄鋼熱延加典炉日C統合化制御システ1、

.公共ブラント向け分散型監視制御システ1、イ入IACTじS 750・π0・790

.知姦ベースの統合制御管理システムへ山導人

.ブラント制御用エキスハートツールERIC

.μ11RON仕様OS " MR7700"

.地吹雪視程計測装置

轡レーザ式変イ立言十

脚大出力近赤タ"最像システ/、

.4寸¥、イイブ"内面仟列大センサ

●新型トランスデューサ

.三相力率自動調整装置く入ΠCA入1・YARⅡじ

.テマント監視装置HKE・CV

(49)

N山

4.宇宙開発と衛星通信

4.1 衛星

.技術試験衛星V型値TS・V)の運用状況

0技林]試験衛¥V 型伍1、S・V)安野暁迫制御系ω運用状況

.技術試験衛リ V型(ETS・V)ガスジェット系の運用状況

.技術試験衛星V型(ETS・V)樋仏系のフライトテータ評価

e技術試験衛星 Y 型(ETS・V)テレメトリトラソキンク及び

コマント系(TT0 の運用υq兄

.技術試験衛¥ V型(ETS・V)熟制御系W運用状況

.技術'式験衛足 V 型(EIS・V)太捗才屯池<ドル系ω運用状況

.地球ゞi源衛星 1 号(ERS・1)太脊1屯池<ドル

.地球f邦京衛早 1琴(ERS・1)安勢軌迺制御確 f同路

.逓介i衛星 3 号(C气・3)軽辻"引本

.イタルサソト搭戯用ミリ波アンテ十

.芋倒捌商信顎性汁鳳疑

● 150mxw々ノえ、ンエンシン

.通伝衞星搭茲用二゛グリッド反身H尭ブンテ十

4.2 宇宙基地・宇宙機

.宇宙実験蜆刷フリーフライヤ(SFし)井÷麹用遊気推進実験

(EPEX)系ω竃力・制御部

e 'i'宙用マ、ニヒ 1 ンータシステ/W)シミ、'レータ

4 3 宇宙用テハイス・部品・材料

.スー<ーバート井;鞭用Kaパントアンテ十りブレクタ

..乞体亀物複A杯料餓批丘剥犬FRP)

.;街五廿尭劣化舒付脇ミ読の鬨発及ひ鬨迎技林ル)確立

44 衛星通信地球局

.KW治ビジ才、ス通信用超小剛衛ず通仁社也球局

.律j早通佑用KU帯小型地珂寸嵒アンテ十

.21拠¥を1司時に追尾できるテュアルビー1、アンテ十

テ"シタル回線多電化装磁1(DC入IE)" DX・3000"

.1BS蛸小,W偉i早通イ'卸Ⅱ卸裴遣"1BS・SAI-

.徽児通イ'小叫地球局用述接符号化誤り。丁正方八

.俳j¥邇伶刈KW講毛0帆Υ HPA

. HE入11増船揣静モシ.、ール

( 41)

得山

経3)

樋●

(52)

三菱リi桜技卦卜Y01.63・×0.1・1989

(53)

帰●

(45)
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5 情報・通信

51 無線通信システムと機器

.ディジタル化大規痕防災行政無線システム

●広域ンーダ雨莖観側システム

5.2 光通信システムと機器

●↓00入lbl〕Sディシタル光通信装置

●広帯域ISDN用IC化光送受信噐

53 有線通信システムと機器

.本挌派多棲能普及磯フブクシミリ'、メルファスフ00シリーズ

.大量邇信時代のセンターブアクシミリ、メルフプス街00シ'j-フこ

●PBX増ディジタウ選話機

.三菱ブプクシミリメールシステ1、イ入IELFAXET-10S>

●薪型令融デノーリング電話システムへ、iAX)

.四国玉力側納めパケット型力"倒云送芙随

.分岐一ーヒス対1ど型高速ティシタル多重化装趣

..入IEL入1しX 、塀9.6K/]6KbpS音声コーデソク

●高纏盲EISDX端未プダブタ"10SIゞ

(61)

(62)

.国際ディジタル,、ツトワークシステ/、

54 コンビュータとワークステーション

.ゞ入IELC0入I EX シリースモデノン83011.840 Π.850 Π

●ぎ、フコン堺第{川世代'胎デ」上ソ 1

●自動車用高性能16ビットマイコンハ137790STJ

●バソコン用表示コントローラハ1350OFP

●TΥ画面上文字・パターン表示制御用LS1 入150458-X X XSP

●EDTY対感LSI

.ODDビ y クァソプ用フォトディテクタ内蔵ブリアンプ1C 入15210OFP

●HDD第2 世代サー七IC

●メモリ内蔵 1 チッブディジタルデノンー用IC (N150198P)

●]チッブ1C力ード(入IF5802- X X XP/CX X X )

●IS0準拠光ディスケ誤り訂正LSI

●回路シミュンータ

6.2 半導体素子

●局性能入1入ⅡC用セルファラインFET

●局出力15μm単一波長レーサ

●極低しきい値単一波長lnGaASPレーザ

●光通信用商速単・一波長レーザ

●光通信用半導仏ンーザ

●光通信用アバランシホトダイオート

●移動体通信用高周波半導体素子

●90GHZ帯超屯導ミキサ/受信椴

マルチキガヒット伝送吊レーザダイオードモジューノレ

●ミリ波帯ハイフ町ツド結合型住人同期増幅器

● IGHZ帯SA乳'発振器

●商耐圧,大容¥1,商速バワ一入10SFET, B卜NOS FETモジュール

●ノ、Tフ-1Cモシュール

●ストロボ圷ⅡGBI

63 電子デバイス

●マルチタイミングストアード方式オートトラッキンク

ニタ

.高速走査,大容せ表示20型カラーディスブレイ管

●井,ブ創坊止処理型カラープラウン管

●CR'1、商速走査用プエライト

●弁換え型光ディスク装耀用光へッド入IR・5H]

●SOR装枇入4、j弔ライ十ツク

●ワイヤホンディンク1寅査生キ艦

●多層ブリント基板用耐却姓材科

(62)

.工業殉'ト算長ξ入IELCOM 35〔ト印モデル800,モデル6(川

.エンシニフ" j ンクツークステーション新モテル"入IE1ι川/200/ 400"

.図商武乎Eシステ 1、"イメージCAD削"フークステーション

.三菱電機"入INA・OSI"ネットワークーナポート響」品

.入IEI"XET BI0 1_へX '80軍版X.23ハケッ 1、i矧用ゲートゥエノ

●睦列オブジェタト!励司に域づく診断

エキス<ートシステご、擶笑削シェルCCC

●水処岡管理,戈祐1支援システ 1、

.馴IJ.・組女業にお;ナる製造1汁1●、0突をh ÷

スケシニーリンクエキス<ートンステご、

●三菱生産管罪システご、"入IEL入IAS"

.東陶織器峠端夕め統介化図血サーヒスンステ1、

.北海遒屯力鬮納め気染矯縦処理システ1、

.三菱遊機クレゾット(樹向け系ぞ介オンラインシステ/、"入IECNOS"

5.5 周辺・端末機器

●3.5インチ苅速固定デ"スク徒羅

●E1880D/C/ B型火容鞭磯気デ,スク装置

●光デ"スクォートチェンシえ

.入IE上C0入I EXシリーズ E160OC 日町ミ語ラインプリンタ装置

●A3LEDプリンタヘッド

●カラービ子オコヒープロ七ソ」上"SCI・CP]00"

.透明手'きノ、カタフレット搭載フラットヒジュアルターミ十ル

5.6 画像システムと機器

●画像{ξ送共1難入IYC・JO00シリース

●8CHディジタル光画像伝迭装置

●邪H翌入ΠU用超竃連マグ才゛ソト

(63)

(65)

(フフ)

6.半導体と電子デハイス

6.1 集積回路

● 1留速SRA入1

● Bi・C入10S田K ビット ECL RA入1

●32ビソト クロプロ七ツ Jナ入132フプミリーマ

.超局速'局柱能]6 ビットシンクソンチップマイコン入IE上PS 7700シリ

ズ

イフ0)

●ブ、レ

フ.建築関連設備

フ.1 昇降機

●エレベーター郡管理エキスハート システ1、

.規格型エレベーター・_三菱エレベットアドバンスΥ>の意匠モデルチェ

(81)

ディスプレイモ

Jノン

(72)

●油圧エレベーターJン選子化シリース

●個ノ゛主宅用エレベーター・入IELL>

●昇際棲のリフォーム

72 冷凍・空調機器

●シティマルチインバータYシリース

●マルチセレクトフローPLH-FKシリース

●天吊・床置・壁掛兼用スホットエアコン"入ID・Eシリース"

●空冷式スクリニーヒートボンフチラーユニットCAH-GX形シリーズ

●ゞシティマルチ.水凱源シリース

●産契用稍窟温度制御チラー

●XE訊'産業弔冷水ユニノト(チリングニニット)

●高性能気液二相癒分配器

●三菱シングルスク・j ユー圧欝ぎ磯

●冷凍・空調用スクロール圧縮磯

●ガスリンブブオーマ

(73)

作■

●フ

(83)

絽4)

( 85 )
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フ.3 照明

.階段通路誘導灯

.店舗用ペース照明器具くBB ・15訊Vシリーズ》

.マグネトロン駆動用高周波インバータ電源

フ.4 ビル管理システム

._'菱防犯用分散型キーレスカードリーダシステι、

8.交通

8.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

●りニアモータ電車システム

.自動列卓制御装置

.車両用チョッパ制御装置

.車両駆動用インバータ制御装置

.車両用主電動機

.車両プレーキシステム用電機品

.車両内の新しい電源システム

.DDC制御方式車両用補助電源装置

.奄両用1.50OV DA空調システム

.交流電気車用電機品

.海外向け車両用電機品

.電車線き電電圧降下補償用プライホイールシステム

.大阪市交通局向け地下鉄駅空調監視制御システム

.帝都商速度交通営団和光検車区納め車両検査装置

.京王帝都電鉄愉向けバス運行管理システム

.非接触力ードシステム

(88)

(88)

8.2 自動車

.ノ小型.高機有Eエンジン御1街]コンヒュータユニツト

.スピードデンシティ方式燃料噴射装置

.スイッチング制御式感熱型エアフローセンサ

.エンジン制御用高粘度半導体圧カセンサ

.自動変速機用高速油圧バルブ

.イグニションコイル内蔵ディスト'j ビュータ

.電動式パウーステアリングシステ1、

.デボア才、搭載高級フルオーディオシステム

.境界要素法を用いた自動車車室内の音粋特竹解析

(89)

四0)

9.家電関連機器

9.1 映像・音響機器

.大画面.高画質.高音質カラーテレビ"CZ2 シリース"

●ハイビジョンMUSEデコータ

.プロジェクションテレビとマルチスキャンビデオフUジェクタ

.新案材振動板搭載高級スビーカーシステム

.ダプルトライブスビーカーシステ1、DDSS

9? HA・家庭情報機器

.電力線ホームバスシステム用インタフェース ^ ソ

9.3 家電・住設機器

.高性能パイプ用ファン

.石油ガス化ププンヒーターKD・323DL

.おいし七レ美しさを追求したマイコンジャー炊飯器

.ハンディシャワーく朝シャンCLUB) Sし一20

.インバータ搭裁超薄型吊り下げ畷明器具

.タッチスィッチ付き蛍光灯スタンドミインバータBBジラプ,

<次号予定>三菱電機技報 V01.63 NO.2 家庭における情報.システム化特集

特集論文

●家庭における情報化・システム化の展望

●卸止画テレヒ電話機

●家庭用電話機

●三菱ハンディ形イメージスキ十ナ

●コートハウス駒沢向けマンショントータル管理システム

●プロバンガス管理システご、

●FF暖房機集中管理システム"MELIOS"シリース

●HAシステム<MELON>ーハウスキーピンクシステ/、ー・

63 巻 1

編集委員

円●

鶴田敬二・峯松雅登・福岡正安

鈴木軍士郎・今村純寿・真篠幸雄

紅林秀都司・田中繍一良小柳下和夫
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四勘

・長崎忠一一堀切賢治

・竹内照男・藤井学

三菱電機技報編集委員

員長 鶴田敬
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●<イアメニティ統合住宅空調システ1、

普通論文

●火力発電プラント向け多機能型ディジタルコントローラ M琶上SEP

●エキスバートシステムを応用したエレベーターn手管理シスラ 1、 A]・2100

.商速ディジタル多重化装置MX.no0シリーズの分岐サービブ、1す応機能

●EX]880D/C/B型磁気ディスク装置

●商信東貞徃 OTPROM

●アクティプマトリクス液晶ディスプしイ

●電着感光膜を用いたプリント配線のパターン形成方'

"
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昇降機

取具.の三菱昇降.照明施設例

1.豊田そ:うショッピンクセンター

豊田そこうショッヒングセンターへ新形トラベーター(動く歩道)を
納入した 2棟問を継ぐ空中連絡通路として 6階と8階に計4台設置

されている構造面の性能向上に加え,意匠面でもトーン配色を裏面
に施した強化ガラスパネル,グリーン塗装のハレット及びグリーンの
乗降口安全灯など遊び心のあるものとしてぃる

1 東京証券会館(東京都)

東京・兜町の象徴,東証ドーム隣に増築した東京証券会館の照明は,
建物の名に'、さわしい偉容を備えている写真は理事長室の照明で,
大型ルーバの上面にフりズムハネルを載せ枠外周には吹出し口を設け,
さらに側面は,木製とした大型蛍光灯器具を建築化照明のための天井

のくぽみの中心に設け,重厚な照明環境となっている

2.新神戸オリチンタルシティ

六甲山麗の新幹線新神戸駅前に超高層ビルの新神戸オリエンタルシ

ティが完成エレベーター22台,エスカレーター48台はすべて当社製
である写真は超シンボリックなビルと展望用エレペーターであり,
エレベーターの中からの次第に開ける大阪湾の眺望は新名所となろう

Isit、＼>ヘ＼＼ン
.^

3.東京トーム(東京都)

東京ドームは,開業以来盛況を続けているが,内野観覧席の照明に
も,プレーに支障を来さないような配光,あるいはファウルボールて
壊れないような対策をしている。

写真は,記者席部分の照明で,設備は堅ろうな本体に照明とともに
電話用ジャツク,ファクシミリ用コンセントなどもセットしてぃる

1

2.丸井川崎店(川崎市)
丸井川崎店は,川崎駅東口再開発によるショッヒングセンター、ル
フロン"の一方のキーテナントとして開店した

照明は, 1・2階の天井の高い売場では光色の異なるへアのHID
ダウンライトを使用し,一般階では写真のように36Wコンハクト型蛍
光灯4灯組込みの正方形照明器具をべースライトとしてぃる

、、、、、之'、":'、、、

＼

4.小田急電鉄愛甲石田駅(神奈川県)

小田急電鉄は,駅舎を逐次全面改装する計画があり,愛甲石田駅は
そのモデル駅として昭和63年1月に改装が完成した。改札口付近の照
明もユニークで話題を呼人だが,特にプラットホームの照明は従来の
露出型蛍光灯に代えて配線ダクトも兼ねたスマートなアルミ押出材本
体の照明器具を使用し好評である

,^^^^^
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